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末日聖徒イエス・キリスト教会

第 １７１回半期総大会報告
２００７年 １０月 ６，７日の両日，

ユタ朔ソルトレーク・シティー，

カンファレンスセンターにおωて麗かれた

半期総大会の説教とその鰐

ゴ １繰 二甑難
「

った。 「言 うまでもなく，わたしたちは

危険な時代 に生 きています。…… さて，

わたしは人騒がせなことを言うつもりは

あ りません。死を宣告する預言者になり

たいとは思いませんδわたしは楽観的で

す。すべてを滅ぼす災 いがわたしたち

を襲う時が来ているとは思いません。そ

うでないことを心から祈っています。 ま

だ成し遂げねばならない主の業が非常

に多 くあ ります。わたしたちと，またわ

たしたちの子 どもたちでそれを行わなけ

ればなりません。」

そ して，こう付け加 えた。 「けれども

恐れる必要はありません。心に平安を，

家庭に平和を得 ることができます。わた

したちは皆，この世にあって善なる影響

を及ぼすことができます。」

ヒンクレー大管 長はまた， 日曜 日午

後の部会の説教の中でこう話 した。 「さ
こんにち

て，今 日，わた したちは特別な問題 に

直面 しています。深刻 で，痛切かつ困

難な問題であり，わたしたちにとって大

きな関心事となっています。確かにわた

したちは主を必要 としています。……わ

た したちの安全 は生活の徳高 さにかか

っています。わたしたちの強さは義の中

に存在しています。神は次のことを明確

ソル トレーク神殿の碑銘 は ，神殿が主の 宮で

あ ることを明 らか に している。

にされました。すなわち，わたしたちが

神を捨てなければ，神はわたしたちを見

捨てられないということです。」ヒンクレ

ー大 管長は大会 を閉じるに当たり
，主

が 「平和の業を祝福 し，再び速やかに

平和を回復 して」くださるように祈った。

総大会の各部会は，ゴー ドン・Ｂ・ヒン

クレー大管長， トーマス・Ｓ・モンソン第

一副管長
，ジェームズ・Ｅ・ファウス ト第

二副管長の３人が司会を務めた。

土曜 日午後の部会中に行われた管理

上の決定では，七十人定員会と中央 日

曜学校会長会，中央若い男性会長会に

異動があった。七十人会長会の二人が

代わ り，七十人 第一 定員 会から５人が

解任 され，名誉 幹部の称号 を受 けた。

七十人第二定員会からは４人が解任 と

なった。また，２４人の地域幹部七十人

が解任となり，３人の地域幹部七十人が

新 たに召された。 さらに，中央 日曜学

校 会長会 と中央若い男性会長会が再組

織 された（本誌２３ページ参照）。

大会の各部会の模様は，合衆 国，カ

ナダ，西インド諸島，メキシコ，中央ア

メリカ，南アメリカの１０か国，イギリス，

アイルランドほかヨーロッパの１９か国，

南 アフリカの多 くのステークセンターに

衛 星中継 された。合 衆国 とカナダの約

１，５００局のケーブルテレビシステムおよ

びテレビ・ラジオ局が大会各部会の模様

を通信衛星 を経由して無料で中継 した。

大 会 は また ， ディッシュネットワーク

（ＤｉｓｈＮｅｔｗｏｒｋ）のＢＹＵＴＶチャンネル

でも視聴することができた。全部会はイ

ンターネット（ｗｗｗ』ｄｓ．ｏｒｇ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ）

を通 じて， ３８か国語で生放送された。

また，放送が受信できない地域のため

に， 大会のビデオが入手可能となって

いる。 編集部□
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本誌 は 、末 日聖 徒イエ ス ・ヰ リス ト教会 の 国際 機 関 ◆

誌で ，以下 の言語 で出 版さ れて います 。 ’

アイス ラン ド語 ，アルバニ ア語 ，ア ルメニ ア語 、イ タ ：

リア語 ，イ ロカノ語，イン ドネ シア語 ，ウクラ イナ 語 ， ．

英語 オ ランダ語，韓国語 ，ギル バー ト語 ，サ モア語 ， ◆

ス ウヱーデン語 ，スペイ ン語 ，ス ロベニ ア語 ，セ ブア ●

ノ語 ，タイ語 ，タガロ グ語 ，チ ェコ語 、中 国語 ，デン ’

マー ク語 ， ドイ ツ語 ， トンガ語 ，日本語 ，ノル ウェー ．

語 ，ハン ガ リー語 ，ヒ リガ イ ノン語 、フ ィー ジー 語 ， ．

フィンラン ド語 ，フラ ンス語 ブルガ リア語 ，ベ トナ ・

ム語 ，ポー ラ ン ド語 ，ポル トガル 語 ，マー シャル 語 ， ’

マ ダガス カル語 、ルー マニ ア語 ，［］シ ア語。 （五十 音 ：

１頃一 発行頻度 は言語 によ り異 なりま 或 ） 。

大 管長 会 、ゴ ＿ ドン ．Ｂ 七 ンク レー ト マ ス ． ：

Ｓ ・モ ンシン ，ジ ェーム ズ ・Ｅ ・フ ァウ ス ト ◆

十 二使徒 定員会 ＝ボイ ド ・Ｋ ・パ ッカー ，Ｌ・トム ・ ：

ペ リー ，デ ビ ッ ド ・Ｂ ・ヘイ ト、ニ ー ル ・Ａ ・マ 。

ック ス ウ ェル ，ラ ッ セル ・Ｍ 一ネル ソ ン ， ダ リ ・

ン ・Ｈ ・オー ク ス ．Ｍ ・ラ ッセル ・バ ラー ド，ジ ◆

ヨセ フ ・Ｂ ・ワ ー ス リン ， リチ ャー ド ・Ｇ ・ス コ ’

ッ ト， ロバ ー ト ・Ｄ ・ヘ イ ル ズ ， ジ ェ フ リー ・ ：

Ｒ ・ホ ラン ド，ヘ ン リー ・Ｂ ・ア イ リング ．

編 集長 ニデニ ス ・Ｂ ・ノイ エン シュバ ンダ ー ・

顧問 ＝Ｊ・ケ ン ト・ジ ョリー ，Ｗ ・ロル フ ・カー ，ス テ ’

イー ブン ・Ａ・ウェス ト ：

教 科課程 管理部 責任 者 。

実務部 長 ：ロナル ド ・Ｌ・ナ イ トン ・

企画 ・編 集ディレクタ ー ：ブラ イア ン ・’Ｋ・ケ リー ・

グラフィックステ牙 レクター ：アラ ン・Ｒ・ロイボー グ ’

国際機 関誌ス タ ッフ ：

編集主 幹 ：マ ー ビン ・Ｋ ・ガー ドナー ．

編集主 幹補佐 ：Ｒ ・バル ・ジ ョン ソン ・

編集副 主幹 ：ロ ジャー ・テ リー ’

編集補 佐 ：ジェニファー ・グ リーン ウッ ド ◎

編集補 助 ：スーザ ン ・パ レッ ト ：

出版補 佐 ：コ レッ ト ・ネベ カー ・オウ ン ．

デザイ ンス タ ッフ ・

機関誌 グラフィックスマ ネー ジャー ：Ｍ ・Ｍ・カ ワサキ ●

アー トデ ィレ クター ：スコ ット ・バン ・カ ンペ ン ’

デザ イナー 主任 ：シ ェ リー ・ク ック ：

デザ イナー ：トーマ ス ・Ｓ ・チ ャイ ル ド ．

制作 主幹 ：ジ ェーン ・ア ン ・ピーター ズ ・

制作 ：レジナル ド・Ｊ・ク リステンセ ン，デニーズ ・カー ’

ピー ，ケ リー ・プラッ ト，ローラン ド・Ｆ・スピークス ， ：

カリ ・Ａ・トッ ド，クラウディア ・Ｅ・ワーナー ．

デ ジタル プ リプレス ：ジ ェフ ・マーテ ィン ・

予約 購売 スタ ッフ ・

ディ レクター ：ケ イ ・Ｗ ・ブリ ッグズ ◆

配 送部長 ：ク リス ・クリス テンセ ン ：

マ ーケ テ ィング部長 ：ジ ョイ ス ・八 ンセ ン ．

● 定期購 読 は ，「『リア ホナ 』予約 申 し込 み用 紙」 で ・

お 申 し込み にな る か ， ま た は現 金 書 留 か郵 便 振 替 ○

（口座 名／ 末 日聖 徒 イ エス ・キ リス ト教 会 振 替 口 ◆

座番 号／ ００１００－６－４１５「２） にて 教会 管理 本部 配 ：

送 セ ンター へ こ送金 い ただ けれ ば ，直接 郵送 い た し ．

ます。 ● 『リアホナ 」 のお 申 し込 み ・配 送 につ いて ・

の お問 い合わ せ 一・〒１３３－００５７東京 都 江戸川 区西 小 ’

岩 ５－８－６／末 日 聖徒 イ エス ・キ リ ス ト教会 管理 本 ’

部 配送セ ンタ ー’０３－５６６８－３３９１ ：

発行 所 末 日聖 徒イ エス ・キ リス ト教 会 ，

〒１０６－００４７東 京都港 区南麻 布５－１０－３０ ・

電話 ０３－３４４０－２３５１ ’

印刷 所 株式 会社 明文社 ：

定 価 年 間 予 約 ／海 外 予 約 ２．４００円 （送 料 共 ） ．

半年 予約 １，２００円 （送 料共 ） ・

普通 号／大 会号 ２００円 ’

英 語 版承 認 一１９９６年 ８月 翻訳 承 認 一１９９６年 ８月 ●

原 題一 ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ｝ＭａｇａｚｉｎｅｓＪａｎｕａｒｙ．２００２，：

Ｊａｐａｎｅｓｅ．２２９８１３００ ．

●以下のテーマによる説教が ，それぞれ

右側のページに掲載されています。この

リス トは話者が採り上げたテーマをすべ

て網羅するものではありません。
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● 今 大 会 の 話 者 （ア イ ウ エ オ 順 ）の 説 教 が

右 側 の ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い ま す 。

ア イ リング ， ヘ ンリー ・Ｂ ｌ６

オ ー クス ， ダ リン ・Ｈ ７

オ ー トン， ロ バ ー ト・Ｆ ９４

ク レー トン， Ｌ・ホ イ ッ トニ ー ３１

ゴ ー ル デ ン， ク リス トフ ェ ル ・ジ ュ ニ ア ３３

ゴ ンザ レス ， ウ ォル ター ・Ｆ ３５

サ ミュ エ ル ソ ン， セ シル ・Ｏ・ジ ュ ニ ア ４７

ジ ェ ンセ ン， バ ー ジニ ア ・Ｕ １０９

ス コ ッ ト， リチ ャー ド・Ｇ ｌＯＯ

ス ノー ， ス テ ィー ブ ン ・Ｅ ４９

ス ム ー ト， メア リー ・エ レ ン １０６

デ ィデ ィエ ， チ ャ ー ル ズ １０

デ ュー ， シ ェ リー ・Ｌ １３ １１２， ８０

バ ー トン， Ｈ ・デ ビ ッ ド ７５

パ ッカー ， ボ イ ド・Ｋ ７１

バ ラー ド， Ｍ ・ラ ッセ ル ４０
も

ピー ター ソ ン， ウ ェ イ ン ・Ｓ ９６

ヒル ビ ッグ デ キ ー ス ・Ｋ ５１

ヒ ンク レー ， ゴ ー ドン ・Ｂ ・・４ ６０，８３，１０４

フ ァウス ト， ジ ェ ー ムズ ・Ｅ … ・１９，２３，５３

ヘ イ ト， デ ビッ ド・Ｂ ２４

ヘ イル ズ ， ロバ ー ト・Ｄ ４３

ペ リー ， Ｌ・トム ８７

ホ ラ ン ド， ジ ェ フ リー ・Ｒ ３７

マ ックス ウェ ル ， ニ ー ル ・Ａ ９０

モ ン ソ ン， トー マ ス ・Ｓ ５７，６８，１１５

ラー セ ン， シ ャ ロ ン・Ｇ ７７

ワー クマ ン， Ｈ ・ロス ９８

ワー ス リン ，．ジ ョセ ブ ・Ｂ ２７

ホームティーチングおよび家庭訪問

「リアホナ』の総大会報告号には，ホームティーチ

ングまたは家庭訪問用の特定のメ ッセージは掲載

されていません。ホームティーチ ャーおよび家庭

訪問教師は祈 りの気持 ちで訪問する会員の必要性

を熟考したうえで ，一つの総大会説教 をメ ッセー

ジとして選んでください。

表紙 一写 真／ ジ ョン ・ル ー ク。

裏 表紙 一写真 ／ク レー グ ・ダ イモ ン ド

大 会の 写真 大 会の写 真 の撮 影者 は以下 の とお り

で す。一 ク レー グ ・ダ イモ ン ド，ウェル デ ン ・ア

ンダー セ ン ，ジ ョン ・ルー ク ， ジェ ド ・クラー ク ，

マ ッ ト ・ラ イ アー ，ケ リー ・ラー セ ン ， タム ラ ・

Ｈ ・ラ テ ィエタ ，エ リー ・カー ター ，マー ク ・ヘデ

ング レン ，ロバー ト ・ケー シー。

イ ンターネ ット上での大会説教 一インターネッ ト

によ り，多 くの言語で総大会説教にアクセスする

ことができます。ア ドレスは次のとおりです。一

ｗｗｗ．１ｄｓ．ｏｒｇ
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●土曜午前の部会

２００１年 １０月６日

時満ちる時代に生きる
大管長

ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンクレー

ｒわたした右を取 ０巻く苦悩や，至る所τ目にする恐ろしい事柄，置界４７に

広まりつつある紛争にちかかわ６ず，わだしたちはよ０善し堵 となることが

でぎます。ノ

愛１諜蟹灘
のこの偉大な世界規模の大会に歓 迎い

たします。わたしたちはソルトレーク・

シティーの新 しくすばらしいカンファレ

ンスセンターに集っています。建物はほ

とんど満員のようです。この建物がある

ことをうれしく思います。これを建てる

ようにという霊感に感謝しています。実

に驚嘆すべ き建物 です。わたしたち全

員が一つの会場に集えればよいのです

が，それは不可能です。しか しながら，

テレビ，ラジオ，ケーブル，衛星中継，

そ してインターネットという驚 くべ き技

術があることに心から感謝 しています。

わたしたちは偉大 な世界規模の教会 と

なりました。そ して今 ，大勢の会 員が

一つの大きな家族 としてこれらの集会に

出席することが可能 となっています。多

くの言語 を話 し，集 う場所は様 々です

が，皆，一つの信仰，…つの教義，…

つのバ プテスマ とい う共通点が ありま

す。

今朝 ，わた しは，主が わた したちの

ためにしてくださったことを思い，抑え

切れないほどの感動を覚えています。

享受 しているす ばらしい祝福 に見合

うために，わたしたちが前世で何を行 っ

たかは分かりません。わたしたちは人類

の長い歴 史の中で， この偉大 な時代 に

地上 に生を受けました。すべての時代

の中で驚 くべ き最高の時代です。最初

の両親の時代から人類 の長 く険しい歩

みを振 り返るとき，感謝の念を覚えずに

はいられません。

わたしたちが生 きるこの時代 は， 聖

文で語 られている時満 ちる時代 です。

過去の神権時代のあらゆる要素を神 が

一つに合わせ られた時代 です。神 と神

が愛しておられる御子が少年ジョセブに
みすがた

御姿 を現 された 日か ら，膨大な知識が

滝のように世に注がれてきました。マラ

キの言葉を成就すべ く，人々の心はそ

の先祖に向けられてきました。 ヨエルの

受けた次の示現が成就 してきているの

です。

「その後わたしはわが霊をすべての肉

なる者に注 ぐ。あなたがたのむすご，娘

は預言をし，あなたがたの老人たちは

夢を見，あなたがたの若 者たちは幻を

見る。

リアホナ／２００２年１月号
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その 日わた しはまたわが霊 をしもべ，

はしために注 ぐ。

わた しはまた，天と地とにしるしを示

す。すなわち血 と，火 と，煙 の柱 とが

あるであろう。

主の大いなる恐 るべ き日が来る前 に，

日は暗 く，月は血に変る。

すべ て主 の名 を呼ぶ者 は救 われ る。

それは主が言われたように，シオンの山

とエルサ レムとに，のがれる者があるか

らである。その残った者のうちに，主の

お召 しになる者がある。」（ヨエル２：２８－

３２）

この何十年かで，それまでの人類史

上でなされたすべての科学 的発見よりも

多 くの発 見が なされてきました。運輸，

通信，医療，公衆衛生，原子力の活用，

コンピューターの奇跡とそれに付随する
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大会の 部会に出席する ため にカンフ ァレンスセンターを埋 め尽 く した会員たち。

すへての進歩か わたしたちのこの時代

に花 開いたのです。 これ までの生涯 の

うちに，わたしは奇跡 に次 ぐ奇跡が実

現するのを見てきました。人々はそれを

当た り前の ように思っています。

そ して，これらすべてとともに，主は

古代の神権を回復されました。この １世

紀半の問に御 自身の教会 と王国を組織

され ました。主は御 自分 の民 を導 いて

こられました。彼 らは恐ろしい迫害とい

う溶鉱炉 の中で精錬され ました。そし

て主は，わたしたちか今生 きているこの

すはらしい時代をもたらされたのです。

しかし，わたしたちは，この教会をす

はらしい未来へと導く神の力のほんの一

端をかいま見たにすぎないのです。それ

てもなお，わたしはこれまでに成 し遂け

られたことに驚嘆しています。

会員 数は増加 しました。忠実 さとい

う面でも成艮してきたと，わたしは確信

しています。多 くを失っているかもしれ

ませ んが，忠実な人々は大いに強めら

れてきました。教会を観察 している人々

は，わたしたちが宗教界の大きな流れ

に仲間入 りしてきた，と言います。しか

し，わたしたちは何 も変わっていません。

わたしたちに対する世の見方の方が変

わってきたのです。わたしたちは同じ教

義 を教 えています。組織 も同 じです。

同 じ良 い働 きをす るために働 いていま
コつ し よ く

す。一方で， 古い嫌 悪感か払拭 され，

かつての迫害 は鳴 りを潜 めているので

す。人々にはより正 しい情報が与えられ

ています。人々はわたしたちの信条や働

きを認めてくれつつあ ります。

しかし，この時代はすば らしい 一方

で，危険に満 ちています。悪がはびこ

っています。その魅力 的な誘惑 は，多

くの人 々を陥れています。パウロはこう

言いました。

「しかし，このことは知 っておかねば

ならない。終 りの時には，苦難 の時代

が来る。

その時，人々は自分を愛する者，金

を愛する者，大言壮語する者 ，高慢 な

者，神をそ しる者 ，親 に逆 らう者 ，恩

を知 らぬ者，神聖を汚す者，

無情な者，融和 しない者，そしる者，

無節制な者，粗暴な者，善を好まない者，

裏切 り者，乱暴 者，高言 をする者，

神 よりも快楽 を愛する者，

信心深い様子をしながらその実を捨

てる者 となるであろう。 こうした人々を

避ｉけなさい。」 （２テモテ３’１－５）

リアホナ／２００２年 １月号
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こんにち

今 日，わたしたちはこれらすべての悪

の力をこれまでにも増 してもっとよく目

にしています。つい最近，ニューヨーク

市やワシントン，ペンシルベニアで起 き

た事柄 によってもそのことを思い知らさ

れましたが，それについては明 日の朝

話すつもりです。わたしたちは，粗暴 な

者が恐ろしく卑劣な行いをする時代に生

きています。戦争の時代に生きています。
こっまん

傲慢の時代 に生 きています。邪悪 とポ

ルノグラフィー，不道徳の時代に生きて

います。ソドムとゴモラにあったすべて

の罪が社 会にはびこっています。若 人

がこれほど大 きなチャレンシに直面 した

ことはありませんで した。現代ほど，悪

かあか らさまに姿 を見せたこともあ りま

せんでした。

ですか ら兄弟姉妹の皆 さん，わたし

たちはこの偉 大な大会に，互いに支え，

強め合 うために，また互いに助 け，高

め合うために集 まりました。励 ましを与

え，信仰を築き，主が 与えてくださった

すばらしい物事を思い巡 らすために，そ

してどのような形であれ悪 に対抗するわ

たしたちの決意を強めるために集 まった

のです。

わたしたちは偉大な軍勢 となっていま

す。影響力のある民となっています。わ

たしたちが話すときに人々は耳を傾 けて

くれます。わたしたちは困難に対処する

ために力 を示 してきました。わた したち

の力は全能の神 を信 じる信仰から来て

います。天の下のどのような力 も神の業

をとどめることはできません。困難は訪

れるか もしれません。世 界は戦争 と戦

争のうわさに巻 き込まれるかもしれませ

ん。しか し，この業は前進 し続けます。

皆さんは，預言者ショセブによって書

かれた次の崇高な言葉 を御存 じでしょ

う。「いかなる汚れた者 の手も，この業

の発展 をとどめることはできない。迫害

は威を振 るい，暴徒 は連合 し，軍隊は

集合 し，中傷 の風 か吹き荒れるであろ

う。 しか し神の真理は大胆かつ気高 く，

悠然 と出で立ち，あらゆる大陸を貫き，

あらゆる地方に至り，あらゆる国に広ま

り，あらゆる者の耳 に達 し，神の 目的

は遂けられるであろう。か くして，大い

なるエホバは，業は成就 したと仰せにな

るのである。」（ＨｉＳ亡ｏｒｙ ｏｆ酌ｅＣｈαｒｃｈ，

第４巻，５４０）

主はわたしたちが 目指すべ き目標 を

お与えになりました。それは，主の王国

を築 くことです。それは，信仰と高潔さ

を備 え，人類へ の愛 と関心を持つ多 く

の男女が推 し進める強力 な大義です。

それは，より良い社会を築 くために前進

し，わたしたち自身とほかの人々のうえ

塵
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に祝福を与えています。

自分たちの立場 と目標 を心 に留める

なら，わたしたちは傲慢になることはあ

りません。独 りよが りになることもあ り

ませ ん。 自己満足 したり， 自己中心的

になったりもしません。わたしたちは全

人類 に手を差 し伸 べなけれはなりませ

ん。すべての人は永遠の父なる神の息

子と娘であ り，神はわたしたちが彼 らに

関して行うことに対して，いつか報告す

るよう求められます。主の祝福が皆さん

のうえにあ りますように。主かわたした

ちを，善い業 を行えるよう，強 く，雄 々

しくしてくださいますように。わたした

ちの信仰か朝 日のように輝き渡 りますよ

うに。 わた したちが主の神聖な戒めに

従順に歩んでいけますように。主がわた

したちにほほえんでくださいますように。

わたしたちが前進するとき，すべての人

に手 を差 し伸べ，人類社 会を祝福 でき

ますように。すなわち，虐げられ，抑圧

された人々を励まし，飢 えた人々と貧し

い人 々に食べ物 と衣服 を与え，身近に
る

いるこの教会の会員でない人々にも，愛

と親切 を示すことがで きますように。主

はわたしたちに道 を示 しておられ ます。
み こ と ば

主は御言葉と勧 告，導き，すなわち戒

めをお与えになっています。わたしたち

はよくやっています。 わたしたちには，

感謝 し，誇 りに思 うべ きことがたくさん

あります。それでも，わたしたちは今よ

りいっそう向上することができます。

この大義 に携 わる兄弟姉妹 をわた し

はどんなに愛 していることでしょう。わ

たしは皆さんが行 ってきたことと，これ

か ら行 おうとしていることのために，皆

さんを愛 しています。わたしたちを取 り

巻 く苦 悩や，至 る所 で 目にする恐 ろし

い事柄，世界中に広 まりつつある紛争

にもかかわらず，わたしたちはより善い

者となることができます。

わたしは天の祝福が皆さんのうえに注

がれるよう請い求めます。そ して皆 さん

へのわたしの愛をお伝えし，皆さんがこ

れからの２日間にこの説教壇から聞 く偉大

なメソセーシを生活に取 り入れるようお

勧め します。わた したちの主イエス ・キ
み な

リス トの聖 な る御 名 に よっ て ， ア ー メ ン。



福音を分かち合う
十二使徒定員会

ダリン・Ｈ・オークス

桧 員で窃れ，宣教師であれ，最壱効果的に伝遁を行う人ば例外なく憂に根ざし

τ行動しτいます。……むしわたしたちがこの憂に欠けτし１るな６，祈０求める

べ昔です。ノ

ンクレー大管長，すばらしいメ

ヒッセージをありがとうございます。わたしたちは皆，この困難

な時代 にあって精力的な，また霊感あふ

れるあなたの指導 に深 く感謝 していま

す。大管長の指導の下でわたしたちは，

現在の混迷 した世の中で緊急 に必要と

されている主の業を推 し進めています。

イエス ・キリス トの福音の良い知 らせ

を宣言することはクリスチャンの信仰の

基本となる原則です。福音書の著者のう

ち３人はこの原則に関して救い主から与

えられた指示について報告 しています。

マルコの書にはこのように記録されて

います。 「そして彼 らに言われた，『全世

界に出て行って，すべての造られたもの
の

に福音を宣べ伝えよ。

信 じてバプテスマを受ける者は救われ

る。しかし，不信仰 の者は罪に定めら

れる。』」（マルコ１６：１５－１６）

マタイは救い主が語 られた戒めの言

葉を引用しています。 「それゆえに，あ

なたが たは行 って，すべ ての国民 を弟

子 として，父と子と聖霊 との名によって，

彼 らにバプテスマを施し〔なさい。〕」（マ

タイ２８：１９）

ルカはこのよう述べています。「こう，

しるしてある。……その名 によって罪の
くいあらた

ゆるしを得 させる悔改めが……もろもろ

の国民に宣べ伝 えられ る。」（ルカ２４：

４６－４７）

近代 の預言者たちは救い主の与えら

れたこの指示を今の時代 に適用 し，福

音を分かち合 うことをわたしたち一人一

人にチャレンジしています。

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー大管長はわた

したちの時代のために明快 に響 きわたる

声で呼びかけてきました。衛星放送を通

じて世界中の宣教師と指導者に語った

話の中で，大管長は「教会のあらゆるレ

ベルで」伝道活動に対する「熱意 をか き

立てる」よう求めました（「子羊 を見いだ

し，羊を養う」『リアホナ』１９９９年７月号，

１２３）。宣教師は求道者を見つけるため

に引 き続き最大 の努力 を払 わなければ

なりませんが，「もっと良い方法……は教

会員を通 じて行 う方法」であることを強

調 しました（１２１）。大管長 はわたしたち

一人一人に求道者を見つけることについ

て最善の努力 を払って宣教 師を支援す

るよう要請しました。 また，ステーク会

長と監督に対して，それぞれのユニット

で「求道者を見つけ，友達になることに

ついて，あらゆる義務と管理責任を引 き

受け」るよう求めました（１２３）。ヒンクレ

ー大管長は「この大 きなチャレンジに立
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ち向かう」ことがで きるよう一人一人に

主の祝福を祈り求めました（１２４）。

大管長がこの要請を行ってから２年半

が過 ぎました。けれどもわたしを含めほ

とんどの人が，このチャレンジにこたえ

るような実 りある働きを行っていません。

わたしは祈 りの気持ちでヒンクレー大

管長の言葉を研究 し，どうすれば福音

を分かち合 うことができるか深 く考えた

結果，預言者か らのチャレンジを成 し

遂げるには３つのことが必要であるとい

う結論に達 しました。第 １に，福音を分

かち合うことについて心からの望みが必

要であ り，第 ２に，神の助 けが必要で

あり，第３に， 何をな すべ ぎかを知 る

必要があります。

１． 望 み

ほかの多くの事柄と同様に，福音を

分かち合うには最初にその望み を持つ

ことが必要です。福音を分かち合うと
み て

いう面で，神の御手に使 われる者 とし

てもっと役 に立つ者になりたいと思 うな

らば，心からそう望まな１プればなりませ

ん。 この望みを持つ には二つの段階を

経なければならないと確信しています。

第 １段階として，回復 されたイエス・キ

リス トの福音が真理であり，大切である
あかし

ということについて揺るぎない証を持た

なければなりません。中でも，御自分の

子どもたちに対する神の計画にはこの上

ない価値があるということ，その計画に
しよくざい

おいてイエス・キリス トの照罪が不可欠

であるということ，この世においてその

計画を実行するためにイエス・キリストの

教会が大切な役割 を担っているというこ

とについての証がなければなりません。

第２に，神 とそのすべての子 どもたち

を愛 さなければなりません。近代の啓示

で，わたしたちは「神の栄光 にひたすら

目を向けて……愛 を持つ者には，その

業 に携 わる資格がある」と言われていま
こんにち

す （教義と聖約 ４：５）。今 日の神権 時代

の初期の使徒 たちは，「すべ ての人 を…

・豊 かに」愛す るように命 じられました

（教義と聖約 １１２：１１）。

回復 された福 音が真理であり大切で

あるという証を得るならば，わたしたち

は自分たちに与えられているものの価値



を理解することができます。神 と隣人を

愛するならば，その大いなる贈 り物をす

べての人と分かち合いたいという望みを

持つようになります。福音 を分かち合い

たいという望みの強 さは，個人的 な改

心の度合 いを測 る大切 なはか．りの一つ

なのです。

モルモン書には証と愛の力について驚

くべき例が幾つか記されています。 「罪

人の中でも最も罪深い者であった」モー

サヤの息子たちは，証 を得たときに「救

いがすべての造られたものに告げ知らさ

れることを願った。彼 らは，だれであろ

うと人が滅びるのに耐 えられなかったか

らである。」（モーサヤ２８：３－４）彼 らの同

僚であるアルマは後に，こう叫びました。

「おお，わたしが天使で 〔あれば〕よいも

のを。 〔そうすれば〕出て行って，神のラ

ッパのように地を震わせる声で語 り……
あがな

あらゆる人に……蹟いの計画を告げ知ら

せ，もはや地の全面に悲しみのないよう

に〔できように。〕」（アルマ２９：１－２）。

伝道活動を，福音を分かち合うこと，

という言葉に置 き換えたいと思います。

分かち’合うからには，わたしたちは何か

非常に大切なものを持ってお り，それを

ほかの人々の益と祝福のために与えたい

と望んでいなければなりません。

会員であれ，宣教 師であれ，最も効

果 的に伝道 を行う人は例外 なく愛 に根

ざして行動 しています。わたしはこの教

訓 を若い男性 の時代に学 びました。わ

たしは教会にあまり活発でないある会員

を訪問する割 り当てを受けていました。

彼はわたしよりもずっと年上で，専門職

に携わっており，成功 していました。 自

分の行動 を振 り返ってみると，わたしは

その人 に対 して愛 に根 ざした関心 をほ

とんど抱いていなかったことが分か りま

す。義務感から，単にホームティーチン

グを１００パーセント達成 したいという望

みだけで訪問 していました。月末 を間

近に控 えたある日の晩，わたしは彼に

電話をかけて，これから同僚とともに訪

問 してよいかどうか尋ねました。彼の答

えはわたしにとって懲 らしめとなり，忘

れられない教訓となりました。

「いや。今夜は来てほしくないね」と彼

は言いました。「疲れているし，いつで

も寝 られるように着替えも済ましてしま

ったんだ。今，本を読んでいるんだよ。

君のホームティーチ ング１００パーセント

達成の報告のために，読書のじゃまをさ

れたくはないね。」この言葉は今 でもわた

しの心を突 き刺 します。 自分本位な動

機で訪問 しようとしていたことが見抜か

れていたからです。

だれかに回復 された福音のメッセージ

に耳を傾けるよう勧めるときに，その人

に対 する純粋な愛 や価値 あるものを分

かち合いたいという無私の望みではない

別 の理 由があるのではないかと疑われ

ないように望んでいます。

もしわたしたちがこの愛に欠けている

なら，祈 り求めるべきです。「キリスト

の純粋な愛」に関する預言者モルモンの

記録はこう教えています。「御父が御子

イエス・キリストに真 に従 う者すべてに

授けられたこの愛で満たされるように…

…熱意を込めて御父 に祈 りなさい。」（モ

ロナイ７：４７－４８）

ｌｌ．神の助け／正しいタイミング

福音 を分かち合 うときにはわたしたち

を導 く神の助けが必要です。わたした

ちの望 みが証 と愛に根 ざした純粋なも

のでなければならないのと同じように，

わたしたちの行動 も主の導きを受けたも

のでなければなりません。この業は主の

業であって，わたしたちの業ではありま

せん。わたしたちはこの業を主の方法と

主のタイミングで行うべ きであって， 自

分たちの方法や都合で行うのではありま

せん。この点を誤ると，わたしたちの努
ざせ つ

力は挫折 や失敗 に終わることでしょう。

福音を必要としているにもかかわらず

心がそれに向かわないでいる人が家族

や友達の中に必ずいます。わたしたち

が効果 的に働 くためには，主 の導 きが

どうしても必要です。彼 らが最 も受け入

れやすい方法とタイミングで働 きかける

ことができるようにするためです。今準
き ょ う

備のできている人，主が今 日わた した

ちを通 して助けの手を差し伸べようとし

ておられる人に対 して，わたしたちが神

の御手に使われる者となるには，主の助

けと指示を祈 り求めなければなりません。

それから，どのような方法で進めたらよ
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いか告 げる神の御霊の促 しによく注意し

て耳を傾 け，従わなければなりません。

これらの導きは必ず与えられます。数

え切れないほどの多 くの人々の証から，

わたしたちは主が御 自身の方法 と時に

従って，福 音を受け入 れる人々を備え

ておられることを知 っています。これら

の人々は福音を探 し求めています。そし

てわたしたちが彼 らを見いだそうと努力

するときに，主 はわたしたちの祈 りに答

えをお与 えになり，それによって彼 らの

祈 りにこたえられるのです。望みを持ち

続けている人々，どのような方法で，い

つ，どこで，だれに福 音を分かち合っ

たらよいかについて心から導きを求めて

いる人々に，主は促 しと導 きをお与えに

な ります。このようにして，神 はわたし

たちの望み をかなえて くださるのです

（アルマ２９：４；教義と聖約 ６：８参照）。

主 は近代の啓 示の中で，このように

言われました。、「地上のすべての教派や

宗派，門派の中には…… 自をくらまされ，

見いだす場所 を知 ら存いということだけ

で真理 を得 られず にいる多 くの人がい

る。」（教義 と聖約 １２３：１２）わたしたちが

カンファレンスセンター内の１階にある噴水は，

人気のある待ち合わせ場所となっている。



「いつで君，どのようなことについても神

の証人」となっているならば （モーサヤ

１８：９），主は福音を探 し求めている人を

見いだして適切 にコミュニケーションを

する方法を明 らかにして くださいます。

わたしたちが導きを求め，キリストのよ

うな愛に基づいて心から人々に働 きかけ

るときに，主か らそのようにしていただ

けるのです。

主 は御 自分のすべ ての子 どもたちを

愛しておられます。主はすべての子 ども

たちが御 自分の真 理を全部手 にし，御

自分が持 っておられる祝福 を豊か に受

けることを望んでおられます。主は一人

一人がいつ準備できるのか御存 じです
。

そしてわたしたちに対 しては，福音を分

かち合うことに関する指示を聞いて，そ

れを心に留めるよう求めておられ ます。

わたしたちが 自分の分を果たしているな

らば，準備のできた人々から「わたしの

羊 はわたしの声 に聞き従う。……彼 らは

わたしについて来る」と言われた御方の

メッセージに応 じていくことで しょう（ヨ

ハネ１０：２７）。

ｌｌｌ．どのよ うに行 うか

人々と福音を分かち合いたいと心から

望み，その努力 に対する助けを神に求め

たら，次にわたしたちは何をすればよい

のでしょうか。どのように進んで行った

らよいのでしょうか。物事はまず行動を

起 こすことから始 まります。天からさら

に指示が与えられるまで待 っていてはな

りませ ん。ほとんどの場合，啓示が与

えられるのは何かを行っているときなの

です。

だれに対 して， どのような方法 で行

うかについて，主は次のように指示 を与

えておられます。 「また，あなたがたの

教 えを説 くことが ……各 人がそれぞれ

隣人に，穏やかに，かつ柔和 〔である〕

ようにしなさい。」（教義 と聖約３８：４１）

「隣人」とはもちろん，隣…に住んでいる人

や友達，つ きあいのある人たちだけで

はありませ ん。 「わた しの隣 り人 とはだ

れのことですか」と尋ねられたとき救い

主は，エリコに向かう道で「隣…り人」の存

在に気づいたサマリヤ人の話をされまし

た （ルカ１０：２５－３７参照）。このように，

鰹 べ 、
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わた したちの「隣 り人」には 日常生活の

中で擦れ違う人々も含まれています。

わたしたちは，いにしえのアルマのよ

うに，交わる人々を主のみ もとに「連れ

戻す ことがで きるように，わたしたち

に力 と知恵 を」与 えてくださるよう祈 る

べ きです（アルマ３１：３５）。さらに彼らの

幸いを求めて祈 ります（アルマ６：６参照）。

褒められたり利益 を得た りしようとす

るのではなく，愛 に根ざして行動しなけ

ればならないということを忘れてはなり

ませ ん。教 会での立場 を利用 して自分

の高慢や野望を満たそうとする人への

警告は（教義と聖約 １２１：３７参照），わた

したちが福音を分かち合 うときにも当然

当てはまります。

愛 に根ざして行動するという義務はま

た，人を操ろうとしたり，操っていると

感 じさせたりしてはならないという警告

でもあ ります。わたしたちと信仰 を共に

していない人々の中には，わたしたちが

何かを指 して「伝 道の道具」と言うのを

聞いて不快に感じる人もいます。「道具」

は命のないものを操作するために用いる

ものです。ですから何かを指 して「伝 道

の道具」と言 うと，わたしたちがだれか

を操ろうとしているような印象を与える

のです。この印象は伝道活動の特徴 で

ある利 己心 のない，分かち合 いの精神

とは相いれません。

ヒンクレー大管長はその偉大なメッセ

ージの中で「福音を分かち合う機会はど

こにでもあります」と断言しました（『リァ

ホナ』１９９９年 ７月号，１２２）。大管長はわ

たしたちにできる多 くのことを挙げてい

ます。大管長が語った「教会員の模範が

持つ途方もなく大 きな力」が周囲の人々

に影響をもたらす ように生活すべきです

（１２１）。「わたしたちが携えることのでき

る最も効果的なちらしは，わたしたち自

身が善良な生活を送ることです。」（１２３）

わたしたちはあらゆる人に対 して真心か

ら親切に接する必要があります。

ヒンクレー大管 長は， 出会 う人々に

「教会の印刷物を」渡すことができると述

べ ました（１２２）。「宣教 師が教 える際に

家庭 を提供する」こともで きます （１２２）。

宣教師が「教会員に友達を紹介するよう

求めるのは適切なことです。」（１２４参照）

宣教師から求められたら，わたしたちは

それにこたえるべ きです。

要するに，ヒンクレー大管長 は，教

会員は皆「求道者を見つけ，彼 らを励 ま

す という務めを絶 えず実行」することが

できると述べたのです （１２３）。

このほかにもで きることがあ ります。

預 言者モロナイが語 った偉 大な言葉，

すなわち「わた しは人のすることは恐れ

ない。完全な愛はあらゆる恐れを取 り除

くからである」という言葉に従 うならば，

特 にそうです （モロナイ８：１６。 １ヨハネ

４：１８も参照）。友達を教会の集会や教

会主催の活動に招 くことができます。教

会 とその教えが及ぼす影響 に感謝して

いることを述べて， もっと知 りたいかど

うか尋ねることができます。

もっと簡単な方法があります。この興

味をそそるパス・アロング・カー ドを１束

持ち歩 いて， 日々の生活で出会 う人々

に，たとえ偶然知 り合 った人でも，この

カー ドを渡すのです。このカードはわた

したちの分かち合 いたい真理を研究 し

てみるように勧める理想的な手段の一つ

です。押 しつけがましさがまったくなく，

すばらしい贈 り物を差 し出すことができ

ます。どの贈 り物を選ぶのかはカー ドを

受け取 った人に任 されていて，その人

自身が連絡を入れなければなりませ ん。

わたしたちの経験によれば，．贈 り物を希

望 して電話してくるかなりの人が，さら

に話を聞かせてくれる人にその贈 り物を

届けてほしいと希望しています。
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「一一㎝ 一．

教会は最近，インターネットを通して

世界 中に福音 を分かち合 う方法を発表

しました。１９世紀にちらしが作成 され，

２０世紀にラジオやテレビ，フィルムの利

用が始まったと同様に，この新しい方法

が持つ可能性にわたしたちは胸躍らせて

います。教会は新しいインターネットの

サイトを開きました。そのサイトを通 し

て，教会や教会の教義や，ともに礼拝で

きる場所に関する情報 を求めている人々

に紹介することができます。アドレスは

ｗｗｗｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇです。宣教師たちは

経験 とともに，この新 しい手段の利用価

値や利用方法が分 かって くるでしょう。

教会員は友達から質問 を受 けた際， こ

のサイトを使って答えることができます。

直接質問に答えることもできます し，友

達にサイトを開いてみるように言うことも

できます。さらに，福音のメッセージの

入ったあいさつ状や案内状をインターネ

ットで友達に送ることもできます。

ｌＶ．結び

わたしたちは福音を分かち合 う努力と

能力 を倍増 させて，この偉大 な業にお

ける主の 目的を成 し遂げるよう求められ

ています。これを実行 しないかぎり，す

ばらしい専任宣教師たち，つまりわたし

たちの息子や娘たち，そして主の業の

ために熱心に働いている高潔な友 人た

ちは，回復 されたイエス・キリス トの福

音を教えるという務めを十分に果たすこ

とができません。

わたしたちは愛に根 ざした望み，天か

らの導き，隣人と福音を分かち合うとい

う神の命令を成 し遂げる方法について考

えてきました。イエス・キリス トの福音は

この暗い世界にあって，何にも勝る輝 き

を持っており，また唯一の希望です。「し

たがって」，ニーファイが教えているよう

に，「これからもキリストを確 固として信

じ，完全な希望の輝 きを持ち，神とすべ

ての人を愛して力強 く進まなければなら

ない」のです（２ニーファイ３１：２０）。

わた しは救い主イエス ・キリス トにつ

いて証 します。 また主がわたしたちに，

この主の業に心から参加するよう望んで

おられることをイエス・キリストの御名に

よって証します。アーメン。

信仰の橋を架ける
七十人会長会

チャールズ・ディディエ

砺 世は，入か信仰の梧を架け，不死痢蹴と薦 の命に続く扉を醐けτ，神に

お会ωする峙期です。ノ

る大手の広告会社に一歩足

あ を踏み入れると，壁にかかっ

た額の言葉が 目に留 まるでし

ょう。 「人は壁 を作 りすぎている。しか

し，橋の数 は足 りない。」（フランスに本

社を置 くＪＣドゥコー社から引用）

確かに壁は普通，二人以上の人やグ

ループを物 理的，精神的，あるいは霊

的に隔て，障害物 とするために作 られま

す。壁はまた，防御，保護，分離の象

徴として作 られるのです。そのような理

由で建てられ，有名になった壁がありま

す。エルサレムの城壁 ，万 里の長城，

ベルリンの壁がそうです。また壁はこの

分離の概念を表すために， 日常会話に

おいても象徴的 に 「不理解 の壁 」「不

寛容の壁」あるいは 「れんがの壁に話し

かけているようだ」などと使われたりも

します。

橋 は壁 と対照 的です。橋は，二人以

．ｈの人やグループを合わせた り，結び

つけた り，一致 を生み出すために架け

られます。橋は障害を乗り越えるために

架け られ ます。有 名になった橋 には，

「嘆きの橋」「アレンビー橋」など多数あり

ます。橋 という言葉はわたしたちの言語

で，再結合 や一致 という概念 を表 し，

「意見の隔たりに橋を架ける」「相違点に

橋 を架ける」のように使います。

地上 での死 すべ き生活や，アルマが

「現世は人が神にお会いする用意をする

時期である」（アルマ３４：３２）と述べた人
ら

生の 目的について考 えると，この大切

な目的を果たすため，主がどのように助

けてくださるのか知 りたくなります。こ
ひ ゆ

の比喩を借 りて答えるなら，それは単に，

不信仰，無関心，恐怖，罪の壁を乗 り越

えるために，わたしたちが生活の中で信

仰の橋を架けられるように助 けてくださ

ることなのです。現世は，人が信仰の橋

を架け，不死不滅 と永遠の命に続 く扉を

開けて，神にお会いする時期です。

では，どのようにして信仰の橋を架け

るのでしょうか。

若いころわたしがベルギーのナミュー

ルという都市に住んでいたとき，ナミュ

ール市は大 きな河によって反対側にある

隣の都市 と隔てられていました。当時こ

の二つの都市 を結 ぶ橋 は一つしかあ り

ませんでした。この橋 は，何世紀 も前
ざんがい

に戦勝 国ローマが架 けた橋 の残骸 を，

何 度 も補 強 し，修復 した もので した。

幅 は狭 すぎて車の流れを妨 げ，幾つも

の小さなアーチがじゃまをして大型船や

はしけが通過できませんで した。もっと

幅が広 く，一つだけのアーチを持つ新

しい橋が必要で した。その うちに河の

両側で，新 しい橋の基礎工事が始まり
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．．一」

大会の部会前 に話 し合う大管長会 の３人。 ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンク レー大管長 （中央 ），

ジ ェーム ズ ・Ｅ・ファウス ト第二副管長 （右）。

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン 第 一 副 管 長 （左 ），

ました。河の真ん中で接合する予定の

金属製の巨大な橋 げたが見る見る両側

から伸びてきました。わたしはこの土木

工事に魅了 され，毎 日のように自転車

に乗って，工事の進行具合 を見に行 き

ました。ついに，２本の橋げたをつなぐ

ために， 中心部に鉄鋼製のかなめ石が

はめ込まれる日が来ました。わたしと一

緒 に大勢の人が慎 重な工事 を見守って

いました。あと一歩 で２本の橋げたがつ

ながれ，初めて通行可能になるのです。

完成す ると拍手が 沸き起 こり，作業員

たちは抱き合いました。河 という障害物

は征服され，克服されたのです。

この経験 をお話 ししたのは，それが

表す象徴について考えるためです。橋

には，金属製の橋 以上 の意味がありま

す。それは，天の御父の子 どもである

わたしたちが再 び御 父にまみえることを

可能 にする，信仰 の橋 を象徴 していま

す。橋の中心 にあるか なめ石が表 して
あうむい

いるのは，仲保者 イエス・キリス トの埴

い，死すべき状態 と不死不滅 とをつな

ぐ点，生 まれ なが らの人 と霊的な人と

の接点，そしてこの世の命か ら永遠の

命へ と転換する点 を表しています。救

い主のおかげで，人類は御父 と和解で

き，罪と死 すべ き状態 という壁 を克服

で きるのです。 これらの障害物 は霊の

死 と肉体の死を意味 しています。イエ

ス・キリストの贋 いは救いの計画の中心

であり，約束どおりわたしたちの天の御

父 と再会できることを意味 しています。

モーセ書 にはこのように書 かれてい ま

す。 「これが，時の中間に来るわたしの

独 り子の血によってすべての人に与えら

れる救いの計画である。」（モーセ６：６２）

橋の反対側にある神の愛は，神の御

子イエス・キ リストを信 じる信仰 に対す

る報いです。 「神はそのひとり子を賜わ

ったほどに，この世を愛 して下さった。」
たまもの

（ヨハネ３：１６）神のあらゆる賜物の中で

最 も大いなるものは，御子の究極 の犠

牲，すなわち御子の瞭いです。 そのお

かげで，神の戒めを守 り最後まで堪 え

忍ぶという条件で，不死不滅だけでな

く永遠の命をも得ることができるのです

（教義 と聖約１４：７参照）。

ですから，信仰の橋を架けようと努力

するときには，わたしたちは生活の中で

御 父と御子 と御子の瞭いに対する堅固
あかし

な証を築かなくてはなりません。信仰の

橋 は天の御 父 と再び永遠 に住めるよう

になるか，または永遠の別離を味わうか

という違いを生 じます。もし，わたした

ちが罪の壁 を建てるならば，神の愛 と
あわ

憐れみから引き離されてしまうのです。

聖霊の賜 物は信仰 の橋 の土台です。

救 いはイエス・キリストによる以外に，

またイエス・キリス トを信 じる信仰 を正

しく行使する以外に与えられません。そ

うするときに，わたしたちは罪を悔い改

め，橋の手す りとも言うべき救いの儀式

を受けることができるのです。この世の

障害を克服 し，義にかなった選択をし

ようという気持 ちと励ましは聖霊の声に

耳 を傾 けるときにわいてくるで しょう。

信仰の橋 を渡ることは，想像以上に困
あらし

難なことかもしれません。橋が嵐 に耐え

られるかどうかは，すべてその基礎 で

ある橋脚の強さにかかっています。人

生の嵐や信仰の危機，例 えば，死，重
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病，失業， あるいは財政不 安などは，

常に現 世に付 きまといます。そのような

危機に直面すると，時々，神や救 い主

の存在 そのものさえ疑ってしまうほど，

いらだつことがあるかもしれません。そ

のようなときにもっと信仰が増す ように

叫び求めれば必す，慰 め主がこたえて

くださるでしょう。これこそ，「常に …
はんりょ しダく

伴侶となり，・ 義 と真理の不変 の笏

となる」聖霊 なのです （教義と聖約 １２１

４６）。

そうです。信仰をもって日々聖霊 を求

めれば， 日々の問題を解決する方法は，

必ず見つかります。聖霊はすべてのこと

を思い起 こさせてくださる御方です （ヨ

ハネ１４．２６参照）。このことを説明する

ために，何年も前， 当時改宗 したばか

りの人が書いた手紙か ら引用 したいと

思います。これはステーク大会でハロル

ド・Ｂ・リー大管長が話 した後，大管長

あてに書かれたものです。「大管長が話

されてか ら，ずっと考えていることがあ

ります。それは，末 日聖徒 イエス・キリ

スト教会の会員にとって，人生はまるで

バプテスマによって教会に入 る誕生か

ら，永遠の命 に向かって死ぬ まで，俗

世と罪の激流 の上に架かった不安定な

釣 り橋 を渡るようなものだ，ということ

です。渡 り始めると，バプテスマの直後

は安心 感や信仰があるものの，眼下の

激 しい流れや 目的地かはるか先にある

ことに気づ くと，安心感に代わって疑い

や恐れという発作 的な苦しみが頭をもた

げてきます。 こうして，祈 りの習慣や信

仰，愛，そして歩みを順調 にする労働

が影を潜めてしまうのです。疑いと無感

動という霧が立ち込め，心と精神はむし

ばまれ，歩みは妨げられ，橋の向こう

側から流 れてくる力 強い愛の力 への反

応か弱 くなってしまいます。そういうと

きには立ち止 まり，ひざまずいて，愛の

力 によって進むべ き信仰と方角がよみが

えるまで辛抱するのです。」（Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ

Ｒｅｐｏｒｔ，１９６５年４月，１５）

最後に，信仰の橋を完成 させるには，

永 遠の家族 になるために親子 を結 びつ

け，一致 させるきずなが絶対に必要で

す。世代 問に信仰の橋 を架けるのは，

彼 らも一つ となるためです。ちょうど御

父と御子が一つであられるように，永遠

の命を受けるという目的において一つに

なるということです。そのために，戒め

が与えられています。まず，子 どもたち

は父親と母親を敬 い，次に両親 は子 ど

もたちに「主の前 をまっす ぐに歩むこと」

を教 えるのです （教義 と聖約 ６８：２８）。
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例 を示しましょう。

第二次世界 大戦当時わたしはまだ幼

く，祖 国は侵 略され，危険が満ちてい

ました。母は信頼 と一致について大切

な教訓を与えてくれましたが，わたしは

それを決 して忘れたことがあ りません。

母 は戦争が招 く様 々な危険 についてわ
ひとこと

たしに警告 し，一言次のように言いまし

た。「お母 さんの言 うことを信 じてつい

て来なさい。お母さんの声 をよく聞くの

よ。そうすれば，いちばんいい方法で

守ってあげるか らね。」わたしは母 を愛 し

信頼 していたので，母の言葉に耳 を傾

けました。

しはらくして学校が始まりました。学

校はわたしにとって新 しい橋 でした。わ

たしの人生におけるこの新 しい経験に備

えるため，家 を出る前に母は，教 師の

言葉をよく聞き，素直でいるようにと言

いました。今 回も母の忠告を信 じました。

教師によく従い，校則 を守ろうと決意し

たのです。おかげで学校は無知の壁で

はなく，知識の橋 となりました。
ら

信頼し一致するという教えは，両親，

家族，教師と一つとなるうえできわめて

大切で した。 この教訓のおかげで，後

にハプテスマを受けて主の教会に入 り，

救い主 と一致することができました。こ

の教訓は，神殿 の聖約を守 ることによっ

て，夫，父親，祖父として，家族 の中

に信頼 と一致を続けて築 くことを思い出

させてくれ ました。ヒンクレー大管長は

こう述べています。「神殿は不死不滅の

事柄に関連 してい ます。神殿 はこの世

と次の世 をつなぐ架け橋 となります。」

（Ｓ亡ａηｄＡｌｆ醒ｅＴａｌｌｅｒ〔２００１年〕６）
こんしち

今 日，俗世にかかわることで も霊に

かかわることでも，また家族や宗教にか

かわることでさえも壁 を建てることによ

って孤立することは容易です。しか し，

信仰や和解の橋 をもっと多く架け，「世が

与えるようなもの」ではなく（ヨハネ１４．

２７），神の御子，イエス・キリストが与え

てくださる平安によって生活しましょう。

イエスがキリス トであられることを証

します。わた しは主と主の救 いの福音

を信頼し，いつか主 と再会できると深く
み な

信 じて い ます 。 イエ ス ・キ リ ス トの 御 名

に よ り， アー メ ン。



人が独りでいるのは

良くない
中央扶助協会第二副会長

シェリー・Ｌ・デコ．一

儲 婚でも，家族τも，ワードやステークτむ，夫婦が，両親が，あるωは男

女が，一つの目的を持ち協力し台わなければ，可能性を最蝦 に引ぎ出すごと

は期待でぎません。ノ

一 ７騨 の ５年間・わたしはアフリカ

からアマゾンまで，世界中の

（＿ 扶助協会の姉妹たちと神権指
導者とともに仕える機会に恵まれてきま

した。皆さんとのそのような経験を通し，

ある基本的な福音の原則の大切さを再
き よ う

認識するようになりました。今 日はその

原則について，特 に若 い成人会員の兄

弟姉妹たちにお話 ししたいと思います。

皆 さんは人生で最もチャレンジに満ちた

時期に差 しかかろうとしています。

この夏，わたしは肩を痛めて何週 間

も片腕が使 えな くなってしまいました。

それまで，体のバランスを取るのに片方

の腕がもう片方の腕にどれだけ依存 し

ているかなど，考 えたこともありません

で した。片腕 では重い物 をなかなか持

ち上げられないし，まったく不可能な事

柄 もあることに気づ きました。この不調

のおかげで，体の障害によく対処 して

いる方 々へ の尊敬の念を新たにし，両

腕 を使 ってこそ多 くを達成できることを

知りました。

二人は通常一人に勝 ります。⊥天の御

父は 「人が独 りでいるのは良くない」２と

言われ，アダムに助け手を造られました。

助け手とは， 自分 とは別の才能を持っ

ていて自分 の能 力を補い，均衡を保っ

てくれる人のことであり，この世の重荷

を分かち合い，一人では不可能なこと

を可能にしてくれる人です。「主にあっ

ては，男なしには女はないし，女なしに

は男はない」３とあるとおりです。

サ タンは，義の下 に一致 した男女 の

持つ力を知っています。サタンとの戦い
しゅうぐん

で天使 ミカエルが率いた天の衆群は，

キリストの大義の下に団結 した勇気ある

男女で構 成されていました。戦いの後

で永遠 に追放 されたサ タンは今 も敵意

を燃やしています。ペテロの恐 ろしい言

葉を借 りれば，「あなたがたの敵である

悪魔が，ほえたけるししのように，食い

つ くすべ きものを求めて歩 き回ってい

る」４のです。ルシフェルは結婚と家族

を食 い尽 くそうと躍起 になっています。

この二つが崩壊すれば，巻 き込 まれる

すべての人の救いだけでなく，主の王

国そのものの生命力が危うくなるからで

す。サ タンが男女の異なる責任 と特性

について混乱 を引き起 こそうとするのは
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そのためです。サ タンは，性別や結婚，

家族，そして男女の結 びつきすべてに

ついて誤ったメッセージを浴びせてきま

す。そのねらいは，男女 の差など取 る
たまもの

に足 りないものであり，固有の賜物など

不必要だ とか，逆 に，その隔たりが大

きす ぎて理解 し合うことなど不可能だと

信 じさせることです。そのどちらも間違

っています。

天の御父はわたしたちを創造されたと

き，御 自分 のしていることの意義をはっ

きりと認識 しておられ ました。つまり，

人を男 と女に創造されたとき，愛し合え

るように類似点を与え，互いの力と役割

を合わせて初めて完全になれるように相

違点 を与 えられたのです。男性も女性

も，自分だけでは不完全です。同様に，

結婚でも，家族でも，ワー ドやステーク

でも，夫婦が，両親が，あるいは男女

が，一つの 目的を持ち，互いの力を尊

重しながら頼 り合い，協力 し合わなけれ

ば，可能性を最大 限に引 き出すことは

期待できません。
こんにち

今 日の社会は，神が与 えられた男女

の責任に関するこれらの真理のほとんど

を忘れています。テレビのホームドラマ

でも，そ して，残念 ながら，家族 やワ

ードの中でさえそれらを見いだすことが

できません。しかし，主は忘れてはおら

れません。主は，わたしたちが「欺かれ

ないために……すべてのことに関して規

範を与え」‘ておいでになります。夫婦

のために，そして主の王国でともに奉仕

する男女のためにこの規範 を確立 した

のは，最初 の両 親であるアダムとエバ

でした。アダムとエバ はともに働 き６，

嘆 き７，従順 に従い，子 どもをもうけ８，

子孫に福音を教えました。９また，主の
み な

御 名を呼び求め，「主 の声 を聞」きｌｏ，

神 の御名をたたえ”，神に自分 自身を

ささげました。聖文には繰 り返し，アダ

ムとエバについて「彼 ら」という代名詞が

用いられています。

神権 を持つアダムも，母なるエバ も，

一人で堕落をもたらすことは不可能でし

た。彼 らの独 自の役割 はそれぞれ関連

し合ったものでした。二人は話 し合い，

一人で担うには重すぎる荷 をともに負

い，不 安に満 ちた荒れ野 をともに歩 ん

－



で行ったのです。これこそ義にかなった

男女に与えられた主の規範です。

さて，人は理想 とお りにいかない状

況に直面することがあります。わた しは

このことをよく理解 しています。わたし

自身もそれに対処 しているからです。 し

か し，愛 する若い兄弟姉妹 の皆 さん，

教会 と教会の家族の未来は皆 さんの手

にゆだねられています。主のこの規範に

対する皆 さんの理解が，皆 さんの結婚

や家族，そして王 国の建設を助ける能

力と，永遠の命に影響を与えるというこ

とを，わたしは皆さんにお伝 えしておか

なければなりません。

若い姉妹の皆さん。皆 さんの周 りに

は，女性 か神権に聖任 されないのは不

公平だと言い伏せようとする人たちがい

ます。そのような人たちは間違っており，

イエス・キリス トの福音を理解 していま

せん。男性でも女性でも，神権の祝福

は義にかなったすべての人に与えられま

す。わたしたちには，聖霊 と個人の啓

示，そして神殿でエンタウメントを受け，

力 を「帯ひて」ユ２出て行 く機会が 与えら

れています。神 権の力はすべての義に
し や

かなった人を癒 し，守 り，暗黒の力に

抵抗する力を与えてくれます。何より重

要なのは，主の宮 で受ける最高の儀 式

に含 まれる完全 な神権は，夫婦一緒で

なければ受けられないということですｂ’３

ハロル ド・Ｂ・リー大管長 はこう語ってい

ます。 「清い女性と神権者が一つになっ

て昇栄が可能になるのです。神権者の

いない女性や，清い女性のいない神権

者では昇栄することはできません。」’４

姉妹 の皆 さん，わたしたち女性は神

権の力 によって立場 を弱 くされているの

ではなく，むしろ力 を増 し加 えられてい

るのです。わた しはそれか真実である

ことを知 っています。何度も体験 してき

たからです。

皆さんの将来の夫や，ともに教会で

奉仕する男性たちは，皆 さんにしか与

えられない支えを必要とします。皆 さん

にはジェームズ Ｅ・ファウス ト副管長か

男性と同等の， もしくは男性をしの ぐｉ５

と表現 した，内に秘めた強い霊性があ

るからです。霊的な責任を放棄 しない

でください。皆さんの信仰には強い説得

力かあ ります。鏡の前でどんなに長時
まん り よ

間過 ごしても，聖霊を伴侶 とする人の

魅力にはかないません。徳と信仰高 潔

さ，そして限 りない思いやりという，神

の女性にしかで きない方法で家族や教

会を祝福 してください。

若い兄弟の皆 さん，神権への聖任は

大 いなる特権 と責任 を伴 いますが，神

権は人 を支配する資格ではありません。

奉仕のために与えられたこの神の力を行

使するに当たり，いつもふさわしくあっ
み た ま

てください。御霊 に導かれ，神権 を尊ぶ

男性ほど崇高な存在はありません。
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み こん

主の御声 が聞ける徳高い女性 と結婚

すれは，彼女は生涯 を通 して毎 日皆 さ

んを祝福することになるでしょう。エバ

を思い出してください。木の実が好まし

いものだと最初に気づいたのはエハでし

た。そして食べ終 わってから，「ともに

いた夫にも与えたので，彼も食べた」’６

のです。エバがいなかったら，わたした

ちの進歩は止まっていたはすです。ダリ

ン・Ｈ・オークス長老は，エハのしたこと
ひ コ ポ

は「永遠の命への扉を開けるうえで必須

の栄えある行為」であり，「アダムはよく

知恵 を使 った結果，同 じ行為を選びま

した」１７と語っています。

若い兄弟の皆 さん，いすれ皆さんは

家庭 と教 会で管理の責任 を持つことに

なります。身近にいる女性の話に耳 を
けんそん

傾け，彼女たちから学ぼうとする謙遜さ

を身に付けてください。彼女たちは洞察

力，偏りのない考 え方，そしてユニーク

な知恵を提供 してくれるはずです。そし

てチャレンジに直面 したとき，皆さんは

父なる神 とイエス・キリス トに献身する

女性 の回復力 の強 さに 目を見 張ること

でしょう。

神が示 されたこの男女の規範は，夫

婦 と家族のきずなだけでなく，教会 も強

めてくれます。 なぜなら，忠 実な神権

者である男性 と，神権者の指示の下で

奉仕することを喜びとする義 にかなった

女性 が，一致 して働かないかぎり，教

会もその作 られた目的を最大 限に達成

することができないからです。わたしは

この喜びを何度 となく経験 したことかあ

ります。

ブラジルのある集会で，ポル トガル

語の通訳者を通 してお話 ししたときのこ

とを思い出 します。彼女 は自分の通訳

能力に自信 を持てないでいました。結

局，わた しとその姉妹は，楽に意思の疎

通ができたのですが ，集会が終わって

からその理由が分か りました。集会を管

理 していた中央幹 部が ，集会の間中，

わたしたちの背後で文字 どおり席から身

を乗 り出 して，必要に応 じて通訳者に

小声 で助 け船を出していたのです。そ

れだけでなく，ほかの神権指導者 にわ

たしたち二人のために集会 中す っと祈

ってくれるようお願いしていたのでした。
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壇上から見た会場の様子。カンファレンスセンターが満席となっているのが分かる。七十人定員会席の後方から撮影。

その巾央幹部は，わたしに責任 を与

えただけでなく，それを無事に果たすこ

とができるように安全 網を用意 してくれ

たのです。このようなサボご トの輪に終

わりはありません♂なぜなら，義にかな

った男女が互 いに尊敬 し合い，主の果
かま

樹園で肩を並べて鎌を入れ刈 り入れる，

という善い業 には終わ りがないか らで

す。神の王国を建 設するには，わたし

たち神 に従う男女 は互いに高め合わな

ければなりませ ん。活発化，定着，家族

に関する問題，その他 どんなチャレンジ

であれ，評議会で話 し合い，互いの重荷

を軽 くするように助け合うとき，わたし

たちに解決できないものはありません。

愛する若い兄弟姉妹 の皆 さん，神が

お与えになった男女の規範 を今身に付

けてください。聖文にあるアダムとエバ

の話について深 く考え，皆 さん自身が

結婚 して家族を持ち教会で奉仕 をする

ときに強 くなれるように主が何 を教 えて

くださるかを理解 してください。アメリカ

における最近の破 壊的な事件 を思うに

つけ，厳 しい将来の前兆の ような気が

します。けれども，皆 さんの世代 の男

女が，義をもって，いまだかつてなかっ

たほど一致すれば，将来は 自信 と勇気

に満ちたものとなることで しょう。神権

の指示の下で力 を合 わせて働 き，同 じ

くびきをともに負 うときにわたしたちに

不可能はないのです。
ぎま ん

天の御父の規範 はわたしたちを欺隔

から守ってくれます。この世のものでな

く主に頼 って，男女に関する考 えや理

想を見つけてください。若い友の皆 さん。

皆さんこそ，この比類 ない時代に母親，

父親 そして指導者 となるよう取ってお

かれた特別な霊です。それは天の御父

が皆 さん を知 ってお られ，皆 さんには

雄々しく世に立ち向かって神の王国を建

設するだけの力があることを知っておら

れるからです。力を合わせて働いてくだ

さい。なぜ なら，男性 も女性 も，「人が

独 りでいるのは良 くない」からです。互

いに高め合えば，ともにこの世の重荷 も

軽 くすることができ，とこしえに栄光を
こうべ

その頭に付け加えられます。’８主は王国

を建 設するために義 にかなった男女を

必要 としておられます。わたしはこれが

真実であることを知っています。神はわ

たしたちの御父であって，キリストはそ

の独 り子です。 これは御二方の業であ

り，御 二方の栄光です。イエス・キリス

トの御名によって，アーメン。

注
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祈り
十二使徒定員会

ヘンリー・Ｂ・アイリング

１信仰があればし自分の願うちのを求めτ祈るごとむでぎますし，何τあれ頂く

ものに劇 することもでぎるのです。また，そのような信仰があっτ初めτ，

拗 ｉ謙 めになるような熱のさをもっτ祈ることもでぎるのです。ノ

界は激動 しているように思わ

世 れます。戦争があり，戦争の

うわさがあります。世界のど

の大陸でも，経済 の動 きは鈍 っていま

す。世界各地の雨不足のために，穀物

の生産が落ち込んでいます。そ して天

は，危機に陥 った人々の祈 りで，満ち

あふれています。公の場 でも私的な場

でも，人々は助けを求め，慰めを求め，

そして導きを求めて，神に訴え続けてい

るのです。

皆さんも恐 らくすでにお気づきのこと

と思いますが，人 々の祈 りはその頻 度

が増 しただけでなく，もっと真心からさ

さげられるようになっていることが最近

分かってきました。集会に行 くと，壇上

では，祈 りを依頼 された人の近 くにわた

しの席が用意されていることが しばしば

なのですが，近ごろわたしはその祈 りを

驚きの念をもって聞いています。ささげ

られる祈 りの言葉が，確 かに，その力

強さにおいても，そこからにじみ出る思

慮深さにおいても，神の霊感を受けたも

のだからです。そしてその訴える口調は，
おさなご

助けを求めるいたいけな幼 子のようで

す。地上の親に助 けを求めているので

はなく，求める前にわたしたちに何が必

要かを御存 じである全能の天の御父に

向かって，助けを求めているのです。

世の中がまるで狂ってしまったのでは

ないか と思われるときに，人々の心は熱

烈な祈 りへ と向かいますが，このような

現象は人類の歴史と同じくらい昔からあ

りました。 悲劇 や危 機の時 になると，

人々は祈 りを通 じて神 に心 を向けるので

す。いにしえのダビデ王も，今起 きてい

るような状 況を認識 していたので しょ

う。皆 さんは詩篇にあるダビデの言葉 を

覚えておられることと思います。

「主は しえたげられる者のとりで，な

やみの時のとりでです。

み名を知 る者 はあなたに寄 り頼み ま

す。主よ，あなたを尋ね求める者をあな

たは捨てられたことがないからです。」’

真心からの祈 りをささげるべ きだとの

思いが大いに深 まり，公にもそうした考

え方が受け入れられていることは，わた

しにとっても，ほかの人々にとっても，

きわめて注 目すべ き現象です。最近一

度ならず，ある人がわたしにこう言いま

した。 しか も実に熱意 を込めて，そし

ていかにも心配 そうに言ったのです。

「わたしは，このような変化 がず っと続

くことを願っています。」

そのような心 配は無理 もないことで

す。わたしたち自身の個人 的な経験 を

考 えても，また，神 とその子どもたちと

の間でどのようなやり取りがあったかを
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神の記録か ら読んでみても，その心 配

が当たっていることが よく分 か ります。

祈りが こたえられれば，神に頼る心はす

ぐさま消えてしまうのです。そして，問

題が少なく，小 さなものとなれば，ささ

げ られる祈 りも少なく，弱々しいものと

なってしまいます。モルモン書には，そ

のような悲 しい物語が幾度も繰り返 して

登場 します。

ヒラマン書を見てみましょう。「おお，

どうしてあなたがたは，神が助けてくだ

さったその 日に，神を忘れることができ

たのか。」２そして同 じ書の後の部分で，

神が恵みに満ちた優 しさで祈 りにこたえ

てくださった直後の，民の恐 ろしいまで

の行動パターンが，再び描写 されてい

ます。

「このことからわたしたちは，人の子

らの心が どれほど不 誠実で不安定であ

るかを知ることができる。まことに，主

を信頼する者たちを，主が大いなる限
いつく

りない慈しみをもって祝福 し，栄えさせ

られるということも，、わたしたちは知る

ことができる。

また，主が御 自分の民を栄えさせ られ

るまさにそのとき，まことに，民の畑と

家畜の群れを増 し，金銀と，あらゆる自

然の貴重な品々と人工の貴重な品々を与

え，民の命 を助け，敵の手から民を救い

出し，また宣戦することのないように敵

の心 を和 らげ，要するに御 自分の民の

繁栄 と幸いのためにあらゆることを行わ

れるそのときに，彼 らは心をかたくなに

し，主 なる神 を忘れ，聖者 を足の下に

踏みつけるということが，わたしたちに

分かるのである。これは，彼 らが安楽

で，非常に豊かに繁栄したためである。

またこのことから，主が多 くの苦難を

もって御自分の民を懲 らしめられなけれ
き きん

ば，まことに，死と恐怖と飢謹とあらゆ

る疫病 を下されなければ，彼 らは主を

思い起こそうとしないことが分かる。」３

そして， 同じ章 の次 の節 を読 むと，

わたしたちがなぜ祝福の源 をいとも簡単

に忘 れ去 り，信仰 をもって祈 る必要性

を感 じなくなるのか，その理 由が分かり

ます。

「おお，人の子 らは何 と愚かで，虚栄

心が強 く，邪悪で悪魔 に従 い，何 と罪



悪を行 うのが早 く，善を行 うのが遅いこ

とか。何と悪しき者の言葉を聴 くのが早

く，俗世のむなしいものに執着するのが

早いことか。

まことに，何 と高慢になるのが早いこ

とか。何と誇るのが早 く，あらゆる罪悪

を行うのが早いことか。人の子 らは何 と

主なる神 を思い起 こすのが遅 く，主の

勧 告に耳 を傾 けるのが遅いことか。何

と知恵の道を歩むのが遅いことか。

見 よ，人の子 らは， 自分 たちを造っ

てくださった主なる神 に治められ，統治

されるのを望まない。主が深い慈 しみと
あわ

憐 れみをかけてくださっているのに，人

の子 らは主の勧告 を軽んじ，主が 自分

たちの導き手になってくださるのを望ま

ない。」４

この３節の短い聖句から，悲しいこと
けんそん

にいつの間にか謙遜な祈りを捨ててしま

う原因が３つ見えてきます。まず第 １に，

神 はわたしたちが祈るよう願っておられ

るのに対 して，魂の敵 は，祈 りの大切

さを過小評価 し，あざ笑うという点が挙

げられます。ニーファイ第二書に書かれ

ている警告は真実です。 「さて，わたし
はらから

の愛する同胞よ，わたしはあなたがたが

まだ心の中で深 く考えているのを承知 し

ている。そして，このことについてあな

たがたに述べなければならないのは，わ

たしにとって悲 しいことである。あなた

がたは，祈 るよう人に教 えて くださる
み た ま

御霊に耳を傾けるならば，祈らなければ

ならないことが分かるであろう。悪霊は

祈 るようにとは人に教 えず，かえって祈

ってはならないと人に教える。」５

第２は，慢心から，神 を忘れ去ってし

まうということです。わずかに繁栄した

り平安になったりしただけで，あるいは，

ほんの少 しだけ改善したというだけで，

わたしたちは自分で十分にやっていける

という気持 ちになります。 自分の人生は

自分でコントロールで きる，改善したの

は自分の努力の結果であって，御霊の

静かで細 い声 を通 じて語 りかけてくださ

る神のおかげではない，といった思いに

す ぐに駆 られます。 高慢 な思いが心の

中に雑音を作 り出 し，そのために，御

霊 の静かな声 を聞きに くくしています。

そして日ならずして，慢心のためにその

声 に耳を傾 けようとさえしなくなってし

まいます。そうなると，自分にはそんな

ものは必要ないという思いになるのも時

間の問題です。

第３の原因は，心の奥深くに根ざして

いる問題です。わたしたちは愛に満ち

た天の御父の霊の子 どもです。 天の御

父はわたしたちをこの死すべき世に置か

れ， わたしたちが天の御 父の戒めを守

り，その愛する御子のみもとに戻る道を

選ぶかどうか，（自由に選ぶことができる

わけですが），試 しておられるのです。わ

たしたちは強制されているわけではあり

ませ ん。む しろ，天 の御父 も御子 も強

制することはおできにならないのです。

そんなことをすれば，幸福 の計 画を台

なしにしてしまうからです。だからこそ，

わたしたちの心の中には， 自分 自身の

選び につ いては責任 を取 りたいと考え

る，神から授 かった願いが備 わってい

るのです。

自分自身で選びたいというこの願いは，

永遠の命へと進む，上り階段の一部です。

しか し，もしわたしたちがこの世の 目だ

けを使 って物事を見ようとしたら， この

願いは，神に頼る思いを弱めてしまいま

す。 さらに．は，そうした強い願いが自分

か ら出たものであると感 じ始めるとき，

神に頼る思いはまったく消え失せてしま

います。そう考えると，以下の真の教義

は，実に耳に痛い教えとなり得ます。

「生 まれなが らの人は神の敵であり，

アダムの堕落以来そ うであって，今後

もそうである。また人は，聖なる御霊の
しょくざい

勧めに従い，主なるキリストの腰罪によ

り，生 まれながらの人を捨てて聖徒 とな

り，子供のように従順 で，柔和で，謙

遜で，忍 耐強 く，愛 にあふれた者 とな

り，子供が父に従 うように，主がその人

に負わせるのがふさわしいとされるすべ

てのことに喜んで従わないかぎり，とこ

しえにいつまで も神の敵 となるであろ

う。」・

子 どものように従う人々は，御父がひ

とえに子 どもたちの幸福 を願っておられ

ることを知っているがゆえに，また，御

父 しかその道 を御存 じの方がお られな

いことを知っているがゆえに，従います。

恵まれているときも問題を抱えていると
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カンファレンスセンターに向かう途中で

ソルトレーク神殿のそばを通る大会出席者。

きも，従順な子 どものように祈 り続ける

ために，わたしたちは御父に対するその
あかし

ような証を持つ必要があります。

そのような信仰があれば， 自分の願

うものを求 めて祈 ることもできます し，

何であれ頂 くものに感謝することもでき

るのです。また，そのような信仰があっ

て初めて，神がお求めになるような熱心

さをもうて祈 ることもできるのです。神

は祈るように命 じられたとき，「絶えず祈

る」「常 に祈る」「熱烈な祈 り」といった言

葉をお使いになりました。

こうした戒めを読むと，数多 くの言葉

を使 うことは求められていないと分かり

ます。事実 ，救 い主は，祈 るときには

言葉数を多くする必要はないと言われま

した。神が求めておられるような熱意あ

ふれる祈 りとは，美辞麗句 を連ねた祈

りで も，人里 離れた所 での長時間にわ

たる祈 りでもないのです。それは，モル

モ ン書のアルマ書の中ではっきりと教え

られています。

「また，声に出 して主に叫び求めない

ときでも，あなたがたの幸 いと，あなた

がたの周 りの人々の幸いを気遣う気持ち

を心に満たし，それが絶 えず主への祈

りになるようにしなさい。」７

わたしたちの心 が神 に向けられるの

一

、



は，神を愛する心 ど，神 の慈 しみを信

頼する心に満たされたときだけです。ジ

ョセブ・ス ミスは，まだ幼い少年だった

ときでさえ， どのようにしたら神への愛

に満ちた心で祈ることができるようにな

るか，試練や祝福 に満ちた生涯 を通 じ

て絶 えず祈 ることができるようになる

か，ということについて，一つの模範を

示しました。

ジョセブは，愛に満ちた神 は必ず祈

りにこたえてくださり，混乱から救 って

くださるという信仰 をもって，祈るため

に森に向かいました。ジョセブは，神の
み こ と ば

御言葉を読むことにより，また，それが

真実であるという証 を得 ることにより，

その確信 を持 ちました。ヤコブの手紙

の次の言葉を読んだと記録 しています。

「その人は， とがめもせずに惜 しみなく

すべ ての人に与 える神に，願い求める

がよい。そうすれば，与えられるであろ

う。」８祈 りを通 じて神に願い求めようと

いうジョセブの信仰は，聖句について深

く考え，神が愛に満ちた御方であられ

るという確信を得た後にもたらされまし

た。ジョセブは，わたしたちに今求めら

れていると同様の，愛に満ちた神 を信 じ

る信仰をもって祈 りをささげたのでした。

ジョセブは，ただ単に神の言われるこ

とを聞 くためだけでなく，それに従 うつ

もりで，祈 りました。ただ真理を知るた

めにだけ願い求めたわけではあ りませ

ん。神が 自分 にお話 しになる事柄につ

いては， どんなことであれ，それに従っ

て行動す る決意がで きていたのです 。

ジョセブの書いた記録 を読むと，固い覚

悟のうえで祈ったことが明らかです。ど

のような答えを受けようとも，それに従

って行動 しようという決意でした。その

記録 を読んでみましょう。

「この聖句が， このとき，かつて人の

灘妻
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心 に力を与 えたいかなる聖句 にも勝 っ

て，わたしの心に力強く迫って来たので

あった。それはわたしの心の隅々に大き

な力で入り込んで来るように思われた。

もしだれか神からの知恵を必要とする者

がいるとすれば，それは自分であること

を悟って，わたしはこの言 葉を再三再

四思い巡らした。なぜならば，わたしは

どうしてよいか分からず，また自分がそ

のときに持っていた知恵 よりも深い知恵

を得られなければ，どのように行うべき

かまったく分 からなかったか らである。

それというのも，様々な教派の教師たち

は同じ聖句 を異なって解釈 し，その結

果，聖書に訴えて疑 問を解 決すること

への信頼をすべて打ち砕いてしまってい

たからである。」９

御父 とその愛する御子が，祈 りの答
みすがた

えとしてジョセブの前 に御姿を現 されま

した。そしてジョセブは，望んでいたと

おり， どのように行動すべ きかを教えら

れたのです。彼は子 どものように従いま

した。 どの教会にも加入 してはならない

と告げられました。 ジョセブは教えられ

たとおりにしたのです。そしてその忠実

さのゆえに，それからの日々，年々歳々，

彼の祈 りは光 と真理が洪水のように注 ぎ

込まれることによってこたえられました。

イエス・キリス トの完全な福音 と神の王
かぎ

国の鍵が この地上 に回復 されました。

ジョセブがへ りくだって神 に頼ったため

に，権能と聖なる儀式とともに，福音が

回復されたのです。その回復のおかげ

で，最 も貴重な独立 を選ぶ機会がわた

したちに与えられています。つまり，イ
あがな

エス・キリス トの瞭いによる清めの力に

よって，罪の束縛から自由になることが

できるのです。

ジョセブ・スミスの使命は，ほかに類

を見ないものでした。 しかしながら，そ

の謙遜な祈 りは，わたしたちにとって有

益な模範 となり得るものです。 ジョセブ

は，わたしたちに求められているのと同
み わ ざ

様に，神を信 じる信仰をもって御業を始

めました。神はわたしたちに語 りかけ助

けることがおできになり， またそう望ん

でおられます。ジョセブの信仰は，聖文
しもべ

に書かれている神の僕たちの言葉を深

く考えたときにもたらされた強い印象に
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根 ざしていました。わたしたちは，神の

御言葉を度々，そして注意深 く研 究す

ることができます し，また，そうする必

要があります。 もし聖文の研究をごく自

然にできるようになったら，祈 りもごく

自然 にささげることができるようになる

でしょう。

わたしたちは祈 ることはやめないかも

しれませんが，祈 りが，本来の目的を

欠いたまま同じ言葉の繰 り返 しになった

り，機械的にささげられたりすることは

あるでしょう。自分で知 らない神に心を

向けることはできません。そこで，聖文

や生ける預言者の言葉が，神 を知る助

けになるはずです。神を知れば知るほ

ど，神を愛するようになるのです。

また，神を愛するためには，神 に仕

える必要 もあります。ジョセブ・スミスは

そのような生涯を送 り，最終的には，神

に仕 えるために自らの命をささげたので

す。 ジョセブはいつも従うつ もりで祈っ

ていました。そのように従順であること

は，常に人に仕 えることも意味していま
る

した。神の業において奉仕をするとき，
みこころ

神の御心 を幾分か感じることができるよ

うになり，神を知るようになるのです。

「なぜ ならば，仕えたこともな く，見

も知 らぬ他人で，心の思いと志を異に

している主人を，どのようにして人は知

ることができようか。」’。神に対する愛が

深まれば，祈 りによって御父に近づきた

い という願 いも，同じように強まって く

るものなのです。

この大 会で耳にす る言葉や音楽 は，

真心からの祈 りをささげなくなる危険に

対抗する決意を強めるためにはどのよう

なことを実践 したらよいのか教えてくれ

ることでしょう。聖文を研 究するよう促

す思いがわき起 こることでしょう。その

促 しに従ってください。また，この大会

を通 じて，皆 さんがバ プテスマの水 に

入ったときに実行 しようと決意 した奉仕

について，思い起こす機会があることでし

ょう。どうぞ従うことを選んでください。

皆さんが聖 文について深 く考 え，神

と聖約を交わ した事柄 を実践 し始める

なら，神に対する愛 をいっそう深めるこ

とができ，また皆さんに対する神の愛を

いっそうよく感 じられることを約束いた



します。 そして，この愛 を念頭に置い

てささげられる皆さんの祈 りは，感謝 と

願いとで心を満たしつつ，真心からささ

げられることにな ります。そして，神に

頼る思いも強まります。また，恐れずに，

心 に平安を抱いて，神に仕 える業のた

めに行動を起こそうという勇気 と決意と

を見いだすことになります。常に祈るよ

うになります。そして，将来どのような

ことが起ころうとも，神 を忘れるような

ことはなくなるのです。

父なる神が生 きておられることを皆 さ

んに証します。神 はわたしたちを愛 して

お られます。わたしたちの祈 りを聞き，

最善のものを用意 してこたえてください

ます。神の御言葉 を通 じ，また奉仕の

業を通 じて神 を知るようになるにつれ，

わたしたちは神をいっそう深 く愛す るよ

うになることでしょう。わたしはそれが

真実であることを知っています。

イエス・キ リストの完全 な福 音とイエ

ス・キリストの真の教会は，預言者ジョ

セブ・ス ミスを通 して回復 され ました。
かぎ

神権の鍵はこの教会にのみ存在 します。

わたしは， 自分が生 きているのと同じよ

うに確かに，現在 ゴードン・’Ｂ・ヒンクレ

ー大 管長がこの地上 でその鍵 を持 ち
，

行使 していることを知 っています。イエ

ス・キリス トは生 きておられます。わた

しはそのことを知 っています。そ して，
こんにち

主 は今 日も御 自身の教会を導いてお ら

れます。この大会 において，御 自身の

僕たちを通じて，皆さんを教え導いてく

ださるのです。
み な

イ エ ス ・キ リス トの 聖 な る御 名 に よ り，

ア ー メ ン。
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最も大いなる希望
第二副管長

ジェームズ ・Ｅ・ファウス ト

ｒわたしたちの救ωば，贋いをωかに信じ，受似入れるかにかかっτωます。贋

ωを受航入れると，贋旧をよ０宏全に理解するためのたゆみなω努力か螂要に

なるか６τす。ノ

愛１欝諜
お話 しするために，へ りくだってこの壇

上 に立っています。 そのす ば らしい出

来事は，わたしたちの主であり救い主で

あるキリスト・イエスのたぐいまれな瞭い

の業です。これは過去 に行われた中で

最 も卓越した業であると同時に，最も理

解が困難な事柄です。瞭いについてで

きるか ぎり学びたいというわたしの思い

は，幾分利己的です。わたしたちの救

いは，瞠 いを信 じ，贋いを受け入れる

ことにかかっています。⊥贋いを受 け入

れると，貝責いをより完全に理解するため

の継続的な努力が必要になるからです。

贋いによってわたしたちは完全になるこ

とができ，それによりわたしたちは現世

で成 長し，その 目的を果たす ことがで

きます。２わたしたちは皆罪 を犯 してい

るため，悔 い改めてわた した ち’が払え

る負債を完全に支払 う必要があります。

真心 から悔い改めたとき，救い主の偉

大な膿いにより，残 りの負債が支払われ

るのです♂

パウロは，順 いの必要性 について簡

潔に説明 しています。 「アダムにあって

すべての人が死 んでいるのと同 じよう

に，キリストにあってすべての人が生か

され るのである。」４イエス・キリストは，

創世の以前か ら順い主に指名 され予任

されました。神の御子として罪のない生

涯を歩み，ゲッセマネの園で血を流し，

十字架上の苦痛に満 ちた死 とその後に

起こった墓からの肉体の復活により，イ

エスは救いの源となり，すべての人類の

ために順いの業を完成されたのです。５

順いとキリス トの復活について理解す

ると，キリス トとその使命に関する知識

を得られるようになります。６キリス トの

蹟 いの犠 牲 に対す る理 解が深 まると，

キリス トにさらに近 くなることができま

す。順い（ａｔｏｎｅｍｅｎｔ）は文字どおりキリ

ストと「一つ」になること（ａｔ－ｏｎｅ－ｍｅｎｔ）

を意味 します。順いの本質 とその効力

は，非常に深遠かつ無限であ り，計 り

知れ ないものです。死すべ き人間の理

解 と知識を超 えているからです。わたし

は，恵みによって救われるという原則 に

深 く感謝しています。多 くの人は，イエ
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スがキリス トであられると告 白すること

だけが必要 であ り，その後 は恵みだけ

で救われると考えています。しかし恵み

だけで救いを得 ることはできません。

「わたしたちが最善 を尽 くした後，神の

恵みによって救われることを知っている

から」です。７

数年前，ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管

長は，「一種のたとえ」として，「バージニ

アの山あいにある，教室が一つ しかない

学校」についての話をしました。「男の子

たちはとても乱暴で，その子たちを制す

ることができる先生 はいませんで した。」

そんなある日，一人の若い，経験の

浅い先生が赴任 して来ました。教師は

皆ひどい仕打 ちを受けていると言われま

したが，その先生は覚悟を決めました。

最初の登校 日に，その先生は，男子生

徒 に自分たちの規則 と，規則を破った

ときの罰を作るように言いました。クラ

スの生徒は１０の規則を挙 げ，それらが

黒板 に並びました。 そしてその先生は

言いました。「規則を破 った人にはどう

しますか。」
むち

「上着 を脱 がせて背中を１０回，鞭で

たたく」という答えが返ってきました。

１日かそこらたったとき，…… トムとい

う体の大 きな生徒 の弁当が盗 まれ まし

た。「盗んだ生徒が分か りました。１０歳

ぐらいの，体 の小 さな，おなかをすか

せた生徒で した。」

小さなジムは，罰を受けるために出て

来ると，上着を脱がなくても済むように

嘆願 しました。「上着を脱 ぎなさい。」先

生が言いました。 「君 も規則 を作る手伝

いをしたんだから。」

その男の子 は上着を脱 ぎました。彼

は下着を着ていず，体はやせて少 し障

害 があ りました。 先生 が棒 を持 って
ちゅうちょ

躊躇していると，体の大きい トムが素早

く立ち上が り，代わりに罰 を受けると申

し出ました。

「いいだろう。ほかの者が身代わりに

なれるという法律もある。みんなは賛成

かい」と先生が聞きました。

トムの背中を５回打ったところで，棒

が折れてしまいました。クラスのみんな

がすす り泣 く声が聞こえました。「小 さ

なジムが来て，両手をトムの首に回して

抱 きつきました。 『トム， ごめんね。君

の弁当を盗んだ りして。ぼく， とてもお

なかがすいていたんだ。 トム，ぼくは死

ぬまでずっと，君のことが大好 きだよ。

ぼくの代わりに鞭を受けてくれた君のこ

とが。そうさ，永 遠に君が好 きだよ。』」８

それからヒンクレー大管長は，イザヤ

書を引用 しました。

「まことに彼 はわれわれの病を負 い，

われわれの悲しみをになった。……

・…・彼 はわれわれのとがのために傷

つ けられ，われわれの不 義のために砕

かれたのだ。彼はみずから懲 らしめをう

けて，われわれに平安 を与 え，その打

たれた傷によって，われわれはいやされ

たのだ。」９

救い主が受けられた苦痛 のすべ てを

知 る人はだれもいませんが，聖霊の力

により，主がわたしたちにお与えになっ
たまもの

た天の賜物の幾分かを知ることができま
せいさん

す。’ｏ聖餐の賛美歌に次のような言葉が

あります。

πわれ ら，その苦痛知 り得ぬとも

主の苦 しみ，わがためと信ずソｌｌ

イエスはわたしたちのために，幾多の

痛み，「言葉に表せないほどの苦痛」，「強

烈な責め苦」’２を受けられました。ゲツ

セマネの園で激しい苦 しみを受けられ，

全人類のすべての罪をその身に負われ，

「苦痛のためにおののき，あらゆる毛穴

か ら血を流 し，体 と霊の両方に苦 しみ

を受け」られたのです。１３「イエスは苦 し

みもだえて，ますます切に祈られ」’４ま

した。そしてこう言われました。 「わが
さカずき

父よ，この杯を飲むほかに道がないので

したら， どうか，みこころが行われます

ように。」’５イエスは，イスカリオテのユ

ダに裏切 られ，ペテロに否定されました。

祭司長 と役人にあ ざけられ ました。法

廷では，衣を引 き裂かれ，こぶしで打
むち

たれ，つば きをかけられ，鞭で打 たれ

たのです。１６

イエスはゴルゴタに連れて行かれ ，
くぎ

手足 に釘を打たれました。 「ユ ダヤ人の

王，ナザ レのイエス」１７とピラトが書い

た罪状書 きを付けた木製の十字架には

りつけになり，何時間も苦 しまれました。
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地上の全面が暗 くなって，「三時ごろに，

イエスは大声で叫んで，『エリ，エリ， レ

マ，サバクタニ』と言われた。それは『わ

が神 ，わが神 ，どうしてわたしをお見

捨てになったのですか』という意 味であ

る。」１８だれ も主を助けることができませ

んでした。主は独 りで酒ぶねを踏まれた

のです。１９それか ら，「イエスはもう一度

大声で叫んで，ついに息をひきとられ」ま

した。２０そして，「ひとりの兵卒がやりで

そのわきを突 きさす と，す ぐ血 と水とが

流れ 出」ました。２１「地震があり」，そ し

て 「百卒長，および彼 と一緒にイエスの

番 をしていた人々は，地震 や，いろい

ろのできごとを見て非常に恐れ，『まこと

に，この人は神の子であった』と言」いま

したＱ２２賛美歌の中に，「カルバリの十字

架 に，血流 して，死にし救い主，思 わ

せたまえ」２３という言葉があ ります。 わ

たしのために どれほ どの血 を流 され た

のかと思 うと胸が詰まります。

イエスが行 われたことは，神 のみが

おできになることで した。肉体における

御父の独 り子 として，イエスは神聖な属

性を受け継がれました。イエスはこの世

に生 を受 けた人の中で，この最 も重要

で神聖な業 をなし得 る唯一の御方でし

た。 この地上に生 きた唯一罪 のない人

として，イエスは霊の死に服従 されませ

んで した。その神性により， 肉体の死

を克服する力も持っておられました。こ

のようにして，イエスはわたしたちが’自

分ではできないことを，わたしたちのた

めに行ってくださいました。イエスは死

の冷たい縄 目を解かれました。イエスは

さらに，わたしたちが聖霊の賜物による，

この上 ない静かな慰めを得 られるように

されたのです。２４

蹟いと復活により，多 くのことが成 し

遂げ られました。腰いは悔い改めを条

件として，わたしたちを罪から清めて く
あわ

れます。悔 い改めは，憐れみを受ける

ための条件です。２５最後の１コドラント

を払 うためにわたしたちができるすべて

のことを行い，過ちを正した後に，わた

したちを清めて完全 にする賄いを通 し

て，生活の中で救い主の恵みにあずか

ることができるのです。２６キリストの復

活は，死 を克服 し，わた したちが死後



も墓を超えて生き続ける確証を与えてく

れました。キリストはこう言われました。

「わたしはよみがえりであ り，命である。

わたしを信 じる者は，たとい死 んでも生

きる。」２７復活は無条件で，かつて生を

受けた人とこれから生を受ける人すべて

に与 えられます。復活は無償の賜物 で

す。２８ジョン・テーラー大管長はこのこと

を適切に表現してこう言いました。「墓

が開けられ，死者は神 の御子の声 を聞

くで しょう。そして墓から出て来て，善

を行った人々は忠実な人の復活を受け，

悪を行った人々は，忠実でない人の復

活を受けます。」２９

現世での行いと贈いに関して， Ｊ・ル

ーベン・クラーク・ジュニア副管長は深い

洞察を示 してこう言いました。

「〔救い主は〕わたしたちの背 きに対 し

て最低 限の罰 をお与 えになると思いま

す。 わたしは，主がお持ちの無限の愛

と祝福 ，憐れみ，親切な心，そして思

いや りのすべてを御 自身の正義 に込 め

られると信じています。……

それとは逆に，善 い行いに対する報

いについて言えば，わたしたちが犯した

過ちを心に留めながらも主ぽ，可能なか

ぎり最大の報いをお与 えになると信 じて

います。」３。

イザヤが書いているように，わたした

ちが主に立ち返 るなら，「主は豊かにゆ

るしを与えられる」のです。３⊥

わたしたちは毎週聖餐を受けることに

より，救い主の執 り成しと十字架上の死

と蹟 いの意義深 い出来事 を思い起 こす

ように命じられています。聖餐の祈 りの

言葉を心に留め，わたしたちのために犠

牲 となられた体と血を記念 してパンと水
み た ま

を頂 きます。そして，いつも御子の御霊

を受けられるように，御子を覚え，御子

の戒めを守るのです。

わたしたちの蹟い主は，かつて生 を受

けた人とこれから生を受けるすべての人

の罪，苦 しみ，弱点，病のすべてをその

身に引き受けられました。３２主ほどの苦

しみを受けた人はいません。贈い主は御

自身の経験により，わたしたちが受ける

現世での試練を知っておられます。その

試練とは，いわばエベレス ト山に登ろう

として，ほんの数メー トル登っただけの

カン ファ レンスセンター に集 まった会衆に手を振 るゴー ドン ・Ｂ ・ヒンク レー大管長 。

後ろに立 って いるのは ，（左か ら）十二使徒定貫会 のジ ェフ リー ・Ｒ ・ホラ ン ド長老 ，

ロバー ト ・Ｄ ・ヘイル ズ長 老， リチ ャー ド ・Ｇ ・スコ ッ ト長老 ，お よび

大管長会 の トーマス ・Ｓ ・モン ソン副管長 とジ ェームズ ・Ｅ・ファウス ト副管長。

労苦にすぎないものです。 しかし瞭い主

は，山の頂上 までの８，６４０メー トルを登

られました。瞭い主は，死すべき人間の

だれよりも苦しまれたのです。

瞳 いは罪 人だけにでなく，罪 を犯 し

た相手 ，すなわち罪の犠牲者 にも恵み

をもたらします。「わたしたちに対 して

罪を犯 した人」（ジョセブ・スミス訳 聖書
ゆる

マタイ６：１３より和訳）を赦すことにより，

順いはほかの人々の罪悪による，罪の

ない犠牲者が必要 とするだけの平安 と
いや

慰めを与 えます。 人を癒す根源 は，イ

エス・キリストの順いです。個人 的な悲

劇の苦 しみに対す る癒 しであって も，

最近ニューヨーク，ワシントンＤ．Ｃ．，ピ

ッツバーグ郊外で起きた国家的な大惨

事の苦 しみに対する癒しであっても，そ

れは確かに与えられます。

悲痛な思いで離婚した一人の姉妹が，

蹟 いか ら力を得た経験 について書いて

います。彼女 はこう語っています。 「離

婚によって，……人を赦すという義務が

な くなったわけではありませ んで した。

ほんとうに赦 したい と思 っていました

が，わたしには もともと不可能 なこと

を命 じられているように思えました。」監

督は彼女 に良い助言を幾つか与えてこ

う言いました。「あなたの心 に赦すため

のゆとりを持 ち続 けてください。そして

赦す気持 ちが入って来た ら，迎 え入れ

るのです。」何 か月 もの間，赦すための

苦闘が続 きました。彼女はそのときの様

子をこう振 り返っています。 「あの長い

祈 りの間，・・…・愛する天の御父から送

られる慰めの命の泉に触れてきました。

天の御 父は， まだ赦せないでいるわた

しに失望をもって待 っていらっしゃるの

ではなく，むしろ涙を流 しているわたし

と一緒に悲しんでおられることに気づい

たのです。……

最 終的 にわた しの心 に生 じたのは，

キリストの贈 いについての驚 くほどの奇
あかし

跡的な証です。わたしはいつも，罪人

が悔い改 めの過程 を踏む手段 として瞭

いを理解していました。しかし罪の犠牲

者にとって，赦 しの心地 よい平安を心に

受ける効力が あるとは知 りませ んで し

た。」３３

傷 ついた人は，試練 を乗 り越えるた

めにできる限りのことをしなければなり

ません。そして救い主は，「〔民〕の弱さ

に応 じて」救 われるのです。３４救い主は，
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わたしたちか重荷を運ぶときに助けてく

ださいます。ある人々は非常に深い傷の

ため，より高い所か ら与えられる力の助

けと次の世での完全な正義 と回復 に対

する望みがなければ癒 されることができ

ません。３・救い主は，わたしたちか感じ

経験し得る，あらゆる事柄 に耐えられた

ので，弱い人がさらに強くなるように助

けることがおできになります。救い主は

すべての試練 を自ら経験されたからで

す。主 はわたしたちの苦痛を理解 され，

わたしたちが最も困難な時期でさえとも

に歩んでくださるのです。

わたしたちは階いが もたらす最終的な

祝福 を強く望んでいます。それは，救
み ま ん

い主と一つとなり，救い主の御前に行 く

ことです。また，わたしたちが，救 い主

からにこやかにほほえんで温か く迎えら

れ，それぞれの名前が呼はれ，両手を

広けて招 き寄せ られ，限りない愛をもっ
み つ こ

てその御腕に抱かれることも心から願っ

ています。３ｂもしわた したちが救い主の

御前にふさわしいと感じることができる

なら，それは何 と栄光 に満ちた感動 的

な経験 となることでしょう。救い主の大

いなる蹟いの犠牲によりわたしたち一人

一人 に与 えられる無償の賜物 とは
，昇

栄するための唯一の道です。その道 に

よってのみ，わたしたちは救 い主の御

前に立ち，顔と顔を合わせることができ

るのです。瞭いの大いなるメソセージは，

救い主がわたしたちすべてに抱いておら

れる完全 な愛です。この愛 は，あふれ

るばかりの憐れみ，忍耐，恵み，公平，

長 く堪 え忍 ぶことに満ちた愛，そ して

とりわけ，赦しに満ちた愛なのです。

サタンの悪の影響力が，問違いを克

服 しようとするわたしたちのあらゆる望

みを打ち砕こうとするで しょう。サタン

は，わたしたちは道に迷 っていて望みは

ないと思 わせることで しょう。 しか し，

それとは対照的に，イエスはわたしたち

を引 き上げるために手を差 し伸べてくだ

さいます。わたしたちは，悔い改めと騰

いの賜物により，救 い主の御前 にふさわ

しい状態で立 てるように備 えることが

できるのです。 これ らのことをイエス・
み な

キリス トの御名によって証 します。アー

メン。
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注

１ モー サヤ ４ ６ ７参 照

２ モ ロナ イ １０ ３２参 照

３ ２ニ ーファイ ２５ ２３参 照

４ １コリン ト １５ ２２

５ 「聖句 力イ ト』「頃 い」の項 ８参 照

６ モル モン書 ヤ＝］フ ４ １２参照

７ ２ニ ーファイ ２５ ２３ 強調 付加

８ ヒンクレー大 管 長 「クリス マスの すは ら

しい ほん とうの 話」４－６参 照

９ イサ ヤ ５３ ４－ ５

１０ １コリン ト １２ ３参 照

１１ 「街 を 離 れ た る 青 き 丘 に」『賛 美 歌 』

１１０番

１２ シ ョン テー ラ ー Ｍ θσ１θ亡１０η ∂ρｄ

Ａ亡ｏηθｍ θη亡（１８９２年）１５０

１３ 教義 と聖約 １９ １８

１４ ルカ ２２ ４４

１５ マタ イ２６ ４２

１６ マ タイ ２６ ４７ －７５ ２７ ２８－ ３１

参照

１７ ヨ八 ネ １９ １９

１８ マ タイ２７ ４６ ■

１９ 教義 と聖約 １３３ ５０参照

２０ マ タイ２７ ５０

２１ ヨハ ネ １９ ３４

２２ マタ イ２７ ５１ ５４

２３ 「われ ら祈 りまつ る」『賛 美歌 』９７番

２４ ヨ八 ネ １５ ２６参 照

２５ アル マ ４２ ２２－ ２５参照

２６ ２ニ ー フ ァイ ２５ ２３ ア ル マ ３４

１５－ １６ ４２ ２２－ ２４ モロ ナイ

１０ ３２－ ３３参 照

２７ ヨハ ネ １１ ２５

２８ 使徒 ２４ １５参 照

２９ ７’わθθｏｓρθ１κ１ηｇσθｍ Ｇ ホーマ ー

タ ラム選 （１９４３年 ） １１８。 ヨ八ネ

５ ２８－２９も参照

３０ Ａｓ γθ Ｓｏｗ Ｂｒｌｇｈａｍ

Ｙｏｕｎｇ Ｕｎｌｖｅｒｓｌｔｙ Ｓｐｅｅｃｈｅｓ ｏｆ

ｔｈｅＹｅａｒ （１９５５年 ５月 ３日） ７

３１ イサ ヤ ５５ ７

３２ アル マ ７ １１－ １２参 照

３３ （匿名 ） ＭｙＪｏｕｒｎｅｙｔｏ ＦｏｒｇＭ ｎｇ

εη５１ｇη １９９７年 ２月号 ４２－４３

３４ アル マ ７ １２

３５ アル マ ７ １１参照

３６ ア ル マ ２６ １５ モ ル モ ン ５ １１

６ １７ モ ーセ ７ ６３
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●土曜午前の部会

２００１年 １０月６日

教会役員の支持
第二副管長

ジェームズ・Ｅ・ファウス ト

ッ ク ス ウ ェ ル ， ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン，

タ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス ， Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラ

ー ド
， ジ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン， リチ ャ

ー ド・Ｇ ・ス コ ノ ト， ロ バ ー ト・Ｄ ・ヘ イ ル

ズ ， ジ ェ フ リ ー ・Ｒ ・ホ ラ ン ド， ヘ ン リ

ー ・Ｂ ・ア イ リン グ
。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 し て くだ さい 。 反 対 の 方 。

わ た した ち は 副 管 長 お よ び 十 二 使 徒

を預 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 と して 支 持

す る よう提 議 い た し ます 。 賛 成 の 方 は皆

そ の 意 を表 して くだ さい 。 も し， 反 対 の

方 が い れ ば ， 同 様 に そ の 意 を 表 して く

だ さい 。

Ｌ・ア ル デ ィン ・ポ ー ター 長 老 ， マ ー リ

ン ・Ｋ ・ジ ェ ンセ ン長 老 を七 十 人 第 一 定

員 会 会 長 会 か ら解 任 す る よ う提 議 い た

します 。 また ， Ｌ・ア ルデ ィ ン・ポ ー ター ，

ボ ー ン ・Ｊ・フ ェザ ー ス トー ン， レ ックス ・

Ｄ ・ビ ネ ガ ー ， ジ ョ ン ・Ｋ ・カ ー マ ノク ，

Ｌ・ラ イ オ ネ ル ・ケ ン ドリ ソク の 各 長 老 を

七 十 人 第 一 定 員 会 か ら解 任 し， 七 十 人

第 一 定 員 会 の 名 誉 会 員 の 称 号 を 与 え る

よ う提 議 い た します 。 こ の提 議 に 賛 成 の

方 は ， 皆 そ の 意 を表 して くだ さい 。

わ た した ち は 七 十 人 第 二 定 員 会 に お

け る働 き に感 謝 し， リチ ャ ー ド・Ｂ・ワ ー

ス リ ン ， リチ ャ ー ド・Ｅ・ク ック ， ウ ェ イ

ン ・Ｍ ・バ ンコ ッ ク， レイ ・Ｈ ・ウ ソ ドの 各

長 老 を栄 誉 を もっ て解 任 い た します 。 ま

た ， 以 下 の 方 々 を 地 域 幹 部 七 十 人 か ら

栄 誉 を もっ て 解 任 い た し ま す 。 ノ ー マ

ン ・Ｃ ・ボ ー ム ， ジ ェ ス ・Ｌ・ク リス テ ン セ

ン， デ ー ル ・Ｌ・ドラ ン ス フ イー ル ド， デ

ビ ッ ド・Ｗ ・エ カ ， ジ ェ ー ム ズ ・Ｅ ・グ リフ

ィ ン ， エ ス テ バ ン ・ゲ バ ラ ， ロ ナ ル ド・

Ｊ・ハ モ ン ド， トー マ ス ・Ａ ・ホ ル ト， エ ル

ンス ト・フス ， ブ リオ ・Ｈ ・ハ ラ ミヨ， ロ イ

ド・Ｗ ・ジ ョー ンズ ， 潟 沼 誠 二 ， Ｊ・グ レ

手車の開拓者たちの犠牲を思い起こさせてくれる テンプルスクウェア内の像。

弟姉妹の皆 さん，ヒンクレー

兄 大管長の要請により，これか

ら皆 さんの賛意の表明を頂 く

ため，教会の中央幹部，地域幹部七十

人，中央補助組織会長会の名前 を提議

いたします。

わたしたちはゴードン・ビトナー・ヒン

クレーを預言者，聖見者，啓示者，お

よび末 日聖徒イエス・キリスト教会の大

管長 として支持す るよう， また トーマ

ス・スペンサー・モンソンを第一副管長 と

して，ジェームズ ・エスドラス・ファウス

トを第二副管長として支持するよう提議

いたします。賛成の方はその意を表 し

てください。 もし，反対の方がいれば，

その意を表 してください。

トーマス・スペンサー・モンソンを十二

使 徒定員 会会長 として， ボイド・ケネ

ス・パ ソカーを十二使徒定員会会長代理

として，また次 の方々を十 二使徒定 員

会会員として支持するよう提議いたしま

す。ボイド・Ｋ・パ ソカー，Ｌ・トム・ペ リ

ー
，デビソド・Ｂ・ヘイト，ニール・Ａ・マ
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一・ラーキン，中村晴兆，カール・Ｅ・ネ

ルソン，ジェズス・ニエビス，ロドリゴ・

オベソ，ジェームズ ・Ｓ・オルソン，グレ

ン・Ａ・オーバートン，ウィリァム・Ｗ ・パ

ームレー
，スティーブン・Ｈ・ポンド，マ

イケル・Ｔ・ロビンソン，ホルへ・Ｗ ・ベ ン

チュラ ，クレイグ・Ｔ・ビンセント。感謝

を表明してくださる方は，手を挙げてそ

の意を表してください。

わたしたちはマーリン・Ｋ・ジェンセン，

ニール・Ｌ・アンダーセン，ジョン・Ｈ・グ

ローバーグの各長老 を中央 日曜学校会

長会から，ロバート・Ｋ・デレンバ ック，

Ｆ・メルビン・ハモンド，ジョン・Ｍ・マ ド

センの各長老を中央若い男性会長会か

ら感謝をもって解任するよう提議いたし

ます。賛成の方は皆，手 を挙げてその

意を表 してください。

チャールズ ・デ ィデ ィエ長老 ，セ シ

ル・０・サミュエルソン長老 を七十人定員

会会長会の会員 として支持 するよう提

議いたします。賛成の方は皆 ，その意

を表 して ください。反対の方は皆 ，同

様にその意を表してください。

カーロス・Ｊ・ガルシア，Ｒ・ランドー

ル・ハブ，ジョン・Ｗ ・ヤー ドレーを地域

幹部七十人 として支持するよう提 議い

たます。賛成の方は皆，その意 を表 し

てください。反対の方。

セシル・０・サ ミュエルソン，ジョン・

Ｈ・グローバーグ，リチャー ド・Ｊ・メイン

ズの各長老を中央 日曜学校会長会とし

て， またＦ・メルビン・ハモンド， グレ

ン・Ｌ・ペイス，スペンサー・Ｊ・コンデ イ

ーの各長老を中央若 い男性会長会とし

て支持するよう提議いたします。賛成の

方は皆，その意を表 してください。反対

の方。

わたしたちはそのほかの中央幹 部，

地域幹部七十人，ならびに中央補助組

織会長会 を現在 のまま支持 するよう提

議いたします。賛成の方はその意 を表

してください。反対の方はその意を表し

てください。

支持 の提議 は，全員一致で賛意の表

明が得 られたようです。

兄弟姉妹，皆 さんの信 仰 と祈 りに感

謝いたします。

匿
一 一一 一 一 一一　一 一 一 一一一一一一一一一一 一 ．’

わたしたちの

預口者の信仰
十二使徒定員会

デビッド・Ｂ・ヘイト

ｒわたしたちに顕要なのばブリカム・ヤングが持 ：っτωたような信仰τあり，ゴ
ードン唱 ・ヒンクレーが幣 コτωるような膚仰だあり，わたしたちの預言者で

あ０指導者τある入々カｉ朔Ｆつτいるような信仰τす。ノ

ほどヒンクレー大管長 を教会

先 の大管長として，また預言者，

聖見者，啓示者 として支持し，

そしてほかの中央役 員を提議されたと

お りに支持することを表明するために手

を挙 げました。わたしはそのとき，心 に

燃えるものを感 じました。皆 さんも同じ

ように感 じていらっしゃることを望んで

います。現在 地上に生 きている預言者

を支持するということは，わたしたち全

員にとって何 とすばらしく偉大な特権で

しょう。それはただここに座って何 とな

く手を挙げるのではありません。単に大

管長 を支持す るだけでなく，大管長が

これまでに行 ってきたこと，わたしたち

を代表 して世に向けて行 ってきた事柄

に賛同していることを心に感じる機会な

のです。特 にこの数 日間，あるいは数

週 間，大管長が驚 くべ き，霊感あふれ

る方法で世界 の人 々に伝 え，語って き

たことにわたしたちは感謝 しています。

数年前，ニューヨーク市のニューヨー

ク・フィルハーモニー管弦楽団の音楽監

督を務めていたアルトゥーロ・トスカニー

二は，当時土曜 日の午後 にラジオ番組

を持っていました。ある日， トスカニー

二は郵便物の中に，しわくちゃで少し黄
ロ

ばんだ紙を見つけました。次のように書

いてありました。

「ｉ親愛なる トスカニー二様，わたしは

ワイオミングの山中で寂 しく羊飼いをし

ている者です。 わた しには宝物 が二つ

あります。一つは古いバ イオリン，もう

一つ は電池式のラジオです
。電池が残

り少なくなって，ラジオが聞こえにくく

なってきました。それにバイオリンは音

が合わなくなって，弾けなくなりました。

そこでお願 いですが，次の土曜 日の放

送で，『イ音』を流していただけませんか。」

翌週の番組でアル トゥーロ・トスカニ

ー二はこのように言いました。「ワイオミ

ングの山中に住む新 しい友人のために

ニューヨーク・フィルハーモニー管弦楽

団がこれか ら，全員で完全 な『イ音』を

奏でます。」そ して，全楽団員は完全な

『イ音』を奏でました。こうして孤独 な羊

飼いは「イ音』の弦 を合 わせ，それか ら

完全 な『イ音 』に基づいて『ホ音』の弦，

『二音』の弦，『ト音』の弦 を合わせること

ができました。

わたしたち自身の生活 やわたしの話

を今聞いていらっしゃる多 くの人々の生

活の中で 皆バイオリン，つまり生活
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の

の音程が少 しずれている可能性がある

のではないかと思うのですが その生

活の中で，教 会の総大会 に出席 してす

ばらしいメッセージを聞けるということ

は，思 えば実 に興味深いことではない

でしょうか。ここで話す機会を与 えられ

ているわたしたちは，快活 に，力強 く，

いきいきと話すことができるように熱心

に祈っています。人生 のたそがれ と言

われる時期に入 ったわたしとても同じで

す。皆 さんの前 に立って，この業が真
あかし

実であることを証するのです。わたしは

その証人なのです。

皆さんの多 くがそうでいらっしゃるよ

うに，あるいはそう望んでおられるよう

に，．わたしは末 日聖徒 の家 庭で育ち，

教会ではぐくまれ，その後世に出て行っ

て生活し，多 くの場所で人々と交わる機

会 を得ました。政府や実業界 ，その他

様 々な人 と交 わ りました。 そのような

人々と語 り合い，皆 さんが心に抱 いてい

るような気持ちを分かち合 うことができ

ました。

ヒンクレー大管長はわたしたちと集会

を持つときにしばしば 確か公の場で

も話 したことがあると思いますが 自

分の机 の後 ろの壁 にか けてあるブリガ

ム・ヤングの絵について話 してくれます。

ヒンクレー大管長は１日のうちに非常に

多 くの難 しい決断を下さなければならな

い ときがあります。そのようなときに大

管長はいすを回して，後ろのブリガムの

絵を見上げて，「ブリガム兄弟，このよう

なとき，あなただったらどうしていたで

しょうか」あるいは「何 か提案はないで し

ょうか」と声に出して，あるいは心の中

で問いかけることがあります。

この数年間に起 きたことに思いをはせ

てください。この数年間にヒンクレー大

管 長が教会 の拡張 に関 してどの ような

霊感と指示を受けてきたか皆さんはよく

御存 じだと思 います。数々の神殿を建

設したこと，ホテル・ユタを見事 に改築

しジョセブ・ス ミスの名 を冠 したジョセ

ブ・ス ミス記念館 に したこと，そ して
き ょう

今 日わたしたちが集っているカンファレ

ンスセ ンターを建築 したこと。 このよう

な建物 は世界 中どこを探 しても見当た

らないと思います。長年にわたってピン

クレー大管長とともに働 き，傍 らに立っ

て，大管長の言葉に耳を傾け，交わっ

てきたわたしたちにとって，この業が霊
さま

感に基づ いて拡張 し前進す る様 を見 ，

肌で感 じ，その一翼を担 ってこられたこ

とは何 とすばらしい経験であり，祝福で

しょう。

さて，ブリガム・ヤングに思いを向け

て，この驚 くべ き人に与えられた霊感 と

指示について深く考えるときに，預言者

ジョセブ・スミスの死 によって空 いた指

導者 の地位をどのようにして埋めたか，

霊感 と啓示によってノーブーを閉鎖し西

部への旅を計画するという責任をどのよ

うに引き受け，導 き，指示 したかが思

い起 こされ ます。当時ノーブー神殿 を

完成するための働 きが続けられていたこ

とやノーブーでの作業を継続するために

どの ような方法が取 られたかが思い出
ほろ

されます。その一方で幌馬車隊を組織

し，西部を目指して平原を横断し，後

にシオンとなるソルトレーク盆地に入 り，

この地で礼拝 し，教 え，福 音 を説 き，

集会所やそのほか， この地で繁栄 した

文 明と文化 を育て押 し広 げるために必

要なすべての施設 を建設 したのです。

ブリガム・ヤングはソル トレークに大

都市を建設するだけでなく，民をほかの

定住 地へ 出て行かせるという霊感 も受

けました。そのことについて考えてみて

ください。 この盆地に大挙 して流入して

来る開拓 者たちが，定住 し，家庭を築

き，町や共同体 を建設 し，個性や人格

を築き，才能を伸ばせるような盆地や地

域を， ソル トレーク・シティーから離れ

た場所に見つけておこうという先見の明

が彼 にはあ りました。 こうしてブリガ

ム・ヤングの指導の下で，ソル トレーク１

か所 に大都 市 を建設す るのではなく，

ユ タの内部はもとより，遠 くワイオミン

グ州， ネバ ダ州，アリゾナ州，アイダ

ホ州南 部にまで約 ３６０の共 同体が築か

れました。

人々はソルトレークを出て，これらの

小規模の共 同体を築 く一方で，学校の

委員会や町の評議会で働 くことによって

才能 と能力 を伸ば し，小さな町で指導

的役割を果たすようになりました。彼 ら

は地域の住民となり，学校をつ くり，こ

れらの共同体を拡張 していきました。わ

たしたちはブリガム・ヤングが心に描き，

定着に力 を注いだこれ らの地域でどの

ようなことが起 きたかを現在 目にしてい

ます。定住地がどのようにして発展した

大会の部会終 了後 ，マー ジ ョリー夫人をエス コー トしてカン ファレンスセンター を退場す るゴー ド

ン ・Ｂ ・ヒンク レー大管 長。続いて退場 しているのは ，大管長会 の トーマス ・Ｓ ・モンソン副管長 ，

ジ ェームズ ・Ｅ・ファウス ト副管長およ びボイ ド ・Ｋ ・パ ッカー十二使徒定員会 会長代理。
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かを少 し考えてみてください。例えば，

カリフォルニア州サンバーナーディノへ

向かう人々のためにネバダ州ラスベガス

に一つ の定 住 地 が 開発 され ました。

人々は船でカリフォルニア州サンペ ドロ

に到着 してから，サ ンバーナーディノで

旅支度をしてこの盆地に来ることができ

ました。それから，ユタ州南部のサンピ

ート郡や
，北に進路を取ってアイダホ州

やその他の地域へ向かったのでした。

わたしはそのような環境の中で生まれ

ました。母の家族はここソル トレーク・

シティーに到着すると，ユタ州西部のッ

エレに定住地を築 くために派遣されまし

た。後にはアイダホ州へ派遣されました。

製材所 と製粉所 を建設す る必要があっ

たからでした。父の家族はユタ州ファー

ミントンに定住 しました。わたしが話し

ているこの，人々を強め機会を与える入

植事業の一環としてです。人 々は大都

市の中で埋もれてしまうのでなく，能力

を伸ばすことができ， もっと多 くの学校

が築かれ，もっと多 くの教師が必要 とな

り，才能のある人たちが能力 を伸 ばす

ことができる小 さな共同体へ移るよう求

められました。以上の理由からわたしの

先祖 はファー ミントンとッエ レを去 り，
ひよ く

肥沃な農地を売 って，当時は山よもぎ

しか生えていなかったアイダホ州南部へ

行くよう求められたのです。

このような小さな開拓地でわたしの父

と母は互いを思い慕うようになりました。

２０歳になって結婚する準備ができたら，

彼らはどこで結婚するのでしょうか。ユ

タ州ローガン神殿です。 どのようにして

ローガンまで行 くので しょうか。１頭立

ての軽装馬車でです。 どのくらいの時

問がかるので しょうか。何 と５日か６日

あるいは７日です。広い道路や平らな道

があったのでしょうか。もちろんありま
ほろ

せんで した。ほかの幌馬車が山よもぎ
かんぼく

を踏み しめ，潅木 を抜 け，石 を乗 り越

えてできた道を行ったのです。彼 らはど

こで結婚するのでしょうか。どこで結び

固めを受けるので しょうか。ほかのどこ

でもありません。神殿です。彼 らは１頭

立ての軽装馬車で行 きました。

それはわたしにとって一つの受け継ぎ

となりました。これらの小さな町で育っ

一

カンファレンスセンターわきの階段に並んて入場を待つ人々の長蛇の列。

た人々にとってもそうでした。その後に，

教会は幾つかのアカデ ミーを開くことを

決めました。遠 く離れたこのような幾つ

かの地域に約 ３０のアカデ ミーを開いた

のです。そうした小 さなアカデミーの一

つがわたしたちの町にもできました。そ

して，高等教育 を受けるために近 隣の

共同体から多 くの人々がその小 さな町に

移 って来るようになりました。 もちろん，

高等教 育といっても単なる高等学校で

した。 しかし，’アカデミーと呼ばれてい

ました。

わたしは，現在 ソル トレーク・シティ

ーを取 り囲む山間地方 の開発と定住 に

関して何年 も前に預言者 ブリガム・ヤ ン

グに与えられた霊感について話 していま
こんにち

す。今 日のわたしたちが どのような民に

なっているかについて，この業がどれほ

ど発展 してきたかについて，またヒンク

レー大管長が預言者，聖見者，啓示者，

指導者であることによって生活の中で得

ている祝福 について考 えてみてくださ

い。今 どのようなことが起 きているか，

さらに，すでに始 まっていることを継続

する信仰さえあれば将来どのようなこと

が起きているはずか心に思い浮かべ て

ください。教会の将来 と，現在成 し遂

げつつあることに思いをはせてください。

ヒンクレー大管長はこの民が信仰をも

っと深める必要があることについてしば

しば語っています。そのような信仰 は，

福 音の原則に従 って生活し，正 しい生

活を送 り，あるべき姿に子どもたちを育

てることにより得 られるのであり，子 ど

もたちが性格や人格を磨いてわた した

ちの信 じている教 えを実行す る人 にな

り，わたしたちが達成したいと願ってい

ることを子 どもたちが達成するのを見る

ときに得 られるのです。

皆 さんは精神 に異鴬 を来した息子を

持った父親の話をよく記憶 しておられる

と思 います。彼は救 い主のみもとへ行

って，息子を祝福 して，悪霊 を追い出

していただけるかどうか尋ねました。彼

は救 い主にこう言いました。「その子を

お弟子 たちのところに連れて きました

が，なおしていただけませんでした。」救

い主はその少年を祝福 されました。する

と悪霊はたちまち離れ去りました。する

と弟子 たちは救い主のみもとへ来て言

いました。 「わたしたちは， どうして霊

を追い出せなかったのですか。」（マタイ

１７．１４－２１参照）救い主は以前にも「信

仰の薄い者たちよ」と言っておられまし

た （マタイ１６’８）。

もしあなたがたに小 さな信仰， あの

小さな木の名を思い出そうとしているの

ですが。 〔ヒンクレー大管長が「からし

種」と言葉 をかける。〕からし種です。大

管長，ありが とうございます。 （わたし

はいつも大管長にそばにいて助けてもら

うようにしています 。）もし，か らし種

１粒ほどの信仰があるなら。たぶん皆 さ

んの中でからし種を見たことがある人は

そう多くないと思います。何年か前にエ

ルサレムを訪れて，車に乗っていたとき，
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の

運転 手が「ああ，あそこにか らしの木が

ありますよ」と言いました。わたしは「見

に行 きましょう」と言いました。わたした

ちは車を降 りて，そのからしの木を見ま

した。その木は小さなさやをつけていま

した。わたしはそのさやを開いてみまし
はりえんじゅ

た。 それは針 梶の木がつけているもの

とよく似ていました。そしてその種 とき

たら，小さなコショウの粒 ほどもあ りま

せんでした。

救い主が人々に教 えるために使われ

たたとえを思い浮かべてください。 もし

あなたがたに非常に小 さなからし種 ほど

の信仰があるなら，そしてわたしはその

種を手に取 ってみましたが，ほとんど見

えないほどでした。もし，あなたがたに

それだけの信仰があるならば，山に向

かって，「ここからあそこに移 れ」と言 え

ば，移るで しょう。 もしあなたにそれだ

けの信仰があるなら （マタイ１７：２０参

照 ）。「信仰の薄い者たちよ」と主はわた

したちに言われました。

したがって，わたしたちに必要なのは

ブリガム・ヤ ングが持っていたような信

仰であり，ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレーが持

っているような信仰でありドわたしたち

の預言者 であ り指導者である人々が持

っているような信仰です。

神は生きておられます。わたしは神が

実在 しておられること，神がわたしたち

の御父であられること，そして御父がわ

たしたちを愛しておられることを知って

います。わたしはそのことを知っていま

す。 また，わたしはイエスがキリス トで

あり神の御子であられることを知ってい
み たま

ます。わたしは御霊がそう証するのを感

じてきました。わたしはその証人です。

預言者ジョセブ・ス ミス と，ジョセブが

回復をもたらす器 として行った歴史上の

すべての事柄が真実であること，ジョセ

ブの後ヒンクレー大管長 まで続いた預言

者たちが神によって召 されたことを知っ

ています。この業 は真実です。皆 さん

にわたしの愛 と，確信 と，心の中で燃

えている証をお伝 えします。わたしは生

きているかぎり，この業が真実であるこ

とをだれかに話し，理解 できるようにお

手伝いしたいと願 っています。イエス・
み な

キ リス トの 御 名 に よ り， アー メ ン。

歩ずつ

十二使徒定員会

ジョセフ・Ｂ・ワースリン

き ょう

吟 臼，晃全になる勝要はありまぜん。ぼかのだれかより壱優れτωる覇要は

なωのτす。わたしたちがしなければな６ないのは最高の盲分になるごとだけ

τす。．１

愛 麓騰ｉ鰍三
ることは，わたしにとって大 きな特権で

す。わたしたちは今，デビッド・Ｂ・ヘイ

ト長老のお話を聞きました。９５歳です。

その年齢になったら，ヘイト長老の半分

で も記憶力があればいいと願うばか りで

す。もし，わたしがそれだけ長生きした

ら，の話ですが。

聖徒 たちが集まるのを目にす るとき，

わたしは喜びを感 じます。小さな家に何

家族かが集まる集会であろうと，巨大

なホールに数千人が集 まる集会であろ
み な

うと，イエス ・キリス トの御名 を愛 し，

たたえる人々が主の御名によって礼拝す

るためにともに集うとき，諸天は喜びを

表すのです。

わた したちは皆，それぞれの生活で

様々な経験 をしています。今，喜びに

満たされている人もいれば，悲しみのた

めに胸が張 り裂ける思いをしている人も

います。世界が 自分の思いどおりに動

いていると感 じている人がいれ ば， 自
か き

分はまるで牡蠣のようであって，海から

引き揚 げられ，こじ開けられて，中にあ

る大切なものをすべて奪 われてしまった

と感じている人もいます。

皆さんが どのような立場に置かれてい

るのであれ，情 緒的あるいは霊的にど

のような心の状態であれ，この死すべき

世を通る旅路のどこにいるかにかかわり

なく，皆 さんにとって役立つ助言をした

いと思います。

確かに，わたしたちには感謝すべ きこ

とがたくさんあります。 もし，わたした

ちが受 けている祝福 をよく考えるなら

ば，悩みを幾 らかでも忘れられるだろう

と思 うのです。確か に，皆 さんが教 会

員 として，偉大なゴー ドン・Ｂ・ヒンクレ

ー大管長の指導の下で受けている祝福

を実感するならば，皆 さんは心 の落ち

着 きと喜びを得られるでしょう。わたし

たちにとって，きっと大 きな助けとなる

でしょう。

最：近，わたしはエリック・ワイナマイヤ

ーについての書物を読みました。彼は，

エベ レス ト山に登 ることを夢見た３３歳

の男性です。世界中から訪れる最も熟

練 した数多 くの登 山家を拒んでいるエベ

レストです。実際，登頂 を試みた人々の

９０パーセント近 くは頂上 を極めていませ

ん。気温 は零下５０度以下まで下が りま

す。極 限の寒さに加 えて，風速 ４５メー
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トルの強風が吹 きすさび，恐ろしいクレ

バスが 口を開け，それに雪崩が襲いか

かります。登 山者は高所，希薄な酸素，

そして恐らく不衛生 な食物と水 というチ

ャレンジを克服 しなければなりませ ん。

１９５３年以来，８，８４８メートルの頂上を目

指し，道半ばにして亡 くなった登 山家は

少なくとも１６５人はいます。

このような危険をはらんでいるにもか

かわらず，毎年登頂の順番を待 つ人は

数百人もいます。エリックもその一人で

した。けれども，エリックと，これまで

登 頂を試みた登 山家たちの間には一つ

の重大な違いがありました。それはエリ

ックが全盲だったことです。

エ リックは１３歳の ときに遺伝性の網

膜疾患によって 目が見 えなくなりまし

た。 したいと思っていたことの多 くがで

きなくなりましたが，落胆やむなしさに

負けて 自分 の人生を無駄 にはしないと

決意しました。そして限界に挑戦 し始

めました。

１６歳のときに彼 はロッククライミング

と出会いました。 岩肌 を感 じなが ら，

手と足 を安定できる場所 を見つけて登 り

ました。それか ら１６年後 に，エベレス

ト山への挑戦を始めたのです。皆さん

が想像するとお り，彼の登 山の物語は

悲惨で，命 を危険にさらすたくさんのチ

ャレンジに満 ちていました。けれどもエ

リックはついに南壁のルートから登って

行き，それまでに頂上を極めた人々とと

もに，地上で最 も高い 山の頂 に立った

睡
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数少ない人の一人となったのです。

どの ように して登 ったか を尋ね られ

て，エ リックはこう答 えました。 「ただ

考え続けました。… …思いを集中させ

るのだ。疑いや恐れや落胆など，すべ

て心の中から追い出すのだ， と。」そし

て，最も大切なことを言いました。 「毎

日一歩ずつ進むだけです。」’

そうです。エリックはただ片足を別の

足の前に一歩出すことによってエベレス

トを征服 したのです。彼は頂上 にたど

り着 くまでそれを続 けました。

エリックの場合 と同 じように，わたし

たちにも行 く手を遮る障害物があるかも

しれません。したいと望んでいることを

なぜ実行できないのか言い訳さえするか

もしれません。たぶん，達成できていな

いことを正当化 しようとする誘惑に駆 ら

れたとき，わたしたちはエリックを思い

出すことが できるはずです。彼は視力を

失ったにもかかわらず，多 くの人が不可

能だと考えたことを，ただ片足 を別の足

の前に一歩出し続けることによって成し

遂げました。

千里の道 も一歩か らということわざが

あります。

時々わたしたちは必要 以上 に手川頁を

複雑にすることがあります。１どれだけ時

間がかかるだろうかとか，どれほど大変

だろうかなどと思い悩んでいたら，千里

の道を行 くことなどとうてい不可能です。

毎 日一歩ずつ進むこと，そして 目的地

に着 くまでそれを何度 も何度 も繰 り返す

ことによって達成するのです。

皆 さんとわたしがより高い霊性を目指

すにもこれと同じ原則が適用 されます。

登 り始めるにはわたしたちが現在いる

場所から出発 しなければならないことを

天の御父 は御存 じです。預言者ジョセ

ブ・スミスはこのように教えました。 「は

しごを登るときは，いちばん下から始め

て，一段 一段登 って行かなければなり

ませ ん。そ してついには，いちばん上

の段にたどり着くのです。福音の原則に

ついても同 じです。あなたがたは第一

のものから始めなければなりません。そ

して学び続 けて，ついに，昇栄に関す

るすべての原則 を学ぶのです。 しかし，

あなたがたがそれらを学び終えるのに，

リアホナ／２００２年 １月号

２８

幕 のかなたへ行 っても長い時間を要す

るでしょう。」・

天の御 父はわたしたち一人一人を愛

しておられ，より高い霊性 を目指す過

程 には準備 と時間と決意が必要である

ことを御存 じです。神はわた したちが

時々過ちを犯すこと，つまず くこと，落

胆 し，もしかするとついには放 り出して，

努力す る価値がない と自分 に言い聞か

せたくなることを御存 じです。

わたしたちは努力する価値があること

を知っています。なぜなら，賞として与
たまもの

えられる永遠の命は 「神のあらゆる賜物

の中で最 も大 いなるもの」だからです。３

この賞 を受 け るには一 歩ずつ前 進 し

て，熱望する霊的な高 さに到達するま

で歩 き続けなければな りません。

聖文は一つの永遠の原則 を明 らかに

しています。 「人が 自分の力以上に速 く

走 ることは要求されてはいないからであ

る。しかしまた，賞を得るために勤勉 に

励むのは必要なことである。」４

わたしたちは速 く走る必要はありませ

ん。ただ着実に，，正 しい方 向に進 まな

ければなりませ ん。一歩ずつ，最善 を

尽 くさなければならないのです。

若いころ，わたしは走るのが大好きで

した。皆さんはとても信じられないかも

しれませんが，大好きで した。 何度か

１着 になった ことがあ ります。今 では，

もうそれほど速 くはあ りません。実際，

競走相手が十二使徒 定員会のメンバＬ

だけだとしても，わたしはどこまででき

るか 自信がありません。

わたしの走る力は，今となってはそう

速いとは言えません。将来 ，復活体 を

得たら，再 び競技場を全力で走 り，髪

が風になびくのを感 じられるその時を楽

しみにしています。 しかし，今のわたし

にそれはできないという事実をあれこれ

考えているわけではありません。

それは愚かなことです。その代わり，

わた しが今で きる歩 みを続けてい きま

す。年 齢か ら来る限界はあ ります が，

まだ，一歩ずつ足 を踏み出すことはで

きます。わたしにできることを実行する

ことこそ，天の御父が今わたしに求め

ておられるすべてなのです。能力がな

い とか，制 限があるとか， 自信が ない
嶋



総大会土曜日午後の部会で教会指導者に対する支持の表明をする中央幹部と聖歌隊員。

とかに関係なく，神は皆さんに同じこと

．を求めておられます。

ジョン・ウッデンは恐 らく，大学バス

ケットボール史上最も偉大 なコーチだっ

たと思います。無敗で終えたシーズンが

４回ありました。彼のチームは１０回全国

優 勝を飾 りました。あるときは，８８連勝

を成 し遂げました。５

ウッデンコーチが選手たちに最初に繰

り返 し教 えたことの一つ は，彼 が少年

時代に農場で交親から教わったことでし

た。「ほかの人よりもうまくやろうとする

ことにあまり気を取 られてはいけないよ」

と父親は言いました。 「ほかの人から学

びなさい。けれども，人に勝ろうとだけ

してはいけない。その気持 ちはコントロ

ールが利かなくなるからね。そうではな

く，最善の 自分を追及するために一生

懸命努力するのだ。 これはおまえにコン

トロールできることだから。」６

これは仮定 に基づいた例ですが，紹

介 してみたいと思います。どこのワード

にでもおられるような愛すべ き姉妹の例

です。彼女には教会で決 して騒 いだ り
かんぺき

しない完壁 な子 どもたちが います。彼

女 は家族歴史の２０代前の先祖 を探求 し

ています。家 はいつでもち り一つありま

せ ん。彼女 はマルコによる福 音書を暗

記 しており，ルーマニアの孤児のために

ウールのセーターを編んでいます。断っ

ておきますが，そのような立派な目標を

軽視するつもりは毛頭ありません。さて，

皆さんが この愛すべ き姉妹 と自分 自身

の姿を比べ，両手を上げて，あきらめ

ようとする誘惑に駆 られるときには， ど

うか思い出 してください。わたしが十二

使徒定員会のメンバーと５０メー トル走

で競い合 った りしないのと同じように，

あなたはこの姉妹 と競い合っているので

はないということです。

皆さんが心配する必要のあることは唯

一
，最高の自分になるよう努力すること

です。皆さんはどのようにして努力する

ので しょうか。 人生 で最 も大切 な目標

に注意を集中させ てください。そうすれ

ば， 目標に向かって一歩一歩前進 して

行 くのです。

多 くの人が道は険しく，暗いと感じて

いることをわたしは知っています。けれ

ども勇敢な登山家エリックのように，わ

たしたちにもガイドがいます。

わたしたちには歴史を通 じて人類 に
み こ と ば

神の御言葉を明らかにする聖文があ りま

す。神の御言葉 をよく味わうならば，永

遠の真理に心 を開き，聖霊の優 しいさ

さやきに内なる霊の扉を開くことができ

ます。確 かに，聖典 と現代 の預言者 を

通 して伝 えられる神の御言葉は「〔わた

したちの〕足のともしび，〔わたしたちの〕

道の光です。」７

偉 大な先人 たちについて読む とき，

彼らにも落胆 と悲 しみの時があったこと

が分かります。彼 らは苦難に出遭っても，

逆境 に遭 って も，時 には自分 自身の弱

点を知っても屈しませんでした。彼 らも

一歩ずつ懸命 に前 進し続けたことが分

か ります。わたしたちはリーハイが語っ

た義人のようになることがで きます。彼

らは「鉄の棒の端をつかんだ。そして彼

らは，……暗黒の霧の中を押 し進み，つ

いに進んで来てその木の実 を食べた」

のです。ｓ

また，わたしたちには生ける預言者ゴ

ー ドン・Ｂ・ヒンクレー大管長がいます。

ヒンクレー大管長は今の時代のわたした

ちに勧告 と預 言者 としての指示を与え

ています。

わたしたちは大管長の勧告 と自身の

祈 りを通 して，天 に近づ き，無 限の御

方である神 と個人的に交わることができ

ます。信仰によって天もわたしたちのた

めに動 くのです。扉が開かれ，答 えが

与 えられるのです。

ジョセブ・スミスについて考えてみま

しょう。混乱し矛盾する様々な声に囲ま

れた少年時代の彼 は，すべての教会の

うちどれが正 しく真実なのかを知 りたい
やみ

と切に願 いました。 ジョセブも当時の闇

に囲まれて， 目が見えない状態にある

のを感 じていました。彼は新約聖書の

ヤコブ書 を読 んでから，古代の使徒の

言葉を信 じたのです。すなわち，「あな

たがたのうち，知恵 に不足 している者

があれば，その人は， とがめもせずに

惜 しみなくすべての人に与える神に，願

い求めるがよい。そうすれば，与えられ

るであろう」９という約束です。ジョセブ

はこれらの言葉 を信じました。そして，

１８２０年，ある春の朝 に，森 に入 り，祈
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りによって自身を高め，天の御父に知

恵を尋ね求めたのです。

祈 りの答 えはジョセブの全 身を光 と教

えで満たしました。わたしたちの天の御
みすがた

父 とその愛 しておられる御子 が御 姿を

現 されたのです。御 二方の教 えは，彼

を捕 らえ，滅ぼそうとしていた深い闇を

取 り払いました。ジョセブの混乱を永久

に取 り払ってくれたのです。

その瞬間か らほぼ四半世紀後の殉教

まで，ジョセブ・スミスは御父 と御 子に

よって示された道から離れませんでした。

彼の生涯 がどれほど苦痛 に満ちた もの

であったかを考えてください。堪え忍ば

なけれはならなかった苦しみと迫害に思

いをはせてください。しか しショセブは

一歩ずつ
，決 してあきらめずに歩き続け

ました。 自分にできることをしさえすれ

ば，天の御父が残 りの部分を補ってくだ

さることを決 して疑いませんでした。

兄弟姉妹，地上 におけるわたしたち

の時問は非常に大切 であるとともに，非

常 に短いのです。わたしは預言者ヤコ

ブが述べた「一生 はあたかも夢のように

過 ぎてしまった」１０という言葉 をどれほ

ど理解しているのだろうかと考えます。

瞬く間にわたしたちの時間は終 わりま

す。できる聞に，仕事 を終 わらせる時

間がある間に，正 しい方 向に向かって

一歩ずつ前進しようではありませんか
。

それは難 しいことではありません。今

日，完全になる必要はありません。ほか

ｉ響 ｉ

のだれかよりも優れている必要はないの

です。わたしたちがしなければならない

のは最高の 自分になることだけです。

たとえうんざりすることが あって も，

時には道がはっきり見えないことがあっ

ても，天の御父は義にかなって従 う者た

ちを決 してお見捨てにはならないことを

知ってください。皆 さんが慰めを受けな

いままにしてはおかれません。御父はあ

なたの傍 らに立って，そうです，旅の一

歩一歩を導いてくださいます。

この世を描写 したジョセブ・フィール

ディング・スミス大管長の美 しい言葉に

耳を傾けてください。

游はそれぼど長 いだろうか、

道は厳 しぐ，険しいだろうか。

いばらととげで溺 ざされでいるだろうか。

昼の暑いさなかに頂 土を百指す

あなたの炬を鋭い石が切吻裂ぐだろうか。

重荷に耐えで進 むあなたの心な１

疲れ果て，悲 しんでいるだろうか。

霊ぱ疲れ でいるだろうか。

あなたに負わせられた荷は重いだろうか。

重荷をともに負ってぐだ さる方 ぱいない

のだろうか。 ，

ぐじけではならない。

旅ぱ今始 まったばかりなのだ。

今でもあなたを招 き寄せでいる御方がお

られる。

だから喜んでまなざしを土げ，
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その御方 の手 を取 りなさい。

かつで登ったことのない高きにまであな

たを導 いてぐださる。

聖 なる， 汚れのない勉 で

すべての悩みは終わ クを告げる。

あなたの命ぱすべでの罪から爾放され る。

そこには游される涙はない。

引きずる悲 しみがないからだ、

彼の手を取 ク， ともに，入りなさい。１１

わたしたちが 自分 自身のエベレスト山

に登 り始める勇気を持 てますように，ま

た人生の旅路を一歩ずつ前進 し，わた

したちの内にある最高の域にまで到達

で きますように。

わたしたちの天 の御父 は生 きておら

れ ，わたしたち一 人一人を知 り，愛 し

ておられます。イエスはキリストであり，
あがな

神の御子，全人類の救い主 ，蹟 い主 ，

まさに平和の君です。 ジョセブ・ス ミス

は回復の預言者であり，ゴー ドン・Ｂ・ヒ

ンクレー大管長は今 日の地上における

わたしたちの預言者，．聖見者 ，啓示者
あかし

であることを証 します。また，皆 さんが

最善を尽 くしさえすれば，幸福と満足を

得 られることを証 し，イエス・キリストの

御名によってお祈 りします。アーメン。

注

１ ＥｖｅｒｅｓｔＧｒｕｅｌｌｎｇ ｆｏｒＢＩＩｎｄＭａｎ

Ｏθｓθｒｅ亡１Ｖθ凶／ｓ ２００１年 ６月 ５日付

Ａ １２。カ ー ル タ ロ ク リー ン フィー

ル ト Ｂｌｌｎｄ ｔｏ Ｆａｌｌｕｒｅ τ１ｍ θ

２００１年 ６月 １８日付も 参照

２ ７「わθ τθθｏわ１ρｇｓ ｏｆＪｏｓθρわＳｍ’亡！７
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７ 詩 篇 １１９ １０５

８ １ニー フ ァイ８ ２４

９ ヤ コ ブの手 紙 １ ５
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「不 信 仰 なわたしを ，

お助けください」
七十人

Ｌ・ホイットニー・クレートン

ｒわたした右ば正しωごとを行うと昔に，信仰を強める道を前讐します。つま

０，そのような行ωの後に……ωつも信仰力ｉ階すのτす。ノ

るとき，救い主は，主の弟子

あ たちと律法学者の問で交わさ

れる議論 を聞こうとしてやっ

て来た大群衆に遭遇 され ました。救い

主はそのとき，律法学者にこうお尋ねに

なりました。 「あなたがたは彼 らと何 を

論じているのか。」
み ま え

ある男が主の御前 にひざまずいて答

えました。 自分 の息子か ら汚れた霊 を

追い出 して くれるように願いましたが，

「お弟子たちに〔は〕できませんでした。」

その父親は主に請い願いこう言いまし

た。 「しかしできますれば，わたしども

をあわれんでお助けください。

イエスは彼に言われた，『もしで きれ

ば，と言うのか。信 ずる者には， どん

な事でもできる。』

その子の父親 はす ぐ叫んで言 った，

『信 じます。不信仰 なわたしを，お助け

ください。』」

そ して救い主は汚れた霊をしかって，

こう命 じられました。 「『この子から出て

行け。二度と，はいって来るな。』すると

霊は叫び声をあげ，激しく引 きつけさせ

て出て行 った。」１

わたしたちはだれもが困難なことある

いは絶望 的なことに直面 した経験 があ

ります。そのようなときにわたしたちは

ひざまずいて，この父親と同じように請

い願います。「信 じます。不信仰なわた

しを，お助けください、」

救い主は，あの 「てんかんで苦しんで」２

いる息子 を持つ父親 になさったと同様，
こんにち

今 日の不 信仰 なわたしたちに，信仰 を

もって現世の戦いに生 き残 り「勝利者と

なる」３ための助 けを喜んで与えてくだ

さいます。

主を信 じる信仰は福音 の第一の原則

であり，単なる信念以上のものです。４

信仰を持つ人は「まだ見ていない真実の

ことを待ち望」みます。‘ 「信仰はいつも

その所有者を肉体 的，精神的行動に駆

り立てます。」６「イエス・キリストを信 じ

る信仰を持つということは，命じられる

すべ てのことに従 うほど深 くイエス・キ

リストを信頼するという意味です。従順

のないところに信仰はありません。」７
み こ と ば

信仰は神の御言葉を聞くことから始ま
たまもの

ります。それは一つの霊的な賜物 でも

あ ります。８信仰 はわたしたちが単 に聞

くだけでなく，教わった真理に従順にな

り神の御言葉に基づいて行動す るとき

に増 します。９

天使の言葉を聞いたときのマリヤの答

えは，すばらしい模範です。マリヤは天

リアホナ／２００２年 １月号
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使ガブリエルからこう言 われます。 「あ

なたはみ こもって男の子を産むで しょ

う。その子をイエスと名づけなさい。彼

は大いなる者となり，いと高 き者の子と，

となえられるで しょう。」そ してマリヤは

従順 に，ガブ リエルにこう言います。

「わたしは主のはしためです。お言葉 ど

おりこの身に成 りますように。」ヱＤ

また別のときに，こうあります。 「イ

エスがガリラヤの海べを歩いておられる

と，ふたりの兄弟，すなわち，ペテロと

呼ばれたシモンとその兄弟 アンデレと

が，海に網 を打っているのをごらんにな

った。彼 らは漁師であった。

イエスは彼 らに言われた，『わたしにつ

いてきなさい。あなたがたを，人問をと

る漁師にしてあげよう。』

すると，彼 らはすぐに網を捨てて，イ

エスに従った。」１’

救 い主の復活の後 に，ペテロとほか

の弟子たちが「漁」に出かけました。 し

かし，「その夜はなんの獲物 もなかった。

夜が明けたころ，イエスが岸 に立っ

ておられた。しかし弟子たちはそれがイ

エスだとは知 らなかった。」イエスは彼 ら

に言われました。「『舟の右の方に網 を

おろして見なさい。そうすれば，何かと

れるだろう。』彼 らは網をおろすと，魚が

多 くとれたので，それを引き上げること

ができなかった。」１２

預言者ジョセブ・スミスの生涯の中に

これと似た，信仰をはぐくむ従順さを見

いだすことができます。１８２３年９月，一

晩中天使モロナイの訪れを受けていた次

の 日の朝，ジョセブは父親とともに仕事

に出かけました。ほとんど一晩中寝ずに

過ごしていたジョセブは，「その 日にしな

ければならない仕事」が「まったく〔でき〕

ないほど疲れ果てているのを知」りまし

た。父親から家に帰るように言われ，ジ

ョセブは「家に帰ろうとして出かけ」まし

た。「しかし……すっか り力を失ってぐっ

たりと地に倒れ， しばらくの間まったく

意識 を失 ってい」ました。ジョセブが 目

覚め，「見上げると，あの同じ使者が前の

ように光に包 まれて，頭上に立っておら

れるのが見え」ました。そしてジョセブは

「父の ところへ行って，〔自分 が〕受けた

示現 と命令のこどを告げるように」命じ

、一＿ ＿ ＿ １



られました。当然 ジョセブは疲れ切って

いましたが，従順に「父のところへ戻っ

て，父にすべてのことを詳しく告げ」ま

した。ジョセブの父親は「それは神 から

出ていると」答 え，「命 じられたとお りに

するように告げ」ました。そこで，従順

なジョセブは疲れ果てていなが らも「畑

を去って，版が隠されていると使者から

告げられた場所へ行」きました。１３

毎 日，わたしたちは数 え切れないほ

どた くさんの選択肢の 中で，何 をし何

をしないかを決めています。戒めに喜ん

で従 うことを最優先 し，主が命 じられた

事柄についてつぶやいたり自分の尺 度

で評価 した りしなければ，主のはしため

となり，人間をとる漁師 となり，舟の右

の方に網を下ろしていることになるので

す。命 じられたことをそのとお りに行え

るように主が助けてくださると信頼 し，

たとえ疲れていてもただ行って主が命 じ

られたことを行 う’４だけでよいのです。

そうするときに，主は不信仰 なわたした

ちを助けてくださり，わたしたちの信仰

は力強 く，活気 を帯 び，揺るぎない も

のとなるのです。預言者 ジョセブはリバ

ティーの監獄から次のような手紙 を書 き

ました。 「したがって，親愛なる兄弟 た

ちよ，わたしたちの力のかぎりすべての

ことを喜んで行おう。そして願わくは，

その後，わたしたちが この上ない確信

〔または信仰〕をもって待 ち受けて，神の

救いを目にし，また神の腕が現されるの

を見 ることができるように。」ｂ

だれであろうと，またどこに住んでい

ようと，日常生活には決まり切 った仕事

や繰 り返 し行わねばならない事柄 が数

多 くあります。このような日常 的な事柄

に取 り組むときに，思慮を働かせて最も

大切なことをまず一番 に行 うようにしな

けれはなりません。とりわけ，忠実な者

が毎 日行わなければならない最低限の

事柄，すなわち心からの従順を示す行
けんそん

い，謙遜 な祈 り，熱心な聖文研究，ほ

かの人々へ の私心のない奉仕 のために

まず 時間を取 ることが大切です。毎 日

摂取するビタミンの中で，これらの行為

ほどわたしたちの信仰 という筋肉を強め

るのに即効性のあるものはありませ ん。

真の断食が強い信仰をはぐくむというこ
いのり

とも忘れてはなりません。これは「祈 と

断食とによらなければ，追い出すことは

で きない」１６根強い性格的欠点を誠実に

直そうとするときに特に大切なことです。

主イエス・キ リス トを信 じる信 仰は，

一歩ずつ教訓 に教訓
，規則に規則 を加

えるようにはぐくんでいくものです。わ

たしたちは正 しいことを行うときに，信

仰を強める道を前進します。つまり，そ

のような行いの後 に結果 としていつ も信

仰 が増すのです。１７日々，祈 りと，研

究と，従順によって信仰 を行使するとき

に，主は不信仰なわたしたちを助けてく

ださり，わたしたちの信仰は「悪 い者の

放つ火の矢 をことごとく消す」’８盾 とな

るのです。アルマは「主イエス・キリス ト

を信じる信仰をもって，悪魔のあらゆる

誘惑 に立ち向か う」１９ことがで きると教

えました。 しか し，信仰に必要不可欠

な要素 を無視したり拒否 したりしていな

がら，豊かな収穫 を刈 り取ろうと期待す

ることはできません。

今 日，教会員の中で信仰がはぐくま

れている例を数え切れないほど目にして

います。伝道の召 しにこたえる青年男

女や熟年夫婦，自らをふさわしく備えて

神殿 で結婚する男女，子 どもたちをそ

の行 くべき道 に従って訓練する両親２０，

このような人々は主イエス・キリス トを信

じる信仰 を強めることがで きるのです。
も

安息 日を清 く保 ち，召 しを尊んで大い
しゅうふん

なるものとし，什分の一 とささげ物 を納

め，新会 員を教会 の輪の中 に歓迎 し，

友人 と隣…人が福音の真理 を学べ るよう

導 くならば，そのときわたしたちは， 自

コ

カンファレンスセンターの壇の左右に設置された大画面のモニターを通して 会衆は 話者の表情を間近に見ることかてきる。
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らの信 仰を強めているのです。 自らの

罪を捨て進んで悔い改めることを選択

するならば，そして厳しいときにも良い

ときにも同じようにひざまずいて祈るな

らば，そのときわたしたちは強い信仰を

はぐくんでいるのです。

そのとき，モルモン書の中に記されて

いる経験が わたしたち 自身の生活の中

でも現実のものとなっていることに気づ

くのです。 「それでも彼 らは， しばしば

断食 して祈 り，ますます謙遜になり， ま

すますキリストを信じる信仰を確固とし

たものにしたので，喜びと慰めで満たさ
きよ

れ，まことに清められ，心の聖めを受け

た，この聖めは，彼 らが心 を神 に従わ

せたために受けたのである。」２／

わたしは救い主が生きておられること

を知ってい ます。そして主が不信仰な

わたしたちを助 けてくださることを知 っ
み な

て い ます 。 イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

って ， ア ー メ ン。

注

１． マ ル コ ９ ：１４ － ２９参 照 。マ タ イ １７ ：

１４ －２ １も 参 照

２． マ タ イ １７ ：１５

３．教 義 と聖 約 １・０ ：５
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か ら和 訳
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１３ ．ジ ョセ フ ・ス ミ ス ー 歴 史 １：４７ － ５０

１４ ， ］ニ ー フ ァ イ ３ ：７参 照

１５ ，教 義 と 聖 約 １２３ ：１７

１６ ．マ タイ １７ ：２ １。 マ ル コ ９ ：２９参 照

１７ ， Ｂｉｂｒｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ，６６９参 照

１８ ．教 義 と 聖 約 ２７ ：１７

１９ ．ア ル マ ３７ ：３３

２０ ，箴 言 ２２ ：６参 照

２ １， ヒラ マ ン ３ ：３５

…＿ ＿』

わたしたちの御父の

計画
七十人

クリストフェル・ゴールデン・ジュ＝ア

πわたした ちの天のン御父の望みば，わたした ちすべて１が蒲 右みち「る喜び，す

なわち’・…ｐ・御父が朔ｂ τおま５れるすべτを得ることが１『昔るように，その磯会

をお与えになるこ：とτす。１

８３０年の６月のある日に預言者

１
ジョセブ・スミスに与えられた啓

示には，天の御父が意図してお

られることについて次のように宣言 され

ています。「見よ，人の不死不滅≧永遠

の命 をもたらす こと， これがわたしの業

であり，わたしの栄光である。」’この宣

言によれ ば，御父の望みは，わたした

ちすべ てが満ちみちる喜 び，すなわち

完全で，栄光 を受 けた御父が持 ってお

られるすべてを得ることができるように，

その機会壷お与えになることです。２

このきわめて重要な末の 日にあって，

わたしたちは永遠の父なる神が生きてお

られることを宣言します。この世に生を

受 ける前 に，わた したちが御 父の霊の
み ま え あかし

子 どもとして御父の御前にいたことを証

します。前世で生活 していたとき，わた

したちは一人一人が個 人的に教 えを受

けていました。そこは，わたしたちに才

能や能力 を伸 ばす機会を与えてくれる

場所 でした。その恵まれた前世での生

活で，わたしたちは「善を選ぶのも悪を

選ぶのも任され」ていました。アルマは，

わたしたちが善を選んで非常 に「深い信

仰」を働かせ，「善い行 い」をしたと述べ

ています。そのようにしてわたしたちは

第一の位を保 ち，それとともに御父は，

わたしたちを予任 し，現世 にいる問に

一定の特権を得られるようにしてくださ

ったのです。３

同様 に末 日の啓示 には，天の御父が

御 自分の霊の子 どもたちで第一の位 を

保ったすべての人のために，偉大な幸

福 の計画を定められたことが明らかにさ

れています。４この偉大な幸福の計画に

は，わた したちがいつの 日か天の御父

のようになり，御父が現在持っておられ

るすべ ての権利や特 質を得るという未

来が含 まれています。使徒ペテロは「い

のちと信心 とにかかわるすべ てのこと

〔が〕，主 イエ スの神 聖 な力によって，

わたしたちに与えられて」いるのは，「そ

れらのものによって・…・・あなたがたが…

…神の性質にあずかる者となるためであ

る」と，聖徒に思い起 こさせました。５ペ

テロのこの宣言は大胆なものかもしれま

せん。わたしたちも，それを達成するた

めに一生，いえそれ以上かかることを

承知 しています。 しかし，ペテロの宣言

は「それだから，あなたがたの天の父が

完全であられるように，あなたがたも完
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全な者 となりなさい」という救い主の勧

告に対して共感を呼ぶものがあります。６

御父の計 画ではまた，第一の位を保

ったすべての者 に，第二の位すなわち

死すべき世において試 しを受けることが

求められました。この第二の位において

わた したちは， 自分 の意志 で行 動 し，

主のすべての戒めを守 り，罪や敵の力

に打ち勝つ力があることを，神に対して

も自分 自身に対しても示す ことを求めら

れています。７

アダムの堕落のため，そ して死すべ

き人間の性質のため，人は神の律 法に

背 く性癖 を持つようになりました。その

結果，正義の要求を満たす ことができ
とら

なくなり，囚われの状態 になりました。

しかしながら，天の御 父の先見の明に

より，また偉大な幸福の計画 を通 して，
あわ

御父は憐れみの計画を用意してくださ
しよくざい

いました。つ まり無 限の蹟罪を通 して，

正義の要求を完全に満たす道が備 えら

れたのです。８

イエス・キリス トは，初めか ら御 父に

あがな

選ばれた者 としで，９膿いによって正義

の律法と憐 れみとを調和させるために求

められるすべての資格 と特質を備えてお

られました。１。

ベニヤミン王は，人が聖霊 の勧めに

従うことによって生 まれながらの人 を脱

ぎ捨てることが可能になったのは順いの

おかげであると教えています。１１したが

って，福音の律法と儀式 に従順 である

ことを通 してキリス トのみもとに来 る人

はすべて，「永遠の救いと永遠の命」に対

する信仰 を行使することができます。こ
あかし

れがわたしたちの証です。１２

わたしたちはまた，天の御父とその御

子イエス・キリス トが，大背教の後に，

預言者 ジョセブ・ス ミスを通 して福音を

再び確立 され るまでは，偉大 な幸福 の

計画のすべての条件 に従うことは不可

能であったことを証 します。１３

わたしたちの愛す る預 言者 ，ゴード

ン・Ｂ・ヒンクレー大管長はこう宣言 して

います。「これらの出来事 に関する預言

者シ ョセブの言葉が真実であ り，御父
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が・・… 御子の神性 について証をなさり，

御子が少年預言者 を教え導かれたこと，

そして『主なるわたし〔が〕・…心から喜
おもて

んでいる』『全地の面 に唯一まことの生

ける教会』が組織 されるに至 った一連の

出来事が続 いたことを厳粛に宣言いた

します。」’４

第二 の位 を保つ ことは忠実な人々の

心からの望 みです。わたしたちは天の

家に戻 る道 を自分一人で探 すわけでは

あ りません。 主は地上に御 自分の王国

を確立され，神の選民が集まれるように

してくださいました。

わたしたちの行 く手にはサタンの仕掛

けた落とし穴が数多 くあ りますが，主は，

わたしたちがその道を安全に進むうえで

必要不可欠な手立てを，愛のこもった心

遣いですべて備えてくださっています。’５

その欠かせない事柄 には，福音の儀

式 と聖約が含まれてい ます。この福音

の儀式 と聖約の中に順いの力が及ぼ さ

れるのは明らかです。１６わたしたちには

また，聖文という真理と誤 りを見分ける
る

ために必要な標準 を示 す手 がか りも与

えられています。’７

さらに重要なことは，わたしたちが生

きている時代は，見張 り人，すなわち

主が生ける預言者や使徒をわたしたち

の中に立ててお られる祝福 された時代

であるということです。彼 らは救いと昇

栄 にかかわる儀式を執行す るうえで不
カき

可欠な権能と鍵をすべて有 しています。１８

何にも増 して，バプテスマを受けてキ

リストの教会の会員となったわたしたち
たまもの

は，聖霊の賜物というたぐいまれな贈 り

物を授かっているのです。わたしたちの

罪をその身に引き受けるのを翌 日に控え

ていた救い主は，弟子たちにこう言われ
み た ま

ました。「…・・御霊……〔は〕，あなたが

たをあらゆる真理に導いてくれるであろ

う。」’９

黙示者 ヨハネは，天から受けた示現

の中で，御父の計画が成就するのを見，

大変な苦難を耐え抜いた後で小羊の血

によって衣を白く洗われた者たちの様子

を記録 しました。そして，この世に打ち
み さ

勝った人々が神の御座 の前に立 ち，神

の神殿 で神 に仕 える姿 を見 ました。主

は彼 らのただ中におられ，忠実 な者た
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ちは二度 と飢 えることもなく，渇 くこと

もありませんでした。神が忠実な者たち

の目か ら，涙を完全にぬ ぐい去ってくだ

さったのです。２０

恐れることはありません。ただ信仰 を

持 ち，天の御 父が備 えて くだ さった偉

大 な幸福の計画に従 うだけで よいので

す。わたしたちは，すべての人が来て，

主の恵みと憐れみを受けるようにお招 き

します。主は救 う力 を備 えておられ，決

してわたしたちをお見捨てにはなりませ

ん。２１

熱心に努力す るわたしたちを，主が

祝福 してくださいます よう，イエス・キリ
み な

ストの御名により祈 ります。アーメン。

注
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心に福音の原則を

刻み込む
七十人

ウォルター・Ｆ・ゴンサレス

椥 職だけで信十分でばあ０ません。舳 をかけτ，檬々な原１を実生活に応

用しτωく顕要があ０ます。ノ

一１一＝一１一 語は「回復」の言語です。本

央 大会 のこの午後 の部会でも，

なまりのある英語が話されて

いますが，それは教会が世界中で成長

していることの象徴でもあります。わた

しは南アメリカの出身ですが，そこでは

教会 は劇 的な発展 を続けています。３０

年前 にわたしが教 会に加入 したときに

は，南アメリカ大 陸の教会員数は１０万

８，０００人，ステーク数 は６つでした。当

時，南アメリカ大陸には神殿がありませ

んでした。 しかし，現在では，２６０万人

の会員 と５５７のステークを擁しています。

１１の神殿で儀式が執行されてお り，２つ

の神殿が現在建設途上にあ ります。リ

ーハイの息子のニーファイはこう言って

います。「しかし，わたしニーファイは，

これまで書 き記 してきたものを大いに価

値があると考え，特にわたしの民にとっ

てそうであると考えている。わたしは昼

は絶えず民のために祈 り，夜は彼らのこ
まくら

とを心配して涙で枕をぬらしている。」（２

ニーファイ３３：３）この真心か らの嘆願
こんにち

は，今 日，モルモン書を通 して，確か

にこたえられています。ニーファイは，

自分 に「弱点がありなが らも書き記 して

きた言葉」がわたしたちのために「力強い

ものとなる」ように と祈 っていました。

「それは，この言葉が善 を行 うように説

き勧め，また彼らに先祖のことを知らせ，

イエスについて述べ，イエスを信 じて最

後まで堪え忍ぶように彼 らに説 き勧める

ものだからである。イエスを信じて最後

まで堪え忍ぶならば，永遠の命を授か

るのである。」（２ニーファイ３３：４）

わたしは，教義や福音の諸原則が，南

アメリカにおいて増加の一途をたどる数

多くの会員たちに導きを与えている様子

を，この目で見てきました。南アメリカ

であれ世界のどこであれ，わたしたちの

務めは，聖文や預言者 たちの教 えの中

に見いだすごとのできるもろもろの原則

を探求し続けることであり，また，「墨に

よらず生ける神の霊によって……石の板

にではなく人の心の板に」刻み込み続け

ることなのです （２コリント３：３）。そのよ

うに福音の原則を確立するためには，時

間が必要です。時間が必要なのは，福音

の様 々な真理 について学ぶためであり，

また，それ を実生活で応用す るためで

もあります。

南アメリカの大半の会員にとって，福

音の原則について学ぶということは，時

間を作 り出 して宣教 師の教えに耳を傾
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あかし

け，その証を聞くことから始まりました。

わたしたちは時間を作 って耳を傾 けまし

たが，今は，わたしたちの国々で働い

てくれた宣教師たちに，言い尽 くせぬほ

どの感謝の念 を抱 いています。この心

からの感謝の思いは，宣教師たちにと

どまることなく，彼 らを送 り出して くれ

た家族にもささげられるものです。 （今

では，何千 という南アメリカの人々が，

回復された福音という喜びのおとずれを

分かち合 うために， 自分の子どもたちを

伝道に送り出しています。）わたしたちの

ように教会の第 １世代の者たちは，教会

員ではない両親 にも深 く感 謝 していま

す。彼 らが，時 間をかけて義にかなっ

た原則 を教 えて くれたがために，福音

のメッセージが伝 えられたときには，そ

れをはっきりと認識し，歓迎する用意が

できていたからです。

宣教師たちは，教義や福音の原則に

ついて学ぶという務めの端緒 を開いてく

れました。しか しなが ら，心に福音を刻

み込み続けるということは，時間を必要

とする，継続的な務めです。知識だけ

では十分ではありません。時間をかけて，

様 々な原則 を実生活に応用 していく必

要があ ります。例えば，ニーファイは主

が祈 りにこたえて くださることを知って

いました。 ニーファイは何世紀 も前に，

その知 っていることを実践 したのです。

そのおかげで，今 日のわたしたちには

永遠の祝福が与えられることになりまし

た。注意深 く聖文を読むと，ニーファイ

は， 自分の「嘆願」（２ニーファイ３３：３参

照）が神 に聞 き届 けられることを知って

いたがゆえに，神 を信じる大いなる信仰

をもって祈 りをささげたことが分か りま

す。 ニーファイが時間を割いて自分の

知識を実践に移 してくれたことを，わた

したちは心から感謝 しています。同様

に，ニーファイがその知識を，「墨によら

ず生ける神の霊によって」自分の心に刻

み込んでくれたことを，どれほど感謝し

ていることでしょうか。

学識を積み重ねるときと同様に，キリ

ストの弟子となるためにも時間は必要で

す。時折 ，わたしたちは，ある原則が

真実であると認めながらも，その原則に

従って生 活す る時間を作 り出すために

優先順位を変えようとしないことがあり

ます。そのようなことを続 けていると，

聖霊 によって教えを受けるときに心の変

化を生 じる貴重な機会 を失ってしまうこ

とになります。ここで，しばらく，エノス

の例 について考えてみましょう。エノス

は，父親から受けた知識をす ぐさま実

践に移 したわけではありませんでした。

しかしながら，最終 的には，時 間を取

ってその知識を実生活に応用 して生活

しました。そのために，数々の祝福 が

わたしたちのもとにもたらされたのです。

エノスの記録によれば，森で獣を狩 ろう

と出て行ったときに，永遠の命や聖徒た

ちの喜びについて父親が語ってくれたこ

とが深 く心にしみ込んだ，と書かれてい

ます。そこで，エノスは時間を取って祈

ることを決意しました（エノス１：３－４参

照）。その祈 りに神から答 えが与えられ，

主はエノスに対 して，御 自分がふさわし

いと思われるときに記録 をレーマン人に

伝える，と聖約されたのです （エノス１：

１６参照）。神はわたしたちの祈 りにこた

えられます。エノスは石の板 に刻まれた

この原則を，彼 自身の心の板に刻み込

みました。そして，さらに高度の知識 を

得 ることになりました。それによって，
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彼自身に祝福がもたらされただけでなく，

この神権 時代 のわたしたちにも祝福が

与えられることになったのです。

学ぶことや，特 に福音 の原則に従 っ

て生活することに時間をささげようとい

う立派な心がけを持っていながら，そう

できずにいる理由が数多 くあります。例

えば，ある特 定の話題 に関 して様 々な

メディアか ら情報が入 りす ぎると，それ

に圧倒 されることがあります。そのよう

な情報 過多 が起 きると，人 によっては

「常に学んではいるが，いつになっても

真理の知識 に達することができない」と

いう状態になってしまうのです（２テモテ

３：７）Ｑ

わたしたち一人一人は， 自分 自身の

生活を吟味し，福音の原則に従って生

活するための時間を取るうえで妨げとな

っているものは何か，見定めることがで

きます。そうすれば，悔い改めて必要

な修正 を施せ るので，その福音の原則

を実生活で取 り入 れる時 間を生み出す

ことができるのです。そのようにすれば，
る

エノスと同じように，神の真理について

の理解を深めることができると主は約束

してくださいました。主はこう宣言 され

たのです。 「神のみこころを行おうと思

う者であれば， だれでも，わた しの語
おしえ

っているこの教が神からのものか，それ

とも，わたし自身から出たものか，わか

るであろう。」（ヨハネ ７：１７）

生活の中で，学び，深 く考 え，とり

わけ，福音の原則 を実践するための時
み た ま

間を生み出すことによって，御霊から来

る喜び と平 安が得 られます。教会 は，

南アメリカでも，世界のほかの地域でも，

花咲き続けていくことでしょう。それは，

福音の原則を，墨ではなく聖霊によって，

そして，石の板 にではなく人の心の板 に

刻 み込み続 ける会員 たちが ます ます増

えていくか らです。わたしは証 します。

聖文 に書かれている数 々の真理は，時

間をかけて実生活で実践 していくなら，

知 的な理解や評価 をキリストのようにな

りたいという望みにまで高めて くれ ま

す。わたしは救い主が生けるキリス トで

あられることを知っています。以上のこ
み な

と を， イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て

証 します 。 アー メン。
嶋
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「潤った園のように」
十二使徒定員会

ジェフリー・Ｒ・ホランド

加 たしたち儲 協 なく蜘 みを肋 τ与充τ〈ださる天の鰍 に対し，憂
じゆフぶん

を鰍 的に示すために，ζ什分の一と献卿 を融めるべぎτす。．１

日聖徒 イエス ・キリス ト教会

末 は確実 に，かつ着実 に世界

中に広がっています。ダニエ

ルの言葉によると，教会は「人手によら

ずに山から切 り出された「一つの石」’で

す。またイザヤは自らが予見したことに

ついて，「不 思議 な驚 くべ きわざ」２と表

現しました。これはまさに不思議な業で

す。 このイエス・キリス トの福音の回復

と発展 には，あらゆる種類 の奇跡 と啓

示 と現れが満ちています。そしてその多

くは，わたしたちが生きている問に起こ

っています。

わたしが １７歳 になるまで，北 アメリ

カ以外にシオンのステークはあ りません

でした。 しかし現在は１，０００以上のステ

ークが
，遠 く離れた大陸や海の島々に

存在 しています。神殿は，儀式が執行

されている所と建 設が発表 されている

所 を合 わせて １２５あり，その半数 以上

（６４）の神殿 は合衆 国以外の ものです。

神殿 もやはり，わたしが １６歳になるころ

まで，合衆 国とカナダ以外 の州 または

地域には建設 されていませんでした。

またすべ てのふ さわ しい，適齢の男
ま

性が神権 を受けるという啓示 も目の当た

りにしてきました。その祝福 として，世
み わ ざ

界の多 くの地 で御業が推 し進め られて

きています。また１００近い言語による聖

典全体 または抜粋 部分の翻訳 ，出版も

輿 現 しました。長 く待 ち望 まれていたよ

うに，すばらしい男性の皆さんが数多 く

の国々か ら召されて複数の七十人定員

会が組織 され，今 度は多 くの国で奉仕

す るため遣わされるようにな りました。

最近では，ヒンクレー大管長が 「永代教

育基金」を発表し，最 も遠い地にあって

も，大勢 の人 々がついにその恩恵を受

けられるようになりました。 このように

して教会の国際化は進んでいます。

別の注 目すべ き事柄 を簡単にお話 し

いたします。教会の一般会員 の方々か

らは見過 ごされてきたことか もしれませ

んが，言うならばそれはもう一つの奇跡，

もう一つの啓 示で した。ある意 味で，

これは周囲の注 目を浴びないように意図

されていました。わたしが述べているの

は，１０年ほど前に幹部たちの問で行わ

れた決定事項で，国内外の地元教会員

に対 し，いかなる特別な分担金 を課す

ことも取 りやめ，資金獲得の義務 をなく

すというものです。

この決定 は，わたしが今述べてきた

国際的発展のさなかに行われました。財

政面でどのようにこれを達成できたので

しょうか。会員による特別な分担金 を廃

止するのと同時期 に，どうやってさらに

遠い地へ と教会を発展させることができ
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たのでしょうか。理屈から言えば，教会

はこの状況では正反対の決定 を行 うべ

きだったかもしれません。

どのようにしたのでしょうか。それを

お伝 えしたいと思います。管理 の責任

を受 けていた幹部たちの中に，教会に

入って間もない会員でさえも，什分の一

と任 意の献金 とい う主の原則 を尊び，

このような神聖な原則に忠実であれば，

この状況を切 り抜 けられると心から信 じ

た人々がいたのです。

わたしはこの重要 な決定が行 われた

とき，十二使徒定員会の一員ではあり

ませんでしたが，そのときの話し合 いと，

教会の管理評議会の兄弟たちに求めら

れた信仰による行いを想像することがで

きます。 もし中央幹部が分担金制度を

廃止 したうえに，聖徒が什分の一と献

金を納めなか った としたら，どうなって

いたで しょうか。わたしが知るかぎり，

そのような懸念が真剣に考慮 されたこと

はまったくあ りませんでした。指導者た

ちは信 仰，つまり神へ の信仰，啓示 さ

れた原則への信 仰，そしてわた したち

へ の信頼 を行動 に移 したのです。彼 ら

は決 して振 り返 りませ んでした。 （ほと

んど気づ かれることはなかったとして

も，）それは末 日聖徒 イエス・キリスト教

会が組織 として成熟する中で，ほか に

類を見ない 日となりました。

しか しその決定に従うために，わたし

たちも同様に，教会の一会員として成熟

しなくてはなりませ ん。富める者 も貧 し

い者も，または教会員生活の長い人も改

宗 したばかりの人も皆，什分の一と献金

を忠実に納めなくてはならない理由につ

いて，５つお話しし々いと思います。

まず，子や孫 たちのために什分の一

と献金を納めてください。わたしたちが

注意を傾けていなければ，このような若

い世代 の人々は，自分たちの神殿や教

会堂，セミナリー，活動がどのように賄

われているのかについて，まったく理解

できないまま育ちかねません。教会で受

ける祝福の多 くは，親や子 ども，孫 た

ちの世代の人々が教会に納める什分の

一と献 金のおかげであ り
，事実上ほか

の方法では得られないことを，子 どもた

ちに教 えましょう。，
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ソルトレーク シティー中心部にある数々の教会の建物やオフィスヒルを臨むことかてきる。

年末の什分の一の面接 に，子 どもた

ちを連れて行 きましょう。何 年も前にな

りますが，ハワード・Ｗ・ハ ンター大管長

の孫も，父親に連れられて行 きました。

その面接で，監督 は若いハ ンター兄弟

が什分の一を完全 に納めたいと願 って

いることを知 り，喜んでいることを伝え

ました。献 金 を受領す る段 階 になり，

監督 は少年 に福音を真実 と思 うかどう

か尋ねました。この７歳の少年は，１４セ

ントの完全な什分 の一 を納 めなが ら言

いました。「福音 は真実だと思 います。

でも，たくさんお金がかかります。」３わた

しが話 した建物 ，プロクラム，教材は

費用がかかります。そのことを子 どもた

ちが若いころに学ぶのは，無益 な教訓

ではありません。

第２に，この戒めを守る人に約束 され

ている祝福 を正当に求めるために，什

分の一を納めてください。 「これ をもっ

てわたしを試 み， わたしが天の窓を開

いて，あふるる恵みを，あなたがたに注

ぐか否かを見なさいと，万軍の主 は言

われる。」４ノーブーでの殉教で夫に先立

たれたメアリー ・フィールディング・スミ

スは，その後，父親 を亡 くした５人の子

どもとともに西部へ渡 り，貧 しい中にあ

っても什分の一を納め続けました。ある

日，什分の一事務所の職員が彼女に対

して，わずかなじゃがいもしか収穫でき

なかったのだから，その１０分の１をあえ

て納める必要はないのではないかと，不

適切 な提案をしました。すると彼女はそ

の職員に向かって大 きな声 で言 いまし

た。 「ウィリアム，あなたは恥 を知るべ

きです。わたしから祝福 を取 り上げるつ

もりですか。什分 の一を納めなければ，

主はわたしから祝福 を取 り上けておしま

いになるのですよ。わたしが什分の一を

納めるのは，それは神の律法 だか らだ

けでなく，祝福 を頂 きたいか らです。

〔わたしには祝福が必要なのτす。〕この

戒めやほかの戒 めを守 ることで， 自分

の家族を養えると… 期待 しているので

す。」５

この原則への従順 さによって，祝福

が どのように注がれるのか，そのすべて

を挙げることはできません。しか し多く

の祝福 は，金銭以上の霊 的な方法でも
あかし

たらされることを証します。例えば，わ

たしは今 までに，「食い滅ぼす者を，〔わ

たし自身の〕ためにおさえ」る‘という神

の約束が成就するのを， この 目で見て

きました。 また，わたしとわたしの愛す

る者たちは，悪から守 られるというこの

祝福を感謝し切れないほど受 けてきまし

た。神 によって守 られたのは，個 人，

家族として什分の一を納めると決意した

ことが，少なくとも理 由の一つであると

確信しています。

第３に，物を所有することや世俗的な

富 を築 くことが，皆さんにとって最 も大

切 な目標ではないことを表 明す るため

に，什分の一を納めましょう。夫 と父親

の務めを担 うある青年 は，大学に通 い

ながらわずかな生活費で暮 らしています

が ，最近わたしにこう言 いました。「恐

らく末 口聖徒 として最も重要な機会 は，

自分の生活する文化の潮流 に真 っ向か

ら逆 らって進 まなくてはならないときに

訪れます。什分の一を納めるのも，まさ

にそのようなときです。今の世の中では，

物 を得 ることが強調され，他 人の財産

を何とか して手に入れようともくろむ人

間や企てに対する不信感が助長されて

います。そのような世の中で生活するわ

たしたちは，快 く，信頼をもって，惜 し

みなく差 し出すことで，利己心を捨てる

のです。そのような行いのために，確か

にわたしたちはほかとは異なり，神の宝

の民であると言えます。金銭が最 も貴

重 な財産だと訴える社会にあって，わた

したちは，そうではないことを断固とし

て表明するのです。」７

スペンサー・Ｗ ・キンボール大管長は

かつて，広大な土地と，森，ぶ どう園，

家畜，畑，池，家屋 など，ありとあら

ゆる資産を誇る人の話をしました。その

人はこうした ものを誇ってい ましたが，

この世を去る時が近づいて も，什 分の

一を納めることには気が進まず
，それ ど

ころか資産は神から受けたものであると

認めようとす らしませんで した。後にキ
嶋
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ンボール大管長 はその男性 の葬儀 で話

をし，このようなことに触れました。こ

の地主は，「背の高い人に見合 った長さ

で，太 った人にちょうどいい幅」８の細

長い形に掘った土に横たえられていまし

た。 「彼はどれほど残 して行ったのだろ

うか」という聞き古 された問いかけに対

する答えは，依然 として常に「すべてを

残 して行った」なのです。ですから，天

に宝を蓄えた方が賢明です。そこでは

課税はなく，私有：財 産，柑続 ，遺言書，

遺 、志といった言 葉が ，教 義によって，

位 ，受け継 ぎ，証，思いという意味 を

持つのです。９

第４に，什 分の一 と献金 は，神が当

然 お受けになるべ きものであるため，

正直かつ誠実に納めましょう。確かにあ

らゆる聖文 の中で最 も心 を貫 く言葉の

一つは
，エホバのこの力強い問いかけ

です。 「人は神 の物 を盗むことをするだ

ろうか。」わたしたちは尋ねます。「どうし

てわれわれは，あなたの物 を盗んでいる

のか。」主はこう答えられます。 「十分の

一と
，ささげ物をもってである。」１０

什分の一を納めるということは，どう

にかこうにか心 を広 くして神 に差 し出

す，ささやかな贈 り物などではありまぜ

ん。什分の一 を納めるとは，負債 を返

済することです。ジェームズ・Ｅ・タルメ

ージ長老は以前
，わたしたちと主 との問

に交わされた契約であると表現 したこと

があります。タルメージ長老 は主がこう

語 られるのを思い浮かべ ました。 「この

世において，あなたは……家族の食糧，

衣類，住居……生活 を快適にするあり

ふれたものなど，多 くを必要 としていま

す。… …あなたはそれらを手に入れる

手段 を得 るでしょう。しかし覚えておい

てください。それ らはわたしのものであ

り，あなたの手に託 したものの賃貸料を

支払 うようわたしはあなたに求めます。

しかし人生において何事も常 に順調に

進むとは限りません。……〔ですから〕こ

の世の地主が行 うように，あなたの人生

の浮き沈 みや……将来の見通しにかか

わ らず，前払 いを……請求するの とは

異なり，あなたが受けたときに〔のみ〕…

…支払えばよいのです。そして受け取

ったものに応 じて支払いなさい。 もし収

入の多い年があれば，……〔あなたの収

入の１０パーセントも〕少し多めに〔なるで

しょう。〕翌年景気が悪 く，収入が前年

を下 回る場合 ，……〔収入の１０パーセ

ントは〕減る〔で しょう〕。……〔あなた

がいかなる状況にあろうと，什分の一の

律法は常に公平なものとなります。〕」

タルメージ長老は次のように問いかけ

ています。「皆さんはこの世で，このよう

な〔公平な〕契約を進んで結んでくれる

地主に出会ったことがあるでしょうか。

この度量の大きさを考えると，……もし

〔神の正 当な所有物〕を奪おうとするなら

ば，……わたしは恥ずか しくて，……天

に顔向けできない気持ちになります。」’１

これは，什分の一と献金を納める５番

目の理由へ とつながっています。わたし

たちは惜 しみなく憐れみをもって与 えて

くださる天の御父に対 し，愛を個人的

に示すために，それらを納めるべきです。

神はその恵みによって，飢えている人々

にパンを，貧 しい人々に衣服 を与えてく

ださいます。人生の様々な時において，

わた したちも皆 ，物質的であれ，霊的

であれ，恵みを受けて きました。福 音

はまるで朝 日のように，わたしたち一人

一人が無知や悲 しみ
，恐れ，絶望 とい

やみ

う闇を払 う力 となってきました。様 々な

国で神の子 らは主を呼び求め，主はそ

れにおこたえになってきました。世界中

に福 音が広がる中で，神は疲れた者の
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重荷 を降ろさせ，虐げ られた者 に自由

を得させてくださいます。主は愛にあふ
いつく

れた慈 しみ をもって，貧 富 を問わず ，

住む場所にもかかわらず，会員たちの

生活を「潤った園……水の絶えない泉の

ように」してくだ さいます。１２わたしは

イエス・キリス トの福音のあらゆる祝福

に対 して，心から感謝しています。とり

わけ神 の独 り子 の模範的な生涯 とその
あがな たまもの

腰いという最も大いなる賜物に感謝 して

います。わたしはいかにしても，この深

い恵みのほんの一片に対 してす ら，天

に報いることはできません。しか し，感

謝を示すよう努める方法は数多くあ りま

す。その一つが，什分の一 と自らの意

志による献金を納めることです。わたし

は主に幾分かでもお返ししようと望ん で

いますが，（ダビデ王の言葉を借 りれば）

「費用をかけずに」’３行おうとは決して思

いません。

什分の一の原則 は聖文の簡潔な表現

によって教えられており，その神性は疑

いようのないものです。そのような什分

の一の原則 は神 が定 められたものであ

ることを証 します。わたしたちが皆，永

遠にわたってその祝福にふさわしくあれ
み な

る よ う， イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り，

ア ー メ ン。
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月うし主イエス・串リズトの真の弟子だあるな三５，わたした右はどのようなとぎ

τも……すべτの隣人に量と理解の手を差し伸べるτしょう。ノ

き ょう

の日は今 日のように晴れ渡っ

そ たすがすがしい秋の 日であっ

たかもしれません。救 い主が

腰を下ろして弟子たちを教えておられた

とき，「ある律法学者」とだけ記された男

が現れ，こう尋ねました。「先生，何を

した ら永遠の生命が受け られましょう

か。」

男の心 を御存 じだったイエス は，そ

の質 問がモーセの律法 と反対のことを

言わせ ようとする下心から出ていること

を見破られました。

救い主は逆に二つの質問をすること

で，その問いに答 えられました。「律 法

にはなんと書いてあるか。あなたはどう

読むか。」

お分か りのように律法学者 は聖句 を

暗唱することができました。「『心をつ く

し，精神をつ くし，力をつくし，思いを

つくして，主なるあなたの神 を愛せよ。』

また，『自分を愛するように，あなたの隣…

り人を愛せよ』とあります。」

こたえ

「あなたの答は正 しい。そのとお り行

いなさい。そうすれば，いのちが得られ

る」と救い主は言われました。

しかし，律法学者 は満足 しませ んで

した。彼は信仰 を異にする人 々との交

わりについてユダヤ人の問に厳 しい決ま

りと信念があることを知っていたので，

主からさらに答 えを引 き出そうとしつこ

く迫 りました。論争のわなにかけようと

したのです。「では，わたしの隣 り人と

はだれのととですか。」

再 び教 える時が来 ました。 イエスは

御 自分の得意であり最 も効果的な教授

技術の一つである，．たとえを使われまし

た。 これはもしかするとキリスト教界で

最も愛され，よぐ知 られているたとえの

一つかもしれません
。

エルサ レムからエリコに向かう男が ど

のように強盗 どもに襲われ死にそうな目

に遭ったか，そのたとえを皆 さんは御存

じだと思います。ある祭司は道の向こう

側を通って行 きました。レビ人も立ち止

まって助 けようとはしませんで した。そ

れからイエスはこう教えられました。

「ところが，あるサマリヤ人が旅 をし

てこの人のところを通 りかかり，彼を見

て気の毒に思い，

近寄ってきてその傷にオリブ油 とぶど

う酒 とを注 いでほうたいをしてや り， 自

分の家畜 に乗せ，宿屋に連れて行って

介抱した。」

そしてイエスは律法学者にもう一つの

質 問をされました。 「この ３人のうち，

だれが強盗に襲われた人の隣り人にな

ったと思うか。」

律法学者は答えました。 「その人に慈

悲深い行いをした人です。」

最後に，イエスは律法学者と良いサ
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マリヤ人のたとえの読者全員に，こう教

えられたのです。 「あなたも行 って同じ

ようにしなさい。」（ルカー１０：２５－３７参照）

わたしはこのたとえを読む度にその力

強 さと分か りやす さに心 を打 たれます。

でもなぜ救 い主はこの話の主人公にサ

マリヤ人 を選 ばれたのか，不思議に思

ったことはないで しょうか。キリストの

在世 当時，ユ ダヤ人 とサマリヤ人の問

にはひどい反感がありました。通常はこ

の二つのグループはお互いに交流を避

けていました。もし強盗に襲われた人を

同じユダヤ人が助けたとしても，このた

とえはやはり教 訓に満ちたすばらしいも

のでしょう。

ユダヤ人とサマリヤ人を登場 させると

いう主の深い配慮 によって，はっきりと

次のことが分か ります。わたしたちは皆

隣 り人であり，例えば宗教 的，政治的，

文化的にどれほど深い違いがあっても，

お互いに愛 し合い，尊重 し合い，敬 意

を払い，仕え合 う必要があるということ

です。
こんにち る

この教訓は今 日で も依然 として末 日

聖徒イエス・キリス ト教会の教 えの一部

です。ジョセブ・ス ミスは回復された教

会の教 義の要点を挙 げる中で，次のよ

うに語 りました。 「わたしたちは， 自分

の良心の命じるとお りに全能の神を礼拝

する特権があると主張」する一方で，「す

べての人に同じ特権 を認め〔ます〕。彼

らがどのように，どこで，何を礼拝しよ

うと，わたしたちはそれを妨げ」ません

（信仰箇条 １：１１）。

うれしいことに教会員の多 くはこの教

義 を理解 し， 日常生活でそれに従 って

います。わたしは最近，このユタ州のあ

る町で起こった悲惨 な死について，新

聞記事 を読みました。夫を亡 くして悲 し

む若 い女性の言葉が こう紹介 されてい

ました。 「驚 くほどたくさんの人から助

けを受けました。わ たしたちはモルモン

ではあ りませんが，地元のワー ドの方々

が，食事や手伝 い，慰めの言葉 をもっ

て十二分の世話をしてくれます。とても

大きな愛を示してくださり，感謝 してお

ります。」（ディック・「ハーモン，“Ｆｏｒｍｅｒ

Ｕｔｅ’ｓＤｅａｔｈ ＬｅａｖｅｓＷｉｆｅＣｏｐｉｎｇ，

Ｗｏｎｄｅｒｉｎｇ”Ｄａ伽 Ｈｅｒａｌｄ〔ユタ州，プ
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ロボり２００１年８月 １１日付，Ａ３で引用）

こうでなければなりません。 もし主イ

エス ・キリストの真の弟子であるな ら，

わたしたちはどのようなときでも，まし

てや大 変なときには，すべての隣…人に

愛 と理解 の手 を差 し伸 べ るで しょう。

『チャーチニューズ』（ＣｈαｒｃｈＮｅｗｓ）の

最近の号 にとても親 しい二人の女性 の

記事が紹介されていました。「一人はニ

ューヨークから来たユダヤ人医師で，も

う一人はユ タ州で６人 の子 どもを持つ

〔末 日聖徒 の〕専業主婦です。二人とも

遠 く離れた〔テキサス州〕ダラスの出身で

した。」

この教会員はこう伝 えています。「も

しわたしたちの友達づきあいが，コンピ

ューターで検索され組み合わされていた

としたら，そもそも第 １段階の評価をパ

スできなかったのではないで しょうか。

… 女医としてとても忙 しいはずの人

か ら，ＰＴＡで使 う接待 用ナプキンの色

について意見を頂けるなんてとても思え

ませんもの。

思い込みの奇妙な部分，それは機会

さえ与 えられればすばらしい花 を咲か

せ ，伸 びていく可 能性 があるのに，そ

の芽を摘んで しまう場合があるという点

です。わたしはそのような思い込みが無

視 されたことを永遠に感謝 します。」（シ

目 麗
室嘔 …１

ヤウナ・エリックソン，“ＵｎｌｌｋｅｌｙＦｒｌｅｎｄｓ

Ｓｈａｒｍｇ ａＬｉｆｅｔｌｍｅ”ＣｈロｒｃｈＮｅｗｓ，

２００１年８月１８日付，１０）

直観や思い込み はきわめて危 険で，

不 当な場合があ ります。一部の教会員

は近隣の人すべ てに優 しい笑顔 や温か

い握手，愛のこもった奉仕 の手を差 し

伸べていないかもしれません。その一方

で，わた したちと同 じ信 仰 を持たず，

教会 と教会員に対 して否定的な先入観

を持 っている人が近所 に引っ越 して来

ているか もしれ ません。確 かに善い隣

人は宗教や国籍 ，人種，文化にかかわ

りなく，お互いに理解を示 し親切 を尽く

せ るように最善の努力をしなければなり

ません。

時折，わたしは教会員が別の信仰 を

持つ人々を無視 したり除外 したりして傷

つけていると聞 くことがあります。特 に

住民 の大半が教会員である地域にこれ

はありがちのようです。家族が教会員

ではないという理 由だけで，近所 の特

定の子どもと遊ばないように教 えている

偏狭 な親の話 を聞いたこともあ ります。

この種 の態度は主イエス ・キリス トの教

えとは一致 しません。わたしには教会員

がなぜ この種の問題を生じるままにして

おくのかが理解できません。わたしは生

まれたときからこの教会の会員として生

活してきました。専任宣教師として働 き

畷離
聯 評

轍
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ましたし，監督は２度，伝道部長，七十

人，そして今は使徒になっています。 し

かし，一度としてそのように教えたこと

もなければ，教えられていると聞いたこ

ともありません。それは除外するという

教義です。 この教会の会員がほかの宗

教 の友 人や 隣人 に対 して，愛や親切 ，

寛容，善意を示さないように勧められた

のを，一度も聞いたことはありません。

主はわたしたちに多 くのことを期待 し

ていらっしゃいます。両親の皆さん，ど

うか宗教的，政治 的， または文化的な

違 いのために人々を除外せず，むしろ

包 容す る原則 を子 どもたちに教 え，自

らも実践してください。

確かにわたしたちは，世に向かってイ

エス・キリストの完全な福音が預言者ジ

ョセブ・スミスを通 して地上 に回復され

たと宣言 し，会員 たちに自分の信仰 と
あかし

証を人々と分かち合 うように勧 めてはい

ますが，わたしたちのメソセージに耳を

傾 けた り受 け入れた りしないと決めた

人々を締め出し無視するのは，絶対に

教 会の方針 ではありません。実に，そ

の逆 こそ真実なのです。 ゴー ドン・Ｂ・ヒ

ンクレー大管長は主 イエス・キリストに

従う者としての特別な義務をわたしたち

に思い出させるために，繰 り返 し述べて

います。その一つだけを紹介します。

「わたしたちは一人一人が独特な存在

です。一人一人が異なっています。こ

のような違いは尊重 されなければなりま

せん。・・…

……わたしたちは互いに対 して敬い

自制する態度を築 くため，さらに熱心に

努力する必要があります。 自分の擁護

する教義や哲学にかかわりなく，お互い

への寛容をもってそうするのです。皆さ

んやわたしが賛同できない教義や哲学

があるかもしれません。それでも，敬意

と礼儀 とをもってそのように努めること

ができます。」（ＴｅａｃｈｍｇｓｏｆＧｏｒｄｏηＢ

伍ηｃｋｌｅｙ〔１９９７年〕６６１，６６５）

末 日聖徒 イエス・キリスト教会の会員

として，わたしたちは一部 の人々か ら

「特異な民」と見なされていることを知っ

ています（１ペテロ２：９。訳注一 日本聖

書協会の口語訳 聖書 では「神 につける

民」と訳出されている）。わたしたちの教



義と信条はわたしたちにとって大切 なも

のです。わたしたちはそれを深 く信 じ，

いとお しんでいます。わたしは決 してそ

のようにすべ きでないと提案しているの

ではありません。逆に，わたしたちの特

異性 と，回復 されたイエス・キリス トの

福音のメッセージが持つ特殊性 は世の

人々に明確 な選択 をさせるために，不

可欠な要素なのです 。またわた しは，

自分や家族を霊的な危険にさらすような

関係に身を置 くよう提案しているのでも

ありません。 しかしわたしたちは，必ず

しもすべての人がイエス・キリス トの福

音が 回復 されたという教 義を受け入れ

るわけではない ことを理解 しなければ

なりません。 たいていは，別の信 仰を

持つわたしたちの隣…人は善 良な品位あ

る人々です。わたしたちがそうなろうと

努めているのと同じように，どの点を取

っても善良で品位 ある人々です。彼 ら

はわたしたちとまったく同 じように家族

のために心を砕いています。わたしたち

とまったく同 じようにこの世 をもっと住

みやす いに場所 にしたい と願っていま

す。親切で愛情深 く，寛容 で，忠実な

人々です。わたしたちがそうなろうと努

めているのとまったく同じです。 ほぼ四

半世紀前 に大管 長会 は次のように宣言

しました。 「わたしたちのメッセージは

…・・宗教的信条や人種
，国籍にかかわ

らず，すべての男女の永遠 の福利に特

別な愛と関心 を寄せるというものです。

なぜ なら，わたしたちは同 じ永遠の御

父の息子，娘であって，真の兄弟姉妹

であることを知 っているか らです。」（大

管長会の声明，１９７８年２月１５日付）

これこそわたしたちの教義 です。す

なわち包容の教 義です。 これ こそわた

したちが信 じていることです。これがわ

たしたちに教えられていることです。こ

の教義があるか らこそ，わたしたちは地

上に住むすべての民の中で，最 も愛に

満 ちた，親切 で寛容な民 でなければな

りません。

近所 に住む人々に疎外感を抱かせな

いために，わたしたちができる簡単な

３つのことを提 案させていただこうと思

います。

最初に，隣…人を知ろうとすることです。

彼 らの家族，仕事，物の見方を知って

くだ さい。彼 らにその意志が あれば一

緒に集まり，しかも押 しつけがましくな

く，下心など持たずにそうしてください。

友情 は決 して 目的のための手段 として

示す ものではありません。友情 自体 が

目的になるはずですし，またそうしなけ

ればなりません。わたしは最近ユタ州に

引っ越 して来たある女性か ら手紙 を受

け取 りました。そのほんの一部をご紹介

しましょう。 「バラード長老にお伝 えし

なければなりません。わたしが近所の人

にあいさつした り手を振 ったりしても，

彼 らはこたえようとしません。朝夕の散

歩のときにそばを通っても，だれも会釈

を返す人がいません。黒人の人たちも，

親しみを込めた態度を執っても同じよう

な否定的な反応しか返ってこないといつ

も言っています。」もし，この女性の近所

磯 ，

薩翻

凝．

磯
垂ｌｉｌｉ塞 １韻

亭
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に教会 員が住んでいるとすれば，確 か

にその人々はこのようなことがあっては

ならないと知 らなければなりません。異

なる背景や信条 を持 つ人 々との問に信

頼と理解 に満ちた有意義な関係 を築 く

ようにしましょう。
こ い

第２に，わたしたちの語彙の中から次

の二つの表現 を取 り除けたらいいと思い

ます。それは「非教会員」と「非モルモン」

です。そのような表現は人を卑 しめ，さ

らには見 くびる場合 さえあります。わた

し自身としては， 自分を「非カトリック」

であるとか「非ユ ダヤ人」であるとは考え

ていません。わたしはクリスチャンです。

末 日聖徒 イエス・キリス ト教 会の会員で

す。わたしは自分が何者であり， どの

ような人物であるかを認識される方がう

れしく， 自分がどのような人物でないか

を認識 されるの とは対照 的です。この

同じ礼儀 を身近に住 む人々に対 しても

示 しましょう。一般的な表現が必要なと

きには，「隣人」という言い方が多 くの場

合はうまくいきそうです。

第３に，隣人が末 日聖徒イエス・キリ

ス ト教会や，道徳 的な理 由でわたした

ちが支持す る何 らかの律法 に賛同でき

ず，憤慨 したりいらい らした りしても，

たとえ冗談であっても，引っ越 しを考え

るべ きだというようなことを言わないで

ください。わたしは教会員がどうしてそ

んなことを考えられるのか理解できませ

ん。わたしたちの開拓者の先祖は，何

も知らない不寛容な隣人たちによってあ

ちらこちらへ追われました。彼 らは想像

を超えた苦難 と迫害を経験 しましたが，

それはほかの人々とは異なった考え方を

持 ち，異なった行動 をし信 条を示 した

からです。教 会歴 史の中か ら学ぶもの

があるとすれば，平和に共存するという

すべての人の権利を尊重することこそ学

び取る必要があります。

今度は，わたしたちとは違う信仰 をお

持 ちのすべ ての方 々に申 し上 げます。

もし，心 配な問題があれば，一緒 に話

し合おうではあ りませんか。皆さんのお

役 に立 ちたいのです。 しか しご理解い

ただきたいのは，わたしたちの教義と教

えは主 によって定められたものであ り，

そのため，皆さんと一致で きないことを

嶋
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認めざ岩を得ない場合 もあ りますが，そ

れでもわたしたちは不愉快な態度を執ら

ずにそのように伝えられるということで

す。 わたしたちの地域社 会では丁重さ

と敬 意，礼儀のある雰囲気で協力 し合

うことができますし，またそうでなけれ

ばなりません。ここユタ州では，時事問

題に関心のある市民団体が統一連合 を

形成 しています。 この教会 もほかの教

会や組織 と同じようにこの運動を支持し

ています。その目的の一つは，「異なる

見解が認 められ評価 される地域社会の

形成 に努めること」です。もしかすると，

お互 いに共通する善のために世界中の

隣人が一緒 に立ち上がることが，今ほ

ど重要な時期はかつてなかったかもしれ

ません。
しよくざい

救い主は照罪の苦痛に満ちた肉体的，

霊的な過程に入る数時間前に，使徒た
すぎこし

ちと会 って過越 の食 事， 主の最 後 の
ばんさん

晩餐 を取 り，現世でお与えになる最後

の指示を彼 らに与えられました。その教

えの中に，心 を奮 い立たせ，人生を変

えるほどの宣言があります。「わたしは，

新 しいいましめをあなたがたに与える，
たがハ

互に愛 し合いなさい。わたしがあなたが

たを愛 したようにノあなたがたも互に愛

し合いなさい。

互 に愛 し合 うならば，それによって，

あなたがたが わた しの弟子であること

を，すべての者が認めるであろう。」（ヨ

ハネ１３：３４－３５）

これこそ良いサマリヤ人のたとえの中

で，イエスが「ある律法学者」も含めて，

弟子たちに教 えちれたことです。これ こ

そ生ける預言者 と使徒 を通 して現代 の

わたしたちにも主が教えてお られること

なのです。互いに愛 し合ってください。

どれほど大 きな違いがあっても，お互い

に親切を尽 くしてください。尊敬と丁重

さをもってお互いに接 しましょう。わた

しはイエスがキリス ト，わたしたちの救
あがな

い主，蹟い主であられることを知ってお

り，証 します。 もっと良い隣人になると

いう主の訓戒に従 うよう主 はわたしたち

すべての者に期待 しておられることを，

わたしは知っています。 このことをイエ
み な

ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て 証 し ま す 。

ア ー メ ン。

．．一一一 一＿ ＿ ＿」

●神権部会

２００１年 １０月６日

神への務めを果たす
十二使徒定員会

ロバート・Ｄ。ヘイルズ

ｒ榊 への務め達成黄７の要件を頑誠 することによ０，皆さんの人生全体の支虎
あか し

となる，生ぎた肋 舐得６れることを約某１します。１

神
権者の前に立ち，神の王国の

軍勢に向かって話すことはわ

たしにとって大きな喜びです。

わたしたちが何者であるのかを知ってい

ること，すなわち，この神権 時代 に回復

されたアロン神権あるいはメルキゼデク

神権を持つ神の息子であるという知識を

持っていることは，大切です。この世で

何を成し遂げようとしているのかを知っ

ていること，すなわち，家族 とともに天
み まえ

の御父の御前 に戻ろうとしているのだと

いう知識を持っていることは，大切です。

わたしたちは豊か な恵みを受けていま

す。ですから，神に対する義務を学んで

それを果たすのも大切なことです。

大管長会と十二使徒定員会は長年に

わたって，この悩み多 き時代に生 きる青

少 年の幸いに強い 関心 を寄せて きまし

た。２００１年 ９月２８日に大管長会は合衆

国とカナダの神権指導者に対 して，次

のような手紙を送 りました。

「２０００年 １月にわた したちは，合衆

国 ・カナダ以外のスカウト活動 を実施 し

ていない地域 に，アロン神権達成 プロ

グラムを導入 しました。その目的は，若

い男性が メルキゼデク神権や神殿のエ

ンダウメントを受ける備 えをするのを助

け，専任宣教 師の召 しを受け，結婚し，

父親の務 めを果たすのに備えるのを助

けることです。……〔このプログラムは国

際地域ではこのまま継続されます。そし

て〕合 衆国 ・カナダで使 用するために，

このプログラムに少 し手を加 えたものを

作 りました。若い男性の成長に大切な

役割を持つスカウト活動を取 り入れたの

です。 このプログラムは，『アロン神権

神へ の務め を果 たす 』（Ａａｒｏηｆｃ

Ｐｒｆｅｓ亡加 ｏｄ」Ｆω万１１加９ ０αｒＤロ亡ｙ 亡ｏ

θｏｄ）〔という名称で呼 ばれることにな

ります。〕

プログラムの内容は，『アロン神権

神への務めを果たす』執事用，教師用 ，

祭司用という３冊の手引 きの中で説明さ

れています。若い男性 は３冊の手引きに

説明されている要件を満たす と「神へ の

務め達成賞』を授与 されます。

あわせて，この度，若い女性の『成長

するわたし』が簡素化 されたこと，『若人

のために』のパ ンフレットが改訂 された

ことをお知 らせいたします。これらの資
こんにち

料は，青少年が今 日の世にあって信仰

と勇気をはぐくむのを助けるために改訂

されました。 また，両親 と指導者が青

少年を強めるための資料，『青少年に関

す る両 親 と指 導 者の ためのガ イド』

（ＧロｆｄｅｂｏｏｋｆｂｒＰａｒｅη亡ｓａηｄ五ｅａｄｅｒｓ

ｏｆ｝ｒｏα亡ｈ）が 出版されたことをお知 らせ
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します。 この手引きはミューチャルが青

少年を支える大切な役割を果たすことに

ついて説明しています。

わたしたちはすべ ての若い男性が 『イ

ーグル ・スカウト章』（訳注一 合衆国の

スカウトプログラムで若い男性が受ける

ことので きる最高位の章）と『神への務

め達成賞』を受けるために努力するよう

望 んでいます。また，すべての若い女

性が『若い女性確認賞』を受けるために

努力するよう望んでいます。青少年はこ

れらの 目標に向かって努力 するときに，

神殿 にもっと思いを向け，家族や主に

生 涯にわたる奉仕 を行 うのに必要 な技

術 と特質を伸ばすことができます。

これらの資料は２００１年 １２月までに各

ステークに送付 されますので，ワードに

配付 してください。２００２年ユ月からの実

施 となります。」（大管長会か らの手紙，

２００１年 ９月２８日付）大管長会の歴史的

な手紙 はこの ように結んでいます。

わた したちは世界の歴史の中でも特

に難 しい時代に生きています。サタンは

地 を行 き巡 り，あちらこちらと歩いて，

義なる神の望みをくじくために，神の子

らの問であらゆる種類の邪悪を行ってい

ます。救 い主イエス・キリストの再臨が

近づ くにつれ，地上の人々に対す るサ

タンのよこしまな企みはいっそう激しさ

を増すと聖文は教 えています （２テサロ

ニケ２：１－１０；教義 と聖約 １０：３３；５２：

１４；８６：３－１０参照）。

この末 日において，今 日のような状

況はこれまでありませんで した。大管長

会 と十二使徒定員会から両親に対して，

また監督，神権指導者，補助組織指導

者 に対 して，あなたがた若 い男性に 自

分が何者であり，この世だけでなく来る

べ き永遠の世においてどのような人物に

なることができるのか確実に理解させる

ようにというメッセージが，非常 に強 く

提示されているのです。

「神への務め達成賞」により，若い男

性 は将来に待ち受けている人生のチ ャ

レンジに立 ち向かい，アロン神権の 目

的を成し遂げるための支援 を得ることが

できます。

大管長会 と十二使徒 定員会 はこのよ

うに説明 しています。 「わた したちは，

皆さんがが『神への務め達成賞』を獲得

して，それをメルキゼデク神権を受ける

備えの象徴 とするよう願 っています。」

（ＡａｒｏｎｆｃＰｒ∫ｅｓ亡ｈｏｏ♂ Ｆロ１買１１ｆη９ ０αｒ

Ｄα砂 亡ｏθｏｄ，Ｄｅａｃｏｎ 〔２００１年〕４）

「神への務 め達成賞」を獲得するころ

には，皆 さんは以下の分野で 目標 を達

成 していることでしょう。

●神権 の務めを忠実 に果たし，標準

を忠実に守る。

●家族の活動に参加する。

●定員会活動 に参加する。

●「神への務め」の奉仕プロジェクトを

成し遂げる。

●神権 の務 めを中心 に置 きなが ら，

次の４つの分野で個人の目標を達成する：

霊的な面 での成長。肉体的な面での成

長。 学業，人格，職業への備 えの面 で

の成長。社会の一員 としての成長，ま

た対人関係の面での成長。

これら．神権 の務めと個 人の特質に関

する要件を成し遂げることによって，メ

ルキゼデク神権の責任 とこれからの人

生で待ち受けているチャレンジに備える

ことができます。 「神への務 め達成賞」

の要件を達成することにより，皆さんの
ら あかし

人生全体 の支 えとなる，生 きた証が得

られることを約束 します。

スカウト活動が実施されている地域で

は，スカウト活動に参加することによっ

ても，皆さんの取 り組みに支援を得 るこ

とができます。スカウト活動に参加する

ようお勧 めします。スカウト活動で求め

られている事項の多 くは「神への務め」

達成証明書の 目標 と要件をも満たすこ

とになるのですから。

スカウト活動はアロン神権活動プログ

ラムの一部です。「神への務め達成賞」

は神権 の賞であって，霊性 を高め，神

権の義務 を果たすうえで助けとなる要件

を含んでいます。

これらのプログラムか ら得 られる偉大

な祝福の中には，次のようなものがあり

ます。教会の青少年 として自分が何者

であるか をはっきりと理解で きるように

なること，自分の行動をきちんと説明で

きるようになること，日常生活の中での

様々な行動に対して責任を取れるように

なること，そ して，地上で達 成すべ き
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事柄 を成 し遂げるために目標を立て ら

れ るようになることです。皆さんにこれ

らの事柄 について，まさに最善を尽くす

ようお願いします。

若い男性 の皆 さん，毎 日ひざまずい

て，心にある望みを神に打ち明けてくだ

さい。神はあらゆる知恵の源であり，皆

さんの祈 りにこたえてくださいます。へ
み た ま

りくだって，進んで御霊のささや きに耳

を傾けてください。毎 日聖文を読んでく
じゅうぶん

ださい。証を強めてください。什分の一

とささげ物をささげてください。バプテ

スマを受けたときに交わした聖約を覚え
せいさん

て，それを守 り，毎週聖餐を受けるとき

にそれ らの聖約を新たにして ください。

今， バプテスマの聖約 を守 ることが，

将来神殿 の聖約を交わすための準備 と

なるのです。

これが神 に対する皆 さんの務 めの核

となるものです。神への務めを果たすこ

とによって，自分の生活ばかりかほかの

人々の生活にも祝福 をもたらすことがで

きます。 ．

アロン神権の 目的の一つ に人々に奉

仕することがあります。 「神への務め達

成賞」の要件の一つとして，毎年少なく

とも１度，家族や教会あるいは地域社会

にとって意義のある奉仕 を行 うことが求

められます。人々を助けて，奉仕すると

きに，皆さんは次の聖句が福音の中核

を成 していることが理解で きるでしょう。

「あなたがたがこれらの最も小 さい者に

するのは，すなわち，わたしにするので

ある。」（教義と聖約４２：３８）

親やアロン神権 の会長である監督 の

皆 さんが， 自分 に任 されている若い男

性 と若い女性が，神聖で輝か しい 目的

を果 たすためにこの特別 な時期にこの

世 に来るよう備 えられていたということ

を理解するよう願っています。メルキゼ

デク神 権を受ける資格 を満 たし，メル

キゼデク神権 を受けることはすばらしい

祝福 です。若い男性の皆 さんは義 にか

なった人になり，強さを増 し，人々に良

い影響 を与えるという神聖な召 しを受け

ています。若い男性の皆さんは教会の

将来なのです。

わた したちは天の御父の御前か ら地

上に来て以来，全 員が進 歩 してきまし



た。この世の最初の１０年間は学習する

大切な時期でした。わたしたちは愛され，

養い育てられました。歩 くこと，話すこ

と， 自分の不完全な肉体をコントロール

することを学びました。選択の自由につ

いて，つまり，選択には結果が伴 うとい

うことについて学びました。わたしたち

の多 くは，８歳 のときにハプテスマを受

けました。それは聖文で告げられてい

るように，善と悪の区別がつ く年齢であ

り， 自分が何者か，つまり神の子 であ

ること，またなぜ地上にいるのか，何を

成 し遂げようとしているかをわきまえる

ことのできる年齢です（教義 と聖約 ６８．

２５，２７参照）。

ハプテスマを受けてから１２歳になる

までの間，家族や神権指導者，補助組

織 の指導者 ，教 師たちから，神権を受

ける準備 として福音の原則 と標準を教

わりました。アロン神権は準備の神権 と

呼ばれています。さて，生涯の中で２番

目の１０年間は準備の時期です。将来に

待 ち受けている重大な決断 を下すため

の準備 をする期間です。メルキセテク

神権を受けるため，神殿の聖約を引 き

受けるため，神権 に伴うすべての責任

を成 し遂げて，神への務 めを果たせる

ように準備するのです。

今選ぶ ことが，将来皆 さんに与 えら

れる機 会の量 と質 を直接左右 します 。

毎 日の一つ一つの決断が皆 さんの機会

を狭めたり，広げたりするのです。この

準備 の時期に義にかなった決 断を下す

ならば，将来，皆 さんは進んで義にか

なった決断を下すことでしょう。

皆 さんの生涯のその次の １０年間，す

なわち２０歳から３０歳までの１０年間にど

のような決断を下すことになるかを少 し

考えてみてください。神殿に参入するた

めのふさわしさを身に付けること，宣教

師 として奉 仕す ること，教 育，職業 ，
はんりよ

永遠 の伴侶 ，家族な どについてです。

この１０年間には様々な決 断が求められ

ますが，恐れ る必 要はあ りません。準

備 してきたことに対する祝福を喜んで受

けるときになるか らです。 「備えていれ

ば恐れることはない」のです （教義と聖約

３８ ３０）。

ハプテスマのときに受ける最も偉大な
たまもの

贈 り物の一つは，聖霊の賜物です。皆

さんは聖霊の賜物によって，これらの大

切な決断をするときに霊感あふれる導き

を受けることができます。

人生 の準備 の期 間に霊 的に成長 し，

肉体的に成長 し，学業，人格，職業へ

の備 えの面 で成長 し，社会の一員 とし

て，また対人関係の面で成長すること

が非常に大切です。 これらの資質はす

べて，神権の務 めの一部であって，次

の１０年間に待ち受けている様々な決断

を下す際に助 けとなるものです。

何歳であるかにかかわりなく，神への

務 めを果たす うえで大切 なことはイエ

ス・キリス トの弟子となることです。これ

は「わたしに従ってきなさい」（ルカ１８．

２２）と言われた主の招 きを受け入れるこ

とです。救 い主 に従 うためには，救い

主がどのような御方であられるか，つま

り神の御子であられることを知 り，御子
み な あがな

の御名 を受け，御子の蹟いの犠牲を覚

え，戒めを守る必要があります。わたし

たちはこれらの聖約をバプテスマのとき

に交 わし，聖餐を受ける度にその聖約

を新たにしています。

救 い主が天の御 父にささげ られた祈

め しそ つ

カンフ ァレンスセンターて瞑想 にふける男性。
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りから，弟子 とは何かまた神への務めと

は何かについて，偉大 な教 えを学ぶ こ

とができます。主は執 り成しの祈 りの中

で，こう教えておられます。「わた しは，

わた しにざぜるため！こお授 けにな った

わざをな し遂 ゲ τ，地上 であなたの栄

光をあらわしました。」（ヨハネ１７：４，強

調付加）

イエス・キリス トはゲツセマネの園で

全 人類の罪のために苦 しみを受けたと

き，このように祈 られ ました。「わが父

よ，もしできることでしたらどうか，こ
さカずき

の杯 をわたしから過ぎ去 らせて くだ さ

い。 しかし，わた しの思 ωの まま／こで

はな く，みこ：ころのままにな さっτ下

さω。」（マタイ２６：３９，強調付加）

聖文に登 場するすべての預言者 は，

自らの生活を通 して，弟子 とは何 かま

た神への務 めとは何か について教 えて

います。わたしたちはこれらの預言者か

ら学ぶ教訓を自分の生活 に当てはめる

ことができます。

若きジョセブ・スミスは言いました。

「わた しはそれに従い，畑にいた父のと

ころへ戻 って，父にすべてのことを詳し

臓繧∵∴
にした。」（列王上 １７：５，強調付加）

「ノアはすべ τ神の命じられたように

した。」（創世６：２２，強調付加）

ヨシュアは民 にこう教 えました。 「わ

た しとわた しの家 とば共 に主に仕えま

す。……民 はヨシュァに言った，『われ

われの神，主に，われわれな仕え ，そ

ρ声脚 乱 々がωま跳 』」（ヨシュア
２４：１５１ ２４，．強 調 付 加 ）’

アルマは言いました。 「わが子 よ，忘

れずに者ω うち〆こ鞭 を得なさω。 ま

ことに，神の戒 めを守ることを若ω う

ち／こ習耀としなざし）。」（アルマ３７：３５，

強調イ寸力ロ）

大管長会と十二使徒定員会はアロン

神権者一 人一人に対 してこのように勧

告 しています。

「皆 さんは偉大なチャレンジと機会の

時代に生きています。皆 さんはこの世に

変化 をもたらす ように求められていま

す。神 の息子である皆さんはアロン神

権の力によって，善を行う偉大な力 とな

ることができます

皆さんは奉仕 を行 うことがで きます。

見 返 りを考 えずに 自分の時間や才能 ，

力 をささげるのです。聖餐 を〔準備 し，

パスを行い，〕祝福 し，〔断食献金を集め，

人々を助 け，〕ホームティーチャーとして

働 くことなどによって神権 の務 めを果た

すことができます。皆 さんは模範によっ

てほかの人々を高めることが できます。

福音 を学 び，福 音を分かち合って，信

仰 と証を築 き，福音に生 きることによっ

て， 自分 自身を強めることができます。

天の御父が皆 さんに望んでお られる

ことを学び，そして，最善を尽 くして天
みこころ

の御 父の御心 に従 う責任が あります。

、主 は皆さんを信 じて，皆 さんに託す

べ き大切な使命を持っておられます。祈

りによって主 に心 を向けるときに，主は

皆 さんを助けてくださいます。御霊の勧

めに耳を傾 けてくたさい。戒めに従って

ください。神 殿にみさわしい者 となるた

めに聖約を交わし，守ってくだ さい。．且

標 を決め，成 し遂げ るために，両親 や
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指 導者 の協力 を仰 いで くだ さい。務め

を果たし，胸の高鳴るような将来のチャ

レンジに備えるときに，』大きな達成感を

覚 えることで しょう。」（、４∂ｒｏη１ｃＰｒノθ５亡一

ｈｏｏｄ’Ｆα１ｆｆｌｌｆηｇ ＯロｒＤロ亡ア 亡ｏ Ｇｏｄ，

Ｐがθ５亡〔２００１年〕４－５）

アロン神権の兄 弟の皆 さん，今 ， 目

標 を立て，「神への務 め達成賞」と「イー

グル ・スカウト章」を目指 して歩み始め

て ください。 その努力には必ず祝福が

あることでしょう。

わた しは教会 の青少年 を愛 していま

す。毎 日義 にかなった事柄 を選択 して

いる皆さんを心から敬 い，感嘆していま

す。困難な時代にあって，多くのチャレ

ンジに囲まれながらも，皆さんはほんと

うに忠実 ですζ皆 さんは将来父親 とな

り，教会の神 権指導者 となるために備

えています。

わたしたち皆にとって，時満ちる最後

の神権時代に生きていることを理解する

のは非常 に大切です。今がイエス・キリ

ス トの再 臨に備える時であり，この終わ
の

りの時に，悪魔がこれまでにも増 して多

くの邪悪 を世界に解き放つ力を持ってい

るということを理解するのは重要です。

ですから，わたしたちが祈っているのは，

教会の青少年が皆，敵対す る者の火の

矢に耐える強さを持ち，わたしたち親と

神権指導者 が，そうです，羊飼いであ

るわたしたちが，子どもたちを助けてイ

エス・キリス トの福音に真実かつ忠実な

者になれるようにすることなのです。

この業が真実であること，この終わり

の時に神権 が回復されたことを証 しま

す。忠実であるならば祝福 を受けられ

ることを約束します。そして，預言者ア

ルマの声 に合わせてこう宣 言 します。

「これ らのことをあなたがたに語ってき

たのは，神への義務感 をあなたがたに

自覚 させ，あなたがたが神 の御前を罪

のない状態で歩めるように，またあなた

がたが，かつてそれによって受け入れ

られた聖なる位に従 って歩めるようにす

るためである。」（アルマ７：２２）アロン神

権者一 人一人が神へ の務めを果た し，

誉れをもって天の御父のみもと今帰るこ

とがで きるよう祈っ．ています。イエス・

キリストの御名によって，アーメン。
亀



神への務め
七十人会長会

セシル・０・サミコ，エルソン・ジュニア

榊 権を受けτ神への務めを禦たすことば非常に駄 な實任１砺 るだけＺ隠 く，

すば６しω特権τもあ０ます。．１

，

どものころわたしは旧約聖書

子 にあるサムエルの話に感銘を

受けました。彼の母親ハンナ

は感謝して息子の生涯 を神 にささげまし

た。彼は幼 いときから神殿に行 き，そこ

で生活 し奉仕しました。ある晩，主に３

度呼ばれ，その度 に「ここにお ります」１

と答 えました。大祭司で教師のエリに

呼ばれたと思ったか らです。分別 のあ

るエ リは幼 い「サムエルが まだ主を知 ら

ず，主の言葉が まだ彼に現 されなかっ

た」２ことも知っていて，主が その少 年

を呼ばれたのだと悟 りました。エリはサ

ムエルに答え方 を教えたので，次 に主

に呼 ばれたときサムエルは「しもべ は聞

きます。お話 しください」３と答えました。

サムエルの生涯 について学 ぶと，彼

が神 への務 めを果 たしたこと，そして

「サムエルは育っていった。主が彼と共

にお られて，その言葉を一つ も地に落

ちないようにされた」４ことに気づ きます。

その結果，サムエル自身偉大な預言者，

指導者になりました。

現代のアロン神権 者である若い男性

の皆 さんも，サムエルと同じように，神

に対する神聖な務めがあることを知って

ほしいと思います。サムエルにはハ ンナ

という立派な母親 と，エ リという偉大な

神権指導者がいました。同じようにほと

んどの若い男性の皆さんにはすばらしい

両親と，神への務めを果たそうとすると

き皆 さんと両親を助 けるために心 を砕

き，準備 を整えた霊感あふれる神権指

導者がいます。

ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長は皆さ

んと皆 さんのように若い世代の人々にこ

う語っています。 「わたしは……この教

会の若い男性，若い女性 を深 く愛 して

います。……わたしたちは皆さんを心か

ら愛 しています。そしていつも，皆さん

を助ける力を祈 り求めています。皆さん

の生活は，難 しい決断や，夢や希 望，

平和 と幸福 をもたらす ものを見いだした

いという願いで満ちています。……

皆 さんにお約束 します。 もし皆 さん

が主の戒めに従って主の道を歩むならば，

神が皆さんをお見捨てになることはあり

ません。」５

預言 者のこの約束 を心 に留 めつつ，

ヘイルズ長老が先ほど述べ，大管長会

の手紙にも記 されている事柄についてお

話 ししましょう。それは，皆 さんが神へ

の務めを果たすのを支援するために現在

作成されている教会の資料についてです，

アロン神権の目的は，皆さんが以下の事

柄を達成するための指針となります。

●イエス・キリス トの福音を受け入れ，

その教 えに従って生活する。

●神権の召 しを忠実 に果 たし， 自分

の神権の職における責任 を果たす。
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●意義深い奉仕をする。

■ メルキゼデク神権および神殿の儀

式 を受ける備 えをし，ふさわしい生活を

送る。

●誉 れある専任宣教師どして奉仕す

る備えをする。

●可能なかぎり教育を受ける。

●ふさわしい夫および父親になる備え

をする。
しか

●女性 ，少女 ，子 どもたちに然るべ

き敬意を示す。

「神 への務め達成賞」プログラムは，

以上のアロン神権の 目的を達成す る助

けになるでしょう。「神への務め達成賞」

の条件 を満たすには， アロン神権 の目

的を果たし，達成する必要があります。

また家族の活動，一定の定 員会活動 ，

「神への務め」奉仕活動に参加し， 日記

を付 け，次の４つの分野で個人の 目標

を達成 しなければなりません。

●霊的な面での成長

●肉体な面での成長

●学業，人格，職業への備えの面で

の成長

●社会の一 員としての成長 ，また対

人関係の面での成長

スカウト活動のある所では，スカウト

のいろいろな達成章を取 ることで「神へ

の務め達成賞」に必要な条件 を満たせる

ことに皆 さんは気づ くで しょう。 「神へ

の務め達成賞」もスカウト活動も「すべて

の必要なもの」６のために「用意をする」

ことを教えています。「神への務め達成

賞」とイーグル ・スカウト（訳注 合衆

国のスカウトプログラムで若い男性が受

けることのできる最高位の章 ）の各種章

を取 得することは別 々のことではなく，

相補 うものです。

大管長会 と十二使徒定員会は皆さん

を愛 し，ますます困難になるこの時代に

あって皆 さんを強めたい と願 っていま

す。そのような愛と望みをもって教会は

改訂版 「若人の強さのために 神へ

の務めを果たす』という小冊子 を，若い

男性 ，若い女性，両親，指導者のため

にほかの資料と一緒に作成 しました。

アロン神権 を持つ若い男性の皆 さん

が，若い女性が 「個人の進歩 プログラ



ム」に取 り組むのと同じように，「神への

務め達成賞」を目指して努めるなら，皆

さんも彼女たちと一緒 に神の証人として
あかし

立つでしょう。そのような証 は皆 さんの

言葉や生活，戒めを守 る態度などに現

れるでしょう。

お分か りと思いますか ，「神への務 め

達成賞」を得ること自体が最終 目標 では

ありません。むしろ神 の務 めにさらに打

ち込むうえで助けとなる特質を生活の中

に培 うことなのです。それ らの特質によ

って皆 さんは正 しい方向に向かい，ふ

さわしくあって将来 の神聖な職務や機

会 を得ることができるでしょう。 また将

来だけでなく，今も幸せで清 く，力を得

られるようになり，永遠に大切な事柄の

ために備 える助けとなります。そのよう

な永遠に大切 な事柄には，例えば聖な

る神殿の祝福 を得，伝道に出，最終的

には主の宮でふさわしい相手 と結び固

められることなどがあります。

アルマはギデオンの地 で教 えたとき，

この点 について，時を超 えて永遠 に続

く言葉で明らかにしました。 「さて，わ
はらから

たしの愛する同胞よ，これ らのことをあ

なたがたに語 ってきたのは，神への義

務 感をあなたがたに自覚 させ，あなた
み まん

がたが神の御前を罪のない状態で歩め

るように，またあなたがたが，かつてそ

れによって受け入れられた聖なる位に従

って歩めるようにするためである。」７

神権 を授けられた人々は， 自分が召

され聖任 されたこの「聖なる位」に従って

歩みたいと願 うでしょう。皆 さんはすべ

ての約束 された祝福 にはそれに伴 う責

任があることを御存 じだと思います。そ

れらの責任を果たすことによって，人々

に仕 え， 自らを霊的に成長 させる機会

が与えられます。 これらはイエスにさら

に似 た者 となるために不可欠な進歩 の

段階です。

人のためにすべての苦しみを受けられ

た救 い主 は，わたしたちがアロン神権

者の時代に直面する幾つかの間題 と同

様の試練に直面されました。８皆さんは

わたしたちの多 くが執事になる年齢のこ

ろにイエスが体験 されたことを覚えてい

るでしょう。主は家族やほかの人々と一

緒に神殿 に行かれました。家 に帰るこ

ろになると，主はマリヤやヨセブと離れ

てしまわれました。家族はイエスが信頼
しんせき

できるほかの友達か親戚 と一緒にいると

考えただろうと思います。 しかしいつま

でたっても見つからないので，心配にな

りました。義務を忘れない親としてマリ

ヤとヨセブは，皆 さんの両親が 同じよう

な状況に置かれたら行ったと思われるこ

とをしました。主を捜 して回 りました。

主 を神殿 で見つけた ときに，主が無事

であられたために彼 らの感じた，様々な
あ ん と

気持ちの入 り交 じった安堵 感は，親か

祖父母である者 にしか完全 には理解で

きないものであったか もしれ ませんが，

同時 に主の反応に対 して多少の驚 きも

含 まれていたようです。同じような体験

をした方がいらっしゃいますか。その後

に有名 なやり取 りが続 きます。「両親は

これを見て驚き，そして母が彼に言った，

『どうしてこんな事 をして くれたのです。

ごらんなさい，おとう様 もわたしも心配

して，あなたを捜していたのです。』する

とイエスは言われた，「どうしてお捜しに

なったのですか。わたしが 自分の父の

家にいるはずのことを，ご存 じなかった

のですか。』」９

イエスはこう言われたのかもしれませ

ん。「わたしが神への務めを果たしてい

たのを御存 じなかったのですか。」

ハロル ド・Ｂ・リー大管長はイエスの質

問の意味は教義 と聖約第６４章１０にある

と教えました。大管長はこう言っていま

す。「人は神権 を受けると主の代理人に

なります。彼 は自分の召しをあたかも主

の用向きを受けているかのように考えな

ければなりません。これが神権を尊んで

大いなるものとすることの意味です。あ

の少年が ヨセブとマリヤに尋ねた よう

に，主 が皆 さん一人一人にこうお尋ね

になっていると思って ≦ださい。 『わた

しが御父の業 を果たしていたのを知らな

かったのですか。』何事であれ皆 さんが
みこころ

主の御心に従 って行うことは，主の業 と

な ります。」１１つまり神権 を受けて神へ

の務 めを果 たすことは非 常に重大な責
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任であるだけでなく，すばらしい特権 で

もあります。

時には皆 さん も，皆さんの両親や神

権指導者の対応がマリヤとヨセブのよう

だと感 じる場合があるかもしれません。

御父 の業に対す る重要 な質問をするこ

とでイエスが答 えられた後，ルカはこう

記 しています。「しか し，両親はその語 ら

れた言葉を悟ることができなかった。」１２

それにもかかわらずイエスがされたこ

とをよく見て ください。それは神への務

めを真に果たそうと思 うなら，わたした

ちが しなければ ならないことの模範 で

す。 「それからイエスは両親と一緒にナ

ザレに下って行き，彼 らにお仕えになっ

た。 ……イエスはますます知恵が加 わ

り，背たけも伸び，そして神と人から愛

された。」１３

皆 さんが覚えておく必要があるのは，

神への皆さんの務めは 自分の家族，特

に両親に対する務 めときわめて明確に結

びついている点です。わたしたちが神

への務めを真に果たせるのは，正 しく神

に仕え従 うときだけではなく，両親や神

権指導者 に対 してもそうするときです。

わた したち全員 がサムエルと同 じよう

に，「しもべは聞きます。お話しください」’４

と主に言えますように。イエス・キリスト
み な

の 御 名 に よ り， アー メ ン。
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感謝
七十人

スティーブン・Ｅ・スノー

憾 謝の怠を潔めるにば，祝福を舘側誤ω返し，日々の祈０の４７で感謝すると

よいで評しょう。ノ

たしはユタ州南部で育ちまし

わ 奪旛 論 器
るハイウェー ９１号線沿いに多数あった

ガ ソリンスタンドで働 く者 もいました。

当時 １８歳だった弟のポールは，家か ら

通 りを３つ隔てたスタンドで働いていま

した。

夏のある日，ニューヨークのナンバー

プレートを付けた車が弟のガソリンスタ

ンドに入って来ました。 （３０歳未満の皆

さんのために言っておきますが，当時の

アメリカでは店員が給油 し，窓をふき，

オイルチェックまでしていたのです。）弟

が車の窓をふいていると，客はグランド

キャニオンまであとどのくらいかと尋ね

ました。 「１７０マイル（約２７４キロ）くらい

です」と弟は答えました。

「グランドキャニオンをず っと見たか

ったんですよ。 どんな感 じなんですか」

と客が言いました。

「分か りません。行 ったことがないの

で」と弟 は答えました。

「そんなばかな。グランドキャニオン

といえば世界の七不思議の一つですよ。

たった２時間半の所にいて，見たことが

ないなんて」と客は言いました。

「ごもっともです。」弟は言いました。

少 し間を置いて客は言いました。「い

や，それも分かるような気がするよ。家

内とわたしはマンハッタンに２０年以上も

住んでいるのに， 自由の女神 を一度も

見に行ったことがないんだから。」

「自由の女神 なら見に行 きましたよ」と

弟は言いました。

兄弟 の皆 さん，美しい 自然や見事な

芸術を見に遠 くまで行 く人は多いのに，

近 くにある美 しいものに目を向けないと

は，皮肉なものだとは思いませんか。

幸 せをどこかほかの場所 に求めるの

は人聞のさがだと，わたしは思います。

仕事上の 目標，富，物質的報酬を追求

す ることはわた したちの 目を曇 らせ ，

往々にして，すでに自分の周 りにある豊

かな祝福 に対する感謝を忘れ させてし

まいます。

どうしてもっと与えられなかったのだ

ろうと考え続けることは危険です。反対

に，どうしてこんなに与えられているの

だろうと考えれば，謙虚になれます し，

ためにもなります。

「わずかなものに満足すればそれだけ

裕福 になる」という格言もあります。

パウロはピリピ人にこう書 き送 りまし

た。 「わたしは乏しいから，こう言うの

ではない。わたしは，どんな境遇にあっ

ても，足ることを学んだ。」（ピリピ４二ｌｌ）

アルマは息子 ヒラマンに次の助言 を

与えました。それは，すべての父親が

子どもたちに教 えるべきものです。「あ
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大会部会の説教に聞き入る

七十人定員会の会員たち。

礁轡

離 薫１

蜘 菅
蝉織 欝

なたのすべての行 いについて主 と相談

しなさい。そうすれば，主はあなたのた

めになる指示を与えてくださる。まこと

に，夜寝るときは，眠っている間も主が

見守ってくださるように，主に身を託 し

て寝 なさい。そして，朝起 きるときに，

神への感謝 で心 を満 たしなさい。これ

らのことを行うならば，終わりの 日に高

く上げられるであろう。」（アルマ３７ ３７）

アルマは，「神への感謝で心を満たし

なさい」と言っています。主はわたした

ちに感謝するよう求めておられます。テ

サロニケ人への第一の手紙にこうありま

す。「すへての事について，感謝 しなさ

い。これか，キリスト・イエスにあって，

神があなたがたに求めておられることで

ある。」（１テサロニケ５●１８）

神権 者 として，わたしたちは常に感

謝の念を深めるよう努めるべ きです。感

謝の念を深めるには，祝福 を常 に思い

返 し， 日々の祈りの中で感謝するとよい

で しょう。

テビソド・Ｏ・マ ノケイ大管長 はこう述

べています。「若い男性か部屋の戸を閉

め，カーテンを閉じ，静かに神に助けを

嘆願するときは，まずその心を注 ぎ出し，

健康，友，愛する人々，福音，神 がそ

の実在 を明らかにしてくださったことに

感謝するとよいで しょう。 ます最初に，

恵み を一つ 一つ数 え上けるのです。」

（Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ Ｒｅｐｏｒｔ，１９６１年 ４月 ，

７－８）

祈るときには常 に感謝を表す必要か

あります。わたしたちはすべ てを理解 し

ているわけではないのに，ある特定の祝

福が必要 なんだと思い込んで祈 り求め
みこころ

ることがあ ります。主が御 自分の御心

のままに祈 りにこたえてくだ さるときに

わたしたちが感謝 の祈 りをささけ るな

ら，主はきっとお喜びになるでしょう。

兄弟の皆さん，この次に祈るときには，

祝福をあれこれ願う代わりに，これまで

主によって与えられてきたすべての恵み

に，心からの感謝をささげてください。

ジョセブ・Ｆ・スミス大管長はこのよう

に教えています。「感謝の心は常に喜び

と満ち足 りた気持ちを与 えてくれ ます。

だれかの役に立ちたいという気持ちがわ

き，愛と友情が生 じ，神の影響か及ぶ

からです。『感謝は心に刻 まれた思い出

となる』と言 われています。」（Ｇｏｓｐｅｌ

Ｄｏｃ亡ｒｌｎｅ，第５版 〔１９３９年〕２６２）
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１８７９年１０月，ユタの南西に散在 して

いた小 さな開拓 地から２３７人の健康 な

人 々が集められ，新 しい道を切 り開き，

現在ユ タ州南東のサンファン郡として知

られる地域 に入植す るよう召 されまし

た。６週 間で到着すると言われていまし

たが，６か月近くかか りました。その苦

難と英雄的行為 ，特に「ホール・イン・ザ ・

ロック」と呼ばれる場所 を通ってコロラド

川を渡 るという不 可能に近 い行為 につ

いては，克明に記録 されています。荷

車やそれを引 く家畜が，渓谷の赤い岩

肌 にできた狭い裂け目を，コロラド川 ま

でかなりの距離を降 りて行ったのです。

この地を訪れる人々はその事実に驚嘆

します。 コロラド川を越えてからも，サ

ンファン郡 に到着するまでに幾多の苦難
こんぱい

が待 っていました。疲労 困態 した一行

は１８８０年４月上旬，最後の難所 ，コー

ムリッジに差しかか りました。 コームリ

ッジは，砂 が固 まってできた岩石 の峰

で，１，０００フィー ト（約３０５メー トル）の巨

大な壁のようにそびえ立っています。

あれから１２０年後の春，ある晴れた日

に，わたしの家族はコームリッジに登 り
こうばい

ました。勾 配が きつ く危 険な峰です。

このような峰を噺 車，家畜，男性 ，女

性 ，子 どもたちが登るのは，想像 もつ

かないほど大変 なことだったで しょう。

しかし，足 もとには荷車の車輪の跡が，
あかし

はるか昔に苦難 と闘った人々の証 として

残っていました。彼 らはこのような苦 し

みをどう感 じたのでしょうか。何か月 も

の 苦 難 と困窮 の 経験 を振 り返 って ，

苦々しく思 ったでしょうか。多 くのもの

を犠牲にして，苦 しい旅をするように求

めた指導者を非難したでしょうか。その

ような質問は，わたしたちが頂上に着い

たときに答えられました。頂上の赤い岩

石には，ずっと昔に刻 まれたこのような

言葉が残 っていました。 「おお，神 よ，

あなたに感謝します。」

兄弟の皆さん，わた したちが，持っ

ていないものを思 うのをやめ，持ってい

るものに常 に感謝できますように。神権

を持つ者 として，わたしたちが感 謝の

精神 ですべ てのことを行 えますように，
み な

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ りお 祈 りしま

す ， アー メ ン。

．＿ ＿」

神権の輪を作り，

鎖につなげていく
七十人

キース・Ｋ・ヒルビッグ

ρぷを尽くし義にかな，τ仕充ると管，盲分の神権の爺を強めτお０，わたした

ちの前を歩んだス々と後に紛く入々との鎖をさ」５鰹 固につなげτωることに

なるのです。ノ

一＝７ の会場 と世界中に集 う様々な

世代の方々が，この大規模な」 神権者の集会の席に着いてお

られます。大勢 の息子 ，父親 ，祖 父，
そ う そ ふ

そ して曾祖 父に至るまで，すべ ての方

が，キリストに信仰を持ち，その戒めを

守ろうと努力 し，主に仕える望みを胸に

抱いています。

長 きにわたって神権を受け継いできた

家族の一員である方もいらっしゃれば，

家族で初めて神の神権 を受けた方もお

られます。 しかし，すべての方が，神

権 を尊び王 国で奉仕するにふさわしい

神権者の鎖を作 り，つなげてい く機会と

責任にあずかっています。それによって，

家族が世代 を超 えて結 ばれていくので

す。今晩わたしは神権の鎖についてお

話 ししますが，皆さん 一人一人がその

中で役割を持っています。

いずれの神権時代にも，主の 目的を

成 し遂げるため，忠実な男性に神権が

与えられてきました。聖文 には，アダム

か ら始 まって，預言者から預言者へ と

神権の権能が受け継がれたことが書か

れています。

わたしたちはこの世の初めまでさかの

ぼる神権の鎖の一部にたとえることがで

きます。 しか し今や文字どおり，わたし

たちは自分の先祖 や子孫 と結ばれるた

めに， 自らの強い神権の輪を作るという

非常に重要な責任を負っているのです。

人がメルキゼデク神権 を受けなかった

り，尊ばなかったりすると，その鎖の輪

は失われ，その人は永遠の命 を得るこ

とがで きません （教義 と聖約 ７６：７９：

８４：４１－４２参照）。このゆえに教会では，

進 んで耳 を傾 けるすべての人に回復の

メッセージを教え，望む人すべてを神権

と神殿の祝福に備 えさせることに多大な

努力 を傾けています。
こ よい

今 宵，わたしたちは神の神権 を持つ

特権にあずかっていますが，その一因

は前世によるものです。預言者アルマは

地上でメルキゼデク神権 に聖任される

男性について次のように記 しています。

「……〔彼らは〕非常に深い信仰 と善い行

いのために，神の先見 の明 によって世

の初めか ら召 され，備 えられていた。

彼 らは初めに善を選ぶのも悪 を選ぶのも

任 されていた。そこで彼らは，善を選ん
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で，非常 に深い信仰 を働 かせ たので，

現在，聖なる召 しを受けている。」（アル

マ１３：３）

皆さんが家族にあって忠実 な神権者

となり，その鎖を作る者，あるいはつな

けていく者 となるのは，はるか以前から

主が計画 されたことで した。神権の「聖

なる召 し」を受けたのは，皆 さんが前世

でもこの世でも，信仰 を持 ち，選択の

自由を賢明に行使 したからなのです。

１８４４年，預言者 ショセブ・スミスは次

のように述べ ました。「世に住む人 々を

リアホナ／２００２年 ］月号
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教 え導 く召 しを持つ人は皆 ，この世界

が存在する前に，天上の大会議でその

目的 のた め に聖任 され たの です 。」

（Ｔｅａｃｈｍｇｓ ｏｆ亡ｈｅＰｒｏｐｈｅ亡ノｏｓｅｐｈ

Ｓｍ１亡ｈ，ジョセブ・フィールディング・ス

ミス選 〔１９７６年〕３６５）

家族にあって神権者として１世代 目で

あろうと５世代 目であろうと，わたした

ちは忠実さと予任 という個々の受け継 ぎ

をもってこの地上に来ました。それを知

ると，常に神権を尊び，それによって教

会において，また 日の栄 えの王 国にお

いて幾世代 にもわたる家族 を築 き，永

続させるという固い決意が心にわき上が

ります。
み な

「神権」はしはしば地上で神の御名に

よって行動する力と権能と定義 されます

が，救 い主や家 族，隣人に仕えること

も，神権の定義 に含まれます。救い主

は，わたしたちが神権をおもに人々の益

となるために行使するよう望んでおられ

ます。 自分 に祝福 を与えたり，バ プテ

スマを施した りすること１さできず，自分

の ため に神殿の儀 式を施すこともでき

ません。代わりに，すべての神権者は，

愛をもって神権の権能と力を行使 して，

霊的に成長する助 けをしてくれるほかの

神権者に頼らなければなりません。

祖父や父，兄 が召 しを尊んで大いな

るものとする姿 を見る中で，また神権者

としての模範であったワードの兄弟たち

か ら，わたしは神権を行使 して奉仕す

ることの大切さを学びました。

わたしはアロン神権の教 師の職 に聖

任 されると，６０歳ほども年 上の大祭司

ヘ ンリー・ウィルケニング兄弟が最初の

ホームティーチングの同僚 となりました。

ドイツ系移民で靴 職人 だった彼 は，背

丈 こそ低 い人で したが，担当の家族 に

仕えるのに精力 的で忠実な羊飼 いでし

た。わたしは毎月担 当の家族 を訪れ る

ために，彼 の後 を早足 でついて行った

ものです。 （兄弟はわたしよりずっと速

く歩 いたり，階段 を上ったりしたので

す。）そして，幼 いわたしがそれ まで経

験 したことのない様々な大変な状況を目

にしました。 レッスンの一部分を教え，

約束を作 るのがわたしの役 目でしたが，

ほとんどの場合，ウィルケニング兄弟が



兄弟姉妹を助 け，１４歳のわた しがそれ

まで知 らなかった様々な霊 的，社会 的，

経済 的，精神 的な必要 を満たすのを，

見たり，聞いたりしていました。

わた しは次第 に，たった一人の忠 実

な神権 者が，どれだけ多 くの善 をなし

得るかに気づ き始めました。ウィルケニ

ング兄弟が ，助けの必要な家族 と，そ

して若いわたしに与えてくれた愛ある奉

仕 を通して，彼 自身の強い神権 の鎖を

作 り上げてい くのをつぶさに見せてくれ

たのです。

若いわた しは，多 くの神権者 の模範

によって，神権 の奉仕の業 は王国にお

ける特別な肩書きや召 しや地位 によるも

のではないことを学びました。奉仕の機

会 は，神 の神権 を受 けると同時に始 ま

り，その神権を持つかぎり常に伴 うもの
’
なのです。

Ｊ・ルーベン・クラーク・ジュニア副管長

は１９５１年４月の総大 会で，次のような

思慮深い教えを残 しています。「主に仕

えるに当たって大切 なのは，どこで奉仕

するかではなくどのように奉仕するかで

す。末 日聖徒 イエス・キリス ト教 会にお

いて，人は正 当に召 されるべ き職 を受

けます。いかなる人もその職を求めるべ

きではなく，また断るべきではありませ

ん。」（ボイド・Ｋ・パ ッカー「奉仕 の業に

召 され る」『リアホナ』１９９８年 １月号 ，７

で引用）

どのような責任を受けているかにかか

わらず，心 を尽 くし義にかなって仕える

とき， 自分の神権 の輪を強めてお り，

わたしたちの前を歩んだ人々と後 に続 く

人々との鎖をさらに堅固につなげている

ことになるのです。
あがな

わたしは，救 い主の神性 と蹟いの犠

牲と，わたしたちが受ける特権にあずか

っている神権が回復 されたことを厳粛に
あかし

証 します。 この集会 に集 うすべ ての息

子 と父親の皆 さんが，忠実 に神権 を尊

んで主に仕 え， 自分の輪を神権の鎖に

しっか りとつなぐことを今晩決心される

ように祈 ります。その鎖によって，皆 さ

んと先祖 と子孫が永遠にわたってともに

結 ばれ ます ように。 イエス ・キリス トの

御名によって，アーメン。

一

「何か大きな事」
第二副管長

ジェームズ・Ｅｐファウスト

ｒわたしたちカら茄さわしさ’を確かなものとしτくれる，日々の目立たない事柄

に対しτ窓実τあれますように。それ６ばわたしたちを大いなるごとへと導昔，

備克さぜτくれます。ノ

愛難欝讐
栄に思います。今晩，わたしは教会の

神権者が，信仰 と人格，霊性 を築 く事

柄をもっと熱心 に行 うように呼びかけた

いと思います。 これ らは神 権者が 日々

心がけるべ き務めであり，毎 日，毎週，

毎月，そして長年にわたって絶えず行

うべ きことです。教 会の業は基 本的な
じゅうぶん

事柄 の上に築かれています。什分の一

を納めることや，家族を養うこと，神権

の義務 を果たすこと，貧 しい人や助 け

が必 要な人の世話をすること， 日々の

祈 り，聖文学習，家庭の夕べ，ホーム

ティーチング，定員会の活動への参加 ，

そして神殿に参入することなどです。教

会の大管長から召 されるならば，わたし

たちはノーブー神殿の建設などの 「何か

大 きな事」を喜んで行 う用意ができます。

しかし，多 くの人は先ほど述べたような

基本的な事柄を行 うことをあまり望んで

いません。

旧約聖書 に登場するスリヤ王の軍勢

の長，ナアマンの話はよく御存 じのこと

と思います。ナアマンはハンセン病を患

っていました。 イスラエル人であった小
しもべ いや

さな僕は，ナアマンを癒すことのできる

預言者がイスラエルにいるとナアマンの

妻に告げました。ナアマンが馬と車を従

えてエ リシャの家を訪れると，エリシャ

はナアマンに使者を遣わして次のように

指示しました。 「あなたはヨルダンへ行

って七たび身を洗いなさい。そうすれば，

あなたの肉はもとにかえって清 くなるで

しょう。」１

この中で も若い皆 さんは，母親 に手

を見せ ると何 と言われるかよく分かって

いると思います。きっとす ぐに手を洗っ

てくるように言 われることでしょう。 し

かしナアマンは年若い少年ではありませ

んでした。ナアマンはスリヤの軍勢の長

で した。ナアマンは，ヨルダンに行って

身を洗 うようにというエリシャの勧告に

腹を立て，そ して「怒って去」２りました。

ナアマ ンの僕で知 恵に秀でている者が

それに反論 してこう言いました。 「預言

者があなたに，何か大きな事をせよと命

じても，あなたはそれをなさらなかった

で しょうか。 まして彼 はあなたに『身を

洗って清 くなれ』と言 うだけではありま

せんか。」３ナアマンは悔い改めて預言者

の勧告に従いました。そ してハ ンセン病

は消えうせ，「その肉がもとにかえって幼

な子の肉のようになり，清 くな」４りまし

た。このたとえでの「何か大きな事」はき

わめて簡潔で，簡単なことでした。

近代の教 会歴史の中に，主か ら厚い

リアホナ／２００２年 １月号

５３



叢轟
嚢
慧

ｌｉｉ

、懸

恵みを受けた二人の人の対照 的な例 が

あります。その一人，ハイラム・スミス

は死に至 るまで も完全 に忠実で，献 身

的であり続けました。 しかし，その一方

でオリバー ・カウドリは，教会の回復の
ま

歴史における「何か大 きな事」を目の当

たりにしたにもかかわらず， 自分の野心

から盲 目となり，教会の指導者としての

高い地位を失ってしまいました。

オリバー・カウドリは預言者ジョセブ・

スミスとともに教会の回復にとって重要

な多くの事柄 を経験 しました。バプテス

マのヨハネの管理の下で行われたバプ

テスマやアロン神権の授与，カー トラン

ド神殿での驚 くべ き現れ を経 験 しまし

た。そして彼は自らの手で「預言者 〔ジ

ョセブ・スミス〕の口から出るモルモ ン書

のすべての言葉を（わずかなページを除

いて）」５書き記したのです。預言者 ジョ

セブを除いて， オリバー ・カウドリほど

天使と交わるという栄誉 に浴 した人物は

いませんでした。

しかし，ジョセブ・スミスに困難が訪

れると，オリバーはジョセブ・スミスに対

して批判的になり，そして遠 ざかって行

きました。預言者の差 し伸べた親交の

手もむなしく， オリバー ・カウドリは預

言者 と教 会 に敵 意を抱 くようにな り，

１８３８年４月 １２日，教会か ら破 門されて

しまいました。

預言者の死か ら数年たって，オリバ

ーは悔い改め
，．り教会に戻 りたいという意

志 を示 し始めました。その返答として，

ブリガム・ヤングは １８４７年 ｌｌ月 ２２日の

手紙でこう伝 えました。「あなたが一度

去 った，わた したちの天の御父の家へ

臨

醒
戻 って くだ さ い。 … … そ し て ， モ ル モ ン

あかし

書が真実であることの証を新 たにして く

ださい。」６オリバーは高等評議会の前 に

姿を現 したとき，このように言いました。

「兄弟の皆 さん，わたしは何 年もの間，

皆 さんから離れていました。 しかし今，

戻 りたいと思っています。わたしはへ り

くだり，皆さんの中に加えていただきた

いのです。何の；地位 も要 りません。皆

さんとともに数えられさえすれば満足で

す。わたしは教会を去 り，現在 は教会

の会員ではありませんが，もう一度会員

になりたいと思っています。その扉から

入 りたいのです。わたしはその扉を知 っ

ています。 以前 の地位 を求めて ここに

来たのではあ りません。へ りくだって教

会の決定に身をゆだねます。教会の決

定は正 しく，従うべ きものであることを

知っているからです。」７

彼はまた次のような言葉で証を述べ ま

した。「友人ならびに兄弟の皆 さん。わ

たしの名はカウドリ。オリバー・カウドリ

です。教会歴史の初期に，わたしは〔評

議会〕に籍 を置きました。わたしは〔モル

モ ン書が〕翻訳された金版をこの 目で見

て，この手で触れ ました。またわたしは

解訳器 も見 ました。モルモ ン書 は真実

ですξシドニー・リグ ドンが書いたもの

で も，スポールディング氏が書いたもの

でもありません。わたし自身が預言者の

口から出るままに記 したのです。」８オリ

バーは戻って来ましたが，教会の中で

の高い地位は失ってしまいました。

これ と対照 的にヒーバー・Ｊ・グラント

大管長はハイラム・スミスについてこう

述べました。「ハイラム・スミスが人生の
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中で表 した，預言者ジョセブ・スミスへ

の兄としての愛 晴ほどすばらしい模範は

ありません。……彼 らは人がなし得ない
いつく

ほ ど ， 一 致 し， 慈 しみ 合 い ， 愛 を もっ

て 接 し ま し た 。 … … ハ イ ラ ム ・ス ミス の
しっ と

心の中には……一寸の嫉妬心 もなかっ

たのです。世の人の中でハイラム・スミ

スほ ど，人生 において，また死 に至っ

ても神 の生ける預言 者に対 し，誠 実，

真 実，そして忠実であった人物はいま

せん。」９

ジョセブは，教会を導き，現在わたし

たちに与えられている啓示 を授かりまし

た。そして，ハイラムはこの弟 ジョセブ

のすべての必要，そ して要求にこたえ

ました。ハイラムは毎 日，毎月，そして

長年にわたって確 固として忠実でした。

兄アルビンの死後，ハイラムは両親の

ために白い家を建てました。ジョセブが

金版を受け取ったときはそれを保管 し守

るための箱を用意 しました。版が翻訳

されたとき，ジョセブはハイラムを信頼

し，印刷するための原稿の写 しを託しま
る

した。ハイラムは毎 日，ほとんどはオリ

バー・カウドリとともに，その原稿を持っ

て印刷所までの道を往復 しました。’。

ハイラムは農夫，または労働者として

家族を支えました。しかし，１８３０年に教

会が設立 されるとコールズビル支部を管

理する責任を受けました。彼は妻と家族

を連れてニューエル・ナイトの家族 ととも

に住み，そのほとんどの時 間を「福音の

話に耳を傾ける人がいるかぎりどこでで

も教 え」ることに費やしました。ｎまた

常に良い宣教 師として自分の家の近隣

だけではなく，アメリカの東海岸や南部

にも赴きました。１８３１年にはジョン・マ

ー ドックとともにミズーリへの行 き帰 り
の

を通じて福音を宣べ伝えました♂２

１８３３年にカー トランド神殿 建設の構

想が伝 えられると，ハイラムはす ぐに長
かま

柄 の鎌を手にし，神殿用地の雑草 を刈

り，基礎 を掘 り始めました。１８３４年に

シオンの陣営が組織 されたとき，ハイラ

ムはライマン・ワイ トを助 け，人員 を募

り，ミシガ ンか らミズーリまで聖徒 らの

グループを導きました。

これらの小 さな事柄を通じて，ハイラ

ム・スミスは１８３４年 １２月，教会の大管

ノ
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長補佐 に任命 され ました。彼は自分の

弟 である預言者ジ ョセブの指示の下 に

仕 えたのです。彼は教会の業に携わっ

ているときでも，リバティーの監獄に捕

らえられているときで も，弟ジョセブに

とって ，常 に 力 と慰 め の源 で した 。

１８４４年に迫害が猛威を振るい，ジョセ

ブが暴徒から逃れようとノーブーを去っ

たとき，ハイラムは同行 しました。彼ら

が川岸 に立 って，戻 るべ きか どうか熟

考 していたとき，ジョセブはハイラムの

方 を向いて言いました。 「あなたの方が

年上です，どのようにしたらよいでしょ

うか。」

ハイラムはそれに対 し，このように答

えました。「戻って，姿を現 し，どのよ

うなことになるか見てみようではありま

せんか。」／３

彼らはノーブーに戻 り，やがて，カー

セージの監獄 に連 れて行 かれ ました。

そこで，お互 いに数分 たかわず，命を

奪われ，殉教者として亡 くなったのです。

ハイラムは寄せ られた信頼に対 して，死

に至るまでも忠実でした。すべての点に

おいて彼 は救い主 の弟子で した。 しか

し，彼をまことに大いなる者としたのは，

日々の熱心 な働 きで した。対照 的 に，

オリバー ・カウドリは金版 に手 を触 れ，

天使が ともにいたときは大いなる働 きを

しました。しか し日々の試練や困難を

忠実に乗 り越えなけれはならなかったと

き，オリバーはためらい，そして教会か

ら離れました。

わたしたちは「何か大 きな事」によって

のみ，救い主へ の愛を証明するのでは

ありません。もし預言者か ら個人的にど

こかの見知らぬ異 国の地で伝道するよ

う依頼されたなら，あなたは行 くでしょ

うか。きっとどんな努力をしてでも行 く

ことでしょう。しかし，什分の一はどう

で しょうか。ホームティーチングを行う

ことについてはどうでしょうか。わたし

たちの人格を形作 る，多 くの信仰 の小

さな行い，献 身，そして他 人への優 し

さを通 して，わたしたちは主への愛 を示

すのです。何 か月か前 に亡 くなった，

中央幹部のジョーシ・Ｒ・ヒル３世博士の

生涯は，このことを具現 したものでした。

ヒル長老は石炭 の世界的な権威であ

一

り，著名な科学者でした。彼は科学に

おいて数々の賞や栄誉を受けました。 ま

た，ユ タ大学の工学教授で鉱 山および

鉱物 資源学の学部長を務めていました．

しか し，一個 人 として， ヒル長老 は
けんそん

謙遜で慎み深 く，まことに献身的な人で

した。彼は中央幹部に召 される前は３つ

の異なるワードの監督をし，また地区代

表 として奉 仕 しました。 中央幹部 を解

任となった後は，ワー ドの副監督に召 さ

れました。彼の最後の召 しは，（そのとき，

彼の健康状態は悪化 していたのですが）

ステーク福祉 センターの缶詰作業ティレ

クター，そしてワード聖歌隊の隊員でし

た。彼はほかのすべての召 しと同じ決
ま コ と

意をもってこれらの召しを全うしました。

彼は自分に与えられたすべての召 しを，

それが何 であれ行ったのです。それら

は「何か大きな事」である必要はありませ

んでした。

わたしの友人の一人は，かつてこの

ように言い ました。 「わたしたちの才能

またはこの世や学術 上の栄誉 ，そ して

いよいよ限られる時問を神の聖壇の前に

ささげるとき，それらの犠牲 はわたした

ちの心 を主に結びつけてくれます。そし

て主への愛が深まるのを感 しるのです。

わたしたちが主の王国においてささけ

る奉仕は，それが レソスンを教えること

であれ，ウェルフェアスクウェアでの缶詰

作業であれ，もしそれ らを，「義務』とと

らえるのであればその価値は小さなもの

になってしまいます。 しかし，わたした

ちの才能や，都合の悪いときの集会に出

席するための時間などを神の聖壇にささ

けるものとしてとらえるならば，わたし

たちが払 う犠牲は，主にあって個人的

かつ献身的なものとなるでしょう。」’１
はリカわ

わたしたちの愛する同胞であるヘンリ

ー・Ｂ・アイリング長老が紹介 してくれた

次の話 には，これ らの決意の原則が さ

らによく現 れています。これはホネビル

ステークの高等評議 会の中で働 いた，

彼 の父親であり偉 大な科学者であるヘ

ンリー・アイリングについての話てす。

彼 には福祉 農場 に関する責任があ りま
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した。農場の中には草抜 きの必要な玉

ね ぎ畑がありました。当時，彼は８０歳
がん

に近 く，痛みを伴う骨の癌 にむしばまれ

ていました。痛みがひどかったにもかか

わらず，彼 は自分 自身にその責任 を割

り当て，腹部をひじで押さえなが ら働い

たのです。その痛みはあまりにひどくて，

ひざまずけないほどで した。しかし，彼

はほほえみ，笑い，玉ねぎ畑の雑草 を

抜 きに来た人 々と楽 しく語 らいました。

この出来事についてアイリング長老が話

した言葉を引用 したいと・思います。

「すべての仕事が終わり，玉ねぎの雑

草がすべて抜かれた後 ，だれかが父に

〔こう言いました。〕『ヘンリー，まさか こ

この雑草を抜いたんじゃないだろうな，

ここの雑草には２日前に除草剤 を散布 し

たんだ。何もしなくても結局枯れていた

のに。』

父は大声 で笑いました。父にはそれ

が実におもしろい出来事に思えました。

自分を題材 にした最高の笑い話 だと思

いました。抜かなくてもよい雑草に一 日

中取 り組 んでいたのです。雑草：には除

草剤が散布 され，何 もしなくても枯れて

いたのでした。

……わたしは父に〔こう尋ねました。〕

『お父さん，どうしてそれを笑い話だと

思えるの。』

父がそのときに言った言葉をわたしは

一生忘れないでしょう。……父はこう言

いました。 『ヘンリー，わたしは雑草を

刈るためにそこにいたわけじゃないんだ

よ。』」１５

小 さな事柄には大きな可能性がありま

す。テレビは人間に偉大な祝福をもたら

しました。 しかしそれは，アイダホの１０

代 の若者 が ，父 親の畑 のまっす ぐな
う ね ま

畝 間の上 を農耕器具で耕 して．いた とき

に考え出したのです。彼はそのとき，一

つの解像管を通 して，幾つもの直線を

別の解像管に送信で きることを思いつき

ました。１６表面上は小さく見 える事柄を

行うとき，わたしたちにはそれらの持つ，

秘められた可能性が見えないことがよく

あ ります。この１４歳の少年の日々の 目

立たない仕事の中から，この驚 くべき発

想が生 まれたのですσニーファイはこう

言いました。 「このようにして，主は小

さな手段 によって大いなることを成 し遂

げられることが分かるのである。」１７

若い男性 の皆 さんは未来 に大いなる

可 能性 を持 った，選ばれた世代 です。

未来において皆さんは世界を舞台 にほ

かの若者たちと競い合うように求められ

るかもしれません。皆さんには特別な訓

練が必要です。皆さんはその訓練 を受

けるよう選 ばれるかもしれません。 しか
ル

しそれは驚 くべ き業績や大いなることに

よってではなく，イーグルスカウト章や

「神への務 め達成賞」，セミナリーの卒

業，．そして伝道に出たことがそうさせる

のです。．

タラントのたとえで， タラントを増や

した者 は次のように言われました。「良 ．

い忠実な僕 よ，よくやった。あなたはわ

ずかなものに忠実であったから，多 くの

ものを管理させ よう。主人と一緒 に喜ん

で くれ。」１８わたしたちが，ふさわしさを

確かなものとしてくれる， 口々の 目立た

ない事柄 に対 して忠実であれます よう

に。それらはわたしたちを大いなること
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へ と導き，備 えさせてくれます。これら
み な

のことを，．イエスキリス トの御名によっ

て証いたします。アーメン。
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義務の伴う召し
第一副管長

トーマス・Ｓ・モンソン

∫わたした５信皆，神権を尊び，数多くの貴ω人々が主のみもとに戻れるよう翔

の１’ご働くとωう厳粛な霧務がありま’すσノ

弟の皆さん，今晩皆 さんにお

兄 話をする割 り当てを引き受 け

るのは，身のすくむ思いが し

ますが，その一方で貴重 な特権 である

と受け止めています。この神権 部会 を

含め，総大会 に胸を躍 らせ，期待 をも

って臨む と，参加 の場が この会場であ

っても，または衛星放送やテレビで御覧

になっても，わたしたちの心に喜びが も

たらされます。

主は教義と聖約 第１０７章でわたしたち

の責任 を次のように明らかにし，厳粛な

任務を課せ られました。「それゆえ，今

や入は皆， 自分の義務を学び，任命 さ

れている職務をまったく勤勉に遂行する

ようにしなさい。」１

義務を遂行することや神の召 しにこた

えること，または霊的な促 しに応 じるこ

とがさほど困難ではないときがある一方

で，このような義務に応 じることに圧倒

されてしまうときもあります。わた しは

１９６６年 ４月の総大会の前にそのような経

験 をしました。３５年 も前のことですが，

そのときの経験 は今でも鮮明に覚えてい

ます。

その大会の一つの部会で話 をす る割

り当てを受けたわたしは，「自分のゴリア

テと闘 う」とい うメッセージを準 備 し，

暗記することにしていました。古代にダ

ビデとゴリァテとの間で行われた有名な

対決の話を基にしたものです。

そのようなとき，デビッド・０・マッケ

イ大管長か ら電話があ りました。会話

は次のようなもので した。 「モ ンソン兄

弟 ，こちらはマッケイ大管長です。お元

気ですか。」

わたしは深呼吸してからこう答 えまし

た。「はい元気です，大管長。大会を楽

しみにしています。」

「モンソン兄弟，お電話したのはほか

で もない，大 会のことです。土曜 日午

前の部会は，復活祭のメッセージとして，

日曜 日に世界 に向けて再放送されます。

わたしは復活祭をテーマにした話 をしよ

うと思っていますが，あなたにもこの大

切な部会に一緒に出席 し，同様のテー

マで話 をしていただけたらと思います。

いかがでしょうか。」

「もちろんです，大管長。喜んでお引

き受けいたします。」

そのとき， この短い会 話の意味がは

っきりと分かりました。「自分のゴリアテ

と闘う」という話は，にわかに復活祭の

メッセージにまったくそ ぐわないものに

なってしまったのです。話の準備を一か

らやり直 さなければならないと分かりま

した。残 された時間はごくわずかでした。

事実，わたしの「ゴリアテ」が 目の前に立
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ちはだかったのです。

その晩，わた しは台所 のテーブルを

片付け，そこにタイプライターと大量の

白紙を載せ，このようなときに頼 りにな

るくずかごをわきに置き，こうした割 り

当ての準備 に付 き物の書 き出しの失敗

をすべてそこに捨てられるようにしまし

た。作業を始めたのは午後 ７時ですが，

午前 １時になっても納得する最初の一行

を書き上げられませんでした。 くずかご

はいっぱいになったものの，頭は見事に

空っぽでした。どうしたらよいのでしょ

うか。 時 間は足早 に過 ぎていきます。

わたしは一息ついて祈 りました。

するとすぐ，近所に住む，マーク・シ

ャムウェイと妻ウィルマの悲 しむ姿が心

に浮かびました。 この夫妻は少 し前 に

いちばん下の子どもを亡 くしていたので

す。 わた しはこの ように考 えました。

「メッセージの対象 をシャムウェイ夫妻

本人に絞れば，ほかの人たちには間接

的に伝 わることになるかもしれない。愛

する人を亡くして悲 しみに暮れない人な

どいないのだから。」わたしはタイプライ

ターのキーボー ドをたた き続けました

が，今度は頭に浮かぶ事柄に追いつ く

のがやっとというほどでした。

夜 明けの最初の光が台所の窓か らさ

し込むころ，わたしはメッセージを書 き

終えました。しかしまだ，メッセージを

暗記 し，世界 に伝えるという任 務が残

されていました。預言者からの割り当て

を果たすため，これほど奮闘したことは

ありません。その一方で，天の御父は

わたしの祈 りを聞いて くださっていまし

た。わたしはこの経験 を決して忘れませ

ん。

大会 の部会 が終わ りに近づ くころ，

二つの有名 な聖句がわたしの心を占め

ていました。どちらも皆さんがよく御存

じで，いつまでも廃れることない聖句で

す。最初の聖句 は，モルモン書の初期

の時代に登場するニーファイが語った言

葉です。「そこで，わたしニーファイは

父に言った。 『わたしは行って，主が命

じられたことを行います。主が命 じられ

ることには，それを成 し遂げられるよう

に主によって道が備えられており，それ

でなくては，主は何の命令も人の子 らに

．＿ ＿」



カンファレンスセンターの南側窓の外を流れ落ちる人工の滝。

大会参力口者に美しい眺めを提供している。

下 され ないことを承知 しているか らで

す。』」２

次は，主御 自身がわたしたちに約束

された言葉で，教 義と聖約からの引用

です。「わたしはあなたがたに先立って

行こう。わたしはあなたがたの右におり，
み た ま

また左にいる。わたしの御霊 はあなたが

たの心の中にある。また，わたしの天使

たちはあなたがたの周囲にいて，あなた

がたを支えるであろう。」３

今晩ここに集っているわたしたちの中

には，メルキセテ ク神権 を有 している

人々が多 く，またアロン神権を授かって

いる人々もいます。わたしたちは皆，神

権 を尊び，数多 くの貴 い人々が主のみ

もとに戻れるよう熱心に働 くという厳粛

な義務があります。わたしたちは主が述

べ られた次の宣言を心に留めています。

「人の価値が神の 目に大いなるものであ

ることを覚 えておきなさい。」４ わたした

ちはなすべきことをすべて行 っているで

しょうか。また，わたしたちはジョン・テ

ーラー大管長が語った次の言葉を覚え

ているで しょうか。「もし自分の召しを

尊んで大いなるものとしないならば，務

めを果たしていれは救えたかもしれない

人について，あなたは神か ら責任 を問

われるであろう。」５

ほかの人々を助けたいという望みや，

行方の知れない羊 を探す働 きは即座に

実を結ぶとは限りません。時には，進展

が遅々としたもので，その様子を認識で

きないときもあります。わたしの旧友で

あるギル・ウォーナーは，そのような経

験をしました。彼は監督に召 されたばか

りのころ，ワー ドに所属するタグラスが
はくたつ

伝道地で背罪を犯 し，会員資格 を剥奪

され ました。父親は悲 しみに暮 れ，母

親は完 全に打 ちのめされてしまいまし

た。間もなくダグラスはその州から引っ

越して行 きました。それから数年が瞬く

間に過 ぎ，ウォーナー監督は高等評議

会の一員に召されましたが，ダグラスが

どうしているか，いつも気 になっていま

した。

１９７５年に，わたしはウォーナー兄弟

のステークの大会 に出席 し， 日曜 日の

朝早 くに神権 指導者会 を開 きました。

わたしは教会の宗紀制度について，そ

して迷い出た人々を救 うために熱心に

愛をもって働 くことの必要性について話

しました。ギル・ウォーナーは手を挙げ，

ダグラスに起こったいきさつを大まかに

話しました。そしてわたしに次の質問を

提起 して話を終えました。 「ダグラスが

会員 資格 を回復 できるよう助けるうえ

で，わたしには何か責任があるでしょう

か。」

後になって，ギルか ら聞いて思い出

しましたが，そのときわたしはギルの問

いにためらうことなく，率直にこう答 え

ました。 「以前監督として彼をよく知 り，

愛 していたのですか ら，彼を連れ戻す

ために最善を尽くす義務があると思いま

す。」

ギル・ウォーナーの知らぬ問に，ダグ
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ラスの母親はその前の週に断食をして，

息子を助けてくれる人が現れるよう祈り

求めていたのです。集会の後 ，心 に感

じる促 しのままダグラスの母親に電話 を

し，助けを行うという決意を告けたとき

に，ギルはそのことを初めて知りました。

ギルは救出という苦難の道の りに踏み

出 しました。ギルはダグラスに連絡 し，

懐 か しく楽 しい記憶が よみがえりまし
あかし

た。証 を述べ ，愛 を伝 え，徐 々に自信

か生 まれました。その歩みは耐え難い

ほど遅々としたもので した。落胆 したこ

とも何度もあ ります。 しかしダグラスは

着実に前進しました。そしてついに，祈

りがこたえられ，努力が報われ，勝利

を得ました。ダグラスのバプテスマが承

認されたのです。

バプテスマの 日時が設定 され，家族

が集 いました。 ダクラスの住 む町へ，

以前の監督ギル・ウォーナーが飛行機で

駆けつけ，儀式を執 り行いました。

以前 自分が管理 したアロン神権定員

会 に所属 していた一 人の祭司 を愛 し，
る

責任感を抱いていたウォーナー監督 は，

一人も失わないよう救助に向かいました。

そのような監督はほかにもいます。個

人的に面識のある監督が ３人います。彼

らが各々のワー ドを管理 していたころ，

祭司定員会 には４８人またはそれ以上の

祭 司が所属 していました。聖文に規定

された祭司定員会の定数を満たす数で

す。この３人の監督はアルビン・Ｒ・ダイ

アー， ジョセブ・Ｂ・ワースリン，アルフ

レッド・Ｂ・スミスです。彼 らはこの責任

に圧倒 されたで しょうか。そのようなこ

とは決してありませんでした。自ら熱心

に働くとともに，配慮の行 き届いた両親

の助けや主の祝福 を得 て，それぞれの

祭 司定員会の会 員一 人一人 を導 きまし

た。彼 らの導いた祭司たちはほとんど例

外なく，メルキゼデク神権の長老の職に

聖任 され，伝 道地で奉仕 し，主の神殿

で結婚しました。 ダイアー兄弟とスミス

兄弟 は次の世へ旅立ちましたが，十二

使徒定員会会員のショセブ・Ｂ・ワースリ

ン長老は今晩この会場にわたしたちとと

もに出席 しています。ワースリン長老，

今は成長 し年 を重 ねたあの若者たちに

対するあなたの奉仕 と指導を，わたした



ちは溌して忘れません。

１２歳のとき，わたしは執事 定員 会の

書記 として奉 仕す る特権 を得 ました。

定員会の会員 たちが果たす機会のあっ

た多 くの割 り当てを，喜びをもって思い
せいさん

出 します 。神 聖 な聖餐 のパスを行 い，

月々の断食献 金を集め，互いに助け合

った記憶が次 々に心 に浮かびます。最

も恐 ろしい割 り当てを受けたのは，ワー

ド大会の指導者会のときでした。集会

を管理 していたのはステーク会長会 の

一員のウィリアム・Ｆ・パーショーンで し

た。彼は大勢 のワー ド役 員に話を依頼

しました。その後，彼はわた しに何 の

予告 もなく，立ち上がってこう言ったの

です。 「これから，執事定員会書記の ト

ーマス・Ｓ・モ ンソン兄弟が御 自分の奉

仕 に関する報告を行い，証 を述べ てく

ださいます。」話 した内容はまったく思い

出せ ませんが，忘れられない経験でした。

兄弟の皆さん，パ ウロの次の勧 告を

心 に留 めてください。 「あなたがたのう

ちにある望みについて説明を求める人に

は，いつでも弁 明のできる用意をしてい

なさい。」‘

第二次大戦中，１０代 だったわたしは

教師定員会会長 として奉仕 する特権 を

得ました。わたしは，教義 と聖約 第１０７

章８６節の教えを学 び，実践す るよう勧

められました。「教師の職を管理する会

長の義務 〔は〕，聖約 の中で与 えられて

いるとおりに，……彼らとともに会議会

の席に着 き，彼 らにその職の義務 を教

えることである。」わたしは全力 でこの義

務を果たしました。

この定員会にブリッツ・ホーロルド兄

弟がいました。背丈 は低いものの，心

は勇敢な兄弟で した。１７歳 になるとす

ぐに合衆国海軍に入隊し，訓練へ と出

かけました。後 に彼 は太平洋上で繰 り

広げ られた数多 くの残忍 な戦闘に加わ

る大型戦艦に乗 り込みました。彼の船

は深刻な被害を受け，多 くの水兵が命

を奪われた り負傷 したりしました。

ある戦闘の後 ，休暇で里帰 りしたブ

リッツは，教師定員会に出席 しました。

定員会のア ドバ イザーは彼 に対 し，わ

たしたちに話 をす るよう要請 しました。

濃紺の軍服 に勲 章を着 けた彼は華麗 に

見えました。わたしは何かためになる話

をしてくれるよう依頼 しました。 とはい

うものの，わたしたちは同年代です。彼

は苦笑いしながら答えました。 「志願な

んてするものじゃないそ。」

わたしは１７歳のあの 日を境にずっと

ブリッツを見かけませんでした。数年前，

あの海戦 の記事 を雑誌 で読みました。

ブリッツはまだ生きているのか， もし生

きているならソル トレークのどこかにい

るのだろうか。わたしは１本の電話で彼

を探 し当て，その雑誌を送 りました。彼

と夫人は感謝を伝えてくれました。ブリ

ッツはまだ長老 に聖任 されておらず，神

殿 に参入 したこともないことが分かりま

した。神殿の祝福を受けるふさわしさを

得 るよう励ます手紙 を送 りました。２度

ほど偶然 レストランで会いました。ジョ

イス夫人はいつ もこう言いました。 「主

人を見捨てないでくださいね。」彼の娘た

ちも声に出して同意 しました。わたしは

彼 を励まし続けました。
ふ ほ つ

つい数週間前，新聞の計報欄で，ブ

リッツの妻ジョイスが亡くなった記事を

読みました。 ブリッツを神殿に連れて行

くというわたし自身の計画がもっと功 を

， 混声のモルモンタバナクル合唱団。総大会の３つの部会で音楽を提供した。
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奏していればと，どれほど思ったことで

しょう。ホーロルド姉妹の告別式の時間

と場所 をメモし，ほかの予定 を調整 し

直し，告別式に出席 しました。ブリッッ

はわたしを見つけるとすぐ，一直線に歩

いて来 ました。ともに涙を流 しました。

わたしは最後の話者 の割 り当てを受け

ました。

わたしは話す際，ブリッッと家族を見

て言 いました。 「ブリッッ，わ たしは
き よ う

今 日この場 に，かつて二人が所属 して

いた教師定員会の会 長として参列 して

います。」それからわたしは，ブリッッと

家族が神殿の儀式 を通 して 「永遠の家

族」になれることについて話 し，その時

が来たらわたしが儀式を執行することを

固く約束しました。

最後に，涙をこらえながら，家族 と参

列者が聞いている前でわたしは言いまし

た。「ブリッツ，わたしの友，わたしの

戦友。勇気にあふれ，決意に満ちた友
ひん

よ。君は国が危機に瀕 しているときに前

線に身を置きました。ブリッッ，あなた

は今 こそ指揮官の笛の合 図を聞く時で

す。君の昇栄への旅 のために，『全員乗
いか り

船。錨を上げよ。』ジョイスはそこで待っ

ています。わたしはあなたの子どもや孫

たちが祈っていることを知 っています。

わたしはかつての教 師定員会 会長 とし

て全 力を尽 くします。あなたの愛す る

人々とともに日の栄えへ と運ぶ船に，あ

なたが乗 り遅れないように。」
なら

わたしは彼に海軍 の儀礼に倣 った敬

礼をしました。ブリッツは立 ち上が り，

わたしに敬礼 しました。

兄弟の皆さん，容易 に覚 えられるこ

の言葉に従えますように。「最善 を尽 く

して義務 を果 たそう。そ して，後は主

にお任せ しよう。」イエス・キリス トの
み な

御名により祈 ります。アーメン。
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手を差 し伸べ ，

弓き上げる
大管長

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー

履 ω所にいる人々に手を差し伸べ 高ω所へ引ま士げましょう。情しみなく経

潮 な支緩をし鵠しょ：ラ。わたした５の仲聞に壱っと大昔耀 を示しましょう。ノ

愛なる兄弟の皆さん，このホ

親 瀦獄 ：謬
りにし，さらには世界中のあちこちに大

勢の神権者がいて，そのすべてが心を一

つにし思いを一つにしていることや，生

ける神の神権の権能を持っていることを

知るのは，実に感慨深 く，また謙虚にさ
み た ま

せてくれる経験です。聖なる御霊の導 き

があるようにと願っています。

この神権 者の集いは世界でも類 を見

ないものです。このような集いはどこを

探 してもありません。この集いは主の軍

勢，すなわち真理の敵サタンと戦う備 え

ので きた男性 ，何 事にも熱心 な男性，
あかし

真理の証を伝える男性， この偉 大な大

義のために犠牲を払い多 くを与えてきた

男性 で構成されています。主が皆 さん

を祝福 され，支え，強めてくださいます

ように。 「あなたがたは選 ばれた世代 ，
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王国の神権者である。」（欽定訳 １ペテロ

２：９より和訳 ）

兄弟の皆 さん，与えられた神権 にふ

さわしくなりましょう。主にさらに近 く

生活 しましょう。善き夫，善 き父親 とな

りましょう。

自分 自身の家庭の中で独裁者となっ

ているような男性は，神権にふわさしく
はんりょ

あ りません。 自分の選んだ伴侶 に対 し
る

て尊敬や親切，あるいは愛 を示せ ない
み て

人は，主 の御手の中にあってふさわし

い器 となることはできません。

同様に，子 どもに悪い手本 を示 し，

感情を抑え切れず，不正直あるいは不

道徳な行為 に手を染めるいか なる男性

も，その神権の力を取 り去 られることに

なるでしょう。

次の聖句 を思い出して ください。「神

権の権利は天の力と不可分のものとして

結びついており，天の力 は義の原則 に

従ってしか制御することも，運用するこ

ともできないということである。

なるほどそれらがわたしたちに授けら

れることもあろう。しかし，わたしたちが

自分の罪を覆い隠そうとしたり，自分の

高慢，自分のうぬぼれた野望を満たそう

としたり，あるいはいかなる程度の不義

によってでも，人の子 らを制御し，支配

し，強制しようとしたりするとき，まこと

に，天は退き去 り，主の御霊は深 く悲 し

む。そして，主の御霊が退き去 ると，そ

の人の神権，すなわち権能は終わりであ

る。」（教義 と聖約 １２１：３６－３７）

兄弟 の皆 さん，主から恵みを受 け神

聖な力 を授かった者 として，善良 な人

嶋



問にだりましょう。

では別の， しか し関連する話題につ

いてお話ししましょう。

今年 ４月の神権部会 で， わたしはあ

る新 しい計画を発表しました。南アメリ

カ，メキシコ，フィリピン，その他の地

域から召 されて働 く大勢の宣教師のこと

について話 しました。彼 らは召しにこた

え，北アメリカ出身の兄弟姉妹 とともに

奉仕します。強い証 をはぐくみます。新

しい生活様式を学びます。現地の言葉

を話 し，現地の文化 を知 っているので，

非常に効果的に働 くことができます。熱

心かつ献身的に働いて，人生のすばら

しい時期を過 ごします。

やがて彼 らも解任 され，故 国へ戻 り

ます。彼 らの家族 は貧 困の中で生活 し

ています。そしてほとんどの場合 ，以

前と同じ状態に戻 ってしまいます。技能

がないため，結果 的に良い就職 口をな

かなか見つけられず，身動 きが取 れな

くなってしまいます。

わた しは皆 さんに「永代 移住基金」に

ついてお話ししました。この基金は，教

会の開拓時代 に，イギリスやヨーロッパ

からやって来る貧しい人々を援助するた

めに設立されだものでした。小額の貸し

付 けを行 うための回転資金が設立され

たのです。この貸 し付けによって，３万

人の改宗者か母 国か らシオンへ と移住

し，集まることができました。

わた しは皆 さんに，同 じ原則 を応用

して，「永代教育基金」と呼ぶ基金 を設立
しゅっふん

しようとお話 ししました。什分の一の献

金からではなく，教会員の寄付による基

金から，元金 を作 ります。そして，この

元金から生み出される利益が若い兄弟

姉 妹たちを支援す るために用い られ ま

す。す なわち，学校に通 い， より良い

仕事に就 くための資格を得 られるように

するのです。彼 らは技能 を伸 ばし，十

分な収入を得 られるようになり，家族を

扶 養 し，彼 らと彼 らの前の世代 が経験
は

したような貧困から這い上がることがで

きるのです。

この基金が計画 された当初，元金は

一切ありませんでした。 しかし，わたし

たちは信仰 をもって前進 し，組織 を設

立 し， ささやかなが ら， 自分 たちが必

要と感 じることを実行しました。何万 ド

ル，何千万 トル，さらには何百万 トルも

の献金が送られてきたことを，喜びをも

って報告したいと思います。これらの献

金は，主を愛 し，あまり恵まれない主の

民が経済的に立ち上がるのを惜 しみな

く助 けたいと願 う教会員から送られてき

たものです。現在，わたしたちにはかな

りの額の元金があります。しかし，もっ

と多 くの献金が必要です。このような献

金が引 き続 きなされるよう願 っていま

す。元金の額が援助の対 象となる人の

数を決定します。

さて，６か月がたった今， どのような

ことが達成 されたか皆さんに報告 したい

と思います。まず最初 に，ジョン・Ｋ・カ

ーマ ノク長老 を召 しました。カーマック

長老は七十人第一定員会で立派に働 き，

今回の大会で名誉七十人となりました。

彼は優秀な弁護士であり，実務

面で信頼 に足 る判断ができる人

物 であり，すはらしい能力を備

えた人物です。彼 は「永代教育

基金」部 門の管理ディレクターに

任命 され ました。長老は，七十

人の職務から解任 されましたが，

この新 たな責任 にあって全 時聞

をその務 めの遂行にささげるこ

とになります。

七十人のリチャード・Ｅ・クノク

長老 も，同様に名誉七十人 とな

りましたが，カーマック長老とと

もに働 き，財政面を担当すること

になります。クック長老は以前に

フォード自動車株式会社の経理

部長補佐 を務め，世界 的規模の
そっけい

財務に造詣の深い人物で，最 も

有能 な経営幹部であり，主と主

の子どもたちを愛する人物です。

これまで これ ら二人の兄 弟た

ちを中央幹部 として片面だけ擦

り減 らしてきましたが，今回は，

裏返 しにして，もう片面 も擦 り

減 らすことにしました。

彼 らは組織および研修の専 門

家 レックス・アレン兄弟，高等教

育 プログラムに広範囲にわたる

経験を有するチャド・エハ ンズ兄

弟 とも，一緒に責任 を果たして
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います。

あらゆる人が，見返 りを求めることな

く，その時間と専 門的知識 をささげて

働いています。

このプログラムは，すでに組織 され，

機能 しています。これらの兄弟たちは，

適 切な管理原則 に基づ き，正 しいスタ

ー トかで きるよう
，これまで細心の注意

を払ってきました。最初のうちは，この

プロクラムの機能する範囲 を制 限して

いましたか，その範囲も，わたしたちが

資金を増すに従って，拡大していくこと

でしょう。

これ らの兄弟たちは教会が持つ既存

の組織を活用すべく働 きかけを行ってき

ました。 このプロクラムは神権を基とし

ています。だからこそ，成功するのです。

このプロクラムを始めるのは監督やステ

ーク会長です
。教会教育システムや雇

カンファレンスセンターの外て入場を待つ大会参加者
せ ん と コ

たち。 ソル トレーク神殿の尖塔 か後ろにそひえている。



用センター，さらには驚嘆すべき協調の

精神でともに働 くほかの組織と提携 しな

がら，このプログラムは推進されていき

ます。このプログラムが最初に実施され

たのは，帰還宣教師の数が多 く必要性

の高い地域，す なわちペ ルー，チ リ，

メキシコの３か国でした。地元の指導者

は熱心 に， また献 身的 に働 きました。

受益者 は自立 に関する真の原則 を学ん

でいます。 自分の可能性に対する展望

を大 きく広げることができるようになっ

ています。職業訓練のために地元 の優

秀な学校 を選 び，個人や家族 ，その他

地元から得 られる手段 を最大限に活用

しています。そして与えられた機会 に価

値を見いだ し，意欲 を持 ち，深い感謝

の念を抱いています。２，３の実例 を紹

介してみましょう。

まず最初に，ボリビアのコチャバンバ

で伝道 した青年につ いて紹介 します 。

彼は信仰深い母親 ，そ してめい ととも

に，貧 しい人々の居住 区に住 んでいま

す。小さな家の床 はコンクリートででき

ています。 白熱電球が １個で，屋根 は

雨漏 りが します。 窓は割れています 。

彼は優秀な宣教師でした。 こう語 って

います。

「伝道はわたしの人生で携 わることの

できた最高の経験 でした。わたしは戒

めに従順になること．，試練のときに忍耐

することを学びました。 また英語 も少 し

学びましたし，お金や，時間，才能を

より有効に用いる方法も学びました。

そして伝道が終わ りました。故郷 に

帰るのはわたしにとって大変なことでし

た。アメリカ人の同僚たちは大学に戻る

ことができました。しか し，わたしの国

ではひどい貧 困が待ち受けていたので

す。教育 を受けるにはとても難しい状況

でした。母は最善を尽 くしてくれますが，

子どもの教育まで面倒を見る余裕はあり

ません。母は貧しさにとても苦 しんでい

ます。わたしが母の頼みの綱なのです。

『永代教 育基金 』について知 ったと

き，わたしはほんとうに喜びました。預

言者はわたしたちの努力を理解してくだ

さったのです。わたしは喜びで胸がい

っぱいになりました。 ……勉強をして，

自立 し，家族を持ち，母を助け られる

可能性が出てきたのです。

わたしは働 きながら勉 強できる地元の

学校で会計を学ぶつもりです。３年間だ

けの短いコースです。ビルの管理人とし

て働 き続けなければなりませんが，それ

は苦になりません。いったん卒業して会

計の仕事が見つかったら，国際ビジネ

スの分野でより高い教育 を受けることを

目標に働くつもりです。

このプログラムは，すばらしい機会で

す。失敗はできません。主はわたしたち

を信頼しておられます。わたしはモルモ

ン書 の中で，戒めを守るならば地にお

いて栄 える，という預言者に語られた主
み こ と ば

の御 言葉を何度 も読みました。この預

言は今成就しつつあります。わたしは，

わたしの兄弟姉妹が持っていなかった

ものを受けるという， また家族 を助け，

自分の目標 を達成するというこのすばら

しい機会を授かったことを神に心から感

謝しています。また，ほかの人々も同じ

ように多くの恵みを受けられるよう自分

に貸 し付 けられたお金を返済することに

もわくわくしています。そうするときに，

主がわたしを祝福 して くださることを知

っています。」

すばらしいと思いませんか。では，も

う一つの実例を紹介 しましょう。メキシ

コシティーに住むある青年は約ユρ００ドル

の貸 し付けを認可 され，ディーゼル整

備士 になるための学校に通うことができ

るようになりました。彼 はこう語ってい

ます。「わたしが交 わした約束は， 自分

の努力に満足感を得 られるよう最善を尽

くすということです。このプログラムが

価値 ある大切なプログラムだということ

を知っています。だからこそ，わたしは

将来のため最大限にこのプログラムを活

用 しようとしています。貧しい人々に仕

え，助 けを与え， 自分の家族 を助 ける

ことができるのです。わたしはこのすば

らしい，霊感 されたプログラムについて

天の御父に感謝しています。」

最近，メキシコシティー出身のもう一

人の青年にも貸 し付 けが認可 され まし

た。この青 年はネバ ダ州ラスベ ガス伝

道部で宣教 師 として働 きました。歯科

技師 になるとい う望み を持 っていまし

た。彼は職業訓練の中で１５か月間にわ
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たって献身的に働 くことを求められまし

た。こう語 っています。『永代教育基金』

の助けによって専 門学校 での勉強を終

えた時点でのわたしの約束は，ほかの

帰還宣教師たちも同じように祝福 にあず

かることができるよう貸 し付 けを返済す

るということです。」
あつ

だからこそわたしたちは，信仰篤 く

有能な若者たちが経済 的な成功 を約束

する努力のはしごを上れ るようにこの業

を始めたのです。与えられるチャンスを

生かすことによって，彼 らは自分たちが，

また自分たちの両親や先祖が，ほんと

うに長い間経験 した貧困の泥沼 から抜

け出すことができるのです。彼 らは宣教

師 として奉仕 し，さらに引き続き教会で

奉仕 します。 自分 たちの母国でこの偉

大な業を導 く指導者 となります。什分の

一やその他の献金 を納 めます
。その結

果 として全世界の津 々浦々で教会の業

の発展が可能となるのです。

わたしたちは今年 の末までに約 １２００

人の若者たちがこのプログラムの恩恵に
る

あずかることになるという予想を立てて

います。今 から３年後 には，その数 は

３，０００入以上に達するだろうと推測 して

います。機会がすでにそこにあ ります。

援助の必要に迫 られています。失敗す

ることもあるで しょう。 しかしなが ら，

男女 とも，か なり大部分 の若者 たちが

期待されたとお り返済してくれることで

しょう。

唯一の限界は，わたしたちの持って

いる基金の額だけになるでしょう。この

プログラムに参加 を望むすべての人に，

額の大小 にかかわらず，献金してくださ

るよう再度お願いいたします。そうすれ

ば， この偉 大な業を拡張 し，信仰深 く

潜在的な能力 を有する人々に，末 日聖

徒 イエス・キリス ト教会の忠実な会員と

して，経済的 自立を得させ ることがで

きるのです。

この教会のすば らしい業の持つ意味

がお分か りでしょうか。二人の宣教師が

ペルーのとある町にある小 さな家のドア

をノックします。一 人の女性が戸 ロに

出て来ます。宣教師が何 を求めている

のかこの女性にはよく分かりません。 し

か し，二人の宣教 師は家の中に招 き入











れられ ます。宣教師たちは，ご主人や

子 どもたちが一緒 にいるときにもう一度

訪問する予定を立てます。

宣教師たちは彼 らを教えます。御霊

の力に心 を動か された家族 は永 遠の真

理のメッセージにこたえます。こうして

家族はバプテスマを受けます。

家族は教会に活発に集います。正直

に什分の一 を支払いますが，その額 は

わずかです。この家族には１０代後半の

息子あるいは娘がいます。ふさわしいと

きに，この息子あるいは娘は宣教師とし

て働 くように召 されます。家族は子ども

の伝道を支援するためにできる限りのこ

とを行います。残 りの援助は聖徒たちの

献 金で構成される宣教 師基金か ら補 わ

れます。

この息子あるいは娘は，合衆 国やカ

ナダから来 た同僚 と一緒 に働 きます。

英語を学びますが，同僚 のスペ イン語

の方がかな り上達 します。二人の宣教

師は，二つのきわめて異 なる文化 を代

表 しなが らも，お互いに愛 し合 い，感

謝 し合い，尊敬 し合い，一つ となって

働 きます。

伝道が終わるとともに；北アメリカ出

身の同僚は帰国し，復学 します。ペルー

の宣教 師は故郷に帰 り，低レベルの仕事

を探す ことしか望めません。収入もほん

とうに微々たるものです。惨めな未来が

待 っています。 しかし，良い仕事を見つ

けるために必要な技術 もありません。そ

んなときにこの希望に満ちた明るい光が

さし込みます。さて兄弟たち，もうお分

か りでしょう。これ以上長々と話す必要

もないでしょう。何 をすべきかは明確で

す。援助の必要性はとてつ もなく大きく，

主がこの道を示されたのです。

最 近，カーマ ック長老 は，ある古い

会計簿を見つけ，わたしのところに持 っ

て来てくれました。今 をさかのぼる１９０３

年のこと，未来の教師を目指す学生た

ちが より大きな機会 にふさわしい能力 を

身に付けられるよう援助する小規模の基

金が設立されていたことをわたしたちは

知 りました。在学期間中，そのような学

生をささやかな貸し付け金によって助 け

ていたのです。

この基金は，大恐慌のとき最終 的に

中止 されるまで３０年間続けられました。

わたしはその古い会計簿 に記されて

いる名前を見て驚 きました。そのうちの

二人は後 に大学の学長 となった人たち

で した。その ほかの人 々も，著名 なあ

るいは高度の資格 を有する教育者 とな

りました。会計簿には，返済額 １０ドル，

２５ドル，３ドル１０セントの利子などとい

ったことが記 されていました。このプロ

グラムの受益者 の一人は，監督となり，

ステーク会長となり，使徒となり，最後

には副管長になりました。

兄弟の皆 さん， わたしたちはお互い

にもっと心からの関心 を示 し合 う必要が

あ ります。底辺の生活 をしている人々を

助けるためにもう少し努力する必要があ

ります。少 しの援助があれば生活 を改

善できる，信仰篤 く，高潔で，能力の

ある人々に励ましと助けを与える必要が

あ ります。

この原則は，この基金 によって現在

推進していこうとしている事業のみなら

ず，もっと広い意味の事業にも応用され

るべ きものです。もっと思いやりの心 を

持ちましょう。低い所にいる人々に手を

差 し伸べ，高い所へ引 き上げましょう。

惜 しみな く経済的な支援 をしましょう。

わたしたちの仲 間にもっと大 きな愛 を示

しましょう。

主はわたしたちを例 えようもないくら

い豊かに祝福 してくださっています。そ

して，援助を必要 としている人は非常

に大勢いるのです。主はこうおっしゃい

ました。 「わたしの兄弟であるこれらの

最 も小さい者のひとりにしたのは，すな

わち，わたしにしたのである。」 （マタイ

２５：４０）

使徒行伝 にはこう記されています。
うま

「生れながら足のきかない男が，かか

えられてきた。この男は，宮もうでに来

る人々に施しをこうため，毎 日，『美しの

門』と呼ばれる宮 の門のところに，置か

れていた者である。

彼は，ペテロとヨハネとが，宮 にはい

って行こうとしているのを見て，施しを

こうた。

ペテロとヨハネとは彼 をじっと見て，

『わたしたちを見なさい』と言った。

彼 は何 かもらえるのだろうと期待 し
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て，ふたりに注 目していると，

ペテロが言 った，『金銀 はわたしには

無い。 しかし，わたしにあるものをあげ

よう。 ナザレ人イエス ・キリストの名に

よって歩きなさい。』

こう言って彼の右手を取って起 してや

ると，足と， くるぶしとが，立ちどころ

に強くなって，

踊 りあがって立ち，歩き出した。そし

て，歩 き回ったり踊ったりして神をさん

びしながら，彼 らと共に宮にはいって行

った。」（使徒３：２－８）

さて注意していただきたいのは，ペテ

ロがこの男の右手を取って，起こしてや

ったことです。

ペテロはこの足の利かない男を起こす

ために身をかがめなければならなかった

のです。わたしたちも同じように身をか

がめなければなりません。

親愛なる兄弟 の皆さん，神が皆さん

を，老いも若きも，祝福 してくださいま

すように。信仰を持ち続けてください。
み わ さ

愛によって御業 を行ってください。主の

道に従 って，家族 を養って くだ さい。

「神に頼って生 きるようにしなさい。」（ア

ルマ３７：４７）
み な

イエス・キリストの御名によりお祈 りい

たします。アーメン。

日差 しを受けた カンフ ァレンスセ ンター

のロビー。



●日曜午前の部会

２００１年 １０月７日

今がその時である
第一副管長

トーマス・Ｓ・モンソン

假 後の裁 ぎの場 で，大ぎ存後侮，や０残したことがなωように……．生ぎτωぎ

ましょう。ノ

Ａ 朝・こうして皆さんの前に立
つと，わたしの心に， 日曜学

フ 校であの美 しい賛美歌を歌っ

た若い日々がよみがえります。

「楽し安息の日

世の業休 む

楽 しきこの朝

よき祈 クのヨ」１

この安息 日に皆 さんにお話 しす るに

当たり，皆さんの信仰 と祈 りが ともにあ

るように祈っています。

わた したち は皆 ，あ の運 命 の 日，

２００１年９月 １１日に起 こった惨事 によっ

て，大変 な衝 撃を受 けました。突然 ，

何の前触れ もなく，壊 滅的な破壊によ

ってあまりにも多 くの男女，そ して子ど

もの命が奪 われました。楽 しい将来の

計画は消え失せ ，代 わりに残されたの

は，傷ついた心か らわ き上がる悲 しみ

の涙と悲痛な叫びでした。

この３週間半の間，その 日の惨事 に

よって直接 的に，あるいは間接 的に影

響 を受けた人々から，数え切れないほど

の便 りが届 きました。会員であるレベッ

カ・シンダーの言葉 を皆 さんにご紹介 し

たいと思 います。彼女 は９月１１日火曜

日の朝，ソル トレーク・シティーからダ

ラスに向かう飛行機に乗っていました。

悲劇が起 こったとき，すべてのフライト
ま ひ

が麻痺 したため，彼女の飛行機 もテキ

サス州アマリロに着陸 しました。シンダ

ー姉妹 は次のようにつづっています。

「わたしたちは皆飛行機 を降りて空港の

テレビを見つけると，状況を伝える報道

を見ようとその周囲に集 まりました。乗

客たちは 自分 が無事 に地上に降 りたこ

とを，愛する人々に電話で伝 えようと列

を成 していました。このフライトに同乗

し，伝道地に向かう途上にあった１２人

前後の宣教師たちのことをわたしは決し

て忘れないでしょう。彼 らは電話 をした

後，空港の隅で輪 になってひざまずき，

祈 りをささげていました。す ぐに祈 りが

必要だと感 じた心優 しい若 い彼 らの姿

を，そのまま両親に見せ られたらどんな

に喜ばれるだろうと思いました。」

兄弟姉妹の皆 さん，死はすべての人

にいつか訪れるものです。 よろめく老人

にも訪れ ます。人生の旅路の半分 も歩

んでいない人に来世への召喚状が届 く

こともあれば，幼い子 どもの笑い声が失

われてしまうことも少 なくありません。

死は，だれも逃れた り，否定したりする

ことのできない事実なのです。
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死 は，しばしば侵入者として訪れます。

人生 の祝宴の さなかに突然姿 を現 し，

その光 と快活さを消 し去っていきます。

死はわたしたちの愛する者のうえにその

重い手を乗せ，わたしたちは時折，当惑

と疑問の渦中に取 り残されます。ひどい

苦痛や病気 といった特別な状況にある人
あわ

には，死は，憐れみの天使 として訪れま

すが，ほとんどの場合，わたしたちは死

を人の幸福の敵 と考えます。
くらやみ

回復 された真理の光は，死の暗闇を

追いや ります。主 は言われました。「わ

たしはよみがえりであり，命である。わ

たしを信 じる者は，たとい死んでも生き

る。また，生 きていて，わたしを信 じる

者は，いつまでも死なない。」２

墓 を超えた命というこの確信，そうで

す，この神聖な確証 こそ，救い主が約

束された平安を与えてくれるものです。

主は弟子たちに約束されました。 「わた

しは平安をあなたがたに残 して行く。わ

たしの平安をあなたがたに与える。わた

しが与えるのは，世が与えるようなもの
ら

とは異なる。あなたがたは心 を騒がせ

るな，またおじけるな。」３

カルバリの暗闇と恐 怖の中に，小 羊

の声が響 きました。「父 よ，わたしの霊

をみ手 にゆだねます。」４すると，もはや

暗闇は消えうせました。主は御父のみも

とに帰られたのです。主は神 のみもとか

ら来られ，神のみもとに帰って行かれま

した。同じように，この地上における巡

礼の旅 を神 とともに歩む人々も祝福 され

た経験 を通 して，神を頼 る子どもたちを

神 はお見捨てにならないと知 るのです。

死の夜 にあって，主の存在 は「光よりも

よく照 らし，知った道 よりも安全」なの

ですＱ５

サウロはダマスコへ行 く途中，よみが

えられ栄光に満ちたキリス トにまみえま

した。後 に，パ ウロと改 名 した彼 は，

真理の擁護者，また主の業に働 く勇敢
あかし

な宣教師 として，復活 された主を証 し

ました。コリントの聖徒たちに向かって

パウロはこう宣言しました。「キリストが，

聖書に書いてあるとおり，わたしたちの

罪のために死 〔に〕……

葬られ……聖書に書いてあるとおり，

３日目によみがえ〔られ〕……



ケパ仁現れ，次に，１２人に現れ …

そののち，５００人以上の兄弟たちに，

同時に現れ ・・

そののち，ヤコブに現れ，次に，す

べての使徒たちに現れ，

そして最後に，・・ わた しにも，現

れ〔られ〕たのである。」６

この神権時代 に，これと同様の証が

預言者ジョセブ・スミスによって雄々しく

語 られました。彼 はシ ドニー・リグドン

とともにこう証 しています。

「そして今 ，小羊についてなされてき

た多 くの証の後 ，わた したちが最後に

小羊についてなす証 はこれである。す

なわち，『小羊は生きておられる。』

わたしたちはまことに神の右に小羊を

見たからである。また，わたしたちは証

する声を聞いた。すなわち，「彼 は御父

の独 り子であり，

彼によって，彼を通 じて，彼から，も

ろもろの世界が現在創造 され， また過

去 に創造 された。そ して，それ らに住

む者は神のもとに生まれた息子や娘とな

る』と。」７

これこそ，わたしたちを支 える知識で

す。わたしたちを慰 める真理 です。そ

して悲しみに打ちひしがれた人を影から

光へ と導 き出す確信 なのです。それは

すべての人か受けられるものです。

命は何 とはかなく，死は何 と確かなも

のなのでしょう。わたしたちは自分がい

つこの世を去るように求められるか分か

りません。だからこそ，わたしはこう尋
き ょ フ

ねたいと思います。「わたしたちは今 日

をどのように過ごしていますか」と。 も

し明 日のためだけに生 きるなら，今 日と

いう日はすべて，無為 に過ごした昨 日

と化 してしまうことで しょう。「自分の人

生を見直そうと考えてはいるが，最初の

一歩 を踏み出すのは明 日にしよう」と
，

ず っと言い続けてはいないでしょうか。

その ような考えでは，明 日は永遠 に訪

れませ ん。そのために今 日何 かを行 わ

ないかぎり，そのような明日が来ること

はないでしょう。歌い慣れた賛美歌はこ

のように教えています。

「なすべき業ここにあり

その蒔ぱ今あ リ

ゾいつかなすノと言いて雌 を

週ごさす，今 θなせ」８

自分 自身に次のように問いかけてみ

ましょう。「わたしは，今 日何か善いこ

とをしただろうか。」「助 けを必要として

いる人に手を差し伸べただろうか。」その

ような問いかけは，幸福を得 るための原

則であり，だれかに感謝の心をもたらす

という満足感と内なる平安 を得るための
しょほ ノせん

処方箋です。

自らをささげる機会は確かに無限にあ

りますか，す ぐに失われて しまうもので

もあります。わたしたちには，喜ばせる

べ き心 ，伝 えるべ き思いや りの言 葉，

与 えるべき贈 り物，なすべき行い，そし

て救うべき人々が存在します。
はリカら

「あなたがたが同胞のために務めるの

は，とりもなおさず，あなたがたの神の

ために務めるのである」９ということを心

に留めてお くならば，ティケンズの不朽

の名作 『クリスマス・カロル』の中でエブ

ネセル・スクルージに自分が失った機会

を悲 しげに語 りかけたシェイコブ・マー

リーの幽霊のように，つらい立場に身を

置かな くて済むことでしょう。マーリー

はこのように言いました。 「いや しくも，

それぞれの置かれた小さな範 囲中で，

いかなることのためであろうと，熱心に

力を尽 しているキリス ト教的精神の持主

であるならは，さまざまの有益なことを

するためには人 間の生命は余 りにも短か

過 ぎると思う筈だということを知らない

のか。 また，一人の人間が失った機会

はいかほど後悔 しても取り返 しはつかぬ

ということを知らず にいるのだ。だが，

私 もそうだったのだ。おお ！ 私 もそう

だったのだ Ｕ

マーリーはさらに次のように言ってい

ます。「なぜわたしは気の毒な人たちを

かまわずに通 り過ぎたのだろう？ 東の

国の博士たちをみすぼらしいあはらやへ

導いて行ったあのありがたい星をなぜ見

上けなかったのだろう。その星に導かれ

醜露

ご

量
鑛
諜

争
『

鰹
懸
零

“

藝

磯
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て訪ねてやるべ き貧 しい家もあったろう

に。」１。

皆 さんも御存 じの ように，エブネゼ

ル・スクルージは幸いにも後に良い変化

を遂げました。わたしはスクルージのこ

の言葉が好 きです。「わたしは今 までの

わたしとは違います。」

『クリスマス・カロル』の話はどうして

これほ どまで愛されているので しょう
こんにち

か。 どうして今 日でもいきいきとした作

品なのでしょうか。わたしはこの作品が，

神より霊感を受けて書かれたものである

と思 っています。 人の特質のうち，最

良のものが引き出されています。そして

希望を与えてくれます。そして変わろう

という意欲を与えてくれます。わたした

ちは，足を引っ張ろうとする道から離れ，

心の中で歌いながら，星 に従 い，光に

向かって歩むことができるのです。そし

て歩みを速 め，勇気 を増 し，真理の光

を浴びることができるのです。あるいは

子どもたちの笑い声 をもっとはっきりと

聞 くこともできます。さらに嘆き悲 しむ

人の涙をぬ ぐうこともできるのです。そ

して死 を迎える人に，永遠 の命の約束

を分かち合 って慰めることもで きます。

もしわたしたちが垂れている手 を上げ，

苦 しむ人に平安をもたらし，主がなさっ

たように与えるならば，わたしたちは模

範によって，迷える者の道案内になるこ

とができるのです。

命ははかなく，死は避けられないもの

なので，一 日一 日を精 いっぱい生きな

くてはなりません。

わたしたちはせっかくの機会を台なし

にしてしまうことがよくあります。少 し

前のことですが，わた しはルイス・デ ィ

ッキンソン・リッチの心温 まる小説 を読

みました。その作品 には， この真理が

はっきりと描 かれています。このように

書かれていました。

「わた しの祖母 にはウィルコックス夫

人という宿敵がいました。祖母とウィル

コックス夫人は，隣同士の家に嫁ぎまし

た。二人の家 は，彼女たちがそれか ら

一生住むであろう小さな町の大通りに面

していました。二人の間の争 いが何に

よって引 き起 こされたのか，わたしには

分か りませんし，それから３０数年 を経

て，わたしが生まれたころの年代 になる

と，彼女たち 自身でさえも，何が発端

だったか覚えていなかったことでしょう。

二人の争いはちょっとしたいさかいなど

という生ぬるいものではありませんで し

た。まさに戦争そのものでした。……

町中，影響 を受けないものなどありま

せん。独立戦争，南北戦争，米西戦争

をくぐり抜 けて きた築 ３００年の教会 も，

祖母 とウィルコックス夫人による『婦 人

会会長職争奪戦』．のため，崩壊寸前とな

りました。そのときは祖母に軍配が上が

りましたが，無意 味な勝利でした。 ウ

ィルコックス夫人は会長の座を逃したた

め，憤慨して会を脱退 してしまいました。

敵を屈服させ られないのであれば，そ

の座 に着 くことに一 体何の楽 しみがあ

るでしょうか。そして今度はウィルコッ

クス夫人が『公共図書館の戦い』で 白星

を上げました。夫人は，わたしのフィリ

ーおばさんではなく，自分のめいのジャ

ートルー ドを司書 に任命することができ

たのです。ジャー トルードが着任 したそ

の 日か ら，祖 母は図書館の本 を読 まな

くなりました。突然 ，図書館 の本を『汚

らしい』と言うようになったのです。そ

して『高校 の戦い』では両者引き分 けと

な りました。ウィルコックス夫人は校長

を解 雇 しようと奮 闘 し，祖母は校 長に

終身在職権 を与えようと手 を尽 くしてい

ましたが，校長は決着が着 く前 に，転

職 してしまいました。

子どものとき祖母を訪ねる楽 しみの一
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つは，ウィルコックス夫人の孫たちにこ

っけいな顔をして，からかうことでした。

忘れもしないあの日，わたしたちはウィ
たる

ルコックス家の雨水 用の樽 に蛇 を入れ

たのです。祖母は口では反対 していま

したが，内心 は暗黙の同意 をしている

ことが分かりました。

まさかわたしたちだけがそんなことを

していたなんて思わないでください。 ウ

ィルコックス夫人にも孫がいたのですか

ら。祖母 もまた，いたずらの対象にされ

ていました。洗濯 日和 の日は，決まっ

てなぜか洗濯用 ロープが切 れて，落 ち

た洗濯物が泥 まみれ になっているので

す。

もしボス トン新聞に家庭欄がなかった

のなら，祖母はこんなにも長 く続いたも

め事に耐えられたかどうか，わたしには

分か りませ ん。 この家庭欄 は名案 でし

た。よくある料理のアイデアや掃 除のア

ドバイスだけではなく，読者のための手

紙コーナーが掲載 されていました。問題

があったり，ただ愚痴をこぼしたりした
も

ければ，『アービュタス』といったすて き

な名 前で新聞社 に手紙 を書 くのです。

祖母はその名前をペンネームに使ってい

ました。そうすれば，似たような問題を

持ったほかの女性が『匿名希望』や『クサ

ンティッペ』などの名前を使って投書 し，

自分 はそのような場合にはどうしたか教

えてくれるのです。問題が解決 してか

らも，女性 たちはその後何年 問も新 聞

のコラム上に，子 どものこと，保存食作

りのこと，新調 したダイニングセットの

ことなどを書いて，文通を続けるのです。

祖母 もそうしていました。祖母 と『かも

め』というペンネームの女性は，２５年以

上文通を続けました。 『か もめ』さんは祖

母の親友でした。

わたしが１６歳ぐらいのとき，ウィルコ

ックス夫人が亡 くなりました。小さな町

では，どんなに隣の家族を嫌っていよう

と，遺族 のためにどんな手伝 いができ

るか見に行ってあげることが，しきたり

になっていました。何 でも手伝うと言っ

たのが本気であることを示すために，祖

母はエプロンを着けて，芝生を越えてウ

ィルコックス家へ 出向きました。 ウィル

コックス家の娘たちは祖母に，すでにち



り一つない応接 間を，葬儀に備 えて掃

除するようお願いしました。応接 間のテ

ーブルの上に
，大 きなスクラップブック

があ りました。スクラップブックには，

祖母か ら「か もめ』さんあての，そ して

『か もめ』さんか ら祖 母あての手紙が，

きれいにはられていたのです。二人 とも

知らなかったとはいえ，祖母の最大の敵

が，実は親友だったのです。わたしは

その とき初めて祖 母が泣 くのを見 まし

た。その当時はどうして泣いていたのか，

はっきり分か りませんで したが，今振 り

返ると分か ります。 もう決 して取 り戻す

ことのできない，無駄に費やされた年月

を思って泣いていたのです。」

兄弟姉妹の皆 さん，決心 して，今 日

から愛で心を満たしましょう。孤独な人，

気落ちしている人，様々な理由で苦 し

んでいる人 に手 を差 し伸べるために，２

マイル行 きましょう。「悲 しむ人 を励 ま

し，だれかを喜ばせ」”ましょう。最後

の裁 きの場で，大きな後悔，や り残 した

ことがないように，そして使徒パウロと

ともに「わたしは戦いをりっぱに戦いぬ

き，走 るべき行程 を走 りつくし，信仰 を

守 りとおした」’２と言えるように生きてい
み な

き ま しょう。 イヱ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

り， ア ー メ ン。

注
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モルモン書

イエス・キリストについての

もう
侃
τ
⊥

あ
二
二
口のつ

十＝使徒定員会会長代理

ボイド・Ｋ・パツカー

ｒモルモン書 一 イエス ・キリス トにつωτのち う一つの証にば，この置の飢
いや

．えた霊 を癒 し，養 うカがあ ０ます 。ノ

Ａ わたしが手にしているのは・
モルモン書の初版です。これ

フ は１８３０年にニューヨーク州パ

ルマイラ村の Ｅ・Ｂ・グランディン社で ，

手動印刷機 を使って印刷 されました。

１８２９年６月，当時２３歳のジョセブ・ス

ミスは地元農場主のマーティン・ハリス

と一緒に２３歳のグランディン氏を訪問

しました。グランデ ィン氏はその３か月

前に本を出版する意志があることを宣伝

していました。ジョセブ・スミスは手書

きの原稿を数枚渡 しました。

この書物の内容が明るみに出るよう

運命づけられているのだとしたら，この

書物のいわれも間違いなく明るみに出る

ことでしょう。想像 してみてください。

天使 が１０代の少年 を森に導 き，そこで

彼は埋 められた石の箱 と１組め金版を発

見したのです。

金版に書かれた記録 はウリムとトンミ

ムを使 って翻訳 されました。 ウリムとト

ンミムは旧約聖書 １に何度も出てきてお

り，ヘブライの学者たちによって，「啓示

が与 えられ，真理が宣言される」２道具

であると説明されています。

モルモン書の印刷が完成する前 ，何

ページかが盗 まれ，地元の新 聞にあざ

けりの言葉 と一緒に載せ られたことがあ

ります。反感を駆 り立てられた暴徒は預

言者ジョセブ・スミスを殺 し，預言者を

信じた人々を荒れ野へ追いやりました。

このような思いも寄らない始 まりか ら
こんにち

今 日に至 るまでに，１億 ８９３万 ６，９２２部

のモルモン書 一 イエス・キリストについ

てのもう一つの証が印刷 されました。６２

の言語で 出版 されてお り，その他の３７

の言語で抜粋版があり，さらに別の２２

の言語で翻訳 中です。

今では，６万人の専任宣教師が１６２の

国で 自費で伝道 し，人生のうち２年をさ

さげてモルモン書が真実であることを証

しています。

何世代 にもわたって， モルモン書 は

読む人に霊感を与えてきました。ハーバ

ー ト・シュライターはドイツ語訳のモルモ

ン書を読みました。それにはこう書かれ

ていました。

「また，この記録を受けるとき，これ
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が真実か どうかキリス トの名によって永

遠の父なる神に問うように，あなたがた

に勧めたい。もしキリス トを信 じながら，

誠心誠意問うならば，神 はこれが真実

であることを，聖霊の力によってあなた

がたに明らかにしてくださる。

そして聖霊の力によって，あなたがた

はすべてのことの真理を知るであろう。」３

ハーバ ート・シュライターはこの約束

を試 して，末 日聖徒 イエス・キリスト教

会に入 りました。

１９４６年，戦争の捕虜から解放 された

ハーバートは， ドイツのライプツィヒに

いる奥さんと３人のかわいい娘 さんのと

ころに帰 りました。その後問もなく，彼

は ドイツのベルンブルクへ宣教師 として

出発 しました。同僚もなく，独 りぼっち

のハ ーバートは，空腹で凍えなが ら部

屋で腰を下ろし，どのように伝道を始め

たらよいか思いを巡らせていました。

彼 は戦争で打 ちのめされた人 々に何

を与えることができるかについて考 えま

した。彼 は「死後の生活 はあるのだろう

か」と丁寧に書いたはり紙を作 り，壁に

はりました。

ほぼ同じころ，ポーランドの小さな村

からある家族がベルンブルクにやって来

ました。

マ ンフレッド・シュッツェは４歳で し

た。 父親はす でに戦死 してい ました。

母親は，彼の祖父母と，母 と同様夫に

先立たれた彼のおばと，そしておばの

二人の幼い娘 とともに，たった３０分 の

猶予 しか与 えられず村か ら強制退去さ

せられました。持てるだけの ものを持っ

て彼 らは西へ向かいました。マンフレッ

ドと母親は小 さな荷車を引いたり後ろか

ら押したりしました。時々，病弱な祖父

が荷車に乗 りました。一人のポーランド

人将校が哀れな幼 いマ ンフレッドを見

て，泣 き始めました。

国境では兵士 たちが荷 物を乱雑にあ

さって奪ったり，寝具を川に投げ込んだ

りしました。それからマンフレッドと母

親は家族 と引 き離されてしまいました。

母親 は家 族がベル ンブルクへ行ったの

ではないかと思いました。その町は祖母

が生まれた所なので，きっと親類のとこ

ろに身を寄せているのではないかと思っ

一 ．．

たのです。何週間も信じられないような

苦 しみをなめた後，母親 と息子 はベル

ンブルクに到着 し，家族を見つけました。

７人が一つの小さい部屋で一緒に暮 ら

しました。しかし，彼 らの困難は終わり

ませんでした。二人の小さな娘を残 し，

おばが亡 くなったのです。悲しみに暮れ

る祖母は牧師を呼び求めて尋ねました。

「再び家族に会えるのでしょうか。」

牧師は答えました。 「復活というよう

なものはありません。死んでしまった人

は，死んでしまったのです。」

遺族 は埋 葬のために遺体 を紙 の袋に

包みました。

墓地 から戻る途中，祖父はほかの多

くの人々のように自殺 しようと言い出し

ました。ちょうどそのときです。彼 らは

シュライター長老が建物 にはっておいた

はり紙 を見たのです。「死後の生活はあ

るのだろうか。」そこには，末 日聖徒イエ

ス・キリス ト教会への招待の言葉があり

ました。集会に出席 した彼 らは，モル

モン書 イエス・キリス トについての

もう一つの証について学びました。

その書物は以下の事柄 を説明 してい

ます。

●この世の人生の 目的と死の意味，４

●死後の生活が確かにあること，５

●霊が肉体を離れるとどうなるか，・

●復活に関する説明，７
ゆる

● どのようにして罪の赦 しを得，また

赦された状態を維持できるか，８
あわ

●正義または憐れみはどのような影響

を及ぼすか，９

●何のために祈るのか，１。

●神権，”

●聖約 と儀式，’２

●天使の役割と務め，’３

●個人的な啓示を与 える静か な細 い

声，’４

●そして，中で も顕著 なのが，イエ

ス・キリス トの使命，’５

●そして，イエス・キリス トの完全 な

福音 に含 まれるその他 の多 くの貴 い教

え。

彼らは教会に入 りました。程なくその

生活は変わりました。祖父はパン屋の仕

事に就き，家族にパンを与えることがで

きるようになりました。そして，かつて
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「命のパ ン」１６を与えてくれたシュライタ

ー長老にも分かち与えることができまし

た。

それから，合衆 国の教会 から援助が

届 きました。マンフレッドはビーハイブ

（訳注 「蜂の巣」の意で勤勉の象徴。

ユタ州の異名の一つでもある）の絵がつ

いた小さな袋で届けられる穀物やカリフ

ォルニア産の桃を食べて成長しました。

彼 は教会の福祉物 資の衣類を身に着け

ました。

わたしは空軍の兵役か ら解かれると

す ぐにユ タ州ケイズビルにある福祉工場

へ行き，ヨーロッパの食糧のない人々へ

送る小麦の袋詰め作業を手伝いました。

わたしは自分が詰めた小 麦が入った袋

が一つでもマンフレッド・シュッツェと彼

の母親のところに届いたと考えたいと思

い ます。でなければ，同様の助けを必

要 とした人々のところに届いたことでし

ょう。
き ょう

ディーター・ウークトドルフ長老は今 口，

七十人の一人 としてわたしたちとともに
る

壇上に座 っていますが，今でもあの小

麦の香 りと幼い少年のときに手に持った

小麦の感触 を覚えているそうです。恐

らく，わたしが詰めた袋の一つが長老

の家族のもとに届いたことでしょう。

わたしは１０歳くらいのとき，初めてモ

ルモン書を読むことを試みました。最初

の部分 は新 約聖書で使 われているよう

な易 しい言葉で書かれていました。そ昌

の後，旧約聖書の預言者イザヤが書い

た文章が 出てきました。わたしは理解

することができず，読むのは難しいと分 ．

かりました。それで読むのをやめました。

何度かモルモン書を読むことを試みま

した。初めて通読 したのは，仲 間の爆

撃機乗組員たちとともに軍隊輸送船で

太平洋上の戦地へ 向か う途中のことで

した。モルモ ン書 を読んで，真実 かど

うか自分で知ろうと決心 しました。注意

深く読み，読み返しました。書いてある

約束を試 しました。 人生 を変える出来

事でした。それ以来，モルモン書 を読

むのをやめたことはありません。

多 くの若人はわたしよりも優秀です。

ある伝道部長の １５歳 になる息子 は，

教会 員がほとんどいない高校 に通 って



１

いまじた。

ある日，授業中に正誤判定 問題が出

題されました。マシューは１５番の問い

以外 は正 しく答 える自信 があ りました。

１５番が次のような問題だったからです。

「モルモンの預言者と言われているジョ

セブ・スミスはモルモ ン書を書いた。正

しい／誤 まり」

彼は どちらの答えも選べませんで し

た。そこで，利 ロな１０代の少年マシュ

ーは問題を書 き換 えました
。「と言われ

ている」という部分に ×印を書き，「書い

た」というところを「翻訳 した」に書 き直

したのです。すると問題はこうなりまし

た。「モルモンの預言者 ジョセブ・スミス

はモルモン書を翻訳 した。」彼は「正しい」

と解答して提出しました。

次の日，先生は厳 しい調子で，なぜ

問題を変えたのかと尋ねました。マシュ

ーはにっこりして言いました
。 「ショセ

ブ・スミスはモルモン書を書ωた のでは

なく，翻訳 したか らです。また，彼は

預言者と言われ τωた のではなく，預

言者だった からです。」

それか ら，マシューはなぜ そのような

ことを知っているのかクラスのみんなに

話すよう求められました。１７

イギリスで，妻 とわたしはドロシー ・

ジェームズと知 り合いになりました。 ド

ロシーはウィンチェスター大聖堂の境 内

に住む牧 師だった夫に先立たれていま

した。彼女 は何年 もの聞失われていた

家族の聖書 を取 り出して見せてくれまし

た。

何 年も前，家族の一人が財産を売 り

ました。新 しい持 ち主はその聖書が２０

年以上も開かれないままで小さい机の中

にあったのを見つけました。そこにはボ

ーモント・ジェームズという名の子どもが

書いた幾つかの手紙もありました。持ち

主はジェームズ家族を見つけ，長く失わ

れていた家族の聖書を返すことかできま

した。

タイトルページにある，次のような書

き込みを妻が読みました。「この聖書は

１６８３年の トーマス・ジェームズの時代か

ら我が家に伝えられてきた。この トーマ

ス・ジェームズはオノクスフォードにある

ボ ドレイアン図書館の初代 図書館員で，

１６２９年８月，ニューカレソジチャペルに

埋葬 された トーマス・ジェームズの直系

子孫である。 〔署名〕Ｃ・Ｔ・Ｃ・ジェーム

ズ，１８８０年」

余 白やメモのページは英語，ラテ ン

語 ，ギリシャ語 ，ヘブライ語で書かれ

たメモでびっしりと埋 まっていました。

特に一つの書き込みが彼女の心 を打 ち

ました。タイトルペーシの下の方から彼

女が読んだ言葉はこうで した。「聖書か

ら最高の感銘を受けると，読者 はそれ

を心に深 く刻み込む。」

それか らコリントか らの引用がありま

した。 「わたしたちの推薦状は，あなた

がたなのである。それは，わたしたちの

心 にしるされていて，すべての人に知ら

れ，かつ読 まれている。そ して，あな

たがたは自分 自身か，わたしたちから

送 られたキリス トの手紙であって，塁に

よらす生ける神の霊によって書かれ，石

の板 にではなく人の心の板 に書かれたも

のであることを，はっきりとあらわして

いる。２コリント３ ２－３」１δ

わたしのモルモン書の余 白にもたくさ

んの書 き込みがあり，大量に下線が引

かれています。ヒンクレー大管長 ととも

にフロリダ州へ行ったことが 一度ありま

す。大管長は説教壇から振 り返 り，聖

典 を１冊貸 してくだ さい と言いました。

わたしは自分 の聖典を渡 しました。大

管長は２，３秒 ，パラパ ラとめ くってい

ましたが，振 り返ってわたしに聖典を戻

しなが らこう言いました。 「どこもかし

こもこんなに塗 りつぶされては，読めた

もんじゃあ りませんよ。」

アモスは預言 しました。「ききんをこ

の国に送る日が来る，それはパンのきき

んではない，水にかわくのでもない，主

の

テンプルスクウェアて奉仕する宣教師たち。訪問者にあいさつし 多くの言語て福音を宣へ伝えている。
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の言葉を聞くことのききんである。」’９

幼いマンフレッド・シュッッェやディー

ター・ウークトドルフが住んだ世界よりも

はるかに危険な世界 にあって，モルモン

書一 イエス・キリストについてのもう一
いや

つの証には，この世の飢 えた霊を癒 し，

養 う力があります。

マンフレソド・シュ ノツェは今 では七

十人第三定員会の会員であり， ヨーロ

ノパ東部のセミナリーを管理 していま

す。母親は現在８８歳ですが，今でもフ

ライベルクの神殿に参入しています。ハ

ーバー ト・シュライターがかつて副神殿

長を務めた神殿 です。

ウルグアイ出身の新 しい七 十人，ウ

ォルター・Ｆ・ゴンサ レス長老 と一緒に，

わたしはユタ州モロナイで開かれた大会

に出席 しました。モルモン書に出てくる

名前が付 いた町です。モロナイには医

師も歯医者もいません。食料を買 うため

に町を出なければなりません。学生たち

は統合地域の高等学校までバスで揺 ら

れて盆地を横断するのです。

わたしたちは２３６人の出席者 とともに

集会を開きました。 ゴンサ レス長老が，

出席者たちを農業に従事する平凡な入々

にすぎないと思わないように，わたしは

次 のような証 の一文 を提 示 しました。

「わたしは福音が真実であることと，イ

エスがキリストであられることを知って

います。」これをスペイン語で言える人は

いますか，とわたしは質問 しました。何

人かが手を挙げました。次 に，ほかの

言語で言える人はいますか，と尋ねまし

た。すると以下の言語でこの証が繰 り

返されたのです。

日本語 中国語

スペイン語 トンガ語

ドイツ語 イタリア語

ポルトガル語 タガログ語

ロシァ語 オランダ語

フィンランド語

マオリ語

ポーランド語

韓国語

フランス語

合計１５か国語

づ

再び，英語で言います。 「わたしは福

音が真実であることと，イエスがキリス

トであられることを知っています。」

わたしはこのモルモン書 イエス・

キリス トについてのもう一つの証を愛 し

ています。それを研究してください，そ

うすれば旧約聖書，新約聖書 の両方と

も理解することができます。それが真実

であることを知っています。

この １８３０年版のモルモ ン書は，２３歳

のエグバー ト・Ｂ・グランティンによって

２３歳のジョセブ・スミス・ジュニアのため

に印刷 されました。１０５ページから読み

ます。「わたしたちはキリス トのことを話

し，キリス トのことを喜 び，キリス トの

ことを説教 し，キリストのことを預言 し，
ゆる

また，どこに罪の赦しを求めればよいか

を，わたしたちの子孫に知 らせるために，

自分たちの預言したことを書 き記すので

ある。」２。

これこそまさにわたしたちが行ってい

ることなのです 。 イエス ・キリス トの
み な

御 名 に よ り， アー メ ン。

注
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雄々しく立っ
管理監督

Ｈ・デビッド・バー トン

ｒイエス・ヰリストは，常に雄々しく立つ完全窟欄 τす。主ば，高潔ざと強さ

と勇気を身をもっτ示されました。ノ

賢欝 灘 ｌｌｌ
（訳注一 文字 どおりには「高 く立ちなさ

い」の意）。」父は，わたしの身長がもう少

し伸 びるようにとか，つま先立 ちをする

ようになどと期待 したわけではなく，妥

協 して原則を曲げた り，霊的 な価値 を

傷つけたり，責任か ら逃れた りせずに，

勇気をもって決断すべ きだと言いたかっ

たのです。父の助言に従 うと生活 はと

てもうまくいきました。 しかし，雄々し

く立つことができなかったときにはたい

ていの場合 ，不愉快 な思いをすること

になりました。最近，二人の幼い孫に，

雄々しく立つように と天のお父様がおっ

しゃったら，何をしてほしいということ

だと思 うか尋ねました。一人 は自然に

つま先立ちになったのでほんの少しだけ

背が高く見えました。二人はすかさず口

をそろえて，「正 しいことをしてほしいっ

てことだよ」と言いました。
く もん

９月 １１日の出来事の苦悶と混乱の中

から，たくさんの男女や国々が雄々しく

立ち上がりました。友好関係にある者 も

対立関係にある者 も皆，共通の敵 に対

して結束しました。たぐいまれな勇気に

あふれた行為がそこかしこに見られまし

た。人道的な援助 が分 け隔てなく行わ

れています。 人種 や宗教の違 いにかか

わ りなく，人々が犠牲者とその家族に援

助の手を差 し伸べています。無数の祈

りが ささげ られています。善を信 じる

人々が，恐怖の力と無分別 な暴 力を肯

定する人々に反対 して雄々しく立ってい

ます。

日和見主義者はいつか，いずれかの

側に立たなくてはならないと言われてい

ます。 もしわたしたちが 日和見 的な立

場を取っているなら，今こそ，勇気を奮

い起 こして義の側に雄々しく立ち，わた

したちを奴隷 にする罪を避ける時です。

わた したちの救 い主，イエス・キリス

トの生涯 と務めと教 えは， 自分 自身 を

評価す る指 針を与 えてくれ ます。イエ

ス・キリストは，常に雄々しく立つ完全

な模範です。 主は，高潔さと強 さと勇

気を身をもって示されました。わたしは

救い主の教導の業の中から３つのことを

お話ししたいと思います。

最初に，バプテスマを受けた後， イ
み た ま

エスは御霊に促 されて天の御 父と交わ

るために荒れ野へ退かれました、肉体

が御 自身の神聖な霊 に従 うように，４０

日間，断食 されました。肉体が弱 って

いるところへ試みる者がやって来て，奇

跡を行う大きな力を行使するよう救い主

に何度 も誘いました。飢えを満たすため
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に，石をパンに変えるようにという要求

に対 して，救 い主は，「『人はパ ンだけで

生 きるものではなく，神の口から出る一
ことば

つ一つの言で生 きるものである』と書い

てある」と返答 し （マタイ４１４），雄ｉ々 し

く立たれました。高い所から飛び降りて，

天使 に助 けてもらったらどうかというば

かげた要 求に対 して主は，「主 なるあな

たの神 を試みてはならない」と雄 々しく

言われました （マタイ４１７）。ひれ伏 して

悪魔 を拝 むなら，この世 の富 と栄華を

上げようという誘いに対 して，主は雄々

しく答えられました。「「主なるあなたの

神 を拝 し，ただ神にのみ仕 えよ』と書い

てある。」（マタイ４：１０）

試みる者の邪悪な誘 いが弱まる気 配

はあ りませ ん。物質的な富 に対する欲

求に駆 られて，原則か ら離れる人 もい

ます。必要と欲求を区別す ることができ

ず ，心 を混乱 させている人もいます。

子 どもたちは，両親の愛情や注 目，指

導を求めています。多 くの人が欲 しいも

のをもっと多く得 るために倫理や道徳を

捨て，時には法律 を犯したりしています。

物質的 なものを追 い求めるわなには

まっていることに気づいたら，今こそ，

勇気をもって雄々しく立つ時です。神へ

の愛を大事にす るよりも，お金で買える

もの を大事 にして いるなら，今 こそ，

雄 々しく立つ時です。必要以上の豊か

さに恵まれているなら，今 こそ，必要

が満たされていない人々に分 け与える

ことによって雄々しく立つ時です。

２番 目に，救い主はあるとき弟子たち

を呼び集めて言われ ました。「聞いて悟

るがよい。口にはいるものは人を汚すこ

とはない。かえって，ロか ら出るものが

人を汚すのである。」（マタイ１５：１０－１１）

多 くの人が 日々の普通 の会話の中で
み な

神の御名をみだりに唱えています。教会

の青少年 同士の会話の中でも，感情を

表す 際に下品で粗野な言葉がいとも簡

単に出てくるようです。若い友の皆さん，

今こそ雄々しく立ち，皆 さんの会話の中

からそのような言葉を一掃する時です。

どのような言葉について申し上げている

か，皆 さんには分かるはずです。不幸

なこ、とに，皆 さんは学校にいるとき，音

楽を聞 くとき，スポーッをするときにそ



テンプルスクウェアの夕八ナクル前て休憩を取る家族。

のような言葉 を何 度 も何度 も耳 にしま

す。雄 々しく立つためには勇気が必要

で しょうか。 もちろん必要です。皆さん

は勇気を奮い起こすことかできるでしょ

うか。 もちろんできます。天の御父にこ

の状況を乗り越える強さを求めてくださ

い。救い主は言われました。 「常 に祈 り

なさい。そうすれば，わたしはあなたに

御霊 を注こう。そして，あなたの祝福

は大いなるものとなる。」（教義 と聖約

１９’３８）このようなことが言われてきまし

た。「ひざますいているときにこそ，最

も高いところに到達す る。」（“Ｓｔａｎｄｌｎｇ

Ｔａｌｌ，”〈始ｗ Ｅｒａ２００１年 １０月号，１９）不

敬な言葉や粗野 な言葉は人を高めませ

ん。汚すだけです。妻 とわた しは青 少

年のスポーツイベ ントに何百回となく出

席 してきました。模範を示すべきコーチ

やほかの大人たちから出る不敬 な言葉

を聞くことが多す ぎます。大人たちは粗

野で不敬 な言葉を一掃するように雄々し

く立つ必要があります。

「行いは，言葉よりも多 くを語 る」とい

う言葉があります。実際，行 いはわた

リアホナ／２００２年 １月号
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したち自身についてたくさんのことを語

っています。わたしたちは預言者の勧告

に従 って上品 な服 装をす るという点で

雄々しく立つ必要が あります。「品のな

い服装には，極端なショートパンツや短

いスカー ト，体の線が はっきりと出るも

の，腹部を覆っていないシャツ，その他

の肌 を露出す る服装などが含 まれます。

（ＦｏｒＳ亡ｒｅη９亡ｈｏｆＹｂα亡ｈ〔２００１年〕１２。

現行 の 『若人のため に』の改訂版。近

日出版予定）上品で，こざっぱりした清

潔な服装 は，心を高めて くれます。乱

れた服装は品位を落とします。もし疑問
み ま え

があるならば，「この服装で主の御前に

出ても平気だろうか」と心に聞いてくだ

さい （Ｆｏｒ５亡ｒｅｎｇ亡ｈｏｆｙｂα亡ｈ，１３）。母

親の皆 さんは， この重要な事柄 に関 し

て模範 となり，判断基準 となることがで

きます。 しかし，若人は焼きたてのパ ン

のおいしいにおいにす ぐ気づくのと同じ

くらい，偽善的な行為にもす ぐ気づ くと

いうことを忘れないでください。親の皆

さん，息子や娘たちに助言 を与 え，品
る

のない服装 に対 して彼 らとともに雄々し

く立ってください。

３番 目に，だれがわたしたちの隣人な

のかという律法学者の問いかけに対 し

て救い主がされた話 を思い出してくださ

い。エルサレムからエリコに旅 していた

男が強盗に襲われ，着物をはき取 られ，

半殺 しにされて捨て置かれたという話で

す。最初 に通 りかかった人は祭司でし

たが，目をそむけて道の向こう側を通 り

過 ぎました。次の人も，不運 に見舞わ

れたその人を見て立ち止 まりましたが，

助けることなく通 り過 ぎました。３番 目

に通 りかかったサマリヤ人は，傷 に包帯

を巻いてやり，世話 を受けられるように

手配しました。そこで，イエスはだれが

隣人 になったかとお尋 ねになりました。

律法学者は，慈悲深い行いをした人で

す と答えました。救い主はその答えを聞

いて，「あなたも行 って同じようにしなさ

い」と言われました （ルカ１０’３７。３０－

３７参照）。

隣人 に手を差 し伸べ るとき，隣人の

必要にだけでなく，気持ちにも心を配っ

ているでしょうか。わたしたちは隣人を

選別 し，同 じ信仰を持つ人々だけが隣



人であると考えてはいないで しょうか。

信仰や肌の色，そのほか 目に見える違

いに関係 なく，すべ ての人を隣人 と考

えているでしょうか。救い主の「隣…人」の

定義には，いかなるただし書きもありま

せんでした。教会で使 用されている独

特な言い回 しは誤解 を招 き，無神経で

恩着せがましく聞こえる可能性さえあ り

ます。昨 日のバラー ド長老の言葉にも

ありましたが，わたしも「非教会員」とい

う言葉に抵抗 を感 じます。非教会員 と

いう言葉を使うとき，そう呼ばれた人は

自分が 地域社会 や町や，極端な場合 ，

人類の一員としてさえも見なされていな

いと感じるかもしれません。わたしたち

は， よく隣ｉ人を受け入れ仲 間に入 れて

いると言いますが，ある人々にとっては

わたしたちは不寛容にしか映 らないこと

が多々あ ります。わたしたちは自分と神

を愛するようになって初めて，隣人 を愛

することができるのです。隣人に率直な

愛と尊敬を示す という点で雄々しく立と

うではありませんか。

わたしたち家族の親しい友人が２，３

か月前に亡 くなりました。彼は夫婦で山

歩きを楽しみました。ある秋の日の午後，

二人は美しい滝に行こうと険 しい山道を

数マイル登 りました。山か ら下 りる途中，

擦 れ違 う数人の登 山者たちが質問をし

たそうです。 「行ってみる価 値はありま

すか。」友 人夫妻の答 えはいつも「はい」

でした。後になって二人 は，新鮮 な空

気や，山々の美 しさ，体を動かすこと，

それに愛する人と一緒にいることを楽し

まなければ，努力 して登 る価値 はない

と語 りました。

仲 間から強いプレッシャーを感じ，受

け入れられたいと願うあまり，「勇気 をも

って雄々しく立つことに価値 はあるので

すか」と問う人 もいることで しょう。その

問いに，わたしはこう答えます。 「永遠

の命が大切だと思うならば，そしてこの

世でほん とうの喜びを経験 したいなら

ば，決意 して， 日々たゆまず努力して，

雄々しく立つ価値があります。」

わ た したちすべ ての人 が義 の側 に

雄々しく立つことができます ように。主

イエス・キリス トの聖なる御名によって，

お祈 りします。アーメン。

「恐 れ ることはない 。

われわれと共にいる

者 は … … 多 い」

中央若い女性第二副会長

シャロン・Ｇ・ラーセン

襯 となり，憂し導くという禰聖な務めにあっτ，わたしたぢぱ一入でばぐあり

ま世ん。ンこれ以上に大ぎな喜びはぼかにあＯｉｉξぜん。どんな犠牲‘をむ払うン伍

値力栃 ります。ノ

圭 少年の醐 や指導者は清
少年や彼らが生活するこの世

目 界について信仰 を失いそうに

なり，腕を組んで悩むことがよくあるか

もしれません。
こんにち

今 日わたしたちが置かれている状況

は過去 に例を見 ないものでも，希望 を

見いだせないものでもあ りません。エノ

クが預言者であったとき，天は，この世

の邪悪のゆえに涙を流 しました（モーセ

７：２８－３７参照）。今 日も，天が涙 して

いることは確かです。

預言者エ リシャは，彼 を殺そうとする

スリヤ軍に包 囲されましたが，スリヤ軍

の人数を数えるのに余念がないただ一人

の同伴者に対 し，たとえ敵の軍勢がいか

に多 く，この世の力がどれほど強くとも，

わた したちが主の側 に立っているなら

ば，わたしたちは常に敵を上 回る軍勢

を味方につけていることを改めて確信さ

せました。エリシャが若い友人に次のよ

うに語 った慰めの言葉 は，今 日にも当
あかし

てはまることを証 します。 「われわれと

共にいる者は彼 らと共にいる者よりも多

い……。」（列王下６：１６）主はかつてエリ

シャに対 して行われたように，力強 く愛

し導く両親，祖父母，おじおば，隣人，

指導者，友人という「火の戦車」で，わ

たしたちの若人を囲み，守っておられま

す。

わたしはこれまで４年 間，若い女性に

関する業に深く携わってきました。世界

中を巡って若い女性に会い，彼女 たち

の希 望 と夢 ，恐 れと失望をある程 度知

ることができます。わたしは，ヒンクレ

ー大管長の次の言葉に同意します
。「こ

の教 会の青少年はこれ までの中で最高

の青少年です。」（Ｃ加 ｒｃｈＮｅｗ⑤１９９７年

２月１５日付，３）教会の若人たちは全般

的に，善良で礼儀正 しい人になろうと，

雄々しく精力的に努めています。

教会の青少年 は強 く善良ですが，わ

たしたちの助けを必要 としています。そ

して，活用できる援助手段があります。
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カンフ ァレンス センター １階の柱 に

寄 りかか って入場 を待つ女性。

『若い女性個人の進歩プログラム』，『ア

ロン神権 神への務めを果たす』，『青

少年 に関す る両親 と指導者ためのガイ

ド』，改訂版 『若人の強 さために 神

への務めを果たす』といった資料 は，道

徳的に堕落 している社 会にあって青少

年が確 固とした姿勢で立ち向か えるよ

う，両親 と指導者が精力的かつ直接 的

に働 きかけるうえで助け となるもので

す。教会の青少年が求 めているのは，

単に衣食住だけではありません。愛し，

導いてくれる人を求めているのです。

愛することにおいてきわめて重要な要

素は聞 くことです。わたしはこれまで得

たすばらしい経験から，聞くことの真の

意味を知りました。

わたしは以前は父と一緒によく農場で

働いたものです。常 に楽 しい仕 事 とは

限りませんでしたが，昼食の時間になる

と，大 きなポプラの木陰に座 り，食事を

し，話 をしました。父 はこの時問 を，

規則を定めたり娘の行動を正したりする

絶好の機会 として利用 したことはありま

せんでした。互いに雑談 していたにす

ぎません。

この時間は，父に質 問で きる時間で

ド
ロ ー 一 一一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 』

した。わたしはすっか り安心 して，父を

怒 らせ るような質問さえすることができ

ました。こんな質問もしたことを覚えて

います。「先週，わたしの帰 りが遅いか

らってお父 さんがわざわざ迎えに来たで

しょう。どうしてそんなことをして，友

達の前でわたしに決まり悪い思いをさせ

たりしたの。」

父の答 えは，愛の別の側面 を表 して

います。決 して気紛 れではあ りません

でした。わたしには守るように期待 され

ている特定 の行 動基準 があ りました。

父の答えはこうです。 「心配す るのは，

おまえが遅 くまで外出するか らだよ。何

よりも，お まえの無事 を願ってい るん

だ。」父 のわたしへの愛 は，眠 りたい欲

求や，服 を着 替え，車に乗 ってわたし

を捜 しに出かける煩わしさよりも強いこ

とが分かりました。

干 し草畑であろうと，ほかのどこかく

つろいだ場であろうと，このようなとき

に築 いたきずなは，後で悩みや問題が

起きたときに，切 り抜ける力 を与えてく

れます。 このようにして時間を一緒に過

ごすと，厳格 な教 義や相手の誤 りを正

す姿勢がなくても，あるいはむしろ，そ

れがないゆえに， きずなは壊 れずに保

たれ るのです。

愛は，相手 が話したいと思うときに聞

くことです。真夜中でも，朝 ６時にセミ

ナリーへ行 く途中でも，あるいは夕食の

支度で忙 しいときでも耳を傾けます。暗

い寝 室の場面が 出てくる教会 のコマー

シャルを見たことがありますか。 ドアが

開 き，少女が本をわきに抱えて部屋に

入 り， ぐっすり眠っている父親のところ

へ来て尋ねます。 「パパ，絵本 を読んで

くれる？」父親は目を閉じたまま，夢見

心地でこうつぶや きます。 「パパはね，

すごく疲れているんだ。ママに聞いてご

らん。」少女 は母 親が眠っているところ

へ行き，尋ねます。「ママ，パパに絵本

を読んでもらってもいい ？」すると父親

の 目が大きく開きます。次の場面では，

３人が一緒になり，父親が絵本を読んで

います。

愛することは自然にできるかもしれま

せんが，導 くことは養うべき技能で，そ

れはあまり真剣に考えられていないよう

リアホナ／２００２年 １月号
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です。模 範という， ほかのいかなる方

法よりも強力な手段で導 くのです。それ

は青少 年の両親や指導者 にとって大 き

な責務です。

わた したちが生 活 し，話 し，祈 る様

子を見て，わたしたちが主を愛 している

ことを青少年は知 ることができるのでは

ないでしょうか。わたしたちと一緒にい

るときに感 じることによって，天の御父

は愛の神であられることが分かるのでは

ないでしょうか。わたしたちは様々な教

えの風や社会 的な圧力， また世俗 的な

名声の策略などに動揺されないという安

心感を，青少年は持てるでしょうか （エ

ペソ４：１４参照）。

もしわたしたちが義をもって導 こうと

するなら，何に価値 を置 くか，疑問の

余地はありません。わたしたち自身が少

しで も疑問を感 じていると，青少年 は

大きな疑問を抱 くようになります。

時々わたしは，名声や人々の称賛 を

得るよう子どもたちにプレッシャーをか

けているのは，わた」たち母親ではない

かと思うことがあ ります。 わたしたちの

基準が主の標準となるようにわたしたち

の願いを変 えるなら，主の王 国におい

ては二重の標準 は存在 しない という明

確なメッセージを伝 えることになります。

昨年 ｌｌ月，ヒンクレー大管長は青少

年に向けて話をしましたが，その後ある

若い女性が母親に，彼女の所属する若

い女性の指導者が２番 目のイヤリングを

外 したことを報告 しました。こうした観

察 眼の鋭い若者 は気づいています。皆

さんのショー トパンツの長さや，ブラウ

スを着るためにガーメントをピンで止め

たりしていないか，庭で作業をしている

とき何を着ているか，あるいは着ていな

いか， どんな映画館の前に並んでいる

か，気づいているのです。

わたしたちは主と聖約を交わしました

が，指導者になると，こうした聖約を守

る決意の度合いが試 されることがよくあ

ります。

ある若い母親がこう言いました。「善

い親になるには，ばく大な時問と労力が

必要です。家の中を片付 けながら，子

どもをテレビの前で寝かせて，それから

ベッドに入れる方が，聖文を読み，祈

醒



り，物語を読んで，寝かしつけるよりも

簡単です。でも，子 どもたちは，寝 る

前のこの儀式 を楽 しみにしてお り，この

ために時間と労力 を使うことは，動 くの

も大変なほど疲れ切 っているときで さ

え，永 遠の報いに影響 を及 ぼすことを

知っています。」一貫性のある指導によ

り，青少年は賢明な選択ができるように

なり，その結果，青少年に対するわた

したちの信頼が増すようになります。

わたしは１６歳のとき，母が父に話 し

ているのが聞こえてきたときの経験を思

い出します。母はわたしが しようとして

いる選択について心配していました。わ

たしは未熟でしたが重大な罪は犯 して
カ し な く

いなかったため，良心の呵責 を感 じて

はいませんでしたが，母は心配で した。

そのときの父の言葉はわたしの心に刻み

込 まれました。母 にこう言 いました。

「心 配するなよ。 わたしはシャロンを信

頼 している。あの子は正 しいことをする

さ。」干 し草畑で過 ごした時 間は，その

とき報われたのです。そのときから，わ

たしは愛と信頼に満ちた両親に従 うよう

になりました。

両親や指導者 にとって最大の試練 の

一つは
，一見かわいげのない子 どもを

愛することです。これは難しい務めです。

忍耐 と無条件に愛する能力が試されま

す。心を痛めた両親が助 けを求めて祈

るとき，その助 けは，天使のようなおば

やおじ，祖父や祖母，良い友達，わた

したちの愛する者を取 り巻 く指導者たち

を通 して与えられます。彼 らは，わたし

たちが祈 り求めている方向へ子どもを向

かせるというメッセージをさらに強めて

くれるのです。

親 となるすば らしい喜びを味わうため

に次の世代の人々を備 える際 に，賢明

に愛し， 目的をもって導 くことは，悪 と

戦ううえで助 となります。わたしたちは
せいさん

１２歳の息子 が初めて聖餐のパスをした

り，聖餐の祈 りをささげたりするのを聞

く喜びを忘れることはできません。 自分

の娘が救い主 について証 を述べるのを

聞いたり，若い女性のメタルをもらうの

を見たりするときの気持ちをうまく説明

できるでしょうか。

子 どもと一緒に神殿に入 り，ふさわし

一

はんりょ

い伴侶とともに聖壇の前でひざますく姿

を見るとき，天 国をかいま見ることがで

きます。子どもたちが はぐくむようわた

したちが働 きかけてきた，約束を交わし

達成するという精神に基づいた生活を二

人で ともに始める用意ができたのです。

これこそ収穫ｉの時です。

最後に，親 となり，愛 し導 くという神

聖な務めにあって，わたしたちは一人で

はないことを証いたします。こうした親

の務め以上に大きな喜びはほかにありま

せん。 どんな犠牲や，面倒 も，忍耐 ，

試練，辛抱 をもす る価値 があります。

「もし，神がわたしたちの味方であるな

ら，だれがわたしたちに敵 し得 ようか。」
み な

（ロー マ ８●３１）イエ ス ・キ リス トの 御 名 に

よっ て証 い た し ます 。 アー メ ン。
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あなたの家を

整えなさい
十二使徒定員会

ラッセル・Ｍ。ネルソン

嫁 鵬ばこの生涯における最大の業と喜びの中の１瓢あ０ン永遠にわたっτその

中ゐでｒあり繍 ナることでしょう。ノ

前我が家に１０代の娘が何人

以 かいたころ，休みに家族 を連

れて電話もボーイフレンドも

届かない遠い所へ行 きました。グランド

キャニオンを流れるコロラド川をゴムボ

ー トで下ったのです。出発の時点では，

この旅にどれほどの危険が潜 んでいる

のかまったく分か りませんでした。

初 日は楽し く過 ぎました。 ところが

２日目になって，ホーンクリークの急流

に差 しかか り前方の激 しい段差 を見た

ときには，恐ろしくなりました。大切な

家族が ゴムボー トで漂いなが ら，激流

に飲 み込まれ ようとしているのです １

反射的にわたしは片手で妻を， もう一

方の手でいちばん年下の娘 を抱きかか

えました。彼 らを守ろうと，自分の方へ
だんがい

抱き寄せ ました。ところが断崖に来たと

き，ボートがしなって巨大な石投げのよ

うになり，わたしは空中に投げ出しまし

た。わたしは渦巻 く激流 に落下しました。

なかなか水面に上がれませ ん。息を継

こうとする度に，ボー トの底にぶつかっ

てしまうのです。家族にはわたしの姿が

見えませんで したが，わたしには家族の

叫び声が 聞こえていました。 「お父 さ

ん １ お父さんどこ？」

わたしはついにボートの横に出て，水
でき

面 に上が りました。家族 は溺死寸前の

わたしを水から引 き上げてくれました。

無事の再会に皆が感謝しました。

その後は楽しい 日々が続きました。そ

して最終 日，この旅で最 も危 険な急流，

ラバフォールを通る時が来ました。前方

を目にしたわたしは，す ぐにボー トを岸

に着 けてもらい，緊急 家族会議を開 き

ました。ここを無事に切 り抜 けるには，

慎重 な計画が必要 だと思ったのです。

わたしは家族にこう説明しました。 「何

が起 きても，ゴムボートは水面に浮かん

でいる。ボートに固定してあるロープに

力の限 りしがみついていれば，何とかな

る。たとえボー トが引っ繰 り返っても，

ロープにしっかりつかまっていれば大丈

夫だ。」

わたしは７歳の娘に向かって言いまし

た。 「みんなはロープにつかまる。で も

君はお父さんにつかまっているんだよ。

お父さんの後ろに座って。お父 さんはロ

ープにつかまるから，お父さんにしっか

りとしがみついているんだよ。」

そして計画を実行 しました。わたした

ちは激 しい急流を乗 り越えました。
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一

必死でロープにつかまりなが ら。

して全員が無事でした。１

教訓

そ

兄弟姉 妹，わた しが命 を落 としそう

になりながら学んだ教訓についてお話し

しましょう。人生を歩 んでいくときに，

困難 なときにおいてさえ，父親が反射

的に妻や子 どもたちを抱き締めることは

必ず しも目的を達成する最善の手段 と

はなりません。しかし， もし父親が救い

主と福音 の鉄の棒に忠実 につかまって

いるならば，家族は救 い主 と父親 につ

かまりたいと思うで しょう。

この教訓は父親だけに当てはまるもの

ではありませ ん。性 別や既婚，独 身，

年齢を問わず，人は直接救い主につな

が り，真理の鉄の棒にしっかりつかまり，

真理の光によってほかの人 を導 くことが

できます。そうするときに， この人に従

いたいと人が思 うような義の模範 となる

ことができるのです。

戒め
■

主 にとって，家族は きわめて大切 で

す。主はわたしたちが 肉体を得て家族

を築けるように地 を創造 されました。２

主は家族 を高めるために教会を設立 さ

れました。家族が永遠に続 くように神殿

を用意されました。３

もちろん主は父親に，家族を管理 し，

養 い，守 るよう期待 しておられます♂

しかし主はそれ以上 を求めておられるの

です。聖文には「あなたの家を整えなさ

い」と命じられています♂ 両親はこの戒

めの大切 さと意味を理解したなら，その

方法を学ばなければなりません。

家を整える１こは

家 を主に喜ばれ るように整えるには，

主 の方 法を用 いなければな りません。

「義 と信心と信仰 と愛と忍耐 と柔和」とい

う主の属性が必要です。６父親は「いか

なる力 も影響力 も，神権 によって維持

することはできない，あるいは維持すべ

きではない。ただ，説得により，寛容に

より，温厚 と柔和により，また偽 りのない

愛に」よることを忘れてはいけません。７

両親は「心 を大いに広げる」「優 しさと
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力ンファレンスセンターには非常に多くの人か集まったか 参力口者は皆 各話者の話に庄意深く耳を傾けた。

純粋な知識」の生きた模範でなければな

りません。８母親も父親も，利己的な関

心事を捨て，偽 善，暴力，悪口を避け

なければなりません。９両親 は，子 ども

が生まれつ き自由を望むものであること

をじきに学 びます。人は 自分で歩 んで

行きたがるものなのです。それがたとえ

親の善意によるものであっても，拘束さ

れたくはないのです。しかし，だれでも

主に従 うことはできます。

いにしえのヨブはこの概念を教えまし

た。こう言っています。「わたしは堅 く

わが義を保って捨てない。わたしは今 ま

で一 日も心 に責められた事が ない。」１０

ニーファイもこう教えています。「だれ

でも神の言葉に聞き従って，それにしっ

か りつかまる者は，決して滅びることが

な〔い。〕」１１

福音 が時代を超 えたものであるよう

に， これ らの教義 は永 遠の ものです。

以下の聖文の勧 告について考えてみま

しょう。

箴言にはこう書かれています。「教訓

をかたくとらえて，離 してはならない，

それを守れ，それはあなたの命である。」】２

新約聖書にもこうあ ります。「兄弟た

ちよ。堅 く立って，… 言伝えを，しっ

かりと守り続けなさい。」’３

モルモン書には，「鉄の棒」１４にしっか

りつかまっていた人々について書かれて

います。この鉄の棒 は「神の言葉」’５に

たとえられています。真理で固定された

鉄 の棒は動 くことも変わることもありま

せん。

そのほかの神の命令
み こ と は

両親は主の御言葉に従 うだけでなく，

それを子 どもに教えるように神から命 じ

られています。聖文には明確 な指示が

与 えられています。 「シオンにおいて，

子供 を持つ両 親が いて，８歳のと

きに，悔い改め，生ける神の子キリス ト
あんしゆ

を信じる信仰，およびバプテスマと按手
たまもの

による聖霊の賜物の教義を理解するよ

うに彼らを教えなけれは，罪はその両親
こつへ

の頭にある。」１６

この戒 めでは，子 どもを教 える責任

がはっきりと両親 にゆだね られていま

す。家族に関する世界への宣言は，「家

族 の責任 を果たさない人々は，いつの
み まん

日か，神の御前に立って報告すること

にな〔る〕」１７と警告しています。わたし

はそれが真実であると厳 かに申し上げ

ます。

これ らの義務 を果たす には，教会 と

家族の両方が必要です。それらは互い

に協力 し合 い，強め合います。教会は

家族を高めるためにあ ります。そして家

族は教会の土台 となる単位なのです。

この相互関係 は，教会初期の出来事

かはっきりと示 しています。１８３３年，主

は教会の若き指導者たちを親 としての
しっせき

不十分 さゆえに叱責 されました。主は

言われました。

「わたしはあなたがたに，あなたがた

の子供たちを光 と真理の中で育てるよう

にと命 じた。

しかし，まことに，わたしはあなた・・

に言 う。 … あなたは，戒めに従っ

てあなたの子供たちに光 と真理を教えて

こなかった。 … さて，わたしは戒めを

あなたに与 える。…・あなたは… 自

分 自身の家 を整えなければ ならない。

あなたの家には，正 しくないことがたく

さんあるか らである。 …・・まずあなたの

家：を整えなさい。」’δ

この啓示は，預言者ジョセブ・スミス

の誠実さを力強 く伝 える，数多い証拠
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の一つです。ジョセブはこの厳 しい叱責

の幾つかが 自分 に向けられた ものであ

ったにもかかわらず，聖典から省かなか

ったのです。１９
こんにち

今 日，大管長会は親が優先すべ きこ

とを再度強調 しています。聖徒に向け

た最近の手紙 から読 んでみましょう。

「親である皆 さんに，子供 たちを福音 の

原則の中で教 え育てることに全力を尽 し

てくださるようお願いいたします。その

ことによって子供たちは教会に活発であ

り続けるでしょう。家庭は義にかなった

生活の基であり，ほかのどのような手段

も，家庭 に代わる役割 を果たし得 ませ

んし，神 から与 えられたこの責任 を遂

行するうえでの大切な役割を果たしては

くれません。」２。

両親は何を教えるべきか

この神聖な指示を念頭に置 きながら，

何を教えるべ きかについて考えてみまし

ょう。聖文は両親に，イエス・キリスト

への信仰，悔 い改め，バプテスマ，聖

霊の賜物について教えるように命じてい

ます。２１両 親は救いの計画 ２２と神 の戒

めに完全に従って生活することの大切 さ

を教えなければなりませ ん。２３そうしな
あがな

ければ，子どもたちは順いと自由をもた

らす神 の律法 を知 らずに苦 しむで しょ

う。２４また両親 は，地上に教会 と神の
じゆうぶん

王国を築 くために２５時 間と才能，什分

の一，財産２６をささげ，生活 を奉献す

る方法を模範によって教えなければなり

ません。その ような生活 は確 かに子孫

に祝福 をもたらします。聖文にこうあり

ます。「あなたの務めはとこしえに教会

に対するものである。これはあなたの家
みこころ

族 の ゆ えで あ る。」２７

家族に敵対するもの

親も子 も，主の業と御心にはいつも強

力な反対勢力があることを理解 しなけれ

ばなりませ ん。２８神の業 （と栄光）は不死

不滅と家族 としての永遠の命をもたらす

ことであるため，２９当然の結果 として敵

の攻撃は家庭の中心，家族に向けられ
しつよう

ます。ルシフェルは執拗に命の神聖さと

親としての喜びに的を絞って攻撃 してき

ます。

悪 しき者は絶えず活動しているのです

から，気を緩めてはなりません。一瞬た

りともです。何の害もないように思われ

る小さな誘いも，悲劇的な背 きにつなが

る大きな誘惑となりかねないのです。昼

も夜 も，家でも外でも，罪を避 け「良い

ものを守」らなければなりません。３０

ポルノグラフィーや妊娠 中絶 ，有害

な薬物 の常用 といった反抗 的な悪 は，

幸福な家庭 と忠実 な家族の道徳 的基盤

をむしばむ 白ありとなります。悪に身を

ゆだねれば，必ず家族 を危 険にさらす

ことになるのです。

サタンの望みは人を自分のように惨め

にすることです。３’肉欲を駆 り立てて霊
くらやみ

的な暗闇の中で生活させ，死後の世界

の存在 を疑わせようとします。使徒パウ

ロはこう言 っています。 「もしわたした

ちが，この世の生活でキリストにあって

単なる望みをいだいているだけだとすれ

ば，わたしたちは，すべての人の中で

最もあわれむべ き存在となる。」３２

家族の祝福を永続させる

しか し，神の偉大 な幸福 の計画を理

解することにより，わたしたちの未来へ

の信仰は強まります。主の計画は絶 え

ず問いかけられてきた質問に答えてくれ

ます。互いへの思いや りと愛 は一時的

なもので，死とともに失われるので しょ

うか。 いいえ。家族はこの地上での試

しの期間の後も続 くのでしょうか。その

とおりです。神 は 日の栄 えの結婚 と，
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最大の喜びの源である家族が永遠であ

ることを明らかにしておられます。

兄弟姉妹の皆 さん，財産や世の誉れ

はいずれ消 えてい きます。しか し妻や

夫，家族 としての結びつきは違うのです。

家族 関係がどの くらい続 くかに関 して，

人の最高の望みを満たしてくれるものは

ただ一つ，永遠です。永遠の結婚の祝

福を得るためには，大 きすぎる犠牲など

ありません。求められるのは，神の御心

に添 わない ものを拒 み，神殿の儀式を

尊ぶことだけです。神聖な神殿の聖約
はんりょ

を交わし守ることによって，神 と伴侶へ

の愛 と，まだ生まれていない子 どもたち

を含 む子孫への真の関心 を証 明するの

です。家族 はこの生涯における最大の

業と喜びの中心です。そして「王位，王

国，公 国，……力，主権，……昇栄と

栄光」を受け継 ぐとき，家族は永遠 にわ

たってその中心であり続けることで しょ

う。３３

今す ぐ家を整 え忠 実に福音につかま

っているなら，これらのかけがえのない

祝福を得ることができるのです。神 は生

きておられ，イエスはキリストであられ，

この教会 は主の教会です。 ゴー ドン・

Ｂ・ヒンクレー大管長は主の預言者です。
み な あかし

イエス・キリストの聖なる御名 により証し

ます。アーメン。

注

１，ラ ッセル ・Ｍ ・ネル ソン ，レベ ッカ ・Ｍ ・テ

ーラー “Ｆｒｉｅｎｄ ｔｏ Ｆｒｉｅｎｄ，” １「〃θηα

１９９７年 ３月号 ，６－７参照

２，教 義 と聖 約 ２ ：１－３参照

３，教 義 と聖 約 １３８：４７－４８参 照

４．１テモテ ５ ：８参 照

５．教 義 と聖 約 ９３：４４。 列王下 ２０：１；イ

ザヤ ３８ ：１も参照

６，１テモテ ６ ：１１

７．教義 と聖約 １２１：４１

８．教義 と聖約 １２１：４２

９．１ペ テロ２ ：１参 照

１０．ヨプ ２７：６

１１．１ニー ファイ １５ ：２４

１２．箴言 ４：１３

１３、２テサ ロニ ケ ２：１５。 ほ かに 関連 す る

聖 句 として次の 二つが 挙 げ られる 。 「あ

な た は ，キ リス ト・イエス に対す る信 仰



と愛 とを も って ，わた しか ら聞 い た 健

全 な言 葉を 模範 に しなさ い。」（２テモ テ

１：１３）「わた した ちの告 白す る望み を ，

動 くことな く しっか りと持 ち続 け 〔な さ

い。〕」 （ヘ ブル １０ ：２３）

１４，１ニー ファイ ８ ：３０

１５，１ニ ーフ ァイ １１：２５

１６．教 義 と聖約 ６８ ：２５，強調 付力０

１７．「家 族一 世 界 へ の 宣 言 」『聖 徒 の道 』

１９９６年 ６月号 ， １０

１８，教 義 と聖 約 ９３：４０－４４

１９．教 義と聖 約 ９３：４７参照 ，

２０．ゴー ドン・Ｂ・ヒン クレー大 管 長 ， トー マ

ス ・Ｓ・モ ン ソン副 管 長 ，お よび ジ ェー

ム ズ ・Ｅ・フ ァウス ト副 管長 の 署 名 が な

さ れて いる ］９９９年 ２月 １１日付 け の

同 手 紙で は ，両 親 が行 うことも述 べ ら

れ ている 。 「わた したちは親 の皆 さん と

子 供たち に ，家族 の祈 り，家庭 の 夕べ ，

福 音の 研 究 と指 導 ，そ して 健金 な 家族

活動 を最 優 先す るよ うにお 勧め します。

必 要と され るそ のほ かの 事柄 や活 動 が

ど れほ ど価 値の あ る適 切 なも ので あ っ

た として も ，そ れ らは ，親 と家 族 だ け

が全 うで き る天与 の 義 務 に取 って代 え

られるも ので は決 してあ りません 。」

ＣＰＤＩｌｃｌｅｓ，Ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔｓ，ａｎｄ

ＡｐＰｏｌｎｔｍｅｎｔ＄，”Ｅηｓ１９η，１９９９年

６月号 ，８０で 引用 ）

２１．モ ロナイ ８ ：１０ ；教 義 と聖約 １９ ：３１；

６８ ：２５－ ３４ ；１３８：３３；信 仰 箇 条

１：４参 照

２２．モー セ ６：５８－６２参照

２３．レビ １０ ：１１；申命 ６ ：７ ；モ ーサ ヤ ４ ：

１４参 照

２４，２ニ ー フ ァイ ２ ：２６ ；モ ー サヤ ］：３ １

５ ：８ ；教義 と聖約 ９８ ：８参照

２５．ジョセフ ・ス ミス訳マ タイ ６：３８参

照

２６．モー サヤ ４ ：２１－２６ ；］８ ：２７ ；

アル マ １：２７参照

２７，教 義 と聖約 ２３ ：３

２８．モロナイ ７ ：１２－ １９参照

２９．モーセ １：３９参 照

３０，１テサ ロニケ ５ ：２１

３１．２ニー ファイ ２：１７－ １８，２７参 照

３２．１コリン ト １５ ：１９

３３．教 義と聖 約 １３２：１９

わたしたちが

生きている時代
大管長

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー

ｒわたしたちの安全ば侮い改めにかか，τしぽ す。禰の戒めを守ると昔にわたし

たちばカを授仇 ５れます。ノ

愛薦警蜜１繧
かれるままにお話 しできるよう祈 ってい

ます。

先 ほど，合衆国のミサイル攻撃が進

行 中であるというメモを受 け取 りまし

た。言うまでもなく，わたしたちは危険

な時代に生きています。わたしはこの時

代 とわたしたち教会員を取り巻 く状況に

ついてお話ししたいと思います。

１か月もたっていない９月 １１日の出来

事 はだれ もがはっきりと覚えています。

敵意 に満 ちた邪悪 な攻撃によって，わ

たしたちは戦争に引 きず り込まれていま

す。２１世紀最初の戦争です。前世紀は

人類 の歴史上 ，最 も戦争が多い時代だ

ったと言われてきました。そして今，新

たな危機を迎えました。どのように展開

し，終結するのかは分か りません。合

衆国が建 国されて以来，本土に重大な

攻撃 を受 けたのはこれが初めてです。

しか し，これは合衆 国だけに対 する攻

撃ではあ りませんでした。あらゆる地に

住む善良 な人々と国民 に対する攻撃 で

す。周到な計画の下で，大胆に実行さ

れ，むごい結果を生 じました。何 の罪

もない５，０００人以上の人々が亡 くなった

と考えられています。この中には多 くの

外 国人 もい ました。 まさに，残酷 で
こうかつ

狡猜 な， また途方 もなく邪悪な行為で

す。

最近，わたしは国内の数人の宗教指

導者 とともに，ホワイトハウスに招かれ

て，大統領にお会いしました。大統領

は気さくに，また率直に話 してください

ました。

その日の晩に大統領 は議会と国民に

向かって，アメリカと同盟国はこの悲惨

な出来事の計画に関与 したテロリストと

彼らをかくまっている人々を追跡して捕

らえる決意であると，はっきりと表明し

ました。

現在，我が国は戦争状態 にあ ります。

巨大な軍隊が動員されてきましたし，そ

れは今後も続行するでしょう。方針につ

いての同盟が結 ばれています。この紛

争がいつ終わるのかだれにも分か りませ

ん。どれほどの人命 と財産が失 われる

のかも分かりません。どのような方法で

戦争が展開されるのかも分かりません。

教会の働きにも様々な影響を与 えること

でしょう。

わたしたちの国の経済は苦 しい状況
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教会指導者の勧告から力を得ようとする会員で，どの部会も満席となった。

に置かれています。すでに問題が起 き

ていたところにこの事件が起 きて，問題

をさらに大きくしました。多 くの人が職

を失っています。教会内でも，失業者
じゅうぶん

の増加は福祉の必要 を招 き，什分の一

に影響を及ぼすことが考えられます。宣

教師プログラムにも影響を与 えることで

しょう。

わたしたちは今や，世 界的な規模の

組織 となっています。１５０か 国以 上の

国々に教 会員がいます。 この世界 的規

模の非常に大きなプログラムを管理運営

することはますます難 しくなっていくと

予想されます。

アメリカ国民である教 会員 は国家の
きぜ ん

大統領とともに毅然として立ち上がって

います。おぞましく邪悪な力を突 き止め

て， 自分たちの行為 に責任 を取 らせな

ければなりません。 これはキリス ト教徒

とイスラム教徒 の問題ではありません。

わたしは，攻撃 目標 となっている国の飢

えた人々に食糧が届 けられていることを

知 ってうれしく思っています。わたした

ちは全世界 のイスラム教徒 の隣人を尊

重し， 自分の宗教の教 えに従って生 き

ている人々が苦しみを受けることのない

ようにと願っています。わたしたちの民

に特 にお願い したい のは，罪 の ない

人々へ の迫害にいかなる形であれ関与

しないでほしいということです。むしろ，

親 しみ を示 し，援助 の手 を差 し伸べ ，

守り，支援する人であってください。探

し出 して壊 滅 させなければならないの

は，テロリストの組織です。

この教会の会員であるわたしたちは，

そのようなグループについてある程度の

知識を持っています。モルモン書にはガ

デアントンの強盗団について記されてい

ます。残忍で，誓いの下に結束 し，邪

悪 と破 壊 を目的 とす る秘 密結社です。

当時 ，彼 らは自分たちの利用 できるあ

らゆる手段 を使 って，教 会を滅 ぼ し，
きべ ん ろう

誰弁 を弄 して人 々の支持を求め，社会

を支配 しました。現 在の状況 にも同 じ

要素を見ることができます。

わたしたちは平和 を愛 する民 です。

過去 も現在 も平和の君であるキリストに

従っています。けれども，わたしたちは

正義 と良識を守 り， 自由 と文明を守る

ために立ち上が らなくてはならない時が

あります。それは，モロナイが妻子 と自

由の大義 を守 るために人 々を結集させ

たのと同じです（アルマ４８：１０参照）。

先 日，ラリー・キング氏のテレビ番組

で，宗教 という名の下であのような忌ま

わしい活動を行うことについてどう思う

かという質問を受けました。わたしはこ

の ように答 えました。 「宗教 によって，
る

不正や邪悪，またこのような邪悪な出来

事が防げるわけではありません。わたし

の信 じている神 はこのような行動を許し
あわ

てはおられません。憐 れみの神であり，

愛の神であられます。また平和 と安 らぎ

の神であられます。わたしはこのような

事態のときに，慰めと強さを神に求めま

す。」

この国やほかの国々の教会員 は現在，

多くの人々とともに国際的な運動に参加

しています。軍隊に属 している人々が，

愛する人々に別れを告げて出て行 く姿

がテレビに映 し出されています。彼らは，

無事 に帰還できるかどうか分からないま

まに出て行 くのです。それはわたしたち

の民 の家庭 にも影響 を与 えています。

わたしたちは教会として一致団結してひ

ざまず き，この軍事行動の重荷を背負

う人々に全能者の力が注がれるように祈

らなければなりません。

この紛争が どれだけ続 くのかだれも

知 りません。どこが戦闘の場 となるのか

正確 に知っている人はいません。終結

するまでどの程 度の範 囲で人々が巻 き

込まれるのかだれにも分か りません。規

模や様子について現時点では見 当のつ
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かな沸計画がすでに始められています。

このようなときに，わたしたちは命 と

平和が，そ して文明その ものが，はか

ないものであることを痛切 に思い知らさ

れます。経済は特に不安定です。わた

したちは繰 り返 し， 自立 について，負

債について，倹 約について勧 告を受け

てきました。わたしたちの中にはまった

く不必要なもののために多くの負債を抱

えている人々が大勢います。わたしは若

いころに，家族 の必要 を満 たすだけの

質素 な家 を建 てて ，その家 を美 しく，

魅力のある，心地よい，安全な場所 と

するよう父か ら言われました。できるだ

け早く抵 当を外 して， どのようなことが

起 きても，妻子 のために住 む場所があ

るようにしておきなさい，と父から忠告

を受けました。わたしはそのような教 え
’
の下で成長 しました。この教会 の会員

である皆 さんに，可能なかぎり負債を解

消 して，必要なときのために蓄えをする

よう強く勧告いたします。

今後起 きるあらゆる事態に備 えること

はできません。けれども，多 くの不慮の

事態に備えることはできます。現在起 き

ている状況を見て，わだしたちのなすべ

きことを肝に銘じようではありませんか。

６０年以上 にもわたって絶えず勧告 さ

れてきたように，緊急時に命を支えるた

めの食物を蓄えておこうではありません

か。 しかし，パニックに陥ったり，過剰

な行動に出たりすることのないようにし

てくだい。あらゆる面で分別のある人に

なってくだ さい。兄弟姉妹，何 よりも，

生ける神 とその愛される御子を信 じる信

仰 をもって前 進 しようで はあ りませ ん

か。

このアメリカの地には大いなる約束が

あります。わたしたちははっきりとした

言葉でこう告げられているのです。 「こ

の地はえり抜 きの地であり，この地 を所

有す る民 はどの国民 も， この地の神 に
とら

仕 えさえすれば，奴隷 の状態 にも囚わ

れの身にもなることなく，天下のほかの

どのような国民か らも支配を受けない。

この地の神 とはイエス ・キ リス トであ

〔る。〕」（エテル２：１２）この約束 は取 り消

されることがありません。最 も大切なこ

とは神の戒めに従うことです。

１囁蟹

わたしたちが従っている憲法はわたし

たちに恵みをもたらしてきただけでなく，

諸外国にとっても憲法の模範となってき

ました。 これは，神の霊 感による国家

の安全 手段 であ り， 自由と，法の下で

の正義と公平を保証するものです。

将来にどのようなことが待ち受けてい

るかは分か りません。否定的な言葉 を

述べたくはありませんが，聖文の警告と

これまで絶えず与えられてきた預言者た

ちの教えを思い出していただきたいと思

います。

パロが見た肥 え太った雌牛 とやせ細

った雌牛，太 った良い穂 とやせた穂の

夢が教 える偉 大な教訓 をわたしは忘れ

ることができません。

マタイによる福音書第 ２４章で主が明

らかにしておられる厳 しい警告をわたし

の心か ら追い払うことができません。

わたしも皆 さんと同じように，地が清

められ，筆舌 に尽 くし難い苦難があり，

泣き，嘆き，悲しみの時が来ることを宣

言した近代の啓示の言葉をよく知ってい

ます（教義と聖約 １１２：２４参照）。

さて，わたしは人騒がせなことを言 う

つもりはありません。死を宣告する預言

者になりたいとは思いません。わたしは

楽観的です。すべてを滅ぼす災いがわ

たしたちを襲 う時が来ているとは思いま

せん。そうでないことを心から祈ってい

ます。 まだ成し遂げねばならない主の業

が非常 に多 くあります。わたしたちと，

またわたしたちの子 どもたちでそれを行

わなければなりません。

教会の業務 を運営す る責任のあるわ

；醤 １

馨

騰
饗
灘
、轟

箋

たしたちは，これまでと同 じように慎重

であり，細心の注意を払っていることを

お伝 えしておきます。教会 の什分の一

は神聖な基金です。主が 自ら定め られ

た方法によって配分されています。わた

したちは非常に大きく，複雑な組織にな

ってきました。広範囲にわたるとともに

多 くの費用がかかるプログラムを実施し

ています。けれ ども，収入の範囲を超

えるようなことは行っていないことをお

伝 えしておきます。教会 に負債を負わ

せるようなことはしません。手もとにあ

る資源の範囲内に収めています。

わたしは什分 の一の律法 に心か ら感

謝 しています。 これは主の財政の律法

です。教義 と聖約第 １１９章で，わずか

な言葉をもって与えられています。主の

知恵がそこにあ ります。金額の多寡に

関係なく，什分の一 を正 直に納めるす

べての男女，すべての少年少女，そし

て子 どもたちに申し上げます。皆さんが

心の中に抱いている信仰 に感謝 します。

わたしは皆 さんと，そして什分の一を納

めるべ きであるのに納めていない人々に

申し上げます。主が驚 くべき祝福 を約

束 しておられることに注 目してください

（マラキ３：１０－１２参照）。主は「什分の

一を納める者は
，主の来臨の時に焼か

れないであろう」とも約束 してお られま

す（教義と聖約 ６４：２３）。

断食献 金を納めている人々にも感謝

しています。これはひと月に２度の食事

を抜 くだけで，ほかに何も求められませ

ん。それは苦しんでいる人々を助けるこ

とを目的とした福祉 プログラムを支える
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大 きな柱となっています。

さて，わたしたちは皆，ひどい戦争，

争 い，憎 しみ，苦 しみが今 に始まった

ことではないと知 っています。わたした
こんにち

ちが今 日目にしている争いは，天の戦

いで始まった争いの再現でしかありませ

ん。黙示録から引用したいと思います。

「さて，天では戦いが起 った。 ミカエ
みつカい

ルとその御使たちとが，龍と戦ったので

ある。龍もその使 たちも応戦 したが，

勝てなかった。そして，もはや天には

彼 らのおる所がなくなった。

この巨大な龍 ，すなわち，悪魔 とか，

サタンとか呼ばれ，全世界 を惑 わす年

を経たへびは，地に投げ落され，その

使たちも，もろともに投げ落された。

その時 わたしは，大 きな声が天 でこ

う言うのを聞いた，『今や，われらの神の
すくい

救 と力と国と，神のキリス トの権威とは，

現れた。』」（黙示 １２ ７－１０）

それは恐ろしい戦いであったことでし

ょう。悪の軍勢は義の軍勢に向かって
ほ っ き

蜂起しました。大いなる欺 く者である暁

の子 は敗北 し，追放 されて，天軍の ３

分の１を一緒に連れて行 きました。

この大 きな戦いについてモーセ書とア

ブラハム書 はさらに理解の光を投げかけ

ています。サタンは人か ら選択の 自由

を取 り上げて，すべての功績 ，誉れ，

栄光を受けようとしました。この計画に

対抗 したのは，御子が 自ら成 し遂 ける

と語 られた，御父の計画で した。 その

騰
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計 画 に 基 つ い て ， 御 子 は 地 上 に 来 て ，
あがな

人類の罪を蹟うために命を差 し出されま

した。

カインの 時代 か ら現 在に至 るまで，

敵対する者 は恐ろしい戦いを画策 して

きました。それらは非常に大 きな苦しみ

を招 きました。

裏切 りとテロリズムはサタンとともに

始まりました。 これらは，神の御子が神

の息子娘 たちの問で平和 と善によって

支配するために戻って来られるまで続 く

ことでしょう。
き ょ っ

有史以来今 日まで，実に大勢の男女

が生を受け，死んでいきました。ある人

たちは今後起きる戦いで命を落とすか も

しれません。しか し，わたしたちにとっ
あカし

て死は終わりでないことを，厳粛に証 し

ます。現在ここで生活 しているのとまっ

たく同じように確かに，来世があ ります。

天の戦いの争点 となった偉大な計画 に

よって，人は生 き続けるのです。

ヨブは「人が もし死ねば，また生きる

でしょうか」と尋ねました（ヨブ１４ １４）。

その後 ，ヨブはこのように言 っていま

す。 「わたしは知る，わたしをあがなう

者 は生 きておられる，後の 日に彼 は必

す地の上に立たれる。

わたしの皮がこのように滅ぼされたの

ち，わたしは肉にあって神を見るであろ

う。

しか もわたしの味方 として見るであろ

う。わたしの見る者 はこれ以外のもので
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はない。」（欽定訳 ヨブ １９ ２５－２７より和

訳）

さて，兄弟姉妹 の皆 さん，わたした

ちはどのような義務であろうと自分の義

務 を果たさなければなりません。 しはら

くの問平和 が来 ないかもしれ ません。

一部の 自由が制 限されるかもしれませ

ん。不都合 なことも出て くるかもしれま

せ ん。次々と苦 しみを受けるかもしれま

せ ん。 けれども永遠の父なる神は御父

を仰ぎ見 るこの国とあらゆる文明世界を

見守ってくださることでしょう。主は「主

をおのが神 とする国はさいわいである」

と言われました （詩篇３３：１２）。わたした

ちの安全 は悔い改 めにかかっています。

神 の戒めを守るときにわたしたちは力 を

授 けられます。

どうか祈ってください。正義のために

祈 ろうではありませんか。善を擁護する

軍勢のために祈 ろうではあ りませんか。

どの宗教を信 じているか，どこに住んで

いるかにかかわりなく，善を求める男女

のために祈ろうではあ りませんか。祖国
る

でのことであれ外国でのことであれ，邪

悪に対してひるむことなく立ち上がろう

ではあ りませ んか。必要であれは生活

を改め，すべ ての人の御父である御方

に頼ることによって，天の祝福 を受ける

にふ さわしい者 となろうではありません

か。主は言われました。 「静 まって，わ

た しこそ神 であることを知れ。」（詩篇

４６．１０）

現在 は危険 に囲まれた時代 でしょう

か。そのとおりです。けれども恐れる必

要はありませ ん。心に平安を，家庭に

平和 を得ることができます。わたしたち

は皆， この世にあって善なる影響 を及

ぼすことができます。

わた したちは待ち受 けている不安な

日々をそれぞれに生 きていきます。全能

者であ る天の神 が わたしたちを助け，

祝福 してくださいます ように。揺るぎな

い信仰をもって神に頼ることができます

ように。わたしたちが生 き永 らえるにし

ても，あるいは死を迎えるにしても，偉

大な蹟い主である御子に信頼を寄せる

ことができますよう，イエス・キリストの
み な

聖なる御名によってお祈 りします。アー

メン。



●日曜モ後の部会

２００１年 １０月７日

帰還官教師
十二使徒定員会

Ｌ・トム・ペリー

吟 鋤要慰のば，再び仕克る用惹のでぎた媚還宣灘 励 ，ま５成る王国の軍勢τ

す。ノ

一７騨 の午後の部会で，わたしは特

定のグループに向けてお話 し」 したいと思います。過去数年

の問に，何十万 という方 々が専任宣教

師の召しを終えて帰還 してきました。皆

さん一人一人は，救い主が弟子たちに

与えられたのと同 じ召 しにこたえたので

す。

「それゆえに，あなたがたは行 って，

すべての国民を弟子 として，父 と子 と

聖霊 との名によって，彼 らにバプテスマ

を施し，

あなたがたに命 じておいたいっさいの

ことを守るように教 えよ。見 よ，わたし

は世の終 りまで，いつもあなたがたと共

にいるのである。」（マタイ２８：１９，２０）

世界 の多 くの国々へ 出か けて行 き，

救い主のメッセージを伝えるのは皆さん

の特権で した。 キリストの もとに来て，

主の福音の祝福を味わうように人々を招

いたのです。皆 さんはいろいろな文化の

中に住み，様 々な言語を学ぶ特権 を得

ました。それは，イエス・キリス トの使
あかし

命についての皆 さん 自身の個人的な証

を築く時期で もありました。

わたしは長年 にわた り，帰還宣教 師

である皆さんとお会いする栄誉に絶えず

あずかってきました。皆さんの多 くが，

かつて特権 にあずかって奉仕 した人 々

にもう一度会 うためにぜ ひとも帰 りたい

と望んでいます。伝道地で経験 したこ

とをぜ ひ分かち合 いたいと願っていま

す。結婚の案内状や履歴書には，帰還

宣教師であることを示す一行を書き加 え

ています。今で はもう宣教 師の名札 を

付けてはいませんが，皆さんは自分が

かつて宣教師として主に仕えた者である

ことを示したいと切望しているように見

えます。そのうえ皆 さんには，福音のた

めに奉仕することの喜びを見 いだした，

すばらしい思い出があります。

さらに皆 さんとたくさん話し合 って学

んだことがあります。それは，伝道地を

離 れ普通の教会員の生活に戻っていく

のは，時々調整が難しいということです。

恐 らく，末 日聖徒 イエス・キリスト教会

の専任宣教 師として奉仕 しなくなったと

き，引 き続 き福 音を分かち合 っていき

たいという願いを保つのは困難なことで

しょう。

幾つかの提案をしたいと思います。

わたしの宣教師時代 について残って

いる最 も強烈な思い出の一つは，定期

的な祈 りを実行することによって，どん

なに主に近 くなれたかということです。

その当時，伝道本部はソル トレーク・シ
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ティーのステー トス トリー ト沿いにあり

ました。それは大変大 きな家で，宣教

師訓練センターとして改装されたもので

した。一部屋 にたぶんベ ッドが １０台も

入るような大 きな共 同寝室が幾つもあり

ました。チェックインしたのは日曜 日の

夜でした。

伝道に赴 く前の週は興奮することばか

りでした。パーティーや歓送会がたくさ

ん開かれ ました。残念 なが ら，わたし

は十分に休息を取 れず，伝道本部で受

けるはずの訓練に対 しても備えができて

いませんでした。伝道本部での最初の

晩が終わるころ，わたしは疲れ果ててい

ました。ほかの宣教 師がベ ッドの準備

をするのを待っている問，わたしは自分

のベッドの上に横になっていて，間もな

く寝入 ってしまいました。 しかし，周 り

の気配を感じて，わたしは眠りから呼び

戻されました。 目が覚めてきたとき，だ

れかが祈っている言葉が聞こえてきまし

た。 目を開けてみて非常に驚 きました。

わたしの部屋 の長老たちが全員わたし

のベッドの周 りにひざまずいて，一 日を

終 えるためのお祈 りをしていたのです。

わたしはすぐに目を閉じ，眠っているふ

りをしました。あまりにも恥ずか しかっ

たので，ベッドから出て祈 りに加わる気

にはなれませんでした。宣教師としての

祈 りにまつわる最初の経験は恥ずかしい

ものでしたが，それはまた，導きを得る

ためしば しば主に呼び求めた，すばら

しい２年問の始まりでもありました。

伝 道期 間中ずっと，毎朝新 しい一 日

を始めるに当たって，同僚 と一緒 に祈

りました。毎晩，ベ ッドに入る前にも同

じようにしました。勉強する前に祈 りま

したし，アパー トを出て伝道活動 をしに

行 くときにも祈 りました。そして もちろ

ん，伝道活動を正 しく進めるための導

きを必要としたとき，特別な祈 りをささ

げました。天の御父に度々祈 りをささげ

ることによって，召 された業を推 し進め

るための力 と勇気 を与えられたのです。

答えは，時には驚 くほど直接 的に，し

かもはっきりとした方法で与 えられまし

た。 わたしたちが一 日の助けを求めて

主 に請い求 めれば求めるほど，聖なる
み た ま

御霊 の導 きは高 まったように感 じまし



た。

伝道後のわた しの生活 を振 り返って

みると，伝道地で経験したのと同じよう

に自らを主に近く保つことができた期間

があったことに気づ きます。また，いつ

の問にかこの世的なものが忍び込んで

きて， 自分の祈 りと行いがあまり一致せ

ず，忠実でなかった期間もありました。

今，ちょっとした自己評価をする良い

機会ではないでしょうか。つまり，わた

したちが伝道地で天の御父 との問に築

いていたのと同じ関係を，今でも持って

いるかどうかを知るために自分 自身を吟

味してみるのです。もし，この世的なも

のがわた したちか ら祈 りを遠ざけてい

るとすれば，わたしたちは偉大 で霊 的

な力を失っていることになります。 もっ

と祈りの頻度を多 くし，首尾一貫した力

強い祈 りを通 して伝 道の精神 に再び火

をつける時は，たぶん今なのです。

宣教師としての懐 かしい思い 出の二

つ目は，毎 日聖文学習 を行 ったことで

す。福音 を学ぶための聖文学習計画 に

従うように自己訓練したことは，実 り多

いすばらしい経験で した。聖文の教 え

の知識はしばしば，個人の学 習を通し

て輝かしい方法で明 らかにされ ました。

宣教師として，わたしが驚嘆したことを

思い出します。それは，主が，地上に

騨
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いる主の子 どもたちのためにいかに完全

な計画を用意しておられたか，というこ

とです。 また，すべ ての神権 時代に，
みこころ

子 どもたちに対する御心 を記 録するよ

う，いか に主 の預言者の心 に霊感 を与

えてこられたか，ということです。主の
み こ と ば

御言葉は常にはっきりとしており，直接

的で，主の律法と主の道に従うことによ

って得られる祝福を明らかにしてくれま

した。

さらにわたしたちは毎 日，１時間かそ

れ以上 を使 って， 同僚 と一緒 に学習 し

たものです。二人の目で王国の教義を

調べることは，わたしたちの理解 を大い

に増すようでした。わたしたちは一緒に

読み，次にお互いの感じたことを分かち

合いました。

わたしたちの心は，個 人お よび同僚

との学習を行 うにつれて研 ぎ澄まされて

きました。 この学習により，わたしたち

は同僚 としてもっと親しくなり，王国の

教義に関する理解は増 したのです。

伝道地 を後 にすると， もはや学習習

慣 を身に付 けるのを助けてくれる同僚は

いなくなります。 しかし，これは学習を

やめるべ きだという意 味ではあ りませ

ん。家 に帰った とき，毎 口家族 で聖文

学習を行 うのは何 とすばらしいことでし

ょうか。家を離れて住むことになったら，

ルームメー トや友達を招いて一緒に学習

してはどうでしょうか。定期 的な勉強会

の時間を持つことによって，王国の教義

を心の中に明確 に保つことができるで し

ょう。そうすれば，この世の絶え間ない

影響から守 られるで しょう。もちろん，

結婚するとき，福音の教えをともに学び，
はんりよ

分かち合える永遠の伴侶 を持つことにな

ります。聖文はいつもそこにあって，人

生の 目的に関す る理解 を深 めて くれ ま

す。また，人生をもっと満ち足 りた，実

り多いものとするために行うべ きことを

教えてくれます。 どうか，個人や伴侶と

の定期的な聖文学習 を続 けて行 ってく

ださい。

人生で福音をまった く教えられなかっ

た人に福音 を教えるときに感じる喜びを

覚えているでしょうか。主の律法と主に

従うことから得 られる祝福 を教えるとき

に経験する心の高まりを覚えているでし
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ようか。伝 道地で最初のバプテスマを

施 したときの喜びを，忘れたことがある

でしょうか。

わたしが宣教 師だったころ，礼拝堂

にはバプテスマフォントが備えつけられ

ていませんでした。わたしの最初のバプ

テスマはオハイオ州のシオト川で行われ

ました。涼 しい秋の 日で，水は空気 よ

りも冷たく感 じられました。求道者に後

からついて来るように励 ましながら，あ

の冷たい川の中に足 を踏 み入れたとき

の衝撃をよく覚えています。しかし，空

気 と水の冷たさは，バプテスマの儀式

を執行するとすぐに消 えてしまったので

す。バプテスマの水か ら上がって来た

その人の喜びに輝く顔 を見たときの印象

を，わたしは決 して忘れないでしょう。

福音を教 えバプテスマを施す機会は，

専任 宣教 師の名札を付けた人々だけに

限られているわけではありません。 この

世の 日常 的な活動 に戻 ると伝道活動の

熱意 が消 えてしまうのはなぜで しょう

か。
る

人類の歴史上，この地上に住む天の

御父 の子 どもたちに福音 を教 えるため

に，わたしたちがこれ以上よく備えられ

たときはかつてありませんで した。 しか
こんにち

も，かつてなかったほど，今 日人々は

福音 をもっと必要 としているように思わ

れるのです。世の中では信仰が弱 まっ

ているのが分かります。人々はこの世的

なものをますます愛す るようになってき

ており，道徳的価 値観 は低下 していま

す。その両方が心痛 と絶望の種 となる

のです。今必要なのは，再び仕える用

意のできた帰還宣教師から成 る王国の

軍勢です。専任宣教 師の名札 を付 ける

ことはないかもしれませんが，福音の光

を見つけようともがいている世の人々に

それをもたらすために，同じ望みと決意

を持つことができるのです。

帰還宣教師の皆 さんに，再 び自分 自

身 をささげ，伝道活動の望 みと精神で

もう一度満たされるようにと，お招 きし
しもべ

ます。天の御父の僕 としての外見を保

ち，僕 となり，僕として振 る舞ってくだ

さるようお願い します。皆 さんが福音を
の

宣べ伝 える決意を新たにできるよう祈っ

ています。主がわたしたち全員に行うよ
嶋
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力ンフ ァレンス センターの広場 およひ八ル コニーか らの眺めを楽 しむ大会参 加者たち。
●

う召 されたこの偉大な業に，さらに雄々

しく従事できるようになるためです。皆

さんに約束したいと思います。もし，か

つて専任宣教師 として持 っていた熱意

をもって力強 く進み続 けるならば，大い

なる祝福が皆さんを待ち受けています。

数年前，息子のリーから電話をもらっ

たことがあります。息子の話では，わた

しの最初の同僚が近所 に滞在 中で，わ

たしとちょっとの問会いたが っていると

いうことでした。リーとわたしは二人で，

その最初の同僚が滞在 している娘 さん

の家 を訪 ねました。長い間お互いに会

わなかった後で顔 を合わせ たのは，特

別 な経験でした。宣教 師としてわたし

たちはオハイオ州のある町で伝道を開始

する機会を与えられました。 この割 り当

てのために，わたしたちは１０か月 間一

緒に働いたのです。彼はわたしの トレー

ナーであ り，最初の同僚 でした。彼が

育った家庭では，一生懸命に働 くことの

価値か教えられてきました。 そのため，

彼について行 くのは大変なことで した。

でも，一緒 に働 くうちに同僚 として親し

くなっていきました。

わたしたちの同僚関係はその１０か月

間の割 り当てでは終わりませ んでした。

第二 次世界大 戦が始 まっていました。

わたしは帰還してからほんのわずかな間

普通の生 活をしただけで，軍隊 に召 集

され ました。新 兵訓練所での最初の 日

曜 日でした。末 日聖徒の集会 に出席 し

ていたときに，見覚 えのある後ろ姿が 目

に入 りました。あの最初の同僚だったの

です。こうして，その後の２年半の大部

分を一緒に過 ごしました。軍隊の中で

は環境 は大いに違 っていましたが，わ

たしたちは伝道活動を続 けようと努力 し

ました。できるかぎり，一緒に祈 りまし

た。状況が許すときは，一緒 に聖文を
たんこん

学びました。弾痕の残るわたしのテント

の中で，ランプの光だけを頼 りに同僚 と

ともに何 度も行 った聖文学習の時間を

思 い出 します。聖文の朗読は時々空襲

警報のサイレンに中断されました。ラン

プを素早 く消し， 一緒にひさまずき，祈

りによって勉強会を閉 じたものです。

わたしたちは二人ともグループリータ

ーとして任命を受けました。そして，再

び一緒 に奉仕 し，わたしたちの主なる

救 い主の栄えある福音 を教える機会に

あずかったのです。専任宣教師のとき

よりも，軍隊ではもっと成功 しました。

なぜで しょうか。わたしたちが経験を積

んだ帰還宣教 師だったからです。

最初 の同僚へのこの訪問は彼に会っ

た最後の機会 となりました。不治の病を

患 っていたため，わずか数か月後 に亡

くなったのです。わたしたちの伝道を再

び体験 し，伝道後の生 盾についても語

り合うことがで きたのはすばらしい経験

で した。わた したちは監督会，高等評

議会，そ してステーク会長会で行 った
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畑 ＿ ＿ 、
ちうん，子どもたちや孫たちのことを自

慢 し合いました。わたしたちがともに座

り，再び会えた機会 に感動しているとき，

わたしはアルマ書第１７章に記 された言

葉について考えずにはいられませんでし

た。

「さて，アルマはギデオンの地か ら南

方のマンタイの地へ向かって旅をしてい

たとき，見よ，思いがけず，ゼラヘムラ

の地を指して旅をしていたモーサヤの息

子たちに出会った。

モーサヤのこの息子 たちは，天使が

初めてアルマに現れたときにアルマとと

もにいた人々である。そのため，アルマ

は自分の仲間に会えたことでひとかたな

らず喜んだ。しかも，彼 らがなおも主に

あって兄弟 であったので，その喜 びは

いっそう深かった。さらに，彼らは正し

い理解力 を備えた人々であり，また神の

言葉を知 るために聖文を熱心 に調べて

きたので，すでに真理を深 く知るように

なっていた。

そればかりではない。彼 らはしばしば

祈 り，また断食もしたので，預言の霊と

啓示の霊 を受けていた。そして，教え

るときには，神の力 と権能をもって教え

た。」（アルマ１７：１－３）

皆さん全員が，わたしが最初の同僚

と経験したのと同様の経験ができるよう

に願っています。また，わたしたちの天

の御父の王国を築 くために皆 さんが時

間と才能を勤勉 にささげた ときの こと

を，ちょっと立ち止まってじっくり考え

ることができるように願っています。皆

さんがそうするために努力するならば，

わたしは約束します。それは皆さんの人

生 で感動的な経験 の一つとなるで しょ

う。皆さんは帰還 宣教 師という偉大な

軍勢 なのです。新 たな熱意 と決心 とを

もって前進しましょう。皆さんの模範に

よって，この混乱 した世の中に福 音の

光を輝かせてください。わたしたちが携

わっているのは，主の業です。神 は生

きておられます。イエスはキリストです。

わたしたちは主の教会に属 しています。

これが，皆 さんへのわたしの証です。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よっ て ， ア ー

メ．ンＱ

第７の戒め
十二使徒定員会

＝一ル。Ａ・マックスウェル

盾

ｒナ戒の ７番目の律法を守ることが吠切な盾になるのτす。その盾を下ろした

り，なくした０することによ０，天か６のかけがえのなし１祝福を失うことにな

ｏます。１

たしも兄弟姉妹の皆さんとと

わ もに，ヒンクレー大管長の預

言者としての使命について感

謝の思いを新たにしました。 ヒンクレー

大管長が はるか昔に予任 されていたこ
あかし

とを証するとともに，そのことに感謝 の

意を表します。
き よ う

わたしは今 日，ヤコブ〔訳注 ニー

ファイの弟〕の忌み嫌った不貞の問題に

ついてお話 ししたいと思います。すなわ

ち，十戒の７番 目の律法に背 くことです。

ヤコブは，この戒めに耳を傾ける人々が

「非常に感じやす く，清 く，繊細である」

ことを思い，彼らがすでに受けている傷
いや

を癒す代わ りに，「ますますその傷 を深 く

す る」ことのないように願 っていました

（モルモン書ヤコブ２：７，９）。 しかしな

がら，不 道徳に対するヤコブの厳 しい

言葉は，分析 的であるとともに詩的で も

あ ります。「多 くの者が心に深 い傷を負

って，死 んだようになっている。」（モル
こんにち

モン書ヤコブ２：３５）今 日，多 くの人々

が傷を負って人生 を歩み，その被害者

は増加の一途をたどっています。

そこでわたしたちは皆 ，たとえその
ひ

「罪は緋のようであっても，雪のように

白くなる」よう（イザヤ１：１８），真の悔い

改めに至るための福音の基本原則 を知
ら

ってお く必要があります。しかし，悔い

改めの厳 しさとそれに伴 う豊かな報いを

語るのが，このお話の 目的ではありませ

ん。それ と同様 ，純 潔 と貞節 を守 り，

今 日のアメリカの社会では少数派 となり

つつある，婚前交渉が誤 りであると信じ

る多 くの勇敢 な若人 と成人 を称賛す る

のが 目的でもありませ ん。 この戒めに関

し，従順 を生 じる信仰を持つ人々は称

賛に値し，それを破ってしまっても，π侮

ω改めを生 じる信仰ノを持つ人々には敬

服いたします （アルマ３４：１５，強調付加）．。

確かに婚前交渉や不 貞は，私生児や
まんえん

母子家庭，家庭の崩壊 ，病気の蔓延 と

いった，計 り知れ ない影響 を世に与え

る結果を引き起こします。多くの結婚関

係が， 首の皮 一枚でつながっている，

もしくはすでにぷっつりと切れてしまっ

た状態にあります。この人 目につかない

ながらも深刻 な危機は，戦争をも含む

この時代の厄介な世界 的危機 とともに

世にはびこっています。イエスは，末 日

の地上では「諸 国民が悩み……おじ惑

い」，混乱すると言われました （ルカ２１：

２５。教義と聖約８８：９１；４５：２６も参照）。

だからこそ，十戒の７番 目の律法を守
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ることが大切 な盾 になるのです。その

盾 を下ろしたり，なくしたりすることに

より，天からのかけがえのない祝福を失

うことになります。その祝福 なしには，

人も国も繁栄を保ち続けることができま

せん。

この名誉 と栄華 を追い求める世の中

にあり，天の祝福 にあずかろうとする思

いが何 と少ないことか，不思議ではあり

ませんか。逆に，死後の世界 を信 じる

者が少なくなるにつれ，世の不徳 が増

します。 コリホルは「多 く……を惑わし

…・人が死ねばそれで終 わりである」と

民に語 りました（アルマ３０：１８）。快楽中

心の西洋社会 を見詰めた日本 の思想家

が，あたかも挑戦のようにこう述べてい

ます。

「もし死後の世界がないならば，この

残 り少ない余生 を快 楽に没頭 して何が

悪い ？ 『次の世』に対する不信仰が，近

代西洋社会の道徳観念低下に拍車をか

けてしまっているのだ。」 （梅 原猛 “Ｔｈｅ

Ｃｉｖｉｌｉｚａｔｉｏｎ ｏｆｔｈｅＦｏｒｅｓｔ：Ａｎｃｉｅｎｔ

Ｊａｐａｎ ＳｈｏｗｓＰｏｓｔｍｏｄｅｒｎｉｓｍ ｔｈｅ

Ｗａｙ”，．４亡Ｃｅη加ｒプ ｓＥηｄ，ネイサン・

Ｐ・ガーデルズ編 〔１９９５年〕⑲０で引用）

したが って，善良な市民 とは道徳 的

に正 しい行 いをする人でなければなりま
せんぽう

せん。 隣人を羨望することと隣…人 を愛

することは明らかに違 うのです。マ シュ

ー・アーノル ドは「自然界は純 潔を気に

留めない。人の本 質はそれを大いに気

に か け る 」と， 洞 察 し て い ます

（Ｐｈ１五ｓ翻 ｓｍ 加 Ｅη９伽 ｄａｎｄＡｍｅｒたａ，

勲 ｅＣｂｍｐ五ｅ古ｅＰｍｓｅ照磁 ＳαｆＭａ亡曲ｅｗ

．４ｍ ｏｌｄ， 第 １０巻 ，Ｒ・Ｈ・スーパ ー編

〔１９７４年〕１６０）。わたしはこれに付 け加

えたいと思います。神から授かった本質

は純潔を無限とも言えるほど気にかける

のです。

生 まれなが らの人が影響を及ぼす性

癖は７番 目の律法に反するもので，人を

堕落させ，「肉欲や官能におぼれ，悪魔

に従 〔う〕」ものを伴っています（モーサヤ

１６：３。モーサヤ３：１９；モーセ５：１３も参

照）。兄弟姉妹の皆 さん，この３つの言

葉が耳障 りなようで したら，悪魔は「す

べての人が 自分のように惨めになること

を求めている」という（２ニーファイ２：２），

賛美 歌は会衆 に とって ，大会 の部会 の中で ，立 って参加す る機会 とな って いる。

敵 の恐 るべ き目的を考 えてみてくださ

い。惨めな者は仲 間を求めるのです。

「生まれなが らの人を捨て」る最 良の

方法の一つは，枯 らせてしまうことです

（モーサヤ３：１９）。枯 らせると容易に追

い払 うことがで きます。そうしないと，

誘惑 という名の電車が止 まる度に切符

にはさみを入れてもらって乗 り込むこと

になります。悲 しいのは，言葉を並べて

も生 まれながらの人には勝てません。な

ぜなら，欲が言葉をふさぐからです （マ

ルコ４：１９参照）。
こうかつ

残念なが ら，「狡猜 な人が，人のする

ことはどんなことも「決 して罪にならな

い」と言 い聞かせると，人々は７番 目の

律法 を容易に破ってしまいます （アルマ

３０：１７）。それらの人々は健全 な教 えに

耐 えられなくなり，戒めを重視 しない，

耳 ざわりのよい話をする人に従 っていき

ます （２テモテ４：３参照）。 しかしながら，
かんいん

箴言は真実を語 っています。「姦淫を行

う者は思慮がない。」（箴言６：３２）戒めは，

周 りのことばか りを気 にする人々にも，

無視されがちです。ドストエフスキーが

登場 人物 を通 してこう語 っています。

「時は流れ，人類は賢人を通して宣言す

る。犯罪など存在 しない。だから罪 は

ない。残るのは餓 えばかりである」と（フ

ヨー ドル ・ミハイロビッチ・ドストエフス

キー，ＴｈｅＢｒｏ亡ｈｅｒｓｏｆＫａｒａｍａｚＯＶ，

コンスタンス・ガーネット訳 〔１９５２年 〕

１３０－１３１）。

悪魔はまた，プライバシーという概念

を必要 以上 に誇張 しています。だれ も

見ていなければ大丈夫，とけしかけて

います。コンピューターのマウスを一押

しするだけで，パスポー トを見せること

もなく，だれにも知られず， しかもあっ

という間に敵の領域に入ることができる

のです。すでに腐敗 した良心が，最後

の無意 味な検 問を試み ますが ，無駄な

ことです。

しか し神は，屋 内用 と屋外用の二つ

の十戒 を用 意されたわけではあ りませ

ん。悔い改めの道を二 とお り許可 され

たわけで もあ りません。週末の後悔が

「罰の定めを受ける者の悲 しみ」を生む
みこころ

か もしれ ません。 しか し，神の御心に

添った悲 しみによってしか もたらされな

い「大 きな変化」は生じないのです（モル

モ ン２：１３；モーサヤ５：２；アルマ５：

１３－１４。２コリント７：１０も参照）。

もちろんわたしたち死すべき人間には

選択の 自由が与 えられています。天に

おいては，この選択の 自由を守 るため

の戦いさえ起 こりました。にもかかわら
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ず，この世 においてはこの偉 大な選択
たまもの

の 自由の賜物が，ほとんど無抵抗 で敵

の手に落ちてしまっています。

この７番 目の律法を確 固として守る方

法はたくさんあります。例えばタビデは，

自分のいるべき所にいなかったという理

由で，容易に罪に陥ってしまいました。

「春になって，王たちが戦いに出るに及

んで，ダビデは……エルサレムにとどま

っていた」とあります （サムエル下ｌｌ．１）。

そして皆 さん御存 じのように，屋上から

一人の女性を色欲の心で見
，それが悲

劇の始まりとなりました。大切な教えは，

「あなたがたは聖なる場所に立 ち」，行

くべ きでない所を避けることです （教義

と聖約８７．８。マタイ２４ １５も参照）。

「幸福 に」暮 らしている人たちは（２ニ

ーファイ５ ２７）
，賢明にも自分たちを守

ってくれる霊的な方法を身に付けていま

す。それは，適切 な服装や言葉遣い，

ユーモア，音楽に表れ，そこにはキリス

トの真の弟子 としての決意がみなぎって

います（箴言２３ ７参照）。

また，後に問題を起こしたくなけれは，

悔い改めていない罪を引きずったまま結

婚 してはなりません。 「つ り合わないく

びき」を相手に負わせてはならないか ら

です （２コリント６●１４）。 同様 に，夫婦

が離れ離れにならないために，互いに
たきつぼ

対する忠誠心 を固 く保 ち，滝壺へ と続

く激しい流れにわさわざ身を任せること

のないよう，十分に注意しなければなり

ません。また，同しように避けなければ
れんひん

ならないのが， 自己憐欄 という腐ったよ

どみです。このよどみに入 り込むと，良

心 と聖約の両方を遠ざけることにより，

責任感 を放棄 し，「人々の前で自分を正

しい」者としようとします。 しかしそれ

は，「神のみまえでは忌みきらわれる」こ

となのです（ルカ１６．１５）。

情欲の欺 きの渦を見抜 くことも重要な

盾の一つです。 自分のみだ らな生活か
けいへつ

ら７番 目の律法を軽蔑する人々は，あた

かもカインのようです。カインは弟アベ

ルを殺すことにより６番 目の律法を破 り，

「わたしは自由だ」と宣言 しました（モー

セ５：３３）。そのような間違った自由はペ

テロの警告を思 い起 こさせます。「おお

よそ，人は征服者の奴 隷となるもので

ある。」（２ペテロ２’１９。２ニーファイ２●

２６－３０も参照）確 かに，かまびすしい声

は，束縛 と罪 の中にあっても偽笑いの

声す ら立てるかもしれません。しか しそ

のような声について，箴言はこう語って

います。「笑 う時にも心に悲しみがあ り，

喜びのはてに憂いがある。」（箴言 １４：

１３）

今の世では，宣伝 が真実か どうかも

気がか りです。 ある種の名称 は明 らか

に欺 きで，侮辱以外の何 物でもありま

こつこつ

せ ん。 「エクスタシー （悦惚）」と呼ばれ

る薬は，「悲惨」と呼ぶべ きです。 ダンス

パーティーの一種 でみだ らに暴 れ狂 う

「レイブ（狂乱）」は，さながら「喪 中のつ

ぶやき」です。少々みだらでもダンスな

ら問題はないと取 り違えている参加者が

います。そのような人たちは，「無知で罪

を犯 し」ているのではあ りません（３ニー

ファイ６．１８）。敵を軽々しく思い，敵の

まねをすることにより自分に妥協 し，友

達を迷わし，悲 しませているのです。

リアホナ／２００２年１月号

９２

＼



＼

、

そのな うなみだらなダンスが，一見 き

らびやか な，しかし薄暗い場所で開か

れるのはなぜか考えてみたことがありま

すか。または，どうしてぜいたくな飾 り

付 けがされているか分か りますか。 また

は，どうして混乱 した，騒が しい音 楽

を流 すのか考 えてみたことがあ ります

か。 それは，悪が夜 明けを恐 れ，明る

い真理による断固とした吟味に持ちこた

えられず， 自分の行 動を静かに振 り返

ることに耐えられないからです。

このように，無感覚を助長す る活 動

に加 われば，仲間になりたい，愛 され

たいという正当な 欲求を不当な方法 で
み らい

満たすことにより霊の味を見分ける味蕾
ま ひ

が麻痺 し，真の愛 と誤った快楽 との区

別が難 しくなります。そして悲 しいこと

に，犠牲者 も加害者 も「心が鈍って」し

まうのです （１ニーファイ１７：４５；エペソ

４：１９：モロナイ９：２０）。

ヘンリー・フェアリーは，「情欲に満ち

た人は人生の中心 に恐ろしい空虚を抱

えている」と書いています （ヘンリー・フ

ェアリー，Ｔｈｅ ｓｅｖｅ且 Ｄｅａｄｌｙ Ｓｆηｓ

Ｔｏｄａｙ〔１９７８年〕１８７）。それでもなお，

何 も知 らない若 人は，「自分の水筒 を満

たす こと」について語るのです。その水

筒 を満 たすのは，残 り物 の砂 と有毒 な

思い出の砂利以外にありません。フェア

リーは続けて書いています。「情欲 には

相手への思いや りはない。 自分の欲望

を満たすのみである。情欲 は夜明けに

は消 えうせ，夜 になり，居場所を探そ

うと再び戻 って来ても，消 し去った自ら

の過去があるだけである。」（同上，１７５）

どのように変装 しようとも，情欲が愛

の代わりになることはありません。それ

どころか，それは 「多 くの人の愛 〔を〕冷

え」させ （マタイ２４：１２），真の愛の成長

を妨げます。ですからわたしたちは，「激

情をすべて制し，愛で満たされるように

しなさい」と戒められているのです（アル

マ３８：１２）。 さもないと，激情がわたし

たちの心の空いた場所をじわじわと占め

てしまい，義 にかなった霊の居場所が

奪われてしまうのです。

あまり目立ちませんでしたが，かつて

社会 には，家庭 ，教会，そして学校を

含むいろいろな機構 が，個 人の激情を

抑制するバランスのよい助 けを与えてい

ました。 しかしながら，これらの機構は

今，失われたり，機能 しな くなった り，

立場をあいまいにしたりしています。

さらには，悪いことをした人々でも，

ほかに称賛すべ きことをしていれば許そ

うとい う非制裁主義が，最近の傾 向と

して勢いを増 してきています。ムッソリ

ー二です ら，電車 を定刻 どお り運行 さ

せたではありませんか。７番 目の律法 を

犯す人でも，何らかの貢献はしているで

しょう。 しかし彼 らは，見えない代償 を

払 っています （アルマ ２８：１３参 照）。モ

リアントン王についてこう書かれていま

す。「彼は民に対 しては公正であったが，

自分 自身に対 してはそうではなかった。

多くのみだらな行いをしていたからであ

る。」（エテル １０：１１）明らかに公正で偏

りのない指導者モリアントンで したが，

自分 自身を尊 ばなかったのです。彼 自

身の内なる傷は，外側の装飾や建物 で

覆われて しまっていたのです （エテル

１０：１２参照）。

わたしがここまで話してきたことは非

常に重要なことです。そこで，次のこと
ちゅうちょ

を申し上げなければなりません。躊躇

せずに申し上げます。啓示 には，悔 い

改めない人々はイエスがわたしたちのた

めに苦 しまれたように必ず苦 しみ，いつ

の 日か，その罪に相当する，神の完全

な裁 きを個人的に受 けるとあります （教

義と聖約 １９：１６－１８参照）。さらには，

宣伝 する者，資金を提供す る者，支援

する者，利益を得 ようとする者，またい

かなる者であれ，この不道徳という薬漬

けのドラマを飽 くことなく支援 し強化す

る者は， 自身が無数 の人々に与 えたあ

らゆる苦しみを自らの身に受けなければ

ならないのです。

最後に兄弟姉妹 の皆 さん，時には，

またある状況下では，主の弟子 として，

たとえ独 りであっても進んで耐えること

が要求 されます。わたしたちがこの世で

喜んでそうすることは，かつてキリスト

がゲツセマネで独 りでひざまずかれたこ
あがな

とと呼応 します。蹟 いの最後の過程で

は，「だれも〔主〕とともにいなかった」の

です （教 義と聖約 １３３：５０。マ タイ２６：

３８－４５も参照）。
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しか しなが ら，忠 実な者たちはその

立場を守るかぎり，決 して独 りになるこ

とはありません。ゲツセマネでキリスト

を力づけるためにいたあの天使 は，訳

があってキリストのみもとを去 りました

（ルカ２２；４３参照）。しかし，わたした

ちが神 とその戒めへ の信仰の盾 を高く

掲げるならば，天使たちが 「〔わたした

ち〕の周 囲にいて」「〔わたしたち〕を支

え」，「〔わたしたち〕に対する務めを果た

し」てくれるのです （教義と聖約８４：８８；
あかし

１０９：２２）。 このことを約束 し証 します。

そ して兄弟姉妹， わたしたちの心 の天

候を測るためにダイヤルをセットしまし

ょう。そのようにしてわたしたちは，こ

の世と来るべ き世で味わう幸福 の程度

を決めることができるのです。また，第

７の戒めを含む神の戒めを守 ることによ

って，わたしたちはダイヤルを正しくセ
み て

ットし，神がその御手をわたしたちに置

いてくださるよう願い求めることができ

ます 。その御手はお持ちの ものをすべ

て与 えることを願っておられる御方の御

手 なのです （教 義 と聖約 ８４：３８参照）。
み な

イエス・キ リストの御名により申し上げ

ます。アーメン。

しば したたずみ ，ソル トレー ク神殿 を感 嘆 して

眺める家族 。



「いちばん大切な ，

第 のいましめ」
七十人

ロバー ト・Ｆ・オー トン

ハ存症の蘭味を教え」５れτいるわたした参力ら ちし神と隣λを憂さなωな６ば，

わたしたちの行ラほかのすべτの事梅は灰還の帰地加 ５見τほとんど何の薩殊

も」特たないごとになります。ノ

一７ の４週問，憎しみから出た計

画的かつ破壊的なテロ行為

」 に，世界 中の 関心 が集中 し

ています。

憎 しみは愛の正反対 に位 置 します１

ルシフェルがその第一の主唱者であ り，

張本人です。救いの計画に対するル シ

フェルの提案が御父に拒絶 されたとき

から今 までずっと，それは変わっていま

せん。銀貨３０枚でイエスを大祭司たち

に売り渡す企てをユ ダに吹 き込んだのは

ルシフェルでした。 「ほえたけるししの

ように，食いつ くすべ きものを求めて歩

き回っている」のも（１ペテロ５：８），あら

ゆる義の敵，争いの父であるルシフェル

なのです。

これ とは対照的 に，「あなたが たの敵

を愛 し１……あなたがたを不 当に扱い迫

害する者 のために祈 りなさい」と語 られ

たのは（３ニーファイ１２：４４。マタイ５：

４４も参照），ユダの手で大祭司たちに売

られたイエスでした。また御 自分を十字

架につけた兵士のために「父よ，彼 らを

おゆるしください。彼 らは何 をしている

のか，わからずにいるのです」と嘆願さ

れたのもイエスでした（ルカ２３：３４）。

わたしは，何年 もの問，愛 は一つの

属性だと思っていました。しかし，愛は

属性 以上 のものです。それは戒めなの

です。 イエスは，律 法学者 ，パ リサイ

人との対話の中で，こう語られました。

「『心をつくし，精神 をつくし，思いを

つくして，主なるあなたの神 を愛せよ。』

これがいちばん大切 な，第一のいま

しめである。

第二 もこれ と同様である，『自分を愛

するようにあなたの隣り人を愛せよ。』

これらの二つのいましめに，律法全

体 と預言者 とが，かかっている。」（マタ

イ２２：３７－４０。ガラテヤ５：１４も参照）

ヒンクレー大管長はこう語ったことが

あります。 「愛は北極星 と似ています。

移 り変わる世にあって，愛 は不変です。

愛は福音の真髄です。

愛がなければ……福音を人生の手本

として人々に勧めることはできません。」

（Ｔｅａｃｈ１ηｇｓｏｆθｏｒｄｏηＢ．研ｈｃｋｌｅ７

〔１９９７年〕３１９，３１７）使徒ヨハネはこう語

りました。「神は愛である。」（１ヨハネ４：

８）このように，律法全体と預言者とが，
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愛そのものであるイエスにかかっている

のです。

使徒パウロは，福音の第一の原則で

ある信仰 は，愛によって働 くと教えてい

ます （ガラテヤ５：６参照）。何 と理解 す

る価値のある教義でしょうか。愛は信仰

を支 える原動力 なのです。寒い冬の夜

に暖炉 の火が部屋 を暖めてくれるよう

に，神 と隣…人へ の愛はわた したちの心

の中にあらゆることを可能にする信仰の

火をともしてくれるのです。

わたしたちのほとんどが神への愛を

公言 します。 しか し，難 しいのは隣人

を愛することだと気づきました。「隣人」

という言葉は，家族，会社 の同僚，近

所や教会で会う人々，さらには敵をも意

味 します。 もっとも，敵の行っているこ

とを黙認するわけではありませんが。兄

弟姉妹の皆 さん，もしわたしたちがこの

ような人々をすべて愛 さないとしたら，

ほんとうの意味で神を愛 していると言え

るでしょうか。使徒 ヨハネは次のように

宣言 しました。「神を桑する者は，兄弟

をも愛すべ きである。」また次のように付

け加えました。 「『神 を愛 している』と言

いなが ら兄弟 を憎 む者 は，偽 り者であ

る。」（１ヨハネ４：２１，２０）ですから，神

と隣人に対する愛， この二つは固 く結

びついて切 り離すことのできないものな

のです。

わたしたちの永遠の進歩 は， どれだ

け愛することができるかにかかっていま

す。ウェブスターの辞書 は「愛」を「ほか

の人の福利に対する非利 己的で，揺 る

ぎない，誠実な関心。尊敬 ，誠意 また

は共通の利害に基づ く感情」と定義 して

います （Ｌｏηｇｍａη Ｗｅわｓ亡ｅｒＥηｇ・１１ｓｈ

Ｃｏｌｌｅｇ・ｅ－Ｏｆｃ亡ｆｏηａｒｙ；国際版）。そしてモ

ロナイは愛 という言葉を「キリストの純

粋 な愛」や「慈愛」と同じ意味を持つ言葉

として扱 ってい ます （モロナイ７：４７参

照）。神への愛 を表す最 も良い方法 は，

神 の戒めを守ることです。 また神と隣人

へ の愛 を示すには，慈愛 に満ちた奉仕

を行うことです。

ここで，二つの例を挙げてみましょう。

ルーマニアの トランシルバニアアルプス

で，妻 と子 ども二 人のいる男性 が，バ

プテスマを受けて教会に入りました。こ

＼

回

、



＼

＼

＼

の男性 は支部の指導者になりましたが，

経済 的また家庭 的なプ レノシャーが原

因で，しばらくの問教会を離れてしまい

ました。後に再び教会に活発になりまし

たが，そのときかつての経験を話 してく

れました。 自分がバ プテスマの水から

出ると同時に，だれかが「あなたを愛し

ています」と耳 もとでささやく声を聞い

た，というのです。それまでだれか らも

そのような言葉をかけられたことはあ り

ませ んで した。愛 に満ちたその言葉の

記憶，そして支部の会員の愛と思いや

りに満ちた行 いや言葉のおかけで彼 は

教会に戻って来たのでした。

数年前 ，ある若い男性がこの世的な

影響 に屈してしまいました。しばらくの

問，両親は彼をどうすることもできませ

んで した。 この男性の隣人であり同じワ

ー ドの会員だった二人の大祭司が
，特

に彼 を助ける責任に召 されていたわけ

でもあ りませんでしたが，おしやそのほ

かの人々と協 力 して，助 けの手を差 し

伸べ，彼 と交友関係 を築 きました。 二

人の大祭司はこの若い男性が再び教会

に活発 になれるよう導 き，伝道に備える

よう励ましたのです。彼 らはこの若い男

性に愛を伝 え，その愛を自分たちの行

動で示 しました。その結果この若者 の

入生は変わりました。一人の子 どもを育

てるには，豊か な愛 が必要であ り，時

には協力して助けることが求められるの

です。
けんそん

「人は謙遜であり，愛に満ち・・ なけ

れば，だれもこの業を助けることはで き
たカい

ない。」（教義と聖約１２’８）「愛 をもって互

に仕えなさい。」（ガラテヤ５．１３）奉仕が

愛の自然な表れであるように，愛も奉仕

の自然な表れです。夫の皆 さん，妻 に

仕えてください。妻の皆さん，夫に仕え

てください。夫婦の皆さん，子どもたち

に仕えてください。そして，わたしたち

皆は，神と隣人に仕えましょう。そうす

るときに，わたしたちは自分の献 身する

対象 を愛するようになり，「愛する」とい

ういちばん大切 な，第一の戒めに従順

になることができます。

エルサ レムでの復活 に引き続いて，

イエスはアメリカ大 陸にいるニーファイ
みすがた

の民に御姿を現されました。バプテスマ

について教えた後で，イエスは次のよう

な言葉で怒りと争いについて警告 されま

した。「あなたがたの中に決 して論争が

あってはならない。 まことに，まこ

とに，あなたがたに言う。争いの心を持

つ者はわたしにつ く者ではなく，争いの

父である悪魔 につ く者である．悪魔は

互いに怒って争うように人々の心をあお

り立てる。」（３ニーファイｌｌ ２２，２９）

兄弟姉妹の皆 さん，もしわたしたちが

愛するという戒めに従川頁になるならば，

お互いの間に決して論争や争い，憎 し

みはないで しょう。 一人一人が神 の子

どもであることを理解するなら，悪口を

言い合 うのではなく，親切 と敬意 をもっ

て接することでしょう。わたしたちの問

にも，すべての人の問にも，ニーファイ

人やレーマン人，あるいは「何 々人」とい

うものがまった くなくなり，すべての男

女がお互いに正 しい態度で接するように

なるでしょう。

ある日の早朝，ブカレストのチースミ

ージュー公 園をジョギングしていると
，

１本 の老木が 目に留まりました。この老

木は必死 になって新 しい枝 を伸ばそうと

していました。つまり新しい命を誕生さ

せようとしていたのです。命の象徴は与

えることです。わたしたちは家族や友人，

そ して地域社 会や教会 に非常 に多 くを

与えています。その結果，時々，老木

のように，人生はつらす ぎると考 えるこ

とがあるかもしれません。与え続けるこ

カン ファ レンスセンター退場 時に

とは負い切れないほどの重荷であると感

じるか もしれません。あきらめる方が，

また生まれなが らの人が行うように行動

する方が楽だと思うかもしれません。し

かし，わたしたちはあきらめるべ きでは

ありませんし，あきらめてはなりません。

なぜ でしょうか。それはキリストのよう

に，あの老木のように，与え続けなけれ

ばならないからです。少ししか与えてい

ないときには，わたしたちに命を得させ

るために御 自身の命をささげられた御方

のことを考えましょう。

イエスは地上での生活が終わ りに近

づいていたときに，再び愛 の原則につ

いて教えられ，弟子たちに，御 自身が

彼らを愛 したように，互いに愛 し合 うよ

うに教えられました。 「互に愛 し合 うな

らば，それによって，あなたがたがわた

しの弟子 であることを，すべての者が

認めるであろう。」（ヨハネ１３．３５）

結論 として，存在の意味を教えられて

いるわたしたちが，もし神 と隣人を愛さ

ないならば，わた したちの行 うほかのす

べての事柄は永遠の見地から見てほとん

ど何の意味 も持たないことになります。

わた しは人の不死不滅 と永遠の命 を

もたらすキリス トの神性 とキリス トの召
あカし

しの真実性 を証 します。わたしたちが，

主が愛 され，愛 し続けてお られるのと

同 じように愛することがで きますよう
み な

に イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り祈 り

ま す 。 ア ー メ ン 。

つ ル

杖を挙けて会衆に別れを告けるヒンクレー大管長。

麟 １欝 、

藩．

獣 議

監…｝鰐 ㍉駈

灘

・

．
遜

撫

肇縄為

㍑・隅哩 靴

翻 １曜 灘

一



行動が人格を決める
七十人

ウェイン・Ｓ・ピーターソン

雁 とんどの出会ωＺ『は，自分がどのように反応するかτどん加繊 をするか

を決めることがτぎ‘ます。２．１

十年も前，家族 とともに休暇

何 を過ごしていたとき，一つの

経験から大切 な教訓を学びま

した。ある土曜 日に妻 とわた しは，子

どもたちをドライブに連れて行き，少 し

買い物をすることにしました。 ドライブ

をしている間に子どもたちが眠ってしま

い，起こしたくなかったので，わたしが

車に残って妻が急いで店に行くことにな

りました。

待 っている間に，わたしは前に止 まっ

ている車を見ました。その車 には子 ども

が何人 も乗っていて，皆 ，わたしを見

ていました。わたしの目と６，７歳の小

さな男の子の 目が合いました。 目が合

ったとき，彼 はすかさずわたしに向かっ

て舌を出しました。

わたしの最 初の反応は彼 に向かって

舌を出すことでした。 しかし，「わたし

が しようとしていることは適切だろうか」

と考えました。幸 いにも，わたしはその

ように反応する前に，前の週の総大会

で マービン ・Ｊ・アシュトン長老 から教

わ っ たあ る原 則 を思 い 出 しま した

（ＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅＲｅｐｏｒｔ，１９７０年 １０月，

３６－３８。またはｌｍｐｒｏｖｅｍｅη亡Ｅｒａ，

１９７０年 １２月号，５９－６０参照）。周囲の

出来事 に対する反応を変えることがどれ

ほど大切かを彼 は教えてくれたのです。

そこでわたしはその小さな男の子に手を

振 りました。彼 はまた舌 を出しました。

わたしはにっこり笑って，また手を振 り

ました。今度は彼も手を振 りました。

問もなく，しきりに手を振るその子に，

弟 と妹が加 わりました。それに応 じて，

わた しは腕 が疲 れるまで，様 々な方法

で手を振 り続けました。その後，ハンド

ルに手を置いて休み，その子たちの両

親かわたしの妻が早 く戻って来ることを

期待 しなが ら，再び思いつく限りのあら

ゆる独創的な方法でずっと手を振 り続け

ました。

やっと両親が戻 って来ました。そして，

彼 らが立ち去 るとき，わたしの出会った

新 しい友人たちは，姿が見えなくなるま

で手を振 り続けました。

それはちょっとした経験 でしたが，次

のことを示 していました。すなわち，ほ

とんどの出会いでは， 自分がどのように

反応するかで どんな経験 をするかを決

める ことができる，ということです。わ

たしはこの幼い友人の子 どもらしい振 る

舞いに，親 しみを込めた方法で応 じる

という選択 がで きた ことに感謝 しまし

た。そうすることでわたしは，自分の本

能に従 っていたら抱 いたはずの否定的

な感情を回避できたのです。

ニーファイ人への教 えの 中で，救 い

主はこう述べ てお られ ます。 「だか ら，

何事 でも人 からしてほしいと望むこと

リアホナ／２００２年１月号

９６

は，人々にもそのとおりにしなさい。こ

れが律 法であり，預言者である。」（３ニ

ーファイ１４：１２）

すべ ての人が この「黄金律」を実践し

たときに世界に及ぼされる影響を想像し

てみて ください。しかしそうすることは

人の性 質に反しているように思 えます。

ベニヤミン王が述べたように，「生 まれな
み た ま

が らの人は神の敵であり」，「聖なる御霊

の勧 めに従い……生 まれながらの人を
けんそん

捨てて」「従順で，柔和で，謙遜で，忍

耐強 く，愛にあふれた者 と」なるまでそ

の状態が続きます（モーサヤ３：１９）。
こんにち

変化の速い今 日の世界では，人々が

互いに侵 略行動を取る傾向が増 してい

るように思えます。ある人々は実際の，

あるいは想像上の侮辱行為 に簡単に腹

を立て，怒りを示 します。わたしたちは

皆，運転中の怒 りや，そのほか粗野で

無神経な行為 を自ら経験 したりそのよう

な話を聞いた りしたことがあるでしょう。

不幸なことに，自分の家庭でこのよう

な行動 を取って家族り問に摩擦 と緊張

を招いている人々がいます。

ある状 況においては 自分 にされ た行

為に仕返 しをするのは自然 なことに思わ

れるかもしれません。しか し，そうして

はなりません。 ビクトル・フランクルは，

恐 ろしい戦時中の経験 を思 い出 して次

のように述べています。「強制収容所で

の生活 を経験 したわたしたちは，人を

慰めるために， また最後の一切れの六

ンを分かち合 うために小屋の一つ一つ

を訪ね歩いていた人々のことを忘れるこ

とができない。そのような人が大勢いた

わけではなかったが，彼 らは，人からす

べ てを奪おうとしても一つだけ奪えない

ものがあることを十分 に証 明 してくれ

た。それは人の究極の 自由である。ど

のような環境 に置かれ τも自分の姿勢

を貫 くことを選ぶ自由 ，自分の道を選

ぶ 自由である。」（Ｍａガ ｓＳｅａｒｃｈ ｆｏｒ

Ｍｅａη∫ηｇ〔１９８５年〕８６，強調付加）

それは気高い行 為であり，大いに期

待 されているものですが，イエスはそれ

以上のことをわたしたちに期待 しておら

れます。「あなたがたの敵を愛 し，あな

たがたをのろう者を祝福し，あなたがた

を憎む者に善をな し，あなたが たを不

＼



当に扱い迫害する者のために祈 りなさ

い。」（欽定訳マタイ５：４４より和訳 ）

わたしの大好 きな賛美歌はこの教 え

を強調しています。

「心 を抑えよ，兄弟た ちよ

知恵の声 をもで，これを導け
しず

カは静けき想いに宿リ
レガ め

怒 りは理倥 も肱ｉも暗 ぐする」

（「心を抑えよ」『賛美歌』１９８番）

わた したちが固める決意 と執 る態度

が最：終的に人格を形成 します。チャー

ルズ・Ａ・ホールは適切にも，そのプロセ

スを次の言葉で述べ ています。 「思いを

まいて，行いを刈 り取る。行いをまいて，

習慣 を刈 り取る。習慣 をまいて，人格を

刈 り取る。人格をまいて，行 く末 を刈 り

取る。」（ＴｈｅＨｏｍｅＢｏｏｋｏｆＱロ０亡ａ亡１０ｎ８

バー トン・スティーブンソン選 〔１９３４年〕

８４５で引用 ）

家庭での行為は非常に重要です。家

庭は，善 くも悪 くも，人の行動が最も影

響 を及ぼす場所です。 時折，わたした

ちは家庭ですっか りくつろいで，言葉に

注意を払わないことがあります。礼儀 を

容易に忘れてしまいます。気をつけなけ

れは，互いに非難 し合 った り，平静を

失ったり， 自分本位の行動を取ったりと
はんりょ

いう習慣に陥ってしまいます。伴侶や子

どもたちはわたしたちを愛 しているの

で，すぐに許してくれるかもしれません

が，沈黙のうちに， 目に見えない傷 と

言葉 に表せない心痛 を残す ことが しば

しばあります。

子 どもが両親 を怖がった り，妻が夫

を恐 れたりする家庭があまりにも多 くあ

ります。指導者たちは次のことを思い起

こさせています。 「父親は愛 と義をもっ

て自分の家族を管理 しなければなりませ

ん。 伴侶 や子 どもを虐待する人々
み まん

は，いつの 口か，神の御 前に立っ

て報告することになります。」（「家族

世界へ の宣言」『リアホナ』１９９８年 １０月
カ っ と っ

号，２４）悪魔 は家庭の中に争いや葛藤，

恐れの雰 囲気 をつ くり出せた ら御霊 が

悲 しみ，家族 を結ぶ きずなが弱め られ

ることを知っています。

復活 された主御 自身が こう述べてお

られます。「まことに，まことに，あなた

がたに言う。争いの心 を持つ者はわたし

につ く者ではなく，争いの父である悪魔

につ く者である。悪魔は互いに怒って争

うように人々の心 をあお り立てる。」（３ニ

ーファイ１１．２９）

家庭 の中に怒 りや争いがあるのを感

じたとき，何の力 が生活 を支配 してい

るか，またサ タンは何 をしようと努めて

いるか，早く気づかなければなりません。

ソロモンは次のような金言を述べていま
こたル

す。 「柔らかい答 は憤 りをとどめ，激 し

い言葉は怒 りをひきおこす。」（箴言 １５：１）

家庭は，理想的には一人一人か安全 ，

安 らぎ，愛，またしばしば世の中で 出

遭う厳 しい批判と争いからの守 りを感じ

る避け所でなければなりません。

キリストはあらゆる場面で感情に流さ

れない完全な模範を示 されました。カヤ

バやピラトの前に立たれたイエスは，苦

しめる者たちにこぶしで打たれ，たたか

れ，平手打ちされ，あざけられました

（マタイ２６章 ；ルカ２３章参照）。非常に

皮肉なことに，彼 らは 自分たちの創造

主をあさけり，創造主は彼らに対する愛

情から，苦痛に身を任せ られたのです。

この不 当な虐待 に直面 しなが らも，

イエスは平静を保たれ，思いやりのない

行為をすることを拒まれました。十字架
く もん

上 での言葉に尽 くせないあの苦 悶のた

だ中にあってさえ，イエスはこう懇願 さ

れたのです。「父よ，彼 らをおゆるしく

ださい。彼 らは何 をしているのか，わか

らすにいるのです。」（ルカ２３ ３４）

イエスはわたしたちに同じことを期待

してお られます。御 自分に従う人々にご
たカい

う言われました。「互に愛 し合うならば，

それによって，あなたがたがわたしの弟

子であることを，すべての者が認めるで

あろう。」（ヨハネ１３．３５）

思 いや りと愛ある方法で家庭 を強め

ることにより，弟子であることを証明で

きますように。「柔らかい答は憤 りをと

どめ」るという言葉を覚え，人々との関

係や出来事において，救 い主から認め

ていただけるような人格 を形成する努力

を行えますように。

イエス・キリス トは完全 な模範です。
あカな

主は救い主であり，順い主であられます。
あカし

わたしはこの御方について証します。わ
こんにち

たしたちは今 日，生ける預言者によって

導 かれてい ます。 イエス ・キ リス トの
み な

御 名 に よっ て ， ア ー メ ン。

大会の部会て歌を披露するモルモンタ八ナクル合唱団の団員たち。

リアホナ／２００２年１月号

９７



つぶやきに注意する
七十人

Ｈ・ロス・ワークマン

㎜ 贋は……主の祝栩 ）実現のために，なくτはな」５存いものなのです。ノ

若１瓢蕪器
した。すると一入の男性が尋ねました。

「それではあなたがたの預言者は今週，

何 と言いましたか。」当時の教会機 関誌

であ る『インプルーブ メン ト・エ ラ』

（１ｈｌｐｒｏｖｅｍｅ椛 Ｅｒａ）最新号の預言者の

メッセージをなかなか思い出せなかった

わたしは，生ける預言者の教えを知 り，

従 うことの大切 さが特によく理解できま

した。
きよう

今 日わたしは皆 さんに生ける預 言者

に従うようにと勧め，また皆 さんが預言

者に従 うのを妨げようと企てているサタ

ンの策略について警告できるよう願 って

います。聖文 はその策略 を「つぶやき」

と呼んでいます。

救い主は「つぶやき」から不従順へ と

続く裏切 りの道について警告す るため，

たとえで教えられました。そのたとえに

は，特別な良い土地を持っていたある

身分の高い人のことが語られます。彼
しもべ

は僕ｉたちに１２本のオリーブの木を植え，

また果樹 園を見渡す見張り台を築 くよう

に言いました。見張 り台の目的は，見

張 り人をその台の上に座 らせて，敵が

襲って来 たときに警告 させ るためで し

た。 このようにして，果樹 園を守ろうと

したのです。

しかし僕たちは見張り台を築きません

で した。敵が来て， オリーブの木を折

り倒しました。僕たちが不従順であった

ため，果樹 園に大 きな災 いが生 じまし

た（教義 と聖約１０１：４３－６２参照）。

僕たちはどうして見張 り台を築 く責任

を果たさなかったのでしょうか。この大

きな災いの種 はつぶやきによってまかれ

たのです。

主のたとえによると，つぶやきには３

つの段 階が あります。各段 階は，不従

順へ続 く道の次 の段 階へ とつながって

います。

第 １に，僕たちは疑 うことを始めまし

た。彼 らは主人が与えた指示よりも自分

たちの判断に従いたいと思いました。彼

らは次のように言いました。 「今は平和

な時であるのに，主人に，なぜこの見張

り台が必要なのか。」（教義と聖約 １０１：

４８）彼 らはまず 自分の心の内に疑問を抱

き，そしてその疑問をほかの人の心にも

植えたのです。まず，疑 うことから始ま

ったのです。

２番 目に，僕たちは正当化をして，行

うよう指示されたことから免れようとし

始めました。彼 らは次のように言いまし

た。 「この金を銀行 に預 けてはどうだろ

う。 このようなことは必要 ないのだか

ら。」（教義と聖約 １０１：４９）このように彼

らは不 従順 に対する言い逃れをしたの
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です。

主の戒めへの従順を怠 るという３つ 目

の段 階が，当然のごとく待ち構ていま

す。たとえは次 のように続 きます。 「彼

らは……非常に怠惰 になった。そして，

その主人の命令に聞き従 わなかった。」

（教義 と聖約 １０１：５０）このようにして，

災いを招 く条件がそろったのです。

神 は預言者 をお与えになりました。御

自分の子どもたちに御 自分の方法で指

示を与え，子 どもたちを永遠の命に備え

させるためです。神 の方法は人が容易

に理解できるものではありません。「わ

が思いは，あなたがたの思いとは異なり，

わが道は，あなたがたの道 とは異なって

いると主 は言われる。」（イザヤ５５：８）従

順 は，たとえ戒めの目的が理解できな

いとしても，主 の祝福 の実現のために，

なくてはならないものなのです。

わたしたちがつぶや くようにサ タンは

巧みに惑わしてきますが，要するにサタ

ンは従順が生み出す力を破壊 しようとし

ているのです。つぶやきのパ ターンを，

次のイスラエ！レの子 らの話に，はっきり

と見ることがで きます。
みつ

主はイスラエルの子らが乳 と蜜の流れ

る地を受け継 ぐことができるよう，一人

の天使を送り，カナン人を追い払うと約

束 され ました （出エジプ ト３３：１－３参

照）。イスラエルの人々がカナンの国境

に到着すると，モーセは密偵を送ってカ

ナンの地 を探 らせ ました。彼 らは戻 り，

カナンの兵が強いことを報告 し，カナン

はイスラエルよりも強いという意見をあ

えて表明 しました。そしてつぶや きが始

まったのです。

彼 らは， 自分 たちの生ける預 言者，

モーセを通 して与えられた戒めに疑いを

抱きました。そして彼らの疑問をほかの

人にも広めました。カナンの巨人に比べ

れば自分たちはいなごにすぎないと考え

ているイスラエルの子らに，どうしてカ

ナ ンを打 ち倒せ るでしょうか （民数 １３：

３１－３３参照）。

疑いは，正 当化や言 い逃れへ と発展

しました。彼 らは妻子 の安否 を心 配 し

ていると断言し，「エジプトにいた方がま

しであったろうに」と言い切 りました（民

数 １４：２－３参照）。
嶋



リ

イスラエルが自分たちをエジプ トへ連

れ戻す一人の頭を立てようとした とき，

つぶや きは不 従順 にな りました （民 数

１４．４参照）。

彼らはまさに生ける預言者に従うこと

を拒んだのです。イスラエルの子 らは，

つぶやきが原因で，主がカナン人を滅

ぼして約束の地を与えると約束 してくだ

さった祝福を，取 り上げられてしまいま

した。その代わりに主は，イスラエルの

人々を荒れ野で４０年間さまようようにな

さったのです。

どこにでもあるこのつぶやきのパター

ンは，リーハイの家族にも，やはり見受

けられます。
しんちゅっ

預言者 リーハイは真鍮 の版 を手 に入

れるために息子 たちをエルサレムへ送

り，息子 たちは多 大な障害 を経験 しま

した。 まず レーマンは単に真鍮 の版が

欲 しいと頼んでみましたが，ラバンの家

から追い出されてしまいました。そして

リーハイの息子 たちが真鍮の版 の代価

として金銀 を支払 うことを申し出ると，

ラバ ンは彼 らを殺そうとし，彼らの財産

を取 り上けました。兄弟たちは岩の洞穴

の中でこの状況をどうするか相談 しまし

た。 ’

レーマ ンとレムエルはつぶや きまし

た。つぶやきはいつも疑いを抱 くことか

ら始 まるのです。彼 らは言いました。

「主がどのようにして， ラバ ンを我々の

手に渡すことができるというのか。」（１ニ

ーファイ３．３１）

次に言い逃れです。「見 よ，ラバンは

力のある人で，五十人を指揮することが

できるし，まことに，五十人を殺すこと

さえできる。それならば，どうして我々

を殺せないわけがあろうか。」（１ニーファ

イ３：３１）

最後 に，彼 らは怠惰になりました。怒

りと恨みと弁解で心を満たしたレーマン

とレムエルは，忠実なニーファイが主の

業 を達成し終えるまで，エルサレムの城

壁のそばで待ちました （１ニーファイ４

３－５参照）。

主はわたしたちの時代にも，この態度

に反対 してこう語ってお られます。 「し

かし，命 じられるまで何事 も行わず，疑

いの心をもって戒めを受け入れ，それを

一

土曜日の夕へに総大会の神権部会のために会場に到着した神権者たち。

不承不承守る者は，罰の定めを受ける。」

（教義と聖約 ５８ ２９） ，

わたしたちは挙手によって生ける預言

者を支持しました。わたしたちは，生け

る預 言者 がこの時代に明らかにする神
み こ と ば

の御言 葉を聞 く特 権 を喜んでいます。

その言葉を聞いたら，わたしたちはどう

すべ きでしょうか。生ける預言者の指示

に厳密に従うで しょうか。それともつぶ

やくでしょうか。

わたしたちの生 きる現代の方が，モ

ーセやニーファイの時代 よりも生ける預

言者に従 うことは容易でしょうか。モー

セやニーファイにつぶやいた人々は，現

代に生きていたらつぶやかなかったでし

ょうか。 同じ質問を反対にして投げか
き よう

けることができます。今 日つぶや く人は，

レーマンやレムエル，イスラエルの人々

の ように当時の預言者 につぶやき，災

いを招 く結果 となったでしょうか。

きわめて簡単な指示にどのように反応

するかを見れば，つぶやく傾向があるか

どうかよく分か ります。ある集会に出席

したとき，管理者が参加者に向かって，

部屋の前方へ 席 を移 すようお願いしま

した。移動 したのは数人 だけで した。

ほとんどの人は移動しませんでした。ど

うしてでしょうか。

きっと，なぜ居心地の よい場所 を離

れなくてはならないのかと疑問に思った

人もいたと思います。「どうして移動 し

なければならないのか ？」そして間違い

なくすぐに，自分が どこに座っていよう

と何 も問題ないはずだ，という言い逃れ

や正 当化が続 きます。そ して管理者が

そのような要請をしたことに，いらだち

を感じる人 もいたと思います。そして最

後の段 階は，見 ていた人には明白なこ

とでしたが，応 じることを怠 ったのです。

移動 した人はほとんどいませんでした。

これ はささいなことだ ったで しょうか。

確 かにそうです。 しか しそれは，心の

奥深 くに喜んで従う意志 を欠いているこ

とを表 しました。不従順 の精神 を反映

していたのです。それはささいなことで

はありません。

わた しは最近西アフリカで教会 の集

会に出席 しました。そこで神権指導者

が兄弟たちに向かい，前方 に移動 し，

礼拝 堂の前 ３列 に座るよう言 いました。

全 員が即座 に立ち上が り，指示 どおり

に席を移動 しました。これはささいなこ

とでしょうか。確かにそうです。 しかし

進んで従う意志を表していました。それ

はささいなことではありません。

わたしは，皆 さんが生ける預 言者 の
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戒めの中でも最 も厄介に思っているもの

に目を向けるようお勧めします。その戒

めが自分 に当てはまるかどうか疑問を持

っていないでしょうか。その戒めに今従

えない都 合のいい「言い逃れ」を用 意し

ていないで しょうか。その戒めを思い出

させてくれる人に対して，不満やいらだ

ちを感じていないで しょうか。そして守

ることを怠 っていないで しょうか。サタ

ンの欺きに気をつけてください。つぶや

きに注意してください。

幸せな親は，従順 な子 どもか ら特別

な喜びを受けます。神様にとっても同じ

ではないでしょうか。
しもべ

僕がつぶや くことなく従 順なときに，

主がお感 じになるであろう喜びがどのよ

うなものか，わたしも少 しだけ理解でき

ます。最近，妻とわた しは， 自分たち

の責任 について説 明を受 ける集会に出

席 しました。そのときはどんな割 り当て

を受けるのか，どこで働 くのか見当がつ

きませんでした。そしてわたしたちは西

アフリカで働 くよう召 されることを，わ

たしだけが こっそりと知 らされました。

わたしはその割 り当てに驚 き，そして喜

びましたが，３９年 連れ添ってきた妻は

どういう心境になるだろうか という考え

が頭をよぎりました。妻はこの割 り当て

をどう受け止めるでしょうか。彼女が赴

くことに同意してくれることは分かって

いました。これまで，彼女は主からの召

しを断ったことは一度もありません。で

も心の内はどうで しょうか。

彼女の隣に腰 かけると，彼女はわた

しの目を見て，わたしが割 り当てを知っ

ていると察知しました。彼女は言いまし
ひとこと

た。「それで，どこなの ？」わたしは一言

で答えました。「アフリカ。」彼女の 目は

輝 き，明るく言いました。「す ごいじゃ

ないの １」わたしは喜びに満たされまし

た。

わたしたちも心から喜んで生ける預言

者に従うならば，天の御父も喜びをお感

じになるζとでしょう。キリスト・イエス

が生きておられることを証します。主は

わたしたちの時代 の預言者に語 られま

す。つぶやくことなく，わたしたちの生

ける預言者に従えるよう，イエス・キリ
み な

ストの御名により祈 ります。アーメン。

あ か し

強い証の持つ力
十二使徒定員会

リチャード・Ｇ・スコット

ｒわたしたちの安全と宰福は証の強さ’にかかっτいます。強ω証ば試練や不確

か窩状況の４７でわたしたちの行動を導く指針と窟るか６です』ノ

７ の不確かな世の中にあって，

決して変わらない事柄がありし ます。それは，わたしたち一

人一人に向けられた天の御父の完全 な

愛 ，神 は確かに生 きておられ，わた し

たちの声を常 に聞いておられること，変

わることのない完全な真理が存在するこ

と，そして幸福 の計画は実在す ること

などです。ほかにも，イエス・キリスト

への信仰 とその教えに従うことによって

人生で確かに成功が得 られ，それは救
あがな

い主の瞳 いの力 によるもので あること

や，死後の世界 が確かに存在 し，現世

での生活に応 じて，その後の世界にお

けるわたしたちの境遇が定められること

も含 まれます。人がこれらの真理を受け

入れ るか否かにかかわらず，その真実

を変えることは不可能です。これらの真

理は，生きた証を築 くうえでの重要な土

台となります。そして堅固な証は，安定

した有意義な生活 における揺 るぎない
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基盤となり，そこでは平安が得られ，自

信が培われ，幸福 が もたらされ，そ し

て愛がはぐくまれます。その強さは，全

能の神がその業 を推し進めておられると

いう確信 によってしっかりと根を下ろし

ます。神 は失敗されることはなく，その

約束を果たされます。

強い証は実りある生活を支える力 とな

ります。そのような強い証は，父なる神

とイエス・キリス ト，そして聖霊が備え

ておられる神としての特 質を理解するう

えでその中心を成します。わたしたちが

この御三方に対 して心からの信頼 を寄

せ ると，証は確固としたものになります。

そしてこの力強い証 は，聖霊がわたし

たちを導いておられ， 日々義にかなった

行 いをするよう促 しを与えておられるこ

とへの個人的な確信に基づいています。

霊的な感化によってわたしたちの証は

強められ ます。そのような感化により，

わたしたちは教えが真実 であることや，

義にかなった行いが正当なものであるこ

と，そ して身に迫った危 険に対 し発せ

られる警告を確認 します。このような霊

的な導 きはしばしば，強い感情の表れ

を伴い，わたしたちは言葉に詰まり， 目

に涙を浮かべることもあります。しかし，

証とは感情的なものではありません。証

は無数の正 しい決 断で紡いだ糸で織 ら

れた人格 において，真髄 を成す もので

す。少なくとも始めのうちは，これらの

選択は，信じられていなが らも目に見え

ない物事 を信 じる信仰 によって積 み重

ね られます。’強い証はわたしたちの心

に平安 と慰め，そ して確信を与 えます。

救い主の教 えに絶 えず従 うことによっ

て，入生がすばらしいものとなり，未来



が約束 され，人生で直面する試練を乗

り越える力が備 えられるという確信が生

まれます。真理 を理解すると証 は強め

られ，祈 り，聖文の教義 について深 く

考えるとその証は徐 々に培われます。信

仰と，約束された結果が得 られるという

強い確信 をもってそれらの真理 を実践

すると，証は養われます。

強い証はいつの時代 も預言者たちを

支え，困難の中にあって勇気と決断力

をもって行動できるよう彼らを強めてき

ました。このような証は，わたしたちに

も同様 の働 きかけを行 うことが できま

す。個人的な証を強めるとき，わたした

ちは正しい選択をする力を得 ます。そし

てさらに邪悪 さを増すこの世の圧力に断

固として立ち向か うことができます。わ

たしたちの安全と幸福は証の強さにかか

っています。強い証は試練や不確 かな

状況の中でわたしたちの行動 を導 く指

針となるからです。

自分の生活 を正直 に吟味してみてし

てください。皆 さんの証の強さはどの程

度でしょうか。ほんとうに生活 を支える

力 となっているで しょうか。 それ とも，

自分が学んだ事柄が真実であることを
り

願う望みでしかないので しょうか。ある

いは単に，価値ある原則や生活様式を，

理にかない納得のいくものとして受け入

れるような漠然とした信念 といった程度

でしょうか。表面的に受け入れているだ

けにすぎないそのような姿勢では，必然

的に訪れる重大な試練 に直面するとき，

助 けにはなりません。皆さんの証 は正 し

い選択をするうえでの導 きとなっている

でしょうか。そのためには根本的な真理

をわたしたちの人格の隅々にまで浸透さ

せ なければなりません。皆さんにとって

それらの真理は不可欠なものであ り，人

生その ものより価値 を置 く必要がありま

す。正直に自分の証を吟味 し，本 来あ

るべ きほどの強さが備わっていないと確

信するとき，わたしたちはどのようにし

て証を強めたらよいのでしょうか。

皆 さんがイエス・キリス トとその教え

を信 じる信仰，そして約束 を成就する

無限の力を主がお持ちであることを信 じ

る信仰を行使するときに，証は強められ
かき

ます。２鍵は「信仰を行使する」ことです。

真 の信仰 には計 り知れない力 が伴 いま

す。 しか し，その力 を発揮す るには従

わなくてはならない原則があります。モ

ロナイはこう教 えました。 「信仰 とは待

ち望んでいなが らまだ見ていないもので

あることを，世の人々に示したい。あな

たがたは，自分が見ていないからという

ことで疑ってはならない。信仰か試 され

τか らでなけれは，証は得 られないか

らである。」３つまり，皆 さんが信 じてい

る真 理や原則 を実践する必要があるの

です。そのような真理や原則 に絶 えす

従って生活すると，わたしたちは聖霊の

力によってそれらが真実であるという証

を得 ます。それはしばしば平安 な気持

ちによって示されます。心が鼓舞される

こともあります。ほかの真理が明らかに

される場合もあるかもしれません。忍耐

強 く待 ち望むなら，確信 を必ず得ること

ができます。主 は必要な理解力をわた

したちに与 えてくださり，その教えが真

実であることを，個人的な経験を通 して

証明してくださいます。主は， 自ら進ん

で常 に従 う人に，御 自身の律法が，約

束された結果 を生み出す という確信 を

得 させてくださいます。

祈 りの静かな時を過ごし，またその努

力に伴う感化を心 に感 じたときに深 く考

えることにより，力 強い証は徐々に培わ
けんそん

れます。謙遜で信頼のこもった祈りによ

ってわたしたちは慰めを得て，悲 しみは
いや

癒 され，心 は安 らぎ，導 きを受 け，ふ

さわしくない者が決して知 ることのでき

ない幸福が訪れます。

祈 りに関する幾つかの真 理は，皆 さ

んの助けとなるかもしれません。助けが

必要なとき，主は皆さんの祈 りを聞いて

くださいます。そ してそれらの祈 りに必

ずこたえてくださいます。 しかし一般的

に，わたしたちの祈 りが直ちに答えを必

要 とするものであっても，ひざまずき，

祈っている間に答 えが与えられることは

ありません。皆 さんはある規範に従 う必

要があります。祈 りの答えを自分で探し，

その後，それが正 しいか どうか主に尋

ねるよう求められています♂ 「心の中で

一 思い計」るように言われた主の勧告

懸 縄
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に従 う必要が あります。・皆 さんは解決

策についてしばしば考 えます。それが

正 しいかどうか主に尋 ね求めるのです。

これらの助けは，祈 りと聖文について深

く考えることによって，また時 には周囲

の人々の仲立ちや汐 自分 自身の才能と
みた ま

いった形によって，聖なる御霊の導 きを

通して与えられます。

また時には，確 かな答えを得るまで

皆さんが信頼をもって前進し続けること

を主が望まれる場合もあります。一般的

に，主は幾つもの小さな答えを与えられ

ます。小 さな答えはそれぞれ，皆 さん

が信仰を示す後 に与えられ，ほかの答

えと結びついて，やがて答えの全体像

が皆さんに示されます。この規範に従 う

ためにわたしたちは信仰を働かせる必要

があります。時には非常に困難なことも

ありますが，それにより，個人の成長 と

いう重要 な結果を生みます。神 に尋 ね

求める前に答えが与えられる場合もあり

ます。皆 さんが危 険に気づ かず にいる

とき，または間違った事柄を正 しいと思

い込んで行っているときがそうです。

アルマは断食 と祈 りを通 し，証が ど

のように強められるかを示 しました。 こ

のように述べています。

「わたしは， 自分が語 ってきたこれら

のことが真 実であることを知っている。

あなたがたは，わたしがどのようにして

これらのことが確かであるのを知ったと

思うか。
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・一・見 よ
，わた しは 自分でこれらの

ことを知ることかできるように，幾 日も

の間，断食をして祈ってきた。そして，

これらのことが真実であるのを，わたし

は今 ， 自分 自身で知っている。主なる

神か神の聖なる御霊によってこれらのこ

とをわたしに明 らかにされたからであ

る。」７

ロムニー副管長は以前 ，証 を強める

聖文の力について，個人的な経験から

教えたことがあります。

「皆 さんに，〔モルモン書〕に親 しむよう

強 くお勧 めします。子 どもたちにモルモ

ン書を読み聞かせてください。幼すぎて

内容が理解で きないなどということはあ

りません。息子が まだ幼少のころ，わ

たしは彼にモルモン書を読み聞かせたこ

とを覚えています。 ・・わたしはべソド

の下の段 に，息子は上の段にそれぞれ

横たわりました。ニーファイ第二書に記

された，非常 に感動的な最後の ３つの

章を，１節ごとに交互に声を出して読み

ました。 息子 の声 かかれていたので，

風邪をひいていると思いました。 わ

たしたちが読み終 えると彼は言いまし

た。 ・一・『パパ，モルモン書を読んで泣

いたことはある？』

『あるよ。……主の御霊かパパの心

にモルモン書か真実だって証 してくれる

か ら，泣いて しまうことが時 々あるん

だ。』

『そうか。』息子が言いました。『それ

だよ，ほくが今晩感じたことは。』８
しゅっかん

什分の一の律法に喜んで従 うことと断

食献金 を通 して，皆 さんの証は強めら

れ，それにより主は豊かに祝福 してくだ

さいます。証が強まるにつれてサタンか

らの誘惑 も激しさを増 します。サタンの

攻撃に立ち向かってください。皆さんが

強 まるにつれ，皆さんに対するサタンの

影響力は弱 まります。９世の中において

はサタンの影響力はさらに広が り，利 己
まんんん

的な風潮を蔓延 させ ています。 しか し
こんにち

サ タンが今 日，世 に大 きな混乱 を巻き

起 こそうとも，イエス・キリストの贈いと

復活によってサタンのたどる末路は定ま

っています。サタンに勝利は訪れません。

今 日にあってもサタンは主の定められ

た領域でしかその力 を発揮できません。



わたしたちが得たいかなる祝福もサタン

が奪 うことはできません。またサタンは

義にかなった数々の決断によって織 りな

されたわたしたちの人格 を変えることも

で きません。聖なる神殿 で交 わされた

夫と妻，そ して子 どもたちの永遠のきず

なを断ち切 ることも，真の信仰を取 り去

ることも不可能です。わたしたちの証 を

奪い去ることもできませ ん。これらの祝

福はサタンの誘惑に屈服するときに失わ

れることは確かですが，サタン自身は神

の祝福 に対 して何の力 も持たず，それ

らを破壊する力もないのです。

これ らの，またそれ以外 の真理 は確

かなものです。しかし，それらの真理が

確かであると知るために皆 さんは真理を

理解する必要があ ります。そ して神の

律法 に従 い，御霊の力によって与えら

れる確信 を心か ら望む必要があ ります。

わた したちの証 は，主の教 えが理にか

なっているように思えることか ら始 まる

かもしれません。 しかし，わたしたちは

これ らの神の律法を実践することによっ

て自分の証をはぐくむ必要があります。

そのようにして得 られる個人的な経験 に

よって，主の教えが真実であることへの

確信が与えられ，’約 束された結果がも

たらされ ます。その確信 は一時には与

えられ ませ ん。強い証 は，教えに教え，

教訓に教訓 を加えることによって与えら

れます。力 強い証 には，信仰，時 間，

常に従順であること，そして喜んで犠牲

を払 うことが求められるのです。

強い証を弱い基の上に築 くことはでき

ませ ん。 したがって， 自分が確信を持

っていない事柄について信 じているかの

ように見せかけてはなりません。確かな

証 を得ることができるよう尋ね求めてく

ださい。力強い祈 りの中で真剣 に取 り

組み，義にか なった生活 を送 り，霊 的

な確信が得 られるよう求めてくだ さい。

主の教 えのすば らしい点 は，それ らが

真実であ り， 自分 自身で確 かめられる

ことです。静かな細い声 によって訪れる

御霊の導きに絶えず注意を払い，霊 的

な感受性を研 ぎ澄ましてください。皆さ

んの気持 ち，必要，悩み，望み，そ し

て心 に抱 いている夢 を天の御父に伝 え

てください。御父が必ずわたしたちの祈

りにこたえて くださるという完全な信頼

を寄せ，御 父に話 しかけてくだ さい。

その後，正 しい と思 っている事柄を行

い，信仰と義によって生まれる確信を胸

に歩を進め，主が最 もふさわしいと感 じ

られるときに主の方法で与 えられる答え

を忍耐 強く待ちなが ら，人生において

着実に前進 しましょう。ω

ジョセブ・スミスが 自らの能力 をはる

かに上 回る事柄 をなし得 たのはなぜ で

しょうか。それは彼の力強い証によるも

のでした。証により彼 は従順になり，主
みニころ

を信 じる信仰 を持ち，主の御心 を行う

という揺 るぎない決意が生まれました。

皆 さんの証が強まるにつれ，必要 とふさ

わしさに応 じて，行うべき事柄 と必要 と

される時を知 る霊感 を受け，物事を成

し遂げるうえで神の力や能力 を得ること

ができると証します。’１ジョセブ・スミス

は 自らを訓練することにより主の導 きに

従 う能力 を完全なものとしました。自ら

の欲求，都合，または導 きに従 ううえで

妨げとなる人々の説得に身をゆだねるこ

とはあ りませんでした。そのようなジョ

セブの模範に従いましょう。

人生において，尽 きることのない平安

と守 りを感 じるときがあ ります。それ ら

を静かに思い返す とき，わたしたちを愛

してお られる天の御父がいらっしゃるこ

とをわたしたちは知る必要が あります。

神 はわたしたちを導 き，助けて ください

ます。その確信こそが力強い証の中核

を成すのです。

間もなく，ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー大

管長が本大会の閉会 に当たってお話を

します。今 朝わたしたちは，主の預言

者である大管長 から，直面す るチ ャレ

ンジについて厳粛で，わたしたちに自

信を取 り戻させ る勧 告を聞 きました。大

管長は，わたしたちが天の御父にへ りく

だって祈 り，悪と闘 ううえで導 きと強 さ

が得られるように求めることを要請しま

した。御父とその愛子イエス・キリス ト

により，わたしたちは安全に守られます。

救い主は皆 さんを愛しておられます。そ

して自分の証を強めようとする皆 さんの

努力を確かに認め，その証が人生で善

を行うための完全な力 となり，必要なと

きに皆 さんを常に支 える力 となり，不確
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かなこの世の 中にあって常に平安 と確

信を与える力 となるようにしてください

ます。

主 に仕える十二使徒 として，その証

を述べる権限を託された者として，わた

しは救い主が確かに生 きておられること

を厳粛に証 します。主はよみがえりであ

り，栄光 を受 け，完全な愛を持った御
み な

方 で す 。 イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よっ

て ， ア ー メ ン。
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「また逢うまで」
大管長

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー

ｒわたしたちの安全ば生活の徳高さにかかっτωます。わたしたちの強さば霧の

中に停在しτωます。神は次のことを明脚 ＝されました。すなわ右，わたした

ちが神を摺てなければし神はわたした右を見捨τ５れなωとωうことτす。ノ

愛登撚轍
亡人であるイニッシ・ハンター姉 妹がわ

たしたちとともに出席 していることをう

れしく思います。ハ ンター姉妹が集って

いることに心から感謝 しています。

さて，この偉大な大会も終わりに近づ

いてきました。後で合唱団が「神 よ，ま
あ

た逢 うまで」 （「賛美歌』８５番）を歌う予

定ですが，わた しはこの賛美歌に感謝

しています。次のような歌詞になってい

ます。

コう あ な

神よ， また逢 うまで 汝れを守りませ

み手に抱 きつつ……

危 うきときには

み腕に守 りで……

愛の旗掲げ
い

死の恐れを去り 神よ，共に在ませ

この賛美歌を人々が様々な言語で歌

うときに，わたしは英語で歌ってきまし

た。地球 の全大 陸で開かれた記憶すべ

き数々の集会 で， これらの簡潔ですば

らしい歌 詞を声高 らかに歌 ってきまし

た。宣教 師たちに別れ を告 げるとき，

目に涙を浮かべながら歌いました。ベ ト

ナム戦争のときには，戦 闘服 に身を包

んだ男性たちとともに歌いました。幾多

の場所 と様 々な環境で，数えられない

ほどの長 い年月にわたって，互いに愛

し合う人々に歌い継がれてきたこの別れ

の歌を，実に大勢の人々とともに声を上

げて歌ってきました。

会ったときは見知 らぬ人で も，別れを

告げるときには兄弟姉妹になっていまし

た。

これらの簡潔な歌 詞は，お互いのた
み ざ

めに天の御座に向けてささげられた祈り

となりました。

このきわめて特筆すべ き歴史的 な大

会を閉じるに当たって，そのような精神

で，わたしたちは別れを告げようとして

います。

皆 さんは兄弟姉妹の話を聞いて感動

を覚え，向上する決意 を強め られたこ

とと思います。既婚の男性 は皆このよう

に自分 に言い聞かせたことと思います。
はんりよ

「伴侶や子 どもたちに対 して，もっと親

切で寛大な人 になろう。心を平静 に保
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つ ようにしよう。」わたしたちが人々と会

話するときに見受けられる粗暴さが，親

切 によって取って代わられるように願っ

ています。

妻であるすべての方々が，夫 を親愛

なる伴侶，最も大切 な人，支 え手，擁

護者，「つ り合 うくび き」の下に手に手を

取 ってともに歩む伴侶 として見 ることが

できるように願っています。また，子 ど

もを神の息子娘 としてとらえ，子育ては

自分 が世界 に対 してできる最 も重要な

貢 献であ り，子 どもの成功が 自分の最

大の関心事であり，子 どもはいかなる所

有物や望みよりも尊い存在であると考え

られるように願 っています。

少年少女の皆 さんが両 親へ のより深

い感謝の念 を抱いてこの大会か ら帰 宅

するように，すなわち，自分たちを世に

迎え入れてくれた人， 自分たちをこよな

く愛し，いつも心にかけてくれる人であ

る両親へ のさらに熱烈な愛 を心 に抱い

てこの場 を去るように，わたしは望んで

います。 ．

家庭 内の雑音が 幾 らかで も減少 し，

穏やかな声で，より深い感謝 と敬意をも

ってお互いに語 り合うことができるよう

に期待 しています。

この教会の会員であるすべての方が，

教会 に対して絶対 的な忠誠を尽 くせ る

ように願 っています。教会 は皆 さんの忠

実な支えを必要としてお り，皆 さんも教

会の忠実な支えを必要 としているのですξ

わたしは生活の中で祈 りが もっと重要

視されるように願 うものです。将来に何

が待ち受けているかだれにも分かりませ

ん。推測することはできるかもしれませ

んが，だれにも分か りません。病気 に

襲 われるか もしれません。不運に見舞

われるかもしれません。恐怖にさいなま

れるかもしれません。わたしたちや愛す

る人に死が訪れるかもしれません。

しかし何が起 ころうとも，わたしたち

の揺 るぎない確 固とした信仰が ，北極

星のようにわたしたちを導 き照 らしてく

れますように。
こんにち

さて，今 日， わたしたちは特別な問

題に直面 しています。深刻で，痛切か

つ困難 な問題であり，わたしたちにとっ

て大きな関心事 となっています。確かに
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わたしたちは主を必要 としています。

昼食を取るため帰宅 したとき，わたし

はテレビのスイッチを入れ， しばらくの

問ニュースを見ておりました。そ して，

詩篇にある言葉を次のように心の中で言

い換えてみたのです。「なにゆえ， もろ

もろの国はかくも荒々しくともに騒 ぎ立

つのか。」（詩篇２’１参照）わたしは２０世

紀 のあらゆる戦争 を生 き抜 いてきまし

た。いちばん上の兄は第一次世界大戦

の犠牲者として，フランスの土に眠って

います。わたしは第二次世界大戦 ，朝

鮮戦争，ベ トナム戦争，湾岸戦争 ，そ

して小規模の紛争を生 き抜 いてきまし

た。紛争の中では，人は互いに大変争

い好 きでかた くなな民になっていまし

た。 わたしたちは主の方 に顔 を向け，

主に頼る必要が大いにあります。わたし

はキプリングの次の偉大な言葉について

考えています。

は る か か な た に ；遠 征 した 我 らの 海 軍 は

消 え 去 り，

砂 丘 と岬 に就 火 ぱ や む。

月 よ， 我 らの 昨 ヨ の す べ で の 華 やか さは

ニ ネ へ とッ ロ とと もにあ る。

万 国 の 裁 き一主よ，’しは し我 らを助 けた まえ。

我 らが 主 を，忘 れ ぬ た め に 。

（ラ ドヤ ー ド・キ プ リング ，“Ｒｅｃｅｓｓｌｏｎａ１”

Ｍ ａＳ亡ｅτρ１ｅＣｅＳ ＯｆＲｅ！１９１０αＳ γｅｒＳｅ，シ ェ

ー ム ズ ・ダ ル トン ・モ リソ ン編 〔１９４８年 〕

５１２）

わたしたちの安全 は生活 の徳高さに

かかっています。わたしたちの強さは義

の中に存在 しています。神は次のことを

明確 にされました。すなわち，わたした

ちが神を捨てなければ，神はわた した

ちを見捨てられないということです。イ

スラエルを見守る御方はまどろむことも，

眠ることもなさいません （詩篇 １２１ ４参

照）。

さて，この大会を閉じるに当たり，閉

会の祈 りがなされますが，現在の状 況

を考 えてわたしも短い祈 りをささけたい

と思います。

永 遠の父 なる神 よ，あなたは大 いな

る万国の裁き主，宇宙の統治者であり，

わた したちの御 父にして神 であられ ま

す。わたしたちはあなたの子どもであり，

この暗い厳粛な時に当たり，信仰をもっ

てあなたに心を向けています。愛する御

父よ， どうかわたしたちが信仰を持てる

ように祝福 してください。愛を持てるよ

うに，心の中に慈愛を持てるように祝福

してください。この世にある恐 ろしい悪

を根絶するため，不屈の精神を持てるよ

うに祝福 してください。現在戦いに従事

している人々に保護 と導 きをお与えくだ

さい。彼 らを祝福 し，命を守 り，危 害

と悪から救ってください。彼 らの愛する

者たちの安全を求める祈 りをお聞きくだ

さい。わたしたちは世界の偉大 な民 主

主義のために祈 ります。その政府の創

設はあなたが見守って くださったもので

あり，そこには平和 と自由，そして民主

的なプロセスが存在 しています。

御父 よ，助 けを必要 とするこの時期

にあって，わたしたち自身の国家とその
あわ

友を憐れみの目で御覧 ください。わたし

たちの命を守り，あなたとあなたの愛 さ

れる御子 を信 じる信仰をもって歩めます

ように助けてください。わたしたちは御

子の憐れみに頼 り，わたしたちの主なる

救 い主 としてあが めています。平和の

業 を祝福 し，再び速やかに平和を回復

してください。わたしたちはへ りくだっ

て請い求めます。 どうか，わたしたちの
ゆる

過 ちを赦 し，罪 を見過 ごし，親切 と寛

大 さをもってお計らいくださいますよう

に，また人々の心 をあなたに向けさせて

くださいますように。わたしたちすべて

を愛 しておられる御方，すなわち主イエ
あがな

ス ・キリス ト，わた したちの瞳い主，救
み な

い主の御名によってへ りくだ りお祈 りし

ます。アーメン。
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●中央扶助協会集会

２００１年９月２９日

確 固 として ，

揺るぎなく
中央扶助協会会長

メアリー・エレン・スムート

個 難か偉０かかっτぎτち，信仰を捨τることばτぎまぜん。わたしたちぱ

這をそれたり，後戻０したり，落胆した０ばしまぜん。ノ

生の中で心に残るような人や

人 出来事 に出会 うとき，わたし

たちは変わっていきます。
こ よい

今宵，会長会 として，ここで語られ

る言葉が心に残るものとなり，それによ

ってわたしたちが神の娘として堅 く確固

として，揺るぎなくあることができるよ

うに祈っています。

世界中を旅 しなが ら，わたしは心 に

残 る扶助協会の忠実 な姉妹 たちと出会

って きました。彼 女たちが ここにいる

人々，また世界中の人 々と，献 身的に

助 け合い仕え合 うのを見てきました。わ

たしはその影響を受け続けることで しょ

う。

皆さんの祈 りがともにあって，これか

らお話 しする幾つかの事柄 が皆 さんの

あがな

心にしみ込み，救い主であ り順い主で

ある御方のいっそう近 くへ と導 くものと

なるよう願っています。

わたしたちが信仰 において確 固とし

て揺 るぎなくあることを選ぶのは， 日の

栄えの王国において永遠の栄光，永遠

に増 し加えられること，そして家族関係

が継続することが約束されているためで

す。わたしたちは家族を愛 しており，家

族の一人一人が人生の試 しに直面 して

も義にかなった選択をして世に勝つのを

見守るときに，何にも増 して大 きな喜 び

や平安が得 られることを知っています。

時々，すぐにあるいは長期 にわたって

自分 自身に害を及ぼす ようなことをして

いる子 どもや孫がいると，わたしは両手
ほお

でその子の頬を包みます。そしてひとみ

の奥 を見詰めなが ら，その子が どれだ

け愛され，大切にされているかをよく説

明します。 それからその子が選んだ行

動が招 くであろう害について話 します。

わたしは救い主がわた したち一人一

人の顔を両手でしっかり包み，わたした

ちをお造 りになった神に対 して確固とし

て揺るぎなく，忠実であるように諭され

る様子を思い浮かべることができます。

姉妹の皆さん，わた しは両手 を皆さ

んの頬 に添 えて，ひとみの奥を見詰め，

神の愛する娘としての皆さんの重要な役

割について明確なビジョンを伝えること

がで きたなら，と思います。わたしたち

の「人生 には意味と目的と方向性があり

ます。」わたしたちは「祈 りと聖文の研 究

リアホナ／２００２年１月号
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あかし

を通 して，イエス・キリストへの証 を増

し加え」，「聖霊の導 きに従 うことにより，

霊的な強さを求め」る女性です。 「結婚

生活や家族 ，家庭 を堅固なものとす る

ために，自らをささげ……母親としての

務めに気高 さを，女性 としての務 めに

喜びを見いだします。」’わたしたちは末

日聖徒 イエス・キリス ト教会の扶助協会

の女性です。

この死すべ き世に来 る前に， わたし
み ま え

たちは愛 にあふれた天の御父の御前で

ともに生活していました。大好きだった

話題の一つ は，幕を通過 してこの地上

に生まれたときに起こる事柄についてだ

ったのではないかと思います。

そして今，わたしたちはここにいます。

地上で 出遭 う困難について教えを受け

ていましたが，この現世で生きるという

ことが とてもつらく，厳しく，疲れ，ま

た時には悲 しいものでさえあることを理

解 していたか，あるいは知ることができ

たかは疑問です。恐 らくだれでも， 自

分の直面 している状況があまりにも耐え

難いと感 じたことがあるで しょう。それ

でも預言者 ジョセブ・スミスが教えてい

るように，「この教会に加わったとき，〔わ

たしたち〕は神に仕える者に名を連ね ま

した。そのとき，〔わたしたち〕は中立な

立場 を去ったのであ り，そこへ戻ること

は決 してできません。もし自分が仕える

と決めた主を捨てるなら，それは悪しき

者のそそのかしによるのであり，〔わたし
しもべ

たち〕は悪 しき者の命令 に従いその僕 と

なるのです。」２

救 い主が両手 をわたしたちの頬 に添

えて， ひとみの奥 を見詰め，試練のと

きには姉妹愛すなわち扶助協会が力 と

なってくれるであろうと約束 して くださ

っている様子 を，わた しは思 い浮かべ

ることができます。教会のすべての女性

のためのこの組織は，わたしたちを救い

主のみもとへ連れて行くこと，そして互

いに協力 して病 んでいる人や貧 しい人

を助けることを目的 としています。扶助

協会の姉妹 たちは新会員の肩に腕を回

し，その人の人生が どんな局面にある

かにかかわらずだれもが必要とされ，養

われていると感じられるようにします。

また新 たに入って来た若い女性 を歓迎



し，す麦ての活動において欠かせ ない

存在 とします。活躍 してもらいましょう。

彼女 たちを失うようなことがあってはな

りません。だれもが高められ，愛 される

ようにしましょう。そうすればだれもが，

安全 な港，純粋 な真理 ，そ して神の娘

にふさわしい生活様式へと続 く細い道に

あって，導 いて くれる神権指導者 に従

うことでしょう。

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー大管長は教会

の女性にこう勧告 しています。「皆 さん

の内にある大いなる可能性 に従って行

動しましょう。能力以上のことをす るよ

うにお願いしたりはしません。皆さんが

失敗 についてばか り考え悩むことのない

よう願っています。能力 をはるかに超え

た 目標を設定しようとすることのないよ

う願っています。ただ自分にできること

を， 自分が知っている最善の方法で行

うよう願っています。 そうす るならば，
ま

皆さんは奇跡が起 きるのを目の当たりに

することでしょう。」３

「家庭 訪問ができません」あるいは「祈

ったり聖文を読んだりする時間がありま

せん」「忙 しす ぎて家庭 ・家族 ・個人を豊

かにする集会に出席できません」と言 う

姉妹がいれば，わたしはヒンクレー大管

長の勧告のようにこう申 し上げたいと思

・鵬 躍 撚 聾
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います。「皆 さんの内にある大いなる可

能性に従って行動しましょう。」立ち止ま

って， 自分 の行動が 自分にとって最：も

大切な事柄 と矛盾 していないかどうかを

検 討す る必要が あるか もしれ ませ ん。

生活 の中で第一のものを第一 にすると

き，毎 日を悔いなく過 ごすことができま

す。

毎週扶助協 会に行 くのは，霊的に強

められ，養われ，愛 されるためだけで

はなく， もっとよく奉仕できるようにな

るためでもあ ります。時として，最も大

切 な務めはまさに自分 自身の家庭 とい

う囲いの中にあります。

ルシフェルは，わたしたちの心を最 も

大切な事柄からそらさせるために，自分

にできるすべてを行っています。彼の非

常 に有効 な手段 の一つは，生活の中で

これほど多 くの事柄が必要とされている

ときに霊的な事柄を中心 に置 くことは不

可能だと説得することです。

律法学者が救 い主にどの戒めがいち

はん大切であるかを尋ねたとき，イエス
ちゅつちょ

は躊躇なくこうお答 になりました。「『心

をつくし，精神をつくし，思いをつ くし

て，主 なるあなたの神 を愛せよ。』・・

第二 もこれと同様 である，『自分 を愛 す

るようにあなたの隣り人を愛せよ。』」４こ

藪
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れこそ大切 な戒めなのです。すべての

律法 と預 言者 は， この二つの戒めにか

かっています。 これが最 も大切な事柄

なのです。これ らの戒めに従おうと努力

するとき，ほかの事柄は自然にうまくい

くでしょう。

わたしたちと天の御父との関係はどう

でしょうか。心と，勢力と，思いと，力

を尽 して天の御父を愛しているで しょう

か。家族，隣人，扶助協会の姉妹たち，
はらから

そして同胞をどのくらい愛しているでし

ょうか。これらの問いかけは最も大切な

事柄を認識するのに役 立ち，人生 にお

ける活動 と照 らし合わせ て自分の状態

を確認することができます。

Ｒ指定 の映画 （訳注 アメリカ映画

協会が，１７歳未満 は保護者同伴の義務

があると指定 している準成人 向けの映

画）やポルノグラフィーを見ることに時

間を費やすとしたら， また，神の娘とし

ての品位を落とすふさわしくない活動に

参加するとしたら，主を愛 していると言

えるでしょうか。品のない服装をすると

き，主への愛を示していると言えるでし

ょうか。先 日，大勢の青 少年 を前 に話

をした際，集会後 に一人の若い男性か

らこのようなメモを受け取 りました。「ど

うか教会 の女性の皆さんに，ぼ くが姉
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妹たちの慎み深 さにどれほど感謝 してい

るかを伝えてください。今の世の中で上

品な服を見つけるのが難しいことは知 っ

ています。でもそれはぼくにとって，そ

して彼女たちが結婚 するふさわしい男

性 にとって価値あることであると伝えて

ください。」

困難が降りかかってきても，信仰 を捨

てることはできません。わたしたちは道

をそれたり，後戻 りした り，落胆したり

はしません。雄々しくさっそうと前進し，
けんそん

慎み深 さと謙遜 さと信仰 において周 囲

のすべての人々の模 範 となるのです。

確固として揺るぎなくあることは，個人

として目指すべき目標であり，それは永

遠の報いを伴います。もしそうあるなら

ば，わたしたちは「全能者である主なる

神，キリス トから御 自分のものとして印

を押 され……天に招き入れられて，永遠

の救いと永遠の命にあずかる」５のです。

数十年前，扶助協会の姉妹たちへの

別れの言葉の中で，ベル・スパッフォー
こんにち

ド姉妹はこう語 りました。 「今 日の平均

的な女性 にとって賢明なのは， 自分の

関心 を吟味 し，従事 している活動 を評

価 し，それから生活 を簡素化す るため

の措置を取 り，最 も大切なものを第一と

し，最もすばらしく最 も永続的な報いが

あることに重点を置 き，価値のない活動

は避けることです。わたしはそう信 じて

います。」‘

時 々，心の痛手 となる出来事によっ

て，最 も大切な事柄を理解するようにな

ることがあ ります。数週間前，わたした

ちはその ような悲劇 的な出来事 を体験

し，それは人生を変え，備 えの必要性

を悟 らせました。先 ごろ合衆 国東海岸

で起 きたテロ事件で直接被 害を受けた

人々が最 も頻繁にロにするのは，もう一

度家族で過 ごす ことが唯 一の望 みだ，

という思いです。わたしにはその気持ち

がよく理解できます。

今年の初め，わた しは大 きな手術 を

受け，何 日も病院で過ごしました。 自

分の人生について，そしてもし天に召さ

れたら主に何を報告するだろうかという

ことについて深 く考えていると，人に与

えられた最 も大切 な責任の一つは家族

であることが はっきりと分か りました。

わた しめ最大 め喜び は，子 どもたち，

孫たち，そして将来のひ孫たちが福音

に堅く確 固として，揺るぎなくあるよう

になることである，と確信 しました。 こ

の孤独 な時期に，暗い病室で，わたし

は自分の家族の囲いの中で行うことは，

その外で行 うことよりもはるかに大切で

あることを理解 したのです。

確 かに，問題 や痛み，悲 しみに取 り

囲まれることがあります。 しかし屈 して

はいけません。後戻 りしてはいけません。

中央扶 助協会第 ２代 会長のエライザ ・

Ｒ・スノーは，このような言葉を記してい

ます。「わたしは前進する。……わた し
あらし

はすさまじい嵐にあってほほえみ，荒れ

狂 う大海を恐れることなく意気揚 々と進
あかし

もう。 ……そしてグイエス の証ノは光 を

ともし，わたしを永遠の入 り口へと照 ら

し導 き， 日の栄 えの王 国の栄光 につい

て教えてくれる。」ア

すべての姉妹 と向かい合ってひとみ

を見詰め，この言葉 に込められた熱意

を悟 ってもらい， 自分が何者で，何 を
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成 し遂げる力を持っているかを姉妹たち

自身にほんとうに理解 してもらうことが

できたらどんなにすばらしいでしょうか。

わたしたちの宣言の言葉がわたしたちの

内に深 く根 を下 ろしますように。「わた

したちは神に愛 されている神の……娘

であ り，……一つ となって……イエス・

キリストに献身 します。わたしたちは信

仰 と徳 とビジ ョンと慈愛 を持 った女性

〔です。〕」８

落胆，悲 しみ，痛 み，苦悩に取 り囲

まれ，試しを受けるかもしれません。し

かし福音における愛する姉妹の皆さん，

わた したちは， もう引 き返す ことはでき

ませんが，堅 く確 固として立 ち，接 す

る人々の心に何 かを残すことがで きま

す。すさまじい嵐にあってほほえみ，荒

れ狂 う大海を意気揚々と進むことができ

ます。イエス ・キリス トの証によって，

永遠の入 り口へ と導 く光をともすことが

できます。

輝 かしい最後を迎えることができるよ

うに，最 も大切なことに力 を注 ぐことが

できるように，そして幕の向こうで会い，

確 固として揺るぎなくあり続けたことを

知って勝利に喜びながら抱擁 し合うこと

がで きますように。 これらのことを愛す

る姉妹の皆 さんのために，願い，祈 っ
み な

て い ます 。 イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

っ て ， ア ー メ ン。

注

１，扶助 協 会 の宣 言 ，「家 庭 訪 問メ ッセ ージ

ー 若 い 女性 を扶 助 協会 に迎 える」『リ

アホナ 』２０００年 ３月号 ，２５

２．脳Ｒｅｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎｓ ｏｆｔｈｅ Ｐｒｏｐｈｅｔ

ＪｏｓｅｐｈＳｍｉｔｈ，”」σレθη〃θ １ηｓ亡ω ｏ亡ｏｒ

１８９２年 ８月 １５日付 ，４９２

３．Ｍｏ亡わθｒわｏｏα Ａ Ｈθ〃亡∂９θ ｏｆＦθ’亡わ

（１９９５年 ）９

４．マ タイ ２２：３７，３９

５，モー サヤ ５ ：１５

６，Ａ 剛ｏｍ∂η∫５月θθｏり（１９７４年 ）２３

７，鱈Ｔｈｅ Ｌｏｒｄ Ｉｓ ＭｙＴｒｕｓｔｌ”Ｐｏθｍｓ，

月θ〃９１０α５，１イ１ｓ亡ｏｒ／ｏ∂ゐ ∂η〔ソρｏ〃亡１－

ｏ訊 第 １巻 （１８５６年 ） １４８－１４９，

強 調部 分は原 典の まま。
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確固として立つ
中央扶助協会第一副会長

バージニア・Ｕ・ジェンセン

あがな

ｒわた した ち「は今，贋 しＤ主 と６Ｄう岩の上に，家族の基礎を家族とと右に築ωτ

いるとし１うごとを決 して：忘れないようにしま「しょう。ノ

たしの末娘夫婦は，赤ちゃん

わ を授かるための最良の医療法

と最：新 の科学 的援助 を何年

もかけて一生懸命 に探 し求 めてきまし

た。二人 は断食し，祈 り，望 んで きま

した。

そ してついに，長い間の念願がかな

って今初めての子 どもを身ごもっていま

す。最近，医師は，胎児の健康状態を

診断するため に精密検査 を計画 しまし

た。娘は，その検査に大 きな不 安を抱

いていました。検査 日が近づ き，夫が

同伴できないことを知った娘 は，わたし

に付 き添ってもらえないかと尋ねてきま

した。こう言いました。「お母 さん，で

きるだけのことをしてやっとできた赤ち

ゃんなのよ。 もしものことがあったら，

だれかにそばにいてほしいの。」
いつく

わた しは，，永 遠にわたって愛 し，慈

しむことになる孫 を一足先 に見 られるこ

とを喜びました。万事 うまくいくか ら大

丈夫 よ，と娘を励 ましたかったのですが，

内心 はわたしも心配でたまりませんでし

た。

超音 波診断の ビデオを見た医師は，

結果 を伝 えに来 ました。開ロー番，「す

べての赤ちゃんが こんなに完壁だったら

いいんです けどね」と言いました。わた

しは有頂天 になるのを必死でこらえまし

た。そして車に乗 り込むと自分の気持ち

を抑え切れなくなり泣 き始めました。す

べての妊婦があのような言葉を聞ければ

いいのに， と思いなが ら泣 きました。赤

ちゃんが欲 しいと願いながらもかなえら

れないでいるすべての女性のことを思っ

て泣きました。子 どもが欲 しいと願いな

が らも夫のいないすべての女性 を思って

涙があふれ ました。そ して最後 に，わ

たしたち家族がこの赤ちゃんにふさわし

い家庭 を提供できるようにという心から

の望みとともに感謝の涙を流しました。

イギリスの詩人 ワーズワースは，この

孫や家庭 につ いてのわた しの思 いを，

次のような詩で表現 しています。

「われらの誕生はただ齪クと前世の忘却
ひ

に；週ぎず。栄光の雲を曳きつつ，われ

らの故郷なる神 のもとより来た りぬ。」

（ウィリアム・ワーズ ワース「幼年時代を

追想 して不死 を知る願」『ワーズ ワース

詩集』田部重治訳，岩波書店，１６７）

わたしたちの家庭 は神聖なものです。

天の御父と天の家へとつながっているか

らです。娘との経験 により，家庭 と家族

は何よりも優先するものであ り，きわめ

て大切 なものであるということを，改め

て強 く感 じました。 また，愛 し，養い，

リアホナ／２００２年 １月号

１０９

教 えるという生来の特質を身に付けた者

として，わた したち女性 が家族一人一

人を守 り祝福するように召 されているこ

とも思い起こしました。主はこの地上に

赤 ちゃんを送られるに当たり，、状況がど

うあれ，わたしたちが確 固として揺るぐ

ことな く立ち，増大す る悪の影響力 に

立 ち向かうとりでとなるような家庭を築

き続けることを必要としてお られます。

この地上のどこに住んでいようと，家庭

と家族を擁護するという責任は，わたし

たちの責任なのです。

「永遠の命を得る備 えをするために最

適の場所は家庭 であると，わたしは心

か ら信 じている」と，デビッド・０・マッケ

イ大管長は語 りました（“Ｂｌｕｅｐｒｉｎｔｆｏｒ

Ｆａｍｉｌｙ Ｌｉｖｉｎｇ”１ｈｌｐｒｏｖｅｍｅη亡Ｅｒａ，

１９６３年４月号，２５２）。しかし， ますま

すソドムとゴモラに似てきている世界に

あって，義にかなった子どもたちを育て

ていくにはどうしたらよいでしょうか。

ハ ワード・Ｗ ・ハ ンター大管長が語っ

てくれた次の話 は，わたしがこの問いの

答えを見つける助けになりました。

ナポレオン戦争の決戦が １８１５年 ６月

１８日にベルギー，ブリュッセル近 くのワ

ーテルローという村で行われました
。こ

れは現在 ，「ワーテルローの戦い」と呼ば

れ，近代 史における転換点 として位置

づけられてお り，事実，政治的境界線

やヨーロッパにおける権力のバランスに

大 きな変化をもたらしました。フランス

皇帝ナポレオンの軍 とイギ リス将軍アー

サー・ウェルズリー，ウェリントン公爵と

いう名の方が有名ですが，の指揮する

連合軍の間のこの大戦が重大な局面に

あったとき，不安に駆 られた将校が公爵

の部屋に急いで入って来ました。そして，

連合軍の騎兵 中隊を直 ちに退却させ な

ければ，大規模 なフランス軍の前に敗北

は目に見えている，と伝えました。

公爵はこう命 じました。 「確 固として

立て。」

「しかし，わたしたちは全滅 してしま

います。」将校は答えました。

「確固として立て。」公爵の答えは変わ

りませんでした。

（ハ ワー ド・Ｗ ・ハ ンター， Ｔｈａ亡Ｗｅ

働 亡１血ｖｅ∫ｏｙ〔１９９４年〕１４８参照）
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「確固として立て」が公爵の指令で し

た。その結果，連合軍は勝利 を収めま

した。「確固として立て」という短い指示

の言葉か ら，わたしは勇気 と助言を受

け取 ります。姉妹の皆 さん，わたしたち
こんにち

は今 日，子 どもや孫，そのほかの家族
しれ つ

の思いと心，そして魂のための熾 烈な

戦いに加わっています。 しかしこの戦い

でわたしたちは， ウェリントン公爵の隊

が持 っていたよりも，はるかに強力な武

器や防具を持っています。なぜ ならわた

したちには，主イエス ・キリス トへの信

仰か ら得られる力と福音 の儀式の力か

あるからです。勝利 を収めるためには，

わたしたちは主 イエス・キリス トへの信

仰で 自分 自身を備え， 自分たちの確 信

している事柄 に確固として立たなければ

なりません。

モルモン書には「真実の信仰に帰依 し

て一一堅 く確固 として動かず，喜んで

力のかぎり主の戒めを守っていたので，

真実の信仰から離れ ようとしなかった」

レーマン人のことが記されています （３ニ

ーファイ６’ユ４）
。

主イエス・キリス トの福音 と，皆 さん

と家族に対する主の計画 に対 する強く

揺 るぎない信 仰と知 識は，異 なる見解

や邪悪 な影響力 を跳ね返す偉大な防具

となります。永遠の聖約 と戒めに従い，

忠実であるならば，平安 を得 ，さらに，

混乱した世の中にあって幸福さえ得るこ

とができるのです。信仰という武具で身

を固めてください。そうすれば皆 さんは

揺るぎなく立って，天の御 父の子 らにと

ってふさわしい家庭 を築 くことができま

す。

わたしはかつて，暴力 と政治的混乱

に苦 しむ地域 を訪れたことがあります。

神経の こまやかなある神権指導者がわ

た しの抱 いていた恐 れを感 じ取 って，

慰めとなる話を紹介してくれました。

その指導者が少年のころ，突然父親

がいなくなり，おかげで母親は経 済的に

苦 しい状態に陥りました。母親は１冊の

古 い書物から見つけた次の言葉 から力

を得 ました。

「時の門に立つ者に向かい，わたしは

こう言った。『未知の世界へ安心 して行

けるように光を下さい。』

彼は答えた。
くらやみ

『暗闇に入 り，あなたの手を神 の手に

ゆだねなさい。光に照 らされた明るい道

を歩むより，その方があなたのためにな

り，歩 き慣れた道を歩 むより安全であ

る。』」（ミニー・ルイーズ ・ハ スキ ンズ，

ＴｈｅＯｘｆｂｒｄＤｌｃ亡１０ηａｒｙｏｆＱｕｏ亡ａ亡１０ηｓ，

第４版 ，アンジェラ・パ ーティントン編

〔１９９６年〕３２８で引用）

わたしの友人であるその神権指導者

の母 親はこの勧告 に従うことによって，

生活 を立て直 し，堅固な基礎 を築 きま

した。わたし自身も不安なときに，この

世のどのような防御手段 を用 いるよりも

主が ともにいてくださる方がすっと安全

であるという知識で身を固め，未知の

世界を前進することによって，耐えてい

くことができました。

確 固として立つには，騰い主の岩の

上に基を築いていれば主 が常 に支えて

くださるということを心 の底から知る必

要があ ります。この教 えはヒラマン書の

第５章 に力強 く記 されています。 「覚え

てお きなさい。あなたたちは，神の御子

でありキリストである蹟い主の岩の上に

基を築かなければならないことを覚 えて
る

お きなさい。そうすれば，悪魔が大風

を，まことに旋風 の中に悪魔の矢 を送
ひょつ おおあらし

るときにも，まことに悪魔の電 と大嵐が

㍉ ぞ訟懲

騰

町品 強

轟
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あなたたちを打つときにも，それが……

あなたたちを引きずり落とすことはない。

なぜ ならば，あなたたちは堅 固な基 で

あるその岩の上に建てられており，人が

その上に基を築くならば，倒れることな

どあ り得 ないからである。」（ヒラマン５：

１２）

姉妹の皆 さん，主の約束は確実です。

主はわたしたちを救 うために命を差し出

してくださいました。

わたしたち自身が確 固とした態度 を

維持するために， また，ほかの人々が

確固として立つのを助けるために，回復

された福音のメッセージを心の中にしっ

か りと植 え，家庭の中で教えなけれ ば

なりません。家庭の中で子 どもたちや愛

する人々に霊の武具 を与えてください。

彼らは毎 日，あなたのもとを去 り，家庭
ようさい

という安全な要塞から出て行 くときにそ

れが必要なのです。 断食 と祈 りを通 し

て天の力 に頼る方法を愛する人たちに

教えてください。安息 日を守ることによ

って俗世から離れ られることを教えてく

ださい。従順になることを教えてくださ

い。人ではなく，神から認めていただく

ことを目標 とするよう教 えて ください。

天の家 に帰 るにば救い主 を愛 して救 い

主 に従 い，神聖な聖約を交 わして，聖

約 と戒めを守る以外に方法がないことを

教 えてください。あなたの家族がサタン

の邪悪 な力 に対 して勝利を得るための

武器 は福音 の真理であり，救いの計画

の知識なのです。

わたしたちは妻 として，母親 として，

あるいは祖母，姉妹 ，おばとしての模

範を示すうえで確固として立たなければ

なりません。わたしたちは家族を愛して

いるからこそ，従 うべ き力強い義の模範

を示 したいと思 うのです。言葉 と行いの

一つ一つについて
，どのような衣服を身

に着けるかについて，どのように時間を

過ごすかについて，あらゆる選択を通 し

てわたしたちは何 を信 じているかを示 し

ているのであり，家族 はその模範に従 う

ようになるのです。

預言者ジョセブ・スミスの母ルーシー・

マック・スミスはその記録の中で，１８０３年

の春，彼女 と夫が宗教について大 きな

不安 を抱いていたことを記 しています。

ルーシーは自身の真理の探究について，

このように記しています。「わたしは近く

の森へ行って，真の宗教 を示してくださ

るよう主に祈った。」（研窺ｏｒｙｏｆ∫ｏｓｅｐｈ

Ｓｍｆ亡ｈ，プレス トン・ニブレー編 〔１９５８年〕

４３）どこかで聞いたことのある言葉では

ないでしょうか。

１７年後の１８２０年の春，真理を探 し求

めていた預言者ジョセブ・ス ミスは「『神

に願い求め』ようと決意 した」とあり，「わ

たしはこれを実行するために人 目を避け

て森に入 って行 った」とあります（ジョセ

ブ・スミス 歴史１：１３－１４）。

真理 を示 してくださるように神 に願い

求める場所として，母親 と息子がともに

森を選んだのは偶然 の一致だったので

しょうか。ジョセブの祈 りはイエス・キリ

ス トの福音が回復されるという結果につ

ながって，全世界に祝福をもたらしまし

た。確 固とした信仰を持 った一人の女

性が示 した義の模範が数え切れないほ

どの人々に祝福をもたらしたのです。

わたしは 自分が妻であ り母親である

ことを喜びとしていますが，その務めを

果たすことは必ず しも容易でないことを

知っています。小学校で，神 に手紙を

書くように先生 （わたしの友人）から言わ

れた一人の女 の子の気 持ちが よく分か

ります。 シャロンはこのように書 きまし

た。 「愛する神様，あなたが世界 中の

人々を愛 されることはきっと大変なこと

だと思います。わたしの家族 は５人しか

いないのに，わたしはできていないから

です。」同 じように，わたしの家族もわた

しを愛することが難しかったときがあっ

たと思います。けれども，ローレン・Ｃ・

ダン長老の言葉 は真実です。彼 はこう

言いました。「家庭ほど末永 く続 く貴い

ものはあり得 ません。」（「わたしたちの大

切な家族」『聖徒の道』１９７５年 ４月号，

１７９）たとえ家族生活が非常に困難にな

ることがあっても，家族の中で行 うわた

したちの働 きは何にも増して大切 です。

あなたが気落ちして，家庭 内の物事が

望んでいるようにはいかないときでも，

確 固 とした信仰 をもって，別の小学生

の少女が神への手紙で言 ったように言

ってください。 「愛する神様，わたしは

ほんとうに自分にできる限りのことをし

ています。」家庭生活には様々な困難が

付 き物ですが，それ によって必要以上

に落胆 したり，家族 の中で分かち合 う

ことのできる愛 を惜しんだ りしてはなり

ません。

信仰 の武具で身を固め，確信 してい

ることについて確 固 としていましょう。

わたしたちは今，購い主という岩の上に，

家族の基礎を家族 とともに築いていると

いうことを決 して忘 れないようにしまし

ょう。あなたの手を神の手にゆだねまし

ょう。わた したちは主の助けによって，

義のとりでとなる家庭 を築 くことができ

ます。

家庭 と家 族を守 るために確 固として

立つ皆 さんの努力 に対 して主の祝福が
み な

あ ります よう， イエ ス ・キ リス トの御 名 に

よっ て お 祈 りし ます 。 アー メ ン。

リアホナ／２００２年 ］月号
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わたしたちは皆 ，

母親ではないでしょうか
中央扶助協会第二副会長

シェリー・Ｌ・デュー

栂 牲ば仔 どもを産むことンだけのものτはあ０ません。そればわたしたち女

牲の本質です。１

騨～♂

一７騨 の夏わたしは，４人のめい と

怖い経験をしました。 日曜日」 の夕方，ある都会の繁華街に

あるホテルか ら，話 をすることになって

いた近 くの教会へ歩いて行ったときのこ

とでした。そこは前に何度も歩いたこと

のある場所で したが，その晩わたした

ちは突然，酒に酔 ってパ レー ドを見物

する群衆 に取 り囲 まれてしまいました。

１０代の少女には，そ して少女たちのお

ば には，最 悪の場所で した。 しか し，

車両が通行止めになっていたので，そ

のまま歩 くしかありませんで した。群衆

の騒が しい声の中，めいたちに叫びま

した。「わた しから離れちゃだめよ。」群

衆をかき分け，やっとの思いで進みなが

ら，ただただ めいたちの無事 を願うば

か りでした。

ありがたいことに，何 とか教会へ着 く

ことができました。 しかし，不安なその

１時間を通して，自分の安全を顧みずに

子どもを守 る母親がどんな思いをするか

がもっとよく理解できました。めいの親

たちは大切 な娘たちをわたしに託しまし

た。愛す るめいたちを無事 に守るため

なら，わたしはどんなことでもしたでし

ょう。同じように，天の御父はわたした

ち女性に御 自分の子 どもたちを託 され，

子どもたちを愛 し，この世の危険を無事

にくぐり抜けて天の家へ帰れるように導

くことを求められました。

愛 す一ることと導 くこと。この二つの言

葉には，御父 と御子が全 力を尽 くして

おられる業のみならず，わたしたちがな

すべ き業 の本 質が要約 されています。

わたしたちの仕 事は，主の業が進 めら

れるよう主のお役 に立つ ことだからで

す。では，末 日に生 きる神 の女性 とし

て，わたしたちは主の業を進めるために，

どのようにしたら十分に主のお役 に立て

るのでしょうか。

預言者たちはこの問いに繰 り返 し答え

を与 えています。例えば，６０年前 に大

管長会は，母性を「人問が行う最も高貴

で神聖な業」１であると述べました。

皆 さんは，なぜ預 言者 たちが母性の

教義 （それは確かに教 義です）を何 度も

何度も教えてきたのか考えてみたことが

ありますか。わたしはあります。神 の女

性の仕事 について，わたしは長い間，

一生懸命 に考えました
。 わた したちす

べτの女性にとって，母 ｉ生の教義はど

んな意味があるのか，いろいろと考 えて

りアホナ／２００２年 １月号
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みました。この問題 を解 くために，ひざ

まずいて祈 り，聖文を研 究 し，神殿に

参入しました。これらの行為はすべて，

女性 としてわたしたちが果たす最も大切

な役 割に関する崇高な教義 を教 えてく

れ ます。常 に女性が直面する問題に関

して「確 固として揺 らぐことなく」２立つ

ことを望むなら，この教義をはっきり理

解 しておかなくてはなりませ ん。なぜな

ら，サタンは母性に対 して戦いを挑んで

いるからです。サタンは，揺 りかごを揺

らす者 はサタンの地上の王国を揺さぶ

ることができると知っています。そして，

次の世代の人々を愛 し導 く義にかなった

母親がいなくては，神の王国が倒れて

しまうことを知っているのです。

母性 の重要性 を理解 すると，預言者

たちが女性の最 も神聖 な役 割をそれほ

どまでに守ろうとしてきた理由が明らか

になります。母性 は単に母 であ ること 』

と同じ意味であるとわた したぢば考えが

ちですが，主が言われる母親 という言

葉には， もっと多 くの異なった意味があ

ります。母親の役 割 と本質を定義する

ために，あらゆる言葉の中から父なる神

とアダムがエバに対 して選んだのは「す

べ ての命 ある者の母」３という言葉で し

た。その名が与 えられたのはエバが子

どもを産む前 でした。エバ と同じように，

わたしたちの母性はわたしたちが生まれ

る前か ら始 まっています。ふさわしい男

性がこの世で神権を受けるよう予任され

たの と同 じように，４義にか なった女性

は前世で母性の特権 を授けられました。‘

子 どもを産むことは，もちろん母性の一

部ですが，母性はそれだけのものでは

ありませ ん。それはわたしたち女性の本

質です。 まさに女性の真髄 であ り，神

聖な特質や特性 であ り，御父がわたし

たちに与えられた比類ない性質です。

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー大管長はこの

ように述べています。 「神は女性の内に

神聖な特質を植え付けられました。」６そ
たまもの

の特質が母性の賜物です。マシュー・カ

ウリー長老 はこのように教 えています。

「男性 は人々を救 う者 となるために，〔こ

の世で〕与えられるべ きものがあるが，

母親や女性 には必要 ない。人を救う者

になるために，生来，固有 の権利，権



限が与えられているからである。 ・そ

して神の子 どもたちの生活の中で，霊

的な再生を及 ぼす力か与えられている

のである。」７

母性は，御父が息子たちに神権 を賦

与 された後で残った余 り物ではありませ

ん。それは神の娘たちに御父がお与え

になれる最 も高貴 な賜物 であり，神 の

子 どもたちが第二の位 を保つのを助け

るために女性に与 えられた比類 のない

役割であり，神聖な責任なのです。Ｊ・

ルーベン・クラーク・ジュニア副管長 は，

母性は「神 からの召 しであり，永遠 に重

要 なものであ り，その重要性は神権 そ

のものと同じほど」であると宣言 してい

ます。８

母性の問題 は非常 に慎重 な扱いを要

します。なぜなら，女性 としての最大の

喜びであると同時に，苦悩でもあるから

です。始めか らそうで した。エバは堕

落の後，喜びました。堕落がなければ，

「決して子孫を持つことはな」かったから

です。９しか し， カインとアベルについ

てのエバの苦悩を皆 さんは想像できるで

しょうか。母親の中には， 自分が産ん

だ子どものゆえに苦悩 を経験する人もい

ます。地上で子どもを産むことがないた

めに苦 しむ人もいます。このことについ
めいりょつ

てジョン・Ａ・ウイッッォー長老は明瞭に

述べています。 「自分の責任 ではなく，

母親になる賜物を行使できない女性 は，

あたかも母親であるかのような経験 をす

ることができます。」ｌｏ

主以外には測 り知ることのできない理

由で，子どもを持つのを待たなくてはな

らない人もいます。義にかなった女性に

とっては，この遅延はたやす く耐えられ

るものではありません。 しかし，わたし

たち一人一人に定められた主の時刻表

は，女性の天性 を否定するものではあ

りません。ですから，わたしたちの中に

は，単に母性 を発揮するほかの方法 を

見つけさえすればよいという人もいるの

です。周囲には，愛と導きを必要 として

いる人がたくさんいるのですか ら。

エバは模範を示 してくれました。子ど

もを産むだけでなく，かつて女性が行っ

た最 も勇気ある決断をし，アダムと二人

で人類が進歩 するための道を開き，す

戴

講

誌
鰯
畷
繍

鱗

・騰

隔

べての人の母親になったのです。男性

が尊敬 し，女性が従うべ き女性の姿 を
み た ま

模範で示 し，雄 々しい信仰，御霊への

鋭い感受性 ，悪 に対 する嫌悪 ，まった

く私心のない精神など，女性 としてわた

したちに与 えられた性質を示すひながた

となってくれました。「自分の前 におか

れている喜びのゆえに・ 十字架を忍」

”んで くださった救い主のように
，エバ

は人類を生 じさせる業に貢献できる喜び

のゆえに，堕落に耐え，わたしたちを深

く愛し導いてくれたのです。

御父の娘として，そ してエバの娘 とし

て，わたしたちは皆 母親です。 これ ま

でもずっと母親でした。わたしたちは皆，

若者 を愛 し，導 く責任 があります。教

会の若い女性たちは，神の娘が どのよ

うな者なのか，つまりどのような服を着，

どのようなものを見たり読んだりするの

か 自分の 目で見なければ，神の娘 とし

て生活することをどのようにして学べ る

のでしょうか。どのように時 間を使 い，

どのようなことを考え，どのようにして

誘惑に対抗 し，不安定な状況に対処 し，

ほんとうの喜びをどこで見いだすのか，

慎み深 さや女らしさが義にかなった女性

のしるしであることがどうして分かるの

でしょうか。教会の若い男性は，わたし

たちが美徳を示さなければ， どのように

して神に従う女性の価値を認めるように

評〆 ・醤

８ 、餐

鍵も二藁㌢

灘 ∵ 靴

幽

なるのでしょうか。

わたしたちには，義にかなった女性の

あるべ き姿を示すという，何より大切な

義務があります。なぜ なら，教会の青

少年は教会以外 の場所 でそれを見いだ

すことができないからです。扶助協会の

姉 妹たちには，若い女性が喜んで扶助

協会に移行できるよう助ける責任があり

ます。扶助協会は，幕のこちら側にい

る女性 たちにとって最 も重要な組織 で

す。これは，わたしたちと若い女性たち

の間の友情が，彼女たちが １８歳になる

ずっと前から始まっていなければならな

いということを意味 します。わたしたち

は皆 ，もちろん自分の家族 の子 どもた

ちか ら始めて，家族の枠を越えただれ

かに対 して，母親のように接することが

できます。わたしたちは皆，主の王国に

おける女性の役割が偉大で神聖 なもの

であるということを，言葉によって，そ

して行いによって示すことができます。

繰 り返 します。わた した ちば皆，イス

ラエル の母 であ り，若者を愛し，この

世の危険な道を無事に歩めるよう導 くと

いう召 しを受けています。

わたしたちを産み，忍耐強 く養 い育

てて くれた母 親の温かい信頼が なけれ

ば，自分の持つ可能性を十分に発揮す

ることはほとんど不可能で しょう。わた

しは最近，わくわくする思いで青少年の

リアホナ／２００２年１月号
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ころにお世話になった指導者に久 し振 り

に会いました。 まったく自信がなかった

１０代のころ，わたしはいつ もこそこそと

この女性 のそばへ寄 りました。彼女が

いつもわたしの肩に腕を回し，「あなたは

最 高だわ」と言ってくれたからです。彼

女が愛 してくれたので，わたしは彼女か

ら導きを受けたいと思いました。 どれほ

ど多くの若い男性や若い女性が 皆さん

の 愛 と指導 を求めていることで しょう

か。

イスラエルの母 親としての自分 の影

響力がかけがえのない永遠のものであ

るということを，わたしたちは十分 に理

解 しているでしょうか。幼 いころ，母が

真夜中にわたしを起こして，「シェリー，
まくら

枕 を持って階下へ行きなさい」と言うこ

とが何 度もありました。わたしはそれが

何を意味 しているのか知っていました。

「竜巻が来る」ということです。そんなと

きわたしは途端 に恐が りました。しかし，

母 は必ず こう言ってくれました。 「シェ

リー，何も心 配はないわ。」母の言葉 は

いつもわたしを穏やかな気持ちにしてく
こんにち

れました。あれから何年もたった今 日で

も，生きていくことがつらくなったり怖

くなったりするとき，母に電話 し，「何 も

心配はないわ」と言 って くれるのを期待

して待つのです。

最近，米国で起きた恐ろしい事件 は，

わたしたちが不安定な世に生きているこ

とを明白に示 しました。子どもたちの安

全が守られ，将来に対 して 自信 を持 た

せてあげ られ る義にかなった母親 が，

かつてないほど必要 とされています。平

和 と真理 をどこに見いだせるかを教え，

イエス・キリス トの力が常にサ タンの力

よりも強いことを教える母親です。若い

女性や若い男性の信仰 を強め気 高い特

性を高めるとき，また，だれかを愛 し一

歩でも道を前進するように導 くときいつ

も，わたしたちは母親としての天性と召

しに患実であることができ，それによっ

て神の王 国を築 くことができるのです。

福音 を理解 する女性 ならだれでも， ほ

かの仕事の方がもっと重要だ と考えた

り，「わたしはただの母親です」という言

葉は口にした りしないことでしょう。母
いや

親は人の心を癒す存在なのですから。

周囲を見てください。あなたを，そし

てあなたの感化を必要 としているのはだ

れでしょう。 もしほんとうに大 きな変化

をもたらしたいと望むなら，わたしたち

が産んだ子 どもたちや，喜んで養い育

てようと思う人たちに対 して母親の役 目

を果たすことによって，その望みはかな

うでしょう。教会の青少年のそばにいる

なら，つまり彼 らを愛 するなら，たいて

いの場合，彼 らはわたしたちから離れな

いでいる，つまりわたしたちの導 ぎを受

／プスれることでしょう。

イスラエルの母であるわたしたちは，

主の秘密兵器 です。わた したちの影響

は創世の時か ら常に存在する天来の性

質に由来 しています。前世で御 父がわ

たしたちの役割を説明されたとき，計画

の中であまりにも重要な事柄 を託 してく

ださったこと，御父の子 どもたちを愛 し

導くためにあまりにも重要な賜物を授け

てくださったことに，わたしたちは驚か

なかったでしょうか。神の王国の中で御

父が与えてくださった高貴な特性のゆえ

に，少な くともある程 度はその理 由で，

わたしたちは喜び呼ばわったのではない

しょうか。１２この世 は何 も教 えてはくれ

ませんが，御霊は教 えてくれます。

わたしたちは主を失望させるわけには

いきません。たとえわたしたちが母性に

気高 さと神聖 さを見いだす地上で唯一

の女性となる日が来たとしても，それで

よいではありませんか。母親とは， 日の

栄 えの王国の中で最高の階級 にあって

完成 された義にかなった女性，すなわ

ち，子孫においても，知恵や喜 び，影

響力においても，永遠に増 し加えられる

資格 を持 った女性を指す言葉なのです

から。

わたしは知っています。わたしは完全

に知っています。わたしたちの神聖な役

割 に関するこの教義は真実であり，この

ことを理解するとき，すべての女性 は平

安 を得， 目的を見 いだすのです。愛す

る姉妹の皆さん，どのように表現 してよ

いか分からないほど愛している皆 さん，

この危険に満 ちた時代 にあって母親で

あるというチャレンジに立ち向かってく

だ さい。たとえ忍 耐と勇気 と信仰 が最

後のひとかけらまで試されることになっ
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てもです。イスラエルの母として，神 に

従 う女性 として，確 固として揺 らぐこと

なく立ってください。御父 とその独 り子

はわたしたちに神聖 な管理の職 と天 の

王 国における神聖 な冠を与えてください

ました。そのことを喜び，御二方から寄

せ られている信頼に足る者 となれます よ
み な

うに， イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ りお 祈

りい た し ます 。 ア ー メ ン。
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「模範になりなさい」
第一副管長

トーマス・Ｓ・モンソン

雁 『ωを真理Ｚ『窟たし，のを要冠濾たし，生 活を奉仕石窟 たしましょう。」

　

たしたちは今晩，中央扶助協

わ 会会長会から感動 的なメッセ

ージを伺って心が奮い立つの

を覚 えています。わたしたちが皆，確

固として揺 らぐことのないようにとの訴

えで した。これは，今の時代に見 られ

る試練を乗 り越え，またあらゆるものが
とりで

激変す る世 の中で堅 固な砦を築 くうえ

で，知恵にあふれた勧告です。

使徒パ ウロが愛するテモテにあてて

書 き送った知恵の言 葉に目を向けてみ

ましょう。
みた ま

「しかし，御霊は明 らかに告げて言う。

後の時になると，ある人々は，惑わす霊
おしえ

と悪霊の教 とに気 をとられて，信仰から

離れ去るであろう。

それは，良心に焼 き印を押 されてい

る偽 り者の偽善のしわざである。」１

続いて，テモテを激励 する言葉を述

べています。これはわたしたちにとって

も注 目すべ き言葉です。 「言葉にも，行

状にも，愛にも，信仰 にも，純潔にも，

信者の模範になりなさい。」２

使徒パウロが語 ったこのチャレンジを

乗 り超えるために，いつまでも変わるこ

とのない３つの公式 をここカンファレン

スセンターと世界各地の集 会所 に集っ

ている，愛する姉妹たちと分かち合い

たいと思います。

１．思いを真理で満たす。

２．心を愛で満たす。

３．生活を奉仕で満たす。

まず，思 ωを真理 で満た すことにつ

いて話 しましょう。誤 りにとどまってい

たら，真理 を見いだすことはできません。

真 理 を見 いだす には啓 示 され た神 の
み こ と ば

御言葉を調べ，研究 し，それに従って

生活することが必要です。誤ったことに

取 り囲まれているといつしかそれを受け

入れるようになって しまいます。一方，

真理に触れていれば，真理について学

ぶことができます。

世の救い主 はこのように命 じておられ

ます。 「最 良の書物か ら知恵の言葉を探

し求め，研究によって，また信仰によっ

て学問を求めなさい。」３そして，こう付

け加えられました。 「聖文を調べなさい。

あなたがたは，聖文の中に永遠 の命が

あると思って調べているが，この聖文は，

わた しについてあか しをするものであ

る。」４

主はまた，わたしたち一 人一 人にこ

の ように勧 めてお られます。 「わたしに

学び，わたしの言葉を聴 きなさい。わた

しの御霊の柔和 な道 を歩みなさい。そ

うすれば，あなたはわたしによって平安

を得るであろう。」・

開拓者時代，今晩わたしたちに与 え

られた「確 固として揺 らぐことのないよ

うに」とのチャレンジを乗 り越え，思い

と心と全身に真理を満たした，キャサリ

ン・カーティス・スペ ンサーという女性が
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いました。夫のオーソン・スペンサーは，

感受性が強 く，豊かな教育 を修めた人

でした。ボストンで生まれ育ったキャサ ・

リンは，教養のある洗練された人でした。

彼女には６人の子 どもがいました。体が

あまり丈夫でなかった彼女はノーブーを

出発 してから，厳 しい寒 さと過酷 な状

況にさらされたために健康を害していま

した。スペ ンサー長老は妻の両親に手

紙を書いて，西部に住 まいを築くまで妻

を両親のもとで過ごさせてほしいと頼み

ました。すると，「汚 らわしい宗教を捨て

させ るなら，戻って来てもけっこうです。

しかし，教会を捨てるまでは戻ることを

許しませ ん」という返事 が返 ってきまし

た。

スペンサー姉妹が信仰を捨てるはず

もありませんでした。両親からの返事を

読んで聞かされた彼女は，夫 に聖書 を

持 って来 てルッ記から次 の聖句 を読ん

でくれるように頼みました。 「あなたを

捨て，あなたを離れて帰ることをわたし

に勧 めないで ください。わたしはあなた

の行かれる所へ行き，またあなたの宿ら

れる所に宿 ります。あなたの民はわたし

の民，あなたの神はわたしの神です。♪
あらし

外は嵐が吹き荒れていました。荷車
ほろ

の幌が破 れて しまったため，友人たち

はスペンサー姉妹が吹 き込む雨にぬれ

ないようにミルクなべを彼女の頭の上に

かざしました。このような中で，彼女は
ひとこと
一言の不平 も言わず

，息を引き取 りまし

た。

わたしたちは命を差 し出すよう求めら

れることはないか もしれません。けれど

も，神はわたしたちの声に出さない祈 り

を聞いて くださることを忘れてはなりま

せ ん。隠れたことを見ておられる神は，

必要ならば人々の面前で報いてくださる

でしょう。

わたしたちは困難な時代に生きていま

す。将来，何が起 こるか分か りません。

だからこそ，不測の事態に備えておく必

要があります。統計からも明らかなよう

に，夫が病気 になったり，亡 くなったり

して，あるいは経済的な必要 に迫 られ

て，皆 さんが家計 を支えなければなら

なくなることが，時折あります。緊急事

態が発生 したときに家族 を養えるよう
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に，より高い教育を受けるように努め，

仕事 につながる技術を身に付けておくよ

う強くお勧めします。

研究 と学習を重ねることによって才能

を伸ばすことができます。子どもの勉強

をよく助けられるようになるでしょうし，

人生で遭遇するかもしれない不測の事

態 に備えていることによって心の平安を

得 られるでしょう。

第 ２の公式，／Ｄを愛 で’満た す ことを

説明す るために，使徒行伝に記録 され

ている感動的な出来事 を紹介 したい と

思います。ヨソバに住んでいたタビタま

たはドルカスと呼ばれた弟子の話です。

彼女は 「数々のよい働きや施しをしてい

た」婦人であったと説明されています。

「ところが，そのころ病気 になって死

んだので，人々はそのからだを洗って，

屋上の間に安置 した。

・・ 弟子 たちはペテロが 〔近 く〕にい

ると聞き，ふたりの者 を彼のもとにやっ

て，『どうぞ，早くこちらにおいで下さい』

と頼んだ。

そこでペテロは立って，ふたりの者に

連れられてきた。彼が着くとすぐ，屋上

の問に案内された。すると，やもめたち

がみんな彼のそばに寄ってきて，〔タビタ〕

が生前つ くった下着や上着の数々を，泣

きながら見せるのであった。

ペテロはみんなの者を外に出し，ひざ

まずいて祈 った。それか ら死体 の方に

向いて，『タビタよ，起 きなさい』と言っ

た。すると彼女は目をあけ，ペテロを見

て起 きなおった。

ペテロは彼女 に手をか して立たせた。

それから，聖徒たちや，やもめたちを呼

び入 れて，彼 女が生きかえっているの

を見せた。

このことがヨソバ中に知れわたり，多

くの人々が主を信 じた。」７

「数々のよい働 きや施 しをしていた」女

性であったタビタについて説明している

リアホナ／２００２年 １月号
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この聖句 は，扶助協会の持つ基本的な

責任を明 らかにしていると思います。つ

まり，苦 しんでいる人 を慰めること，貧

しい人の世話をすること，そしてこれら

に付 随するあらゆる事柄 です。扶助協
あわ

会の女性である皆 さんはまことに憐れみ

の天使です。このことは，寒さや飢 えに

さいなまれ，苦 しみを受けているあらゆ

る地の人々に対 して大規模 に実施 され

ている人道的救援活動に見 ることがで

きます。皆 さんの働 きはワー ドやステー

ク，伝道部の中でもはっきりと見 ること

ができます。教会のすべての監督はこ
あかし

れらが真実であることを証できることで

しょう。

執事 の少年だったころ， わたしは断

食 日曜 日の朝にワードの責任 の一端を

担っていました。各家族 に小 さな封筒

を持 って行 き，彼 らが献金 を入れるの

を待ち，それから監督に届けるのです。

その責任を果たしていたあるとき，高齢
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で独 り暮 らしだったライト兄弟は， ドア

の所でわたしを喜んで迎えると，老いた

両手で不器用 に封筒 を開け，わずかな

金額 をその中に入れ ました。献 金す る

彼の 目には涙が込 み上げていました。

彼はわたしに腰かけるよう促 し，何年も

前に家の中に食べ物がまったくなくなっ

たときのことを話 してくれました。飢 え

に苦 しみながら彼は食べる物 を与えてく

ださるよう天の御父に祈 りました。それ

からしばらくして，窓の外に目を向けて

いると，だれかが彼の家 の方に歩 いて

来るのに気づ きました。その人は赤 くペ

ンキを塗った荷車を引いていました。扶

助協会会長のバ ームフォース姉妹 でし

た。線路の向こうから彼 の家 までの１キ

ロ近 くを，荷車を引いてやって来たので

した。荷車にはワー ドの扶助協会の姉

妹たちから集めた食べ物が 山ほど載っ

ていました。バームフォース姉妹は食物

を降ろすとライト兄弟の空っぽの食品棚

に入れました。ライ ト兄弟 は，彼女 が

「天から遣わされた天使」のようだったと

言いました。

姉妹の皆 さん，皆 さんは愛の最高の

模 範です。皆 さんは家庭 を明るくし，

子 どもたちを愛によって導 いてい ます。
かしり

家庭の頭は夫ですが，皆 さんは家庭 の

心です。互 いに尊敬 し合い，責任 を分

かち合うことによって，夫婦は最強のチ

ームを組むのです。

子どもたちは関心や愛を必要とすると

きに，母親のところへ行きます。このこ

とに意味があるとわたしは考えていま

す。福音に背を向けた息子や何かにつ

けて投げやりな少女でさえ，家族のもと

に戻 る必要があると気づいたときに，迷

わず母親のもとへ来 ます。母親 は決 し

て子どもを見捨てたりしません。

母親の愛は子 どもの良いところを引き

出します。皆さんは子どもたちにとって

従 うべ き模範です。

普通，子 どもが覚 えて話す最初 の言

葉は「ママ」です。戦争のさなかであれ，

平和 なときであれ，死を目前 に控 えた

息子がロにす る最後 の言葉はほとんど

が「お母さん」です。このことにも大切 な

意味があると思います。姉妹の皆 さん，

皆さんは何 と高貴な役割を帯びているこ

とでしょうか。皆さんの心が愛に満ちて

いることをわたしは証 します。

第３の公式，生 活を奉仕 で溝たすこ

とについて，二つの例を紹介 したいと思

います。最初の例 は，生徒 たちの生活

に大 きな影響を与えた一人の教 師です。
くらやみ

２番 目の例は，霊 的な暗闇の中で生活

していた人々に福音 の光 をもたらした夫

婦の宣教師です。

何年も昔， ミューチャルの教師を務め

ていたバー・ディー・シェフィールドとい

う若い女性がいました。夫とともに長い

聞待 ち望んでいたのですが ，彼女 には

子 どもがいませんでした。その代わり彼

女 は，永遠 の真理と人生の教 訓を教 え

ることによって，彼女にとって特別な若

い女性 たちに心 からの愛を毎週示 して

いました。しかし，そうした彼女を病魔

が襲い，２７歳の若さでこの世を去 りま

した。

毎年戦没者記念の休 日が来ると， ミ

ューチ ャルの少女たちは先生が葬 られ

ている墓地 に集 まり，必ず，花 と「バ

ー・ディーへ
，あなたの生徒 より」と書い

た小 さなカー ドを手向けていました。最

初 は１０人いた少女 も，やがて５人 ，そ

して２人，最後に１人になりました。し

か しその一人 は毎年欠かさず墓を訪れ

て，花束と，いつものように「バー・ディ

ーへ
，あなたの生徒 より」と書いたカー

ドを供えました。

バー・ティーが亡 くなってか ら２５年近

くが過 ぎたある年，欠かさず墓を訪れ

ていた，ただ一人の「少女」は戦没者記

念 日によそへ出かけなければいけなくな

りました。そこで，数 日早 く先生の墓を

訪れることにしました。花 を摘んでリボ

ンを巻 き，カー ドを添 えると，上着を着

て出かけようとしました。ちょうどその

とき，玄関のベルが鳴 りました。 ドアを

開けると，訪問教師の一人であるコリー

ン・フラーが立っていました。訪問教師

の同僚 との都 合がつかないので，月末

までに何 とか家庭訪問を終えたいという

思いか ら，連絡 をしないで一人でやっ

て来た， とコリーンは説明しました。 コ

リーンは招き入れられると，上着と花に

気づ きました。そして，何かの予定をじ

ゃましたことをわびました。
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「大丈夫よ」という返事が返ってきまし

た。 「わたしのミューチャルの先生だっ

た人のお墓 に花 を手向けるために出か

けようとしていたところなの。この先生

はわたしやほかの女の子にすばらしい影

響 を与 えてくれた人 なのよ。最初は１０

人が毎年，愛 と感謝を伝えるために訪

ねていたんだけど，今はわたしがクラス

を代表して訪れているの。」

コリーンは尋ねました。 「その先生の

名前， もしかして，バー・ディーじゃな

い？」

「ええ，そうよ。でも，どうして知っ

ているの」と姉妹が尋ね返 しました。

声 を詰 まらせなが らコリーンは言いま

した。「バー・ディーはわたしのおばなの。

母の妹なのよ。おばが亡 くなってから毎

年，戦没者記念 日に家族で墓地を訪れ

ると，お花とバー・ディーの生徒からの

カードがお墓の上に置かれているのに気

づいていたわ。 うちの家族は，バー・テ

ィーを覚えてくれていることにお礼 を言

えるよう，その生徒がだれなのかを知 り

たかったのよ。これでみんなに教えられ

るわ。」

アメリカの詩人ソーントン・ウィルダー

は 「この世を去った人々へのいちはんの

贈り物，それは嘆 きではなく，感謝であ

る」と言いました。

生 活を奉 仕 で満 た した第２の例 は，

ポーランドで１年半の伝 道の召 しを受け

たユリユーシュ・フセックと妻 ドロシーが

宣教師として経験したことです。これを

一



紹介してわたしの話を終 えることにしま

す。ポーランド生まれのフセソク長老は

その国の言葉を話し，ポーランド人を愛

していました。フセソク姉妹はイギリス

生まれでポーランドについてはほとんど

知 りませんでしたし，その国の人々につ

いては何 も知 りませんでした。

二人は主 を信頼 して伝道 を始めまし

た。生活 環境 は決 して快適 とは言えな

いもので した。仕事は孤独 で，しかも

やるべきことは山ほどありました。 当時

ポーランドにはまだ伝道部があ りません

でした。フセック夫妻に与えられた責任

は道 を備 えることです。伝 道部が恒久

的に設置され，ほかの宣教師が召され，

人々に福音が説かれ，改宗者にハプテ

スマが施され，支部が設立され，礼拝

堂が建てられるための準備でした。

責任のあまりの大 きさにフセソク長老

と姉妹は くじけてしまったで しょうか。

いいえ，そのようなことは一瞬た りとも

ありませんでした。その召 しが神から与

えられたものであると知っていた二人は

み わ さ

神 の助 けを祈 り求め，御業に全 身全霊

で打ち込み ました。結局ポーラントに

１年半どころか５年滞在 して，これらの

目的をすべて達成 したのです。 わた し

はラノセル・Ｍ ・ネルソン長老，ハンス・

Ｂ・リンガー長老 と３人で，フセソク長

老 とともにポーランド政府のアダム・ロ

バ トカ長官 と会見 したときにそのことを

知 りました。「あなたがたの教会 を歓迎

いたします。建物 を建ててもけっこうで

すし，宣教師を派遣 してもけっこうです。

どうぞポーランドへおいでください」と

長官が言 うのを聞きました。そして長官

はユ リユーシュ・フセ ソク長老 を指 して

言いました。「この方は奥さんとともに，

教会のために一生懸命働 いてこられま

した。皆さんは彼らの模範と働 きに感謝

なさるとよいで しょう。」

フセック夫妻のように，わたしたちも

主の業においてなすべきことを行おうで

はありませんか。そうすれば，わたした

ちもユ リユーシュ・フセック， ドロシー・

フセック夫妻 とともに次の詩篇の言葉を

体現することができるで しょう。「わが助

けは，天と地を造 られた主から来る。」８

愛す る姉妹 の皆 さん，皆さんは真に

「信者の模範」です。既婚か独 身かにか

かわらず，天の御父が皆 さん一人一人

を家庭 において，家族 において，生活

の中において祝福 され，世の救 い主か
しもへ

ら「良い忠実な僕 よ， よくやった」９とい

う栄光あふれる賛辞を受けることができ

ます ように。わたしは皆 さんを祝福 し，
み な

イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よっ て お 祈 りし

ます 。 ア ー メ ン。
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し 劣 う し ゃ こ と ば

指導者の口葉
きようかい こ

教会の子どもたちのために
はんきそうたいかい ぱなし

欄 緻 劒 お肋 ，５

ねん がつ むいか なのか ひら だい かい

２００７年 ７０月６日，７日に開かれた第 ７７７回

だ い かんちょう

管長 ゴＬ ドン ・Ｂ ・と：ンク

大 嶽難鱒 １
ひつよう

おりです。けれどもおそれる必要はあり
こころ へいあん か て い へ い わ え

ません。心に平安 を，家庭に平和 を得

ることができます。わたしたちはみな，
よ よ

この世にあって良いえいきょうをおよぼ

すことができます。

だいいちふくかんちょう

第一副筐長 卜一マス ・Ｓ・モンソン
けっしん き ょ う あい こころ み’決心 して

，今 日から愛で心 を満 たし
こど く ひと き お ひと

ましょう。孤独な人，気落ちしている人，
りゆ う くる ぴと たす

いろいろな理由で苦 しんでいる人を助け
い

る た め に ， ２マ イル 行 きま しょう。

だいにふくかんちょう

第＝副管長 ジェームズ ε・ファウスト

あがないのすばらしいメッセージは，
すく ぬし かん

救い主がわたしたちすべてに感じておら
かんぜん あい あい

れる完全 な愛です 。この愛は，あふれ

るばかりのあわれみ，にんたい，めぐみ，
こうへい なが とく

公平，長 くたえしのぶこと，そして特に，
み あい

ゆるしに満ちた愛なのです。

じゅうにしとていいんかいかいちょうだいリ

ナニ使徒顧 会会長代理 ボイド・

κヲｒツカー
し ょ

わたしはこのモルモ ン書 イエス・
ひと

キリストについてのもう一つのあか しを
あい けんきゅう

愛しています。それを研 究してください。
きゅうやくせいしょ しんやくせいしょ りょうほう

そうすれば旧約聖書，新約聖書の両方
りか い

とも理解 することがで きます。それが
しんじつ し

真実であることを知っています。

じゅうにしとていいんかい

十二使徒定賃会 タリン・帰才一クス
しゅ じぷ ん こ

主はご自分のすべての子どもたちを
あい しゅ こ

愛しておられます。主はすべての子ども
じぶ ん し ん り ぜ ん ぶ て

たちがご自分の真理を全部手にし，ご
じぶ ん も しゅくふく ゆた う

自分が持っておられる祝福を豊かに受
のぞ しゅ

けることを望 んで お られ ます 。主 は
ひと りひと り じゅんび ぞん
一人一人がいつ準備できるのかご存 じで

たい ふくいん

す。そしてわたしたちに対 しては，福音
わ あ おし き

を分かち合 うことについての教えを聞い
おぽ もと

て，それをいつも覚えているように求め

ておられます。

じゅうに しとていいんかい

十二使徒定員会 ジョセフ・θ・ワー

スグン
しんぱい ひつよう

みなさんが心配する必要のあることは
ひと さいこう じぶ んけ どりょく

ただ一つ ，最高の 自分になるよう努力

することです。みなさんはどのようにし
どりょく じんせい もっと

て努力す るので しょうか。 人生 で最 も
たいせつ もくひょう ちゅうい しゅうちゅう

大切な目標に注意を集中させてくださ
もくひょう む い っぽいっ

い。そうすれば， 目標に向かって一歩一
ぽ ぜんしん い

歩前進して行けるでしょう。

じゅうに しとていいんかい

ナニ 使徒定員会 グチセートご・θ・ス

コツト
き へいあん まも

消えることのない平安 と守 りを得るた
じんせい しず

めには，人生のある とき，静かに深 く
おも あい

思いめ ぐらす ときに，わたしたちを愛
て ん ぶ

しておられる天父がいらっしゃることを
し ひつよう かみ

知る必要があります。神はわたしたちを
みちび たす かくしん

導 き，助けてくださいます。その確信 こ
ちからつよ ちゅうしん

そが力強いあか しの中心となるのです。

リアホナ／２００２年 １月号
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じゅうに しとていいんかい

ナニ便徒定貫会 ジュ：フグー ・月・京

ランド

わたしたちはおしみなくあわれみをも
て んぶ たい あい

ってあたえてくださる天父に対 し，愛を
こ じんて き しめ いち

個人的に示すために，〔じゅうぶんの一と
けんきん おさ かみ

献金〕を納めるべ きです。神 はそのめぐ
ひと

みによって，うえている人びとにパ ンを，
まず ひと いふ く

貧 しい人びとに衣服をあたえてください
じんせい ざま とき

ます。人生 の様 ざまな時 において，わ
う

たしたちもみな，……めぐみを受けてき

ました。

じゅうに しとていいんかい

ナニ使徒定貫会 ヘン リー ・β・アイ

ワング
せいぶん ふか かんが

み なさんが 聖文 について深 く考 え，
かみ とき せいやく か

神 と〔バプテスマの時に〕聖約を交わし
ことがら じっせん はじ かみ たい

た事柄を実践し始めるなら，神に対す
あい ふか

る愛をいっそう深めることができます。
たい かみ あい

また，みなさんに対する神の愛をいっそう
かん やくそく

よく感じられます。このことを約束します。

しちじゅうにん

七『十 ス Ｈ ・ロ ス ・ワー ク マン
かみ じ ぷ ん こ じ ぶ ん

神はご自分の子どもたちにご自分の
ほうほう し じ あた こ えいえん

方法で指示を与え，子どもたちを永遠
いのち そな よげ んしゃ

の命に備えさせるために預言者をおあた
じゆゐじゅん

えになりました。……従順は，たとえい
もくてき りか い

ましめの目的が理解で きないとしても，
しゅ しゅくふく じつげん

主の祝福 の実現のために，なくてはなら

ないものなのです。

か ん り

径理かんとく 仔 デビレドヲＣ一トン
きょうかい せいしょうねんどうし か い わ

教会の青少年同士でかわされる会話
なか かんじょう あらわ さい げ ひん

の中で も，感情を表す際に下品でらん
こ とば かんたん で

ぼうな言葉が とても簡単に出てくるよう
わか とも いま

です。若い友のみなさん，今 こそおお
た か い わ なか

しく立ち，みなさんの会話の中か らその
こ と ば とき て んぷ

ような言葉 をなくす時です。……天父
じょうきょう の つよ もと

にこの状況を乗 りこえる強さを求めてく

ださい。



わたしたちの時代のための教え，２００２年度

毎
月の第４日曜 日のメルキセテク神権

と扶助協会の集会は，「わたしたち

の時代のための教え」を学ぶ時間となっ

ています。大管長会は毎年，これらの集

会で使用するために，１０のテーマを指定

の資料とともに決定します。以下は２００２

年度のためのテーマ と資料です。残 り２

回分のテーマは，ステーク会長会または

地方部長会によって選定されます。

第４日曜 日の話 し合いは，定員会また

はグループのメンバーの必要と状況に合

わせ て，指定 の資料の一つ，または二

つを中心にして行うとよいて しょう。教

師は必す しもすべての資料 を使用する

必要はありません。指導者と教師は，そ

れ らの集会 を，講義や発 表の場 ではな

く，話し合いの場とす るように勧 められ

ています。指導者と教師は，定員会 また

はグループのメンバーが話し合った原則

を実践するよう鼓舞していくにはどうし

たらよいか，検討 してくたさい。定員会

やクループでの話 し合いを準備し，指揮

するための提案は，『教師，その大いなる

召 し』（３６ユ２３３００）と『教師ガイドブ ノク』

（３４５９５３００）に掲載されています。

１．ナ サ レの イエ ス ， 救 い 主 で あ り照 い 主

で あ る御 方

マ タ イ １ １８－２１，使 徒 ４ ８－ １２；３ニ

ー フ ァイ １１ ７－ １７

「キ リス トの 特 別 な 証 人 」『リ ア ホ ナ 』

２００１年 ４月 号 ， ２－ ２４（ヒ テ オ カ セ ノ ト

〔任 意 〕「キ リ ス トの 特 別 な 証 人 』〔５３５８４

３００〕）

ラ ノセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン 「わ た し た ち の

主 キ リ ス トな る イエ ス 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ４月 号 ，４－ １９

「イエ ス ・キ リス ト 堅 固 な 基 」『末 日

聖 徒 の 女 性 Ｂ 』第 ユ課

２．家 族 ， 個 人 と して 真 の 改 心 を す る

ル カ １８９／８－３０；モ ー サ ヤ ４’６－ ７，

５ ２ ア ルマ ５ １４－３５

コ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ンク レー 「信 仰 の 奇 跡 」

『リア ホ ナ 』２００ユ年 ７月 号 ， ８２－８５

Ｌ ・トム ・ペ リー 「弟 子 と な る こ と」『リ ァ

ホ ナ 』２００１年 １月号 ，７２－７４

ダ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス 「主 の 望 まれ る 者

に な る とい うチ ャ レ ン シ 」２００１年 １月 号 ，

４０－４３

「慈 愛 」『福 音 の 原 則 』第 ３０章

３．わ た した ち が 交 わ した バ プテ ス マ の 聖

約 へ の 忠 実 さ を 保 っ

マ タ イ ３ ３－ １７；２ニ ー フ ァイ ３１ ５－

２０；モ ー サ ヤ １８ ７－ １０

シ ェー ムス ・Ｅ ・フ ァ ウス ト「新 し く生 ま

れ る」『リア ホ ナ 』２００１年 ７月 号 ， ６８－７１

ロハ ー ト・Ｄ ・ヘ イル ス 「ハ プ テ ス マ の

聖 約 工 国 に あ っ て 王 国 の もの と な

る」『リア ホ ナ 』２００１イＦ１月 号 ， ６－ ９

「ハ プ テ ス マ ー 永 続 す る聖 約 」『神 権

の 義 務 と祝 福 Ａ 』第 ２９課

４．膿 い を 通 して ， 喜 び と平 安 を 見 い だ す

イサ ヤ １ １６－２０，２ニ ー フ ァイ９ １８一

２１；ア ル マ ３４ １４－ １６，３８ ８－９；教 義

と聖 約 １８ ／０－ １３

ホ イ ト・Ｋ ・パ ノカー 「主 の 御 手 」『リァ

ホ ナ 』２００１年 ７月 号 ，２５－ ２８

リチ ャー ト・Ｇ ・ス コ ノト「平 安 と喜 び に

至 る道 」『リア ホ ナ 』２００１年 １月号 ，３１－３３

「悔 い 改 め 」「福 音 の 原 則 』第 １９章

５、福 音 の 真 理 に 対 す る証 を 培 う

ヨハ 不 ７ １７；ア ル マ ５ ４４－４６；３２

２７－２８；エ テ ル １２ ２６；モ ロ ナ イ １０ ４－

５，教 義 と聖 約 ６ ２０－２３

ジ ェー ム ス ・Ｅ ・フ ァウ ス ト「深 ま る証 」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ， ６９－７１

シ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン 「純 粋 な 証 」

「リアホ ナ 』２００１年 １月 号 ，２７－３０
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「イエ ス，・キ リ ス トの 福 音 に 対 す る証 」

『神 権 の 義 務 と祝 福 Ａ 』第 ２６課

６．信 仰 の 受 け 継 ぎ を子 ど もた ちに 与 え る

箴 言 ２２：６；マ タ イ ５：１３－ １６；テ トス

２：１－８；１ニ ー フ ァイ １：１；教 義 と聖 約

６８：２５－２８

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー 「若 人 へ の 預

言 者 の 勧 告 と祈 り」『リア ホ ナ 』２００１年 ４

月 号 ，３０－４１

デ ビ ッ ド・Ｂ ・ヘ イ ト「強 い リン ク とな

る」『リアホ ナ 』２００１年 １月 号 ，２３－２５

「家 族 は 永 遠 に 」「福 音 の 原 則 』第 ３６章

７．悪 に 対 し， 家 庭 と家 族 を 強 め る

イザ ヤ ５２：１１；ヨハ ネ １５：１－４；モ ル

モ ン書 ヤ コ ブ ３：１０－ １２；教 義 と聖 約

１２１：４５

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン「魔 の 運 び 屋 一

一 ポ ル ノ グ ラ フ ィー 」『リア ホ ナ 』２００１年

１１月 号 ， ２－ ６

ニ ー ル ・Ａ ・マ ッ ク ス ウ ェ ル 「世 の 誘 い

と誘 惑 」２００１年 １月 号 ， ４３－４６

「道 徳 的 な 清 さ」『神 権 の 義 務 と祝 福 Ａ』

第 ３４課

８．家 族 ， 個 入 で 伝 道 活 動 に 参 加 す る

マ ル コ１６：１５；教 義 と聖 約 １８：１５－ １６；

３４：４－６；６０：１－２；１２３：１２；８８：８１

Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラー ド「会 員 が 鍵 で あ

る」「リアホ ナ 』２０００年 ９月 号 ， １２－２１

ジ ェ フ リー ・Ｒ ・赤 ラ ン ド「わ た しの 証

人 」「リア ホ ナ 』２００１年 ７月 号 ，１５－１７

「伝 道 」『福 音 の 原 則 』第 ３３章

９．行 方 の 知 れ ない 主 の 羊 た ちを 見 いだ し，

養 う

ル カ １０：２５－ ３７；エ ペ ソ ２：１９；ア ル マ

３１：３４－３５；教 義 と聖 約 １８：１５－ １６

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン 「永 遠 の 航 海 」

『リア ホ ナ 』２０００年 ７月 号 ，５６－５９

ヘ ンリー ・Ｂ ・ア イ リ ング 「わ た しと一 緒

に 目 を さ ま して い な さい 」２００１年 ７月 号 ，

４４－４７

「フェ ロ ー シ ップ ー 神 権 に か か わ る責

任 」『神 権 の 義 務 と祝 福 Ｂ』第 １０課

１０．神 殿 の 祝 福 を受 け る

詩 篇 ２４：３－５；教 義 と聖 約 １０９：１２－

２３；教 義 と聖 約 １１０：６－！０

ボ イ ド・Ｋ ・パ ッ カー 「聖 な る神 殿 」『聖

徒 の 道 』１９９２年 ６月 号 ， １４－２３

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン 「神 殿 の 祝 福 を

受 け る た め の 個 入 の 備 え 」「リ ア ホ ナ 』

２００１年 ７月 号 ，３７－４０

「家 族 の 歴 史 と記 録 の保 持 」「神 権 の 義

務 と祝 福 Ｂ 』第 ８課

扶 助協会の 「家 庭 ・家族 ・個 人を豊 かにする

集 会」のテーマ（提案）・

家緊絶㌶を謙 る籍蕪灘鴇灘繍饗灘 ：徽
ッスンを，これらの集会に含めるようにしてください。『家族ガイドブック』（３１１８０３００）およ

び『結婚と家族関係コース教師屠ガイド』（３５８６５３００）が資料として活用できるでしょう。こ

れらの資料は教会管理本部配送センターを通じて入手できます。

提業されているテーマ ミニクラスでの研究課題のためのアイデア纏

霊的成長

（教義と聖約８８：６３）

●神殿における礼拝

●個人の祈 りと聖文の研究

●安息日を守る （教義と聖約５９章）

ホ ー ム 〆一 キ ングの 技術

（箴 言３１：２７）

●食物の栽培，料理，保存
せいとん

●家庭内の整頓と清掃

■労働の持つ価値

結 婚 と家 族 の 関係

（モー サ ヤ４：１５；マ ラ キ４１６）

●「家 族 一 世 界 へ の宣 言」 （『リア ホ ナ 』１９９８年

１０月 号’，２４）

●家庭 の 夕 べ ，家 族 の祈 り， 聖文 の研 究

●育児 の 技術

関係 を強 め る

（マ タ イ５：３８－４４；２５：４０）

●意思の疎通と争いの解決

○悔い改めと赦し

●効果的な指導

臼立

（教 義 と聖 約 ８８：１１９）

●家庭貯蔵 と緊急時の備え

●教：育とリソースの管理

●健康と衛生

奉 価

（箴 雷３１１２０；モ ーサ ヤ４：２６）

●家族と隣人への奉仕

●教会における奉仕

●地域社会での奉仕プロジェクト

肉体 と精 神 の 健康

（教 義 と聖 約 １０：４；モ ーサ ヤ ４：２７）

●運動 と栄 養

●ス トレスの コ ン トロー ル とレ ク リエー シ ョ ン

●感 謝 の念 を持 ち ，主 の祝 福 を認 め る

個 人 の成 長 と教 育

（教 義 と聖 約８８：１１８；１３０Ｕ ８－１９）

●祝福師の祝福

●才能と創造力を伸ばす

●生涯学習

読糟 さρ卿 ・，，
（ダ辛 毎 ψ ：１圏 魂 ６：５鋤 ，

●福音の知識

●歴史と証の記録

○幼児期の教育と児童文学

瀬 ヒ諦 ：、：・，

騨聖糊 ㍗
●家鷹における音楽の大切さ

●文学と芸術

●異文化を理解する

驚 蕪 撃 糊 職 鋤 イドは１９９９年９月２０日付け囎 長一 ととも・・酉・
轟 ミニ クラス での研穽課 題の たゆの参 考資料 と して 『末 日聖徒 の女性 Ａ』『末 日聖徒 の女性 Ｂ』

『福 音の原則 』を活用す ることがで きます。

リアホナ／２００２年１月号

１２１



リソースガイ ド
２００２年度用。 『アロン神権３』

（３４８２２ ３００）第 １課 一第２５課

下は，『アロン神権３』の レノス

以ン （第１課 一第２５課） を補足する
ための参考資料です。教師用手引 きの

中の レノス ンに代 わるものではあ りま

せ ん。 （Ｆは 「フレン ド」 を指 します。

１／ッス ンはテキス トに掲載 されている

順番に教 えて くだ さい。注意 教師

用手引 きには，復活祭のための特別な

レソス ンは掲載 されていません。復活

祭 （３月３１日）のための特別 なレッス
あかな

ンを教えたい場合 は，救い主の贈い と

復活，生涯，使命 に焦点 を絞った大会

説教や記事，賛美歌を活用することを

検討 してみて くだ さい。

第 １課 一 神 会

コ ー ドン ・Ｂ・ヒ ンク レー 「御 父 と御 子 と

聖 霊 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ３月 号 ， ２－９

ジ ェー ムズ ・Ｅ・フ ァ ウス ト「唯 一 の ， ま

こ との 神 で い ます あ な た とイエ ス ・キ リス

トとを 知 る」『リア ホ ナ 』１９９９年 ２月 号 ，

２－６

Ｓ・マ イケ ル ・ウ ィル コ ッ クス 「わ た しの

ほ か に ， な に もの を も神 と して は な ら な

い 」『聖 徒 の道 』１９９８年 ２月 号 ， ２６－３３

第 ２課 一 救 い の 計 画

ジ ョセ ブ ・Ｂ・ワー ス リン「備 え の 時 」『聖

徒 の 道 』１９９８年 ７月 号 ， １５－ １８

ヘ ン リー ・Ｂ・ア イ リ ング 「家 族 」『聖 徒

の 道 』１９９８年 １０月 号 ， １２－２３

ジ ョン ・Ｂ・デ ィク ソ ン「言 い 尽 くせ な い
たまもの

賜 物 」『リア ホ ナ 』１９９９年 １０月 号 ，１８－２４

「神の子です」『賛美歌』１８９番

第３課一 生ける神の息子たち

ボイド・Ｋ・パ ソカー「あなたがたは神

の宮である」『リアホナ』２００１年１月号，

８５－８８

ラソセル ・Ｍ ・ネルソン「わた したちは

神の子である」『リアホナ』１９９９年 ユ月号，

９４－９７

「お父 さまは生 きています」『賛美歌』

１９０番

第 ４課 選 択 す る 能 力 と 自 由

ジ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン 「あ な た の 選

び 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 １１月号 ，４６－４８

リチ ャー ド・Ｇ・ス コ ッ ト「正 し か れ 」「リ

ア ホ ナ』２００１年 ３月 号 ， １０－！７

「選 べ ， 正 義 を」『賛 美 歌 』１５２番

第 ５課 天 よ り落 ち た ル シ フ ェ ル

ジ ェー ム ズ ・Ｅ・フ ァウス ト「内 な る敵 」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ， ５４－５７

リチ ャー ド・Ｃ・エ ソシ リー 「サ タ ンの ス

ナ イ プ 袋 」『リ ア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ，

５２－５３

テ ニ ス ・ラ ー ジ ー 「現 代 の 『刻 ん だ 像 』

の 礼 拝 を拒 む 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ３月 号 ，

１６－２３

第 ６課 一 ア ダ ム の 堕 落

ラ ノセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン「賊 い 」『聖 徒 の

道 』１９９７年 １月 号 ， ３９－４２

ダ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス 「人 に 幸 福 を与 え

る偉 大 な計 画 」『聖 徒 の 道 』１９９４年 １月号 ，

８０－８４
カっとノ

「現世での葛藤」『リアホナ』２００１年９

月号，３０－３１
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第７課 死と地獄に勝利を収めた順罪

ゴードン・Ｂ・ヒンクレー「クリスマスの

すばらしい， ほんとうの話」『リアホナ』

２０００年 １２月号，２－６

Ｄ・トノド・クリストファーソン「死者の
あかし

蹟 い と， イ エ ス へ の 証 」『リア ホ ナ 』２００１

年 １月 号 ， ユ０－ １３

リチ ャ ー ド・Ｄ ・ドレー パ ー 「磧 い 主 とし

て の キ リス トの 役 割 」『リア ホ ナ 』２０００年

１２月 号 ， １０－ １７

第 ８課 一 復 活 と裁 き

ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー 「そ の か た は ，

こ こ に は お られ な い 。 よみ が え られ た の

だ 」『リア ホ ナ』１９９９年 ７月 号 ，８２－８５

タ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス 「復 活 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ７月 号 ， １６－ １９

「世 に勝 つ 」『リア ホ ナ 』２０００年 ９月 号 ，

２６－２７

あわ

第９課 正義と憐れみ

リチャー ド・Ｇ・スコット「平安 と喜びに
●

至 る 道 」『リアホ ナ 』２００１年 １月号 ，３１－３３

シ ェ フ リー ・Ｒ・ホ ラ ン ド「きて ご らん な

さい 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ８月 号 ， ４４－４８

垂

毒

ー
捲
盈
響鼻

第 １０課一 「大 きな変化」

ジェームズ ・Ｅ・ファウスト「第二の誕

生」「聖徒の道』１９９８年６月号，２－６

タリン・Ｈ・オークス「主の望 まれる者

となるというチャレンシ」『リアホナ』２００１

年１月号，４０－４３

ロバー ト・Ｌ・ミレット「生まれながらの

人を脱ぎ捨 てる」『リアホナ』２０００年８月

号，６－１０

「われ主を愛 して」『賛美歌』１３４番

一 離 ，甑 ，
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第 ｌｌ課 永遠の命を得る信仰

ジェームズ・Ｅ・ファウスト「信仰の盾」

『リアホナ』２０００年７月号，２０－２３

ジェフリー・Ｒ・ホランド「窓辺 に降 り立
はと

つ 鳩 の よ うに」『リア ホ ナ 』２０００年 ７月 号 ，

９０－９３

テ ー ラー ・ハ ー トリー 「信 仰 の 試 し」「リ

ア ホナ 』１９９９年 １０月 号 ， ４０－４２

「シオ ンの 若 者 ， 真 理 を守 り」『賛 美 歌 』

１６３番

第 １２課 悔い改め

ボイド・Ｋ・パ ッカー「洗われ て清 くな

る」『聖徒の道』１９９７年７月号，９－１２

ヘンリー・Ｂ・アイリング「引 き延ばさな

いでください」『リアホナ』２０００年 １月号，

３８－４１

「心の平安を見いだす」『リアホナ』２０００

年６月号，３２－３３

「主に来たれ」『賛美歌』６７番

第１３課 赦すものが赦される
なんじ

ゴ ー ドン ・Ｂ・ヒ ン ク レー 「汝 らに は赦 す

こ とを 求 め らる 」『聖 徒 の 道 』１９９１年 ｌｌ月

号 ， ２－７

ヘ ン リー ・Ｂ・ア イ ヴ ング 「わ た した ちが

一 つ と なれ る よ うに 」『聖 徒 の 道 』１９９８年

７月 号 ， ７０－７２

エ シ カ ・デ ル フ ィ ン ・サ リナ ス 「あ な た

が た の 敵 の た め に 祈 りな さい 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ９月 号 ， ８－ １０

ア ロー ラ ・ロハ ス ・デ ・ア ル バ レス 「赦 し

に よっ て 一 つ とな っ た 二 人 」『リア ホ ナ 』

１９９９年 １０月号 ， ４４－４６

ロ デ リック ・Ｊ・リン トン 「赦 す 心 」『聖 徒

の 道 』１９９８年 ６月 号 ， ２８－３３

第 １４課 聖餐

ロバー ト・Ｄ・ヘイルズ「主 を覚 える」

『聖徒の道』１９９８年１月号，２８－３１

「主の犠牲に感謝する」『リアホナ』２００１

年６月号，２６－２７
せいさん

「どうすればふさわしい状態 で聖餐を

受けていると分か りますか」『リアホナ』

１９９９年４月号，２２－２４

第１５課 終わりまで堪え忍ぶ

ニール・Ａ・マックスウェル「よく堪え忍

ぶ 」『リア ホ ナ 』１９９９年 ４月 号 ， １０－１７

ロバ ー ト・Ｄ・ヘ イ ル ズ 「忍 び 抜 い た 人

た ち は さい わ い で あ る と， わ た した ち は

思 う」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ７月 号 ，８０－８３

第 １６課 一 世の命であ り，光であられ

るイエス・キリスト

ラッセル・Ｍ ・ネルソン「わたしたちの

主一 キリス トなるイエス」『リアホナ』

２０００年 ４月号，４－１９

シャロン・Ｇ・ラーセン「荒れ野の中の

光」『リァホナ』１９９９年７月号，１０７－１０９

「主は光」『賛美歌』４７番

第 １７課一 聖霊

ボイド・Ｋ・パッカー「炎のように分かれ

た舌」『リァホナ』２０００年 ７月号，７－１０

シェリー・Ｌ・デュー「わたしたちは独 り

ではない」「リアホナ』１９９９年 １月号 ，

１０５－１０７

「みたまはわれに」『賛美歌』８２番

第 １８課一 祈り

ヘ ンリー・Ｂ・アイリング「わたしの心に

書 き記 す」『リアホナ』２００１年 １月号 ，

９９－１０１

ジュリエ ッタ・アレビヤン・デ ・アルバ

レス「雨の 日に感謝の心で」『リアホナ』

２０００年 ５月号，２６－２８

「部屋を出る前に」『賛美歌』７８番

第 １９課 一 断 食

トー マ ス ・Ｓ・モ ン ソ ン「永 遠 の 家 庭 を築

き上 げ る」「リア ホ ナ 』１９９９年 １０月号 ，２－７

ジ ョセ ブ ・Ｂ・ワー ス リン「断 食 の 律 法 」

「リア ホ ナ』２００１年 ７月 号 ， ８８－９１

ブ リガ ダ ・ア コス タ・デ ・ペ レス 「断 食 の

祝 福 」『リア ホ ナ 』１９９９年 １０月 号 ，４６－４８

ダ イ ア ン ・Ｋ ・カ フ ー ン 「ス トラ ッ トン し

まい に起 きた きせ き」『リァ ホ ナ 』１９９９年 ５

月 号 ， Ｆ６－７

じゅうぶん

第２０課 什分の一 霊的な試 し

ジェームズ・Ｅ・ファウスト「天の窓を開

く」「リアホナ』１９９９年１月号，６３－６５

セオ ドア・Ｇ・バ ルマン「主の約束 を試

す」「聖徒の道』１９９８年 １２月号，２６－２７

「主の恵み，人にも分かたん」『賛美歌』

１３８番

リアホナ／２００２年 １月号

１２３

第２１課 定員会の役割

Ｍ・ラッセル ・バ ラー ド「歩調 を合わせ

ているだろうか」「リアホナ』１９９９年 １月

号，６－９

Ｄ・トッド・クリス トファーソン「神権定

員会」『リアホナ』１９９９年１月号，４４－４６

「イスラエルの長老 たちよ」『賛美歌』

１９６番

第 ２２課 祭 司 の 義 務

トー マ ス ・Ｓ・モ ンソ ン 「神 権 者 一 主 の

強 力 な 軍 勢 」『リア ホ ナ 』１９９９年 ７月 号 ，

５６－５９

ダ リ ン ・Ｈ ・オ ー ク ス 「ア ロ ン神 権 と聖

餐 」「リァ ホ ナ 』１９９９年 １月 号 ， ４１－４３

第 ２３課 メ ル キ ゼ デ ク神 権 に 備 え る

トー マ ス ・Ｓ・モ ンソ ン「明 日を 決 め る今

日」『リア ホ ナ 』１９９９年 １月 号 ， ５２－５５

ジ ョセ ブ ・Ｂ・ワー ス リン「神 権 者 に 成 長

す る 」「リア ホ ナ 』２０００年 １月 号 ，４５－４９

ジ ェ フ リー ・Ｒ・ホ ラ ン ド「あ な た が た は

身 を 清 め な さい 」「リア ホ ナ 』２００１年 １月

号 ， ４６－４９

第２４課 預言者に従う

ゴードン・Ｂ・ヒンクレー「若人への預

言者 の勧告と祈 り」『リアホナ』２００１年４

月号，３０－４１

クライド・Ｊ・ウィリアムズ「預言者 に従

う モルモン書を基礎 とする解釈」『リ

ァホナ』２０００年 ６月号，１８－２３

「来たれ，予言者 より」「賛美歌』１３・番

第２５課 すべての若人 は伝道に出る

べきである

トーマス・Ｓ・モンソン「神を尊ぶ者を，

神は尊ばれる」『聖徒の道』１９９６年 １月号，

５４－５７

ランス・Ｂ・ウィックマン「将 来のあな

た」『リアホナ』２０００年 ｌｌ月号，２２－２４

「伝道の召 し」［リアホナ』１９９９年 ８月号，

２６－３１

ジャネット・ピーターソン「今 日も自転

車に乗 って」『リアホナ』１９９９年４月号，

２６－２８

「イスラエルの長老たちよ」『賛美歌』

１９６番

一
．



リソースガイ ド
２００２年度用。 『若い女性３』

（３４８２５３００）第 １課一第２５課

下 は， 『若い女性３』の レソス ン

以（第１課 一第２５課） を補足 するた
めの参考資料です。教師用手引 きの中

の レソス ンに代 わるものではあ りませ

ん。 （Ｆは 「フレン ド」 を指 します）。

レソスンはテキス トに掲載 されている

順番に教 えて くだ さい。注意一 教 師

用手引 きには，復活祭のための特別な

レッスンは掲載 されていません。復活

祭 （３月３１日） のための特別 なレ ノス

ンを教 えたい場合 は，救 い主の贈い と

復活，生涯，使命 に焦点を絞った大会

説教 や記事 ，賛美歌 を活用することを

検討 してみて ください。

第 １課 一 父 な る 神

ゴー ドン・Ｂ・ヒン ク レー 「御 父 と御 子 と

聖 霊 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ３月 号 ， ２－９

ジェー ムズ ・Ｅ・フ ァウス ト「唯 一 の ，ま こ

との 神 で い ます あ な た とイエ ス ・キ リス ト

とを知 る」『リア ホ ナ』１９９９年 ２月号 ，２－６

Ｓ・マ イ ケ ル ・ウ ィル コ ソク ス 「わ た しの

ほ か に ， な に もの を も神 と して は な ら な

い 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ２月 号 ， ２６－３３

第 ２課 救 い 主 を 知 る

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン「わ た した ち の

主 キ リス トな る イ エ ス 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ４月 号 ， ４－１９

ジ ェ フ リー ・Ｒ・ホ ラン ド「きて ご らん な

さい 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ８月 号 ， ４４－４８

シェ リー ・Ｌ・デ ュ ー 「唯 一 の チ ャ ンス 」

『リアホ ナ 』１９９９年 ７月 号 ， ７７－７９

騨 螺華

隆鹸
翌

轟

唾

ｉ勢

． 羨 、

≒

島

「主に来たれ」『賛美歌』６７番

第 ３課 一 日 々福 音 に 従 う

ジェ フ リー ・Ｒ・ホ ラ ン ド「確 信 を放 棄 し

て は い け な い 」『リア ホ ナ 』２０００年 ６月 号 ，

３４－４２

ロー リー ・リフ ズ ィー 「リー サ ル 高 校 へ

よ うこ そ 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ５月 号 ，

１０－１５

リン ダ ・バ ン ・オ ー デ ン「主 を 第 一 に 置

く」『聖 徒 の 道 』１９９８年 １１月 号 ，４２－４５

第 ４課 永遠の伴侶となる準備

ゴードン・Ｂ・ヒンクレー「主の光の中を

歩む」『リアホナ』１９９９年 １月号 １０８－１１１

リチャード・Ｇ・スコソト「偉大な幸福の

計画を実践する」『聖徒の道』１９９７年 ユ月

号，８４－８６

「日の栄えの結婚」『聖徒の道』１９９８年

１０月号，２５

第 ５課一 家庭に霊的な雰囲気を作る

Ｍ・ラソセル・バラー ド「消せない炎の

ように」『リアホナ』１９９９年７月号，１０２－

１０５

「どうしたら自分の家庭をもっと幸せで

霊 的なところにすることができるでしょう

か」『聖徒の道』１９９８年８月号，２６－２９

「愛ある家 は」『賛美歌』１８６番

細 唄

第６課一 女性 としての教える責任

ゴー トン・Ｂ・ヒンクレー「母親としての

最 も大 きなチャレンジ」『リアホナ』２００１

年 １月号，１１２－１１５

ボイド・Ｋ・パ ノカー「子 どもたちを教え

なさい」『リアホナ』２０００年５月号，１４－２３

ロナルド・Ｌ・ナイトン「子 どもの最良の
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教 師となる」『リアホナ』２００１年 ６月号 ，

３６－４３

「主よ霊感もて」『賛美歌』１８２番

第 ７課 人生の 目的

トーマス・Ｓ・モンソン「日の栄えへ の

旅」『リアホナ』１９９９年 ７月号，１１５－１１８

ラソセル ・Ｍ・ネルソン「わたしたちは

神の子である」『リアホナ』１９９９年 １月号，

９４－９７

「み旨のまま行かん」「賛美歌』１７２番

第８課一 永遠の家族

ヘ ンリー・Ｂ・アイリング「家族」『聖徒

の道』１９９８年 １０月号，１２－２３

アルフォンソ・カス トロ・ベスケズ「永

遠の家族が欲 しいのです」『リアホナ』

２０００年８月号，２６－２８

「家族は永遠に」『賛美歌』１８７番

第 ９課 家 族 の 一 致 を は ぐ くむ

トー マ ス ・Ｓ・モ ンソ ン 「永 遠 の 家 庭 を

築 き上 げ る 」『リア 亦 ナ 』１９９９年 １０月 号 ，

２－７

ヘ ン リー ・Ｂ・ア イ リン ク 「わ た した ち が

一 つ とな れ る よ うに」『聖 徒 の 道 』１９９８年

７月 号 ， ７０－７２

ロハ ー ト・Ｅ ・ウ エ ル ズ 「寄 り合 い 家 族

を 一 つ の 家 族 に す る に は 」『リア ホ ナ 』

１９９９年 ６月 号 ， ２８－３５

タ ミー ・モ ン ロー 「ヘ ン と読 ん だ モ ル モ

ン書 」『リア ホナ 』２０００年 ５月 号 ， １０－ １２

「家 庭 の 愛 」『賛 美 歌 』１８１番

第 １０課一 楽しい家族の活動

大管長会「大管長会からの手紙」『リア

ホナ』１９９９年 １２月号，１
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ポール・ランズ 「家庭 の夕べ は完全 で

ある必要はない」『リアホナ』１９９９年 ８月

号，４４－４７

Ｄ・レイ・トーマス「より堅固な家族を築

くための提案」『リアホナ』１９９９年１２月号，

３０－３２

第ｌｌ課 親族の輪を広げる

ロバート・Ｄ・ヘイルズ「家族 を強める

こと わたしたちに託された神聖な義

務」「リアホナ』１９９９年７月号 ，３７－４０

デニス・Ｂ・ノイエ ンシュバ ンダー「永遠

の家族の きず なを結ぶ橋」『リアホナ』

１９９９年７月号，９９－１０１

第 １２課 神 権 の 祝 福

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッカ ー 「す べ て の 長 老 ，

そ レて す べ て の 女 性 が 知 って お くべ きこ

と」『聖 徒 の 道 』１９９４年 １１月 号 ， １５－２４

レイ ・Ｈ ・ウ ッ ド「神 の 子 の よ うで あ っ

て 」『リアホ ナ 』１９９９年 ７月 号 ， ４８－４９

カ ー ス テ ィ ン ・セ イ フ ァ ー ／ バ ー ジ ッ

タ ・ス トラ ン ドバ ー グ 「レ ナ ー ドが お ぼ れ

た １」「リァホ ナ 』１９９９年 １１月 号 ， １０－ １１

フー コ・レ イ「わ た しの 手 の うち にあ った

神 権 」「聖 徒 の 道 』１９９８年 ９月号 ，３２－３３
♂

第 １３課 神 権 は 家 族 を 祝 福 す る

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン「羊 飼 い ， 小 羊 ，

そ し て ホ ー ム テ ィー チ ャ ー 」『リ ア ホ ナ 』

１９９９年 ４月 号 ，４２－４８

Ｄ・リー ・トブ ラー 「神 権 と家 庭 」『リア ホ

ナ 』１９９９年 ７月 号 ， ５１－５２

第 １４課 わた したちにはす ばらしい

伝統がある

ジェフリー・Ｒ・ホランド「窓辺に降 り立

つ鳩のように」『リアホナ』２０００年７月号，

９０－９３

スティーブン・Ｂ・オーブソン「わたした

ちの遺 産」『リアホナ』２０００年 １月号 ，

３４－３６

「長き沈黙破 りて出づ」『賛美歌』１０番

第１５課 イスラエルの家に与えられる

祝福

ジェームズ・Ｅ・ファウス ト「神よ， どう

か，わたしを探 って，わが心 を知ってく

ださい」『聖徒 の道』１９９８年 ７月号，１９－２２

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン 「誓 約 に あ ず か

る者 」『聖 徒 の 道 』１９９５年 ７月 号 ， ３５－３９

マ ー ビ ン ・Ｋ・ガ ー ドナ ー 「『町 か らひ と

り， 氏 族 か らふ た り』 ウ ク ライ ナ ，チ

ェ ル ニ ゴ フに お け る教 会 の 始 ま り」『リア

ホ ナ 』１９９９年 ４月 号 ， ３６－４１

第 １６課 エンダウメント
きよ

ボ イ ド・Ｋ ・パ ッカ ー 「聖 き宮 居 」『聖 徒

の 道 』１９９２年 ６月 号 ， １４－２３

ジ ュ リ ア ・ハ ー デ ル 「神 殿 へ の 旅 」「聖

徒 の 道 』１９９７年 ２月 号 ， ８－９

ク テ カ ・カム レテ 「ザ イ ー ル か ら主 の 宮

へ 」『聖 徒 の道 』１９９７年 ８月 号 ， ８－９

第 １７課 神殿参入の備え

ジェームズ・Ｅ・ファウスト「永遠，わた

したちの行 く末」「聖徒 の道』１９９７年７月

号，２１－２３

バーバラ・ジーン・ジョーンズ「ふさわ

しい生活，ただいま建設中 Ｕ『リアホナ』

２０００年 ｌｌ月号，８－１３

タマラ・リーサム・ベイリー「神殿に定

期的に参入す るタイプの人」『リアホナ』

１９９９年５月号，４６－４８

「いとまされる」『賛美歌』１５８番

第 １８課 神殿結婚

リチャー ド・Ｇ・スコット「神殿の祝福を

受ける」『リアホナ』１９９９年 ７月号，２９－３１

「持続する愛を養 う」『リアホナ』２０００

年５月号，２５

「日の栄えの結婚」『聖徒の道』１９９８年

１０月号，２５

第 １９課 伝 統

デ ビ ッ ド・Ｂ・ヘ イ ト「強 い リンク とな る」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ， ２３－２５

リチ ャー ド・Ｇ・ス コ ッ ト「幸 福 に 至 る 障

壁 を取 り除 く」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ７月 号 ，

９２－９５

ドナ ル ド・Ｌ・ホ ー ル ス トロ ム 「義 にか な

っ た伝 統 を育 て る 」『リ ア ホ ナ 』２００１年 １

月 号 ， ３４－３５

第２０課 宣教師の責任を理解する

Ｌ・トム・ペリー「チャレンジを受け入れ

る」『リアホナ』１９９９年９月号，４４－４７

ロジャー・テリー「もう一人だけ」『リア

リアホナ／２００２年 １月号

／２５

ホ ナ 』２０００年 ３月号 ，４６－４８

ロ ー リー ・リ ブ ジー 「わ た しは 行 っ て

行 い ます 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ２月 号 ，８－１１

第２１課 福音を分かち合うζとを学ぶ
かぎ

Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラー ド「会 員 が 鍵 で あ

る」『リアホ ナ 』２０００年 ９月 号 ， １２－２１

メ ア リー ・エ レ ン・ス ム ー ト「わ た した ち
み て

は神の御手に使われる者です∫リアホナ』

２００１年１月号，１０３－１０６

クリスティー・ギルズ／ シェーン・ワイ

ズ「周囲を見渡し機会を見いだす」『リア

ホナ』２０００年 ３月号，８－１０

第２２課 永遠を見通す 目

ジェフリー・Ｒ・ホランド「すでに現れた

祝福の大祭司」『リアホナ』２０００年 １月号，

４２－４５

ジェイ・Ｅ・ジェンセ ン「常 に永遠の視

野に立って考 える」『リアホナ』２０００年７

月号，３２－３３

「恐れず来たれ，聖徒」『賛美歌』１７番

第２３課 障害を乗 り越える

ニール・Ａ・マックスウェル「世の誘いと

誘惑」『リアホナ』２００１年 １月号，４３－４６

Ｌ・アルディン・ポーター「しか しわたし

たちは，彼 らのことを気 に留 めなかっ

た」『リァホナ』１９９９年４月号，３０－３４

第 ２４課 選 択 の 自 由

ジ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン 「あ な た の 選

び 」「聖 徒 の 道 』１９９８年 １１月 号 ，４６－４８

リチ ャー ド・Ｇ・ス コ ッ ト「正 しか れ 」『リ

アホ ナ 』２００１年 ３月 号 ， １０－１７

シ ャ ロ ン ・Ｇ・ラー セ ン「祝 福 で あ り重 荷

で もあ る選 択 の 自 由 」『リア ホ ナ 』２０００年

１月 号 ， １２－ １４

「選 べ ， 正 義 を」『賛 美 歌 』１５２番

第 ２５課 従 順

ジ ェー ムズ ・Ｅ・フ ァウス ト「従 順 自由

へ の 道 」『リア ホナ 』１９９９年 ７月号 ，５３－５６

ロ バ ー ト・Ｄ ・ヘ イル ズ 「バ プ テ ス マ の

聖 約 王 国 にあ っ て 王 国 の もの とな る」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ，６－９

デ ナ リー ・チ ャ ッ プ マ ン「３つ の 質 問 」

『リアホ ナ 』２０００年 １１月 号 ， ４６－４７

．．一＿ ＿ 」
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リアホナ／２００２年１月号

１２６

チャー チ ・ニ ュース

大会の土曜日午後の部会で支持の挙手を受ける

ために教会役員の名前を提示する，

ジェームズ ・Ｅ・ファウスト副管長

七十人 ，若い男性 ，

日曜学校の異動

でに２００１年 ６月に発表 されてい

すた七 十人会長会の異動が，総大
会土曜 日午後 の部会で教 会員 により支

持された。さらに七十人の会員 ９人が解

任 され，２４人の地域幹部七十人も解任

された。そして新たに３人の地域幹部七

十人が召 され，日曜学校 および若い男

性の会長会が再組織された。

七十人会長会は Ｌ・アルディン・ポー

ター長老 とマーリン・Ｋ・ジェンセン長老

に代 わり，新 たな会員 としてチャール

ズ・ディディエ長老とセシル・０・サ ミュ

エルソン・ジュニア長老が支持 された。

ポー ター長老は解任 され，名誉幹部の

称号 を受けた。ジェンセン長老 は２００１

年８月にヨーロッパ中央地域会長会で働

くよう召された。

サ ミュエルソン長老 は新 たに中央 日

曜学校会長に召 され， ジョン・Ｈ ・グロ

ーバ ーグ長老 とリチャー ド・Ｊ・メインズ

長老が副会長に召 された。ジェンセン

長老 は中央 日曜学校会長 を解任 され，

ニール・Ｌ・アンダーセン長老とジョン・

Ｈ・グローバーグ長老もジェンセン長老

の副会長を解任 された。



七十人の Ｆ・メルビン・ハモンド長老

が新 たに中央若い男性 会長として，グ

レン・Ｌ・ペイス長老 とスペ ンサー・Ｊ・

コンディー長老が副会長 として支持さ

れた。 これまで中央 若い男性会長 とし

て働いてきたロバート・Ｋ・デレンバック

長老 は８月に，太平洋諸島地域 会長会

で働 くよう召 された。デ レンバ ック長老

はこの大会で副会長のハモ ンド長老 と

ジョン・Ｍ・マ ドセン長老とともに解任さ

れた。

ポ ー ター 長 老 の ほ か に ジ ョン ・Ｋ ・カー

マ ック長 老 ， ボ ー ン ・Ｊ・フ ェザ ー ス トー

ン長 老 ， Ｌ ・ライ オ ネ ル ・ケ ン ドリッ ク長

老 ， レ ックス ・Ｄ ・ビ ネ ガー 長 老 も七 十 人

第 一 定 員 会 か ら解 任 さ れ ， 名 誉 幹 部 の

称 号 を与 え られ た 。

ほか に 中 央 幹 部 を解 任 と な っ た の は，

七 十 人 第 二 定 員 会 会 員 の リチ ャ ー ド・

Ｅ ・ク ック 長 老 ， ウ ェ イ ン ・Ｍ ・バ ン コ ッ

ク長 老 ，リチ ャー ド・Ｂ ・ワー ス リン長 老 ，

レイ ・Ｈ ・ウ ッ ド長 老 の ４人 で あ る 。 □

２００１年９月 １４日にタバナクル で行 われた追悼集会 で話をす るゴー ドン ・Ｂ ・ヒ：ンク レー大管長 。

同時多発テロ事件後，

人道的支援を行った

教会は人々を慰め，

００１年 ９月 ｌｌ日， ニ ュ ー ヨー ク， ワ

２シントンＤ．Ｃ．およびペンシルベニ
アで起 きた同時多発テロ事 件後 ，教会

の指導者は平和と慰めのメッセージを送

った。この事件で５人の末日聖徒が亡 く

なったと報告 されている。

カリフォルニア州ロサンゼルス・サ ン

タモニカステーク，サ ンタモニカ第２ワ

ードのキャロリン・マイヤー・ビューグ姉

妹 （４８歳）とその母親でユタ州ケイズビル

東ステーク，ケイズビル第 １７ワードのメ

アリー・アリス・ウォールス トロム姉妹 （７５

歳）は，ニューヨーク市の世界貿易 セン

ターに激突した最初の飛行機 に搭乗 し

ていた。二人はビューグ姉妹の双子 の

娘 たちを大 学に送 り届 け，その帰路 に

あった。

ニューヨーク州リッチモンドヒル地方

部， リッチモ ンドヒル第３支部のアイバ

ン・ルイス・カルピオ・バ ウティスタ兄弟

（２４歳）は，事件 当時世界貿易センター

の北側 タワー，１０７階にあるレストラン

で働いていた。９月１１日は自分の誕生 日

だったため休暇 を取 る予定で いたが，

当日同僚に代 わって働 くことを引 き受け

たのであった。

バージニア州マウントバーノンステー

ク，クリスタルシティーワー ドのブレー

デ ィー・ハウエル兄弟 （２６歳）とバージニ

ア州マウントバーノンステーク， レーク

リッジ第 ２ワー ドのロンダ・ラズムッセン

姉妹 （４４歳）は，ワシントンＤ．Ｃ．の国防
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総省の建物へ の激突の際亡 くなった。

ハウエル兄弟 は合衆国海軍で働 く公務

員だった。 ラズムッセン姉妹は陸軍担当

の予算 アナリス トだった。２６年問連れ

添ったラズムッセン姉妹の夫 も同じ建物

で働いていたが，無事だった。

大管長会は同時多発 テロ事件の一報

を聞いて間もなく，次の声明を出した。

「本 日起 きたこの無差別テロ事件で，亡

くなられたまたは負傷された，愛する家

族，友人，同僚 を持つ人々に心か らお

見舞いを申し上げます。 この悪意に満

ちた襲撃事件の罪のない犠牲 者の方々

のために，祈 りをささげます。わたした

ちは天の御父 に，この悲惨な事件に対

応する〔ジョージ・Ｗ ・〕ブッシュ〔合衆国〕

大統領とその顧 問団を導いてくださるよ

う願い求めるものです。

この困難 な時を乗 り越えられるよう，

救い主の平安と愛がわたしたちを慰め，

導いてくだ さるよう，わたしたちは人々

とともに祈 ります。」

９月１１日の夜，予定されていたモルモ

ンタバナクル合唱団のコンサートは追悼

式に変更された。その席で，ゴードン・

Ｂ・ヒンクレー大管長は次のように語った。

「今は暗雲が立ち込めていますが，恐怖

と怒 りの厚 い雲の問には，光り輝 く神の
みすがた

御子の神 聖ですば らしい御姿がありま

す、御子こそ，この状況下のわたしたち

が信頼を寄せるべき御方なのです。」

ヒンクレー大管長は，ブッシュ大統領

が「祈 りと回想の国民の 日」と定めた９月

１４日，テレビ番組の「ラリー・キングラで

ブ』（ＬａｒｒｙＫｉｎｇＬｉｖｅ）とソル トレーク・

タバナクルでの追悼式の両方で，同様の

信仰 と慰 めのメッセージを送った。 ヒン

クレー大管長は次のように語った。「わ

たしたちは死者を呼び戻すことはできま
み な

せん。 しかし天の御父の御名を呼び，苦

しんでいる人たちが慰められ，痛みが和

らげ られるよう求めることはできます。」
つるぎ すき

また，人がその剣 を打ちかえて鋤とし，

もはや戦いのことを学 ばない 日（イザヤ

２：４参照）が訪れるのを天の御父が早

めて くださるという希望を述べた。この

追悼式には，大管長会，十二使徒 定員

会，そのほかの中央幹部とタバナクル合

唱団が 出席 した。この式の模様は合衆



国中の教会集会所に中継された。

９月２０日，ヒンクレー大管長とそのほ

かの宗教指導者 ２６人がブッシュ合衆 国

大統領に招かれ，ホワイトハウスで会見

した。 ブッシュ大統 領 はこう語 った。

「わたしはこのように心強く感 じたことは

ありません。この力は神から来たもので

す。」大統領は指導者たちに，国の安全

のために，そ して大統 領に知 恵，力 ，

正しい判断力が授けられるように祈って

ほしいと語った。

ブッシュ大統領は集 まった指導 者に

意見を求めた。 ヒンクレー大 管長は次

のように述べた。 「大統領，わた したち

が大統領を支持していることを知ってい

ただきたいと思います。わた したちは大

統領のために祈っています。わたしたち

は神の導 きの下にあるこの国を愛 してい

ます。」

大管長会の要請 を受け，合衆国中の

教会ユニットは９月１６日の 日曜 日，特別
せいさん

な追悼聖餐会を開いた。また，世界 中

の教会 員が，家族を失 った人々に愛 と

奉仕の手を差 し伸べた。ニューヨークや

各地の空港で立ち往生 した人々に，家

や集会所 を開放 した会員 も多 くいた。

教会がアメリカ赤十字 に寄付 した人

道的援助基金の大半は，捜索 ・救助活

動，緊急食糧や宿泊所 ，そのほかの必

要な支援に利用された。．赤十字のソル

トレーク支部は，ソルトレーク・シティー

に足止 めされた旅行客の食糧 と宿 泊所

を確保するために寄付金の一部を充て

た。さらにニューヨーク市の犠牲者の家

族にも支援がなされた。

１０月９日，大管長会はアフガニスタン

難民 に毛布 ，衛生用 品のセット，医療

品，新生児用 品のセットを送ることを承

認した。□

◎国際機関誌『リアホナ』日本語版編集室

〒１０６－００４７東京都港区南麻布 ５－１０－

３０ 末日聖徒イエス・キリスト教会

ＴＥＬＯ３（３４４０）２６６６ ＦＡＸＯ３（３４４０）３２７５

電子メール Ｌｉａｈｏｎａ－ｊｐ＠ｌｄｓｃｈｕｒｃｈ．ｏｒｇ

◎国際機関誌『リアホナ』のお届け，

その他商品に関するお問い合せは

教会配送センター

ＴＥＬＤ３（５６６８）３３９１ ＦＡＸＤ３（５６６８）３３９２

ｗｗｗ．ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇのホームペー ジを利用す ると ，

教会 に関する様々な質 問について調べ ることがで きる。

新しいウェブサイトで福音を分かち合う

会は福音を広めるための新たな手

教段 を導入 した。教会の公式イン
ターネットサイトｗｗｗ．ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇで

は，個人で福 音について詳 しく学ぶこ

とができる。

２００１年 １０月 ５日に発表されたこのウ

ェブサイトにつ いて，翌 日の総大会 で

十二使徒 定員会の ダリン・Ｈ・オークス

長老 も次のように言及 している。 「１９世

紀にちらしが作 成され，２０世紀 にラジ

オやテレビ，フィルムの利用が始まった

と同様 に，この新 しい方法が持つ可能

性にわたしたちは胸躍 らせています。…

…教 会員は友 達から質問 を受けた際 ，

このサイトを使って答えることがで きま

す。直接質問に答えることもできます し，

友達 にサイトを開いてみるように言 うこ

ともできます。」

Ｍｏｒ皿ｏｎ．ｏｒｇが発 表されてか らの ３

日問で，このウェブサイトへのアクセス

件数は９万 ３，４３３件に上った。そ してモ

ルモン書 の注文が １５１件 ，宣教 師の訪

問の希望は３６件あった。アフリカ，アジ

ア，オーストラリア，南太平洋諸国，西イ

ンド諸島，ヨーロッパ，中東 および北ア

メリカ，南アメリカ，中央アメリカのイン

ターネット利用者からアクセスがあった。

Ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇは音声 ，画像，文章に

より教会の基 本的な原則を，分 かりや

す く率直な言葉 を使 って説 明している。

内容は「教会」「家族」「神の属性」「人生の

目的」の４つのメインテーマに分かれて

いる。

それぞれのメインテーマの画面には幾

つかの見出 しが列挙 されており，見出

しを選択することでそのテーマについて

の基本 的な情報が掲載された画面を表

示できるようになっている。そしてその
る

画面か らさらに別 の関連項 目の画面 を

表示させることができる。また，そのテ

ーマに関連する
，教会制作 のビデオや

大管長会と十二使徒定員会会員の話か

ら抜粋 した音声 または映像を選択する

こともできる。もっと詳 しく学びたい人

は宣教 師の訪問を要請 したり，教会出

版物やビデオの送付を請求 したり，また

は集会所検索機能 （現在は合衆 国内と

カナダ国内のみ）で最寄 りのユニットを

探 したりすることがで きる。

Ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇで得 られるそのほかの

情報には，社会問題，神学，教会の方針

に関する質疑応答集，育児，家族関係，

コミュニケーションに関する情報，また

利用者が福音関係の用語 を理解するため

の検索機能の付いた用語集などがある。

教会員は友人にこのウェブサイトのペ

ージを電子メールで送ったり，福音をテ

ーマにしたグリーティングカードを送 っ

たりして活用することができる。これら

のサービスは無料で利用できる。

Ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇは現在英語のみで利用

できるが，教会の指導者 は，いずれほ

かの多 くの言語でも利用可能になると述

べている。□
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